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コ ン ピュー タ の適 用 分野 が広 が り数 値 情 報 だ け で な く文書 情 報 の取 り扱 いが

増 す につれ て..当 然 の こ となが ら 日本 語 情 報 の処 理が 問題 とな って き ます 。 こ

れは単 に 日本 だ け の問 題 で は な くアル フ ァベ ッ ト以 外 の文 字で 表 現 され る言 語

を使 用す る国 々 に おけ る共 通 の問 題 と思 われ ます 。 我 が国 で は従 来 か ら,こ の

種 の情 報 は ロー マ字 や カ タ カ ナの表 音 文 字 を用 い て処 理 して き ま した が,出 力

情 報が 表 音 文 字 で 表現 され るた め読 み に く く,意 味 にあ い まい さが と もな うな

ど,そ の価値 が 低 下す るだ け で な く理 解 力の低 下 を もまね い て い るの が 現 状 で

あ ります 。 この た め,最 近 で は 日本 語 本 来 の表 現 形 式で あ る漢 字 か な 湿 りの 出

力情 報 に対 す る需 要が 高 ま り,各 メー カか ら相 つ いで各種 の 漢 字 入 出 力 装 置が

開 発 され る と共 に,出 力情 報 を漢 字 か な 湿 りに しよ うとす る ソ フ トウ ェアの開

発等 も活 発化 しつ つあ ります 。

当財 団 で は 合 理 的な経 営情 報 シ ス テ ムを確 立 す る とい う立 場 か らあ ら ゆ る レ

ベ ル の管 理者 に理 解 しやす い情 報 を 提供 す るた め の処理 シ ス テ ムに つ い て研究

開 発 を行 な って いますが,そ の一環 として,48年 度以 来,カ タ カ ナ入 力 漢 字

か な湿 り文 出 力 方式 の 処 理 シス テ ムを 開 発 し,事 例 研究 を通 して実 用 性 の 検討

等 を行 な って き ま した。

当事業 は これ を更 に進 め,コ ン ピュー タを 用 いた 日本 語 情報 の取 り扱 い,特

に,情 報 の 蓄積 ・検 索等 に つ いて検 討 す る と共 に カタカ ナ入 力 漢 字 か な 混 り文

出 力方式 を応 用 した 日本 語 情 報検 索 シ ステ ムの モ デル を開 発 し,科 学 技 術文 献

の検 索 に適 用 して 事例 研 究 を行 な お うとす る もの であ ります。

本 年度 は 日本 語情 報 の処 理 動 向 に つ い て調査 す る と共 に50年 度 に作成 した

日本 語 情報 検 索 シ ステ ムの設 計書 に 基づ い て具 体 的な モ デル ・シ ス テ ムの 開発

を行 な い,科 学 技術 文献,特 に情 報 処 理分 野 の技術 文献 の検 索 に適 用 し ま した

が,本 報 告書 は これ らの成 果 を と りま とめた もの であ ります 。

こ こに,今 年 度 の事 業 実 施 に ご尽 力 な らび に ご支援 を賜 った 高 橋 達 郎,植 村



俊亮,両 角 尚二,林 省三の各氏 お よび関係 各位 に心 か ら感謝 の意 を表 します と

共 に この報告書が各方面 に活 用され,我 が 国情報処理産業の発展 の一助 として

寄与 で きれば幸です。
‖

昭和52年3月

財団法人 日本 情報処理開発協会

会 長 植 村 甲 午 郎
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1.総 論

1.1研 究 の 目 的

当 財 団 に おけ る 日本 語 情 報 処 理 に関 す る研 究 は,昭 和46年 度 に さ か の ぼ り,

そ こで は記 事 情報 を扱 った デ ータ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ステ ムか ら の検 索 情 報 に

カナ 漢 字変 換 処 理 を施 し て,利 用者 に漢 字 かな湿 りの 日本語 情報 を 出 力 ・提供

した こ とに始 ま る。 以 降,47年 度 に は,階 層構 造 の フ ァイ ル構 成 か らカ ナ漢

字変 換 効 率 を 考察 し,48年 度 お よび49年 度 には,文 章 情 報 か ら固 有 名 詞情

報 に 至 る広 範 囲 な分 野 にっ いて実験 研 究 を積 重 ね,適 用分 野 別 に よる カ ナ漢 字

変換 方式 の評 価 ・検 討 を 行 な って きた 。 そ の 背景 には,コ ン ピ ュー タ を利 用 し

た情 報 処 理 シ ステ ム に お いて,コ ン ピ ュー タか らの 出 力情 報 の 価 値 とい う観 点

か ら とら え,情 報 の 利 用者 か らは 理 解 度 と い う側 面 か ら,漢 字 か な 湿 り文情 報

の必 要 性 を考 察 す る こ とに あ る。

最 近 の コン ピ ュー タ技 術,周 辺 ・端末 装置 の進 歩 は,あ らゆ る分 野 に お いて

情 報 処 理 の コ ン ピ ュー タ化 を急 速 に拡 大 して きた 。従 来,コ ン ピ ュー タが演 算

処 理 だ け を 目的 として 利 用 され て きたが,情 報処 理 シ ステ ム と して の オ ペ レー

シ ョナル な 日常業 務 の処 理,管 理 資料 の 作成,OR的 手 法 な ど を利 用 した各種

統 計 資 料 の作 成,経 営 計 画 に関 す る戦 略 的 な資 料 の作成 な ど,広 範 囲 な 分 野で

利 用 され る よ うに な った 。 し か し,こ れ らアプ リケ ーシ ョン ・シ ス テ ムの発 展

過 程 を み る と,そ の基 礎 を な して いる の は各種 の 数値情 報 で あ る。 これ は情 報

の量 全体 や質 か らみ る とほん の 一部 にす ぎな い。 そ のた め 今後 コ ン ピ ュー タ を

利 用 した 情報 処 理 分野 を さ ら に拡 大 す るた め には,文 章情 報 を 扱 う処 理 に期 待

が 大 きいわ け で あ る。

給 与計 算 や販 売 管 理,在 庫 管 理,財 務 管 理な どの事務 処 理 の 例 を み て も,情

報 の 処理 面 で は効 率が 良 くて も,出 力(印 刷)の 面では 処 理結 果 を表 わす 文 字

に対 して不 満 が あ る。 それ は従 来 の情 報 処 理が 処 理面 の効 率 追 求 にあ った た め

1



で あ る。 こ の追 求心 が 今 日の進 歩 を もた ら して きた け れ ど も,欧 米 と 日本 との

比較 では,文 字表現 の 問題が 大 きな 相違 で あ る。 これ は,漢 字 かな 混 り文 を扱

う日本 人 で あ る とい うこ と,コ ン ピュー タ に人間 が 使 わ れ るので な く,人 間が

情 報 処理 を 行 な うた め の 道具 として コ ン ピ ュータ を使 うと い うこ とか ら,人 間

と コン ピュー タ との コ ミ ュニケ ー シ ョンに お け る制 約 は,人 間 側 か ら近 づ くの

で は な く,コ ン ピュー タ側 か ら人 間 が満 足 で き る よ うな 形 に接近 し て くるべ き

だ とい う理 由 か らで あ る。 これ は 日本 人 とし て当然 の要 求 で あ る。'日常 生活 の

中で も,企 業 活 動 に お いて も,ほ とん どの情 報 が 日本 語 で あ る こ とか ら も,い

か に コン ピ ュータ処 理 に よ る出 力 と い え ど も漢 字 か な湿 り文 の 要求 は 大 きい。

しか し,わ が 国ヘ コ ン ピ ュ一 夕が 導入 さ れた 当 初 は,コ ン ピュー タは,英 字,

数 字,特 殊 記 号 しか使 用で きな い もの で あ る とい う考 え方 が 強 か った た め に,

日本 語 の文 章 は ロー マ 字で 処 理 を行 な って い た。 その後 よ うや く漢 字 かな湿 り

文 に よる表 現 に対す る要 求が 高 まっ て,英 字 と同 じ表音 文字 で あ る カ タ カナに

よる表 現 が 可 能 に な った。 これ は コ ン ピ ュー タ に よる情 報処 理 の出 力表 示方 法

としては 非 常 に大 きな進 歩 で あ った とい うこ とが で き る。

しか しこれ で コン ピュー タの 出 力 に対 す る不満 が解 消 さ れた わけ で な い。 日

常 の 日本語 の文 章 は か な文 字 ば か りで は な く,新 聞,雑 誌 な どす べ てが 漢 字 か

な混 り文 で 表 現 され てお り,生 活 環 境 の な か には漢 字か な 湿 り文 が,感 覚的 に

も感 情 的 に も一 般 的 な 表 現 方 法 として 受け とられ て い る。 また かな 文 字 は表音

文 字 で あ るか ら個 々の 文 字 には 一 定 の音 だ けが あ って意 味 は ほ とん どな い。 い

くつ か の文 字 を組 合 せ て言 葉(単 語)と な った と きに は じめ て意 味 を もつか な

文字 に 対 して,漢 字 とい う表意 文 字 は個 々 に文 字 に意 味 が あ る。 その た 吟 かな

文 字は,文 字 の意 味 や感 情 ・情 緒 な ど,文 字 として の ニ ュア ンスが 伝 わ らな い

ので,日 本 語 と して の異 和 感が 生 じる ことに な る。 さ らに か な文 字だ けの表 現

方 法 を 用 いた 場合 には,同 音 異義 語 な どの取 扱 いが で きな いため に,誤 った情

報が 伝 達 さ れ た り,意 味 を 間違 え るな どの 問題 が 生 じ る恐 れが あ る。

そ こで コ ン ピ ュータ の 出力 情 報 と して漢 字 の 必 要性 が 叫 ば れ,日 本 語情 報処
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理 シ ステ ムや そ のた めの 入 出力 装置が コン ピ ュー タ ・メ ー カな どで 数 多 く開 発

され て きた。 この よ うに我 々が コ ン ピ ュー タ に対 して持 って いた"処 理面"の

要 求 の他 に,よ り使 い やす い とい う"満 足 面"の 要 求が 強 くな っ て きた。 そ し

て従 来 の数 値 計算 中心 の 情 報処 理か ら文 章 情報 を 中心 とした 情 報 処 理へ と,適

用分 野が 広 が って きた 。

こ の よ うな こ とか ら,日 本 語 情 報処 理に 関す る研 究開 発 は,欧 米 諸 国 の コン

ピュー タ利 用 には な い,様 々 な問 題 を ふ まえ なが ら も,徐 々にでは あ るが 成果 が

表 われ て きて い る。 日本 語情 報 処 理 の問 題 は,あ らゆ る面 で文 字種 に かか って

い るが,文 字種 ・コー ド ・配 列 な どの標 準化 案 も整 って,こ れ か ら発 展期 を迎

え よ うとして いる 時期 で あ る。

当事 業 で は,日 本 語 情 報 処 理 シス テ ムの研 究開 発 を推進 して きた が,そ の主

テ ーマは,日 本 語 情 報 の適 用 分野 拡 大 にあ り,従 来 の情 報 処 理 シ ス テ ムに 日本

語 情報 を適 用 した 場 合 の 効果 測 定 にあ る。 そ こには,こ れ ま で研 究 開 発 を行 な

って きた カタ カ ナ入 力 漢 字 か な湿 り文 出 力方式(カ タ カナ入 力方 式)の 適 用が

あ り,そ れ に付 随 した"デ ー タ作 成 と蓄積",tt検 索 ・提 供 サ ー ビス",の 両

面 か ら評 価 ・検 討 を行 な うこ とにあ った 。

日本語 情 報 の 適 用 モ デル と しては,情 報処 理 技 術 分野 の文 献 検 索 シ ステ ム を

と りあ げ て,前 年 度 に 基 本設 計 を行 な った。 本 年 度 は これ を もと に詳 細 設 計 を

行 な って,モ デル ・シ ステ ムを開 発 し,目 的 とす る評価 ・検 討 と今 後 の 日本 語

情 報処 理 シ ス テ ムの 開発 に対 す る展 望 ・課題 にっ いて考察 を行 な った。

㌦
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1.2報 告 書 の 概 要

当財 団 で は,昭 和43年 度 以 来,経 営 情 報 シ ス テ ム に関 す る調査 研 究 を推 進

して きたが,昭 和46年 度 の 「デー タ ・マ ネ ジメ ン トcシ ス テム の研 究」 に お

いて カナ漢 字変 換 の事 例 研 究 を開 始 して以来,日 本 語 情報 処 理技 術 に 関す る研

究 を行 な い,.そ の成 果 を以 下 の 報 告 書 に と りま とめ て い る。

46-SOO6「 記 事 情 報 検 索 の た め の デー タ ・マ ネ ジメ ン ト」(第11章)

47-SOO1「 階 層構 造 の情 報 処 理 シ ス テ ム」(第7章)

47-ROO1「 日本 語 情 報 処 理 の 技術 動 向調 査 報 告 書」

48-SOO4「 文書 情 報 処 理 に 関す る調査 研 究 」

49-SOO6「 文 書 情 報 処 理 に 関す る研 究 開 発」

50-SOO1「 日本語 情 報 処 理 シ ステ ムの研 究 開 発」

今 年 度 の報 告書 は6つ の文 章 か らな って お り,各 車 で それ ぞれ つ ぎの よ うな

内容 に つ いて 記述 して い る。

第1章 「総論 」 で は,研 究 の 目的 を記述 して,カ ナ漢 字 変換 シス テ ムを応 用

した 日本語 情 報処 理 シ ス テ ムに関 す る研 究事 業 の 背景 を 明 らか に して いる。

第2章e「 日本 語 情報 処 理 の需 要 」 で は,日 本語 情 報 を 適 用 した 情 報 処理 シス

テ ムの構 築 を 目指 して,日 本 語 情 報 処 理の ニー ズ と問題 点 に っ いて考 察す る と

と もに,日 本 語情 報処 理 の需 要 動 向 を把握 す るため に,適 用 分 野 ご との実例 シ

ステ ムの概 要 を紹介 して いる。

第3章 「日本 語 情 報 の作 成 と提 供 」 で は,日 本 語 情 報 を コ ン ピ ュー タ処 理す

るた め の作業 とし て,デ ー タ作 成 か ら,蓄 積 ・検 索,さ ら には提 供 サ ー ビスに

至 る,そ れ ぞ れ の技 術 的問 題 点 な ど につ いて 考察 して い る。

第4章 「日本 語 情 報 を 適 用 した 文 献 検索 モデ ル」 で は,カ タ カナ入 力 方式 を

適用 した 日本語 情 報 処 理 シ ステ ムの モ デル ・シ ステ ム と して実 験 開 発 した,日

本 語 情報 文 献検 索 シ ス テ ム(KINDS)に つ い て,シ ス テ ムの概 要 とシス テ

ムの利 用方 法 を主 体 に し て,全 容 を解 説 して い る。
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第5章 「モ デ ル ・シ ス テ ムの 評価 検 討 」 で は,第4章 で述 べ て い る モ デル ・

シス テ ムにつ い て,評 価 検 討 した結 果 を述 べ る と と もに,要 望 され る文献 検 索

シス テ ムの あ り方 に つ い て考 察 してい る。

第6章 「今 後 の課 題 」 で は,モ デ ル ・シス テ ムの評価 検討 を も とに した ・今

後 の 日本 語情 報 処 理 シ ス テ ムの研 究 開 発 に対 す る展 望 につ いて述 べ て い る。
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2.日 本語情報処理の需要
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2.日 本語情報処理 の需要

2.1日 本 語 情 報 処 理 の ニ ー ズ

日本語情報処理 の必然性 につ広ては,す で に多 くの 有識 者 に よ って 叫 ば れ て い る

ところ で あ る。 さ らにわが 国 の国 際 的 地位 の 高 ま りと と もに,内 に外 に海外 の

文 化 に接す る機 会 が 多 くな り,日 本語 に対 す る広 い視 野 か らの論 議 が 多 くな っ

て きた 。 比 較言 語 学的 な立 場 か ら,狭 い視 野 に立 った 誤 った 国粋 主 義 的 な論 に

至 る まで,花 々 し く書 店 の 店 頭 を 飾 って い る。

これ らの論 議 の 中か ら生 れ て きた1つ の流 れは,言 語 とは 文 化 そ の もので あ

り,言 語 のみ を 抽象 化 し てそ の優 劣 を論 ず るのは誤 りであ り,日 本 語 は 日本文

化 に根 ざ した伝 統 の あ る言 語 であ る とい う,再 認識 論 で あ る。 この よ うに再 評

価 が 高 ま る と と もに,日 本 語 情 報 処 理へ の評 価 も高 ま り,す で に情 報 処 理 の都

合 に合 わせ て,日 本 語 を改 変 し よ うな ど とい う極 端 な 議論 は 影 を ひ そめ て し ま

'
って いる。

欧米(ソ 連 も含 め て)に お け る情 報 処 理 は,す で に何 らの 抵 抗 もな しに,国

字国 語 で行 なわれ て い る。 こ とさ らに 日本 語情 報 処 理が 強調 さ れ るの は,未 だ

揺 らん期 にあ るた め で あ り,そ こに また ニーズ論 が 必要 にな っ て くるので あ る。

ニー ズ を顕在 化 させ る最 も重 要 な要 素は コス トで あ り,現 在 は この 点 に最 も力

が そ そが れ て いる時代 とい え よ う。

日本 語 情報 処 理 を 喚起 した の は 出版 産 業 であ る。 出版は 最 も 日本 語 と係 り合

いの深 い産 業 で あ り,そ の業 務 内 容は 情 報処 理 その もので あ る。 さ らに作業 の

省 力化 ・自動化 ・脱公 害 化 な どの合 理化 の必 要性 か ら,い ち 早 く 日本 語情 報処

理に取 組 ま ざ るを得 な か った。 紙 テー プに よる自動 鋳植機 か ら始 ま り,メ ッセ

ー ジの 集配信 ,モ ニ タ ・プ リン トを経 て,自 動組 版へ ど進 ん で い った。

これ らの 要求 の最 も強 か った のは新 聞社 で あ り,ま ず新 聞社 が 先 導的 な 役割

を果 した が,そ の処 理 内容 が 非 常 に複 雑 であ り,さ らに高速 大 量処 理 とい う難
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関が あ った た め に,実 際 に最 初 に 日本 語 情 報 処 理が 開 花 した の は,索 引類 の発

行 を主 た る業 務 とす る出 版産 業 で あ った。 索 引編 集 の機 械化 が コス トを 上回 る

メ リッ トが あ った ため で あ る。

しか し,一 般 の 出版産 業 に お いて は未 だ コス ト割 れ の 状態 で,普 及 には 至 っ

ていな い。 出版 産 業 として の潜 在 的 ニーズ は 膨大 で あ るが,こ れ を顕在 化 す る

には,ま だ まだ 多 くの努 力が 必 要 で あ ろ う。 印 刷 漢 字のOCRと か,編 集 の 柔

軟化 とか,直 接 製 版 とか技 術 的な 多 くの開 発が 要求 され る。

日本語 情 報 処 理 の 応 用 は まず 出版 産 業 か ら始 ま った た め に,始 め か ら高 品質

な プ リンタ(植 字機)が 要求 さ れ,技 術 的 に高 度 な 発 達 を とげた 。 しか し電算

植 字機 の需 要 は 限 られた もの で あ るた め,メ ー カは そ の技 術 を もっ て,高 速 の

漢 字 プ リンタ を 開 発 し市場 に送 り出 した。 これが いわ ゆ る事 務 処 理 分野 の 日本

語化 の 導火線 とな り,ま ず あ て 名 の 日本語 化 を 促 が した。

皮 肉な こ とに,あ て名 は 日本語 として は その 漢 字 の複 雑 さ の 故 に,困 難 な分

野 に属す る もの で あ る。 この た め入 力 シ ステ ム に多 くの工 夫 が こ らされ,入 力

装置 に常 備 さ れ て いな い外 字 の処 理 とか,す で に コ ン ピュー タ に入 力 され て い

るカナ情 報 の漢 字変 換 処 理 とか に,多 くの成果 が あが って い る。

この よ うに 日本 語 情 報 処 理へ の受 け ざ らには,着 々 と進 ん で いる ので あ るが,

た とえば 漢 字 プ リンタ にお いて,印 字 幅が 狭 い とか コ ピーが 取 れ な い とか の,

細 部 に お け る問 題 点が 残 って い るの は 残念 な こ とで あ る。

現在 コン ピュー タ処 理は 大 規模 な デー タベ ー スの 多 目的 利 用 と,オ ン ライ ン

化 の 方向 へ急 速 に進 み つ つ あ る。 日本 語 情 報処 理 も当然 の こ となが ら,こ れ ら

の方 向 に対 処 して い かね ば な らな い。 す で に政 府 関係 の大規 模情 報 シ ステ ムが

数 多 く計 画 さ れ て い るが,こ れ らは ほ とん ど日本 語 情 報 を含 ん で い る。 ハ ー ド

的 には 日本 語端 末 装 置 の 低 廉化 が 急務 であ る。

以 上の よ うに 日本 語 情 報 処 理の需 要 分野 は,大 き く分 け て編 集 植 字分 野,事

務 処 理分 野,情 報 提 供 を主 とす る オ ン ライ ン分 野 と い うこと にな る。 これ らは

また 出力 装置 か らみ る と電 算 植 字機,漢 字 プ リンタ,漢 字 端 末 装置 の 応 用 分野
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とい うこ ともで き る。

コ ン ピ ュー タ に よる情報 処 理 に と って,そ の 日本 語化 は 必然 的 方 向 で あ り,

装置 の簡 便 さ と コス トの低廉 化 が残 さ れ た 問題 とい え よ う。 このた め には,や

は り政府 主 導 の 大規 模 シ ステ ムを実 現 させ て,処 理 の普及 を は か る こ とが 重 要

な要 素 と い え よ う。

また最 近 では 情 報 処 理 のFM(フ ァ シ リテ ィ ・マ ネジ メ ン ト)化 が徐 々 に進

行 中 で あ る。 この点 か らみ る と,日 本 語情 報 処 理 を業 とす る計 算 セ ン ターの 育

成 も また重 要 な こ とで あ る。 いた ず ら に多 くの機 種 を市販 す る こ とに も問 題が

あ り,ま た漢 字 コー ドの統 一 も重 要 な 要 素で あ る。 ニーズが ど こに あ るか とい

うこ とで は な く,い か に した らニ ーズ を顕 在化 させ うるか とい う問題 で あ る。

奄
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2.2日 本 語 情 報 処 理 の 問 題 点

日本 語 情報 処 理 は 確 か に英 数 字 の場 合 に比 して,多 くの問題 点 を か か え て い

る。 これ を 分析 す るに 当 って は,そ の ハー ド,ソ フ トを含 め て の シ ステ ム面,

日本語 の特 性 面,お よび シ ステ ム の運 用 面 か ら,多 角的 に考察 しな けれ ば な ら

な い。

まず 日本 語 の特 性 面 として は,そ の 語義 と構 文 を別 とす れば,文 字 字種 が 多

い こ とで あ る。 しか もあ らゆ る問題 が 漢 字 の字 種 とパ ター ンの複 雑 さ に 集 中 し

て い る。 字種 に っ い ては 一応 当用漢 字 とし て わ くが設 定 さ れ て い るが,強 い拘

束 力は な くまた 固有 名 の漢 字 は そ の わ く外 であ る。

情 報 処 理 の立 場 か らいえば,か つ て コン ピ ュー タが 英数 字 し か扱 え な か った

時 期 の よ うに,無 条件 で ロー マ字 や カ ナ文 字 を押 付 け るの も論外 で あ るが,漢

字処 理が 可能 にな った か ら とい って,無 条 件 で漢 字化 を推 進 し よ うとい う態度

も問 題 で あ る。 情 報処 理 技 術が1つ の 時 代 の流 れ を変革 しよ うと して い る認 識

に立 って,漢 字 の 字種 の制 限 とか 字 体 の 簡 素化 にっ いて,見 識 の あ る意見 を 出

し,そ の推 進役 を果 す べ きで あ ろ う。

固 有 名の うち 地 名 は多分 に人 為 的 な 要素 が 多 いので,徐 々 に簡 略化 さ れ つ っ

あ る。 人 名 の 名 に っ いて も行 政 面 か ら同様 な措置 が とられ,姓 の みが 手 付 かず

の ま ま放置 さ れ て いる。 そ の他 の 固有 名 は主 と して 出版業 で の問 題 で あ る。 情

報 処 理の 対 象 とな る情報 の うち,企 業 内の よ うに 限 られ た範 囲 にのみ 流通 す る

情 報 につ いては,思 い切 った 処置 に よ り漢 字 の 簡 略化 をは か り,コ ス ト効 果 を

高 め るべ きで あ る。

シ ス テ ム面 で は常 に入 力 シ ステ ムが 問 題 として指 摘 され て い る。確 か に英 数

系 と比べ て入 力 装 置が 高 く,し か も入 力速 度が 遅 いた め,入 力 コ ス トが4～5

倍 に も達 して い る。企 業 内 シス テ ムの 場合 には,漢 字情 報 の テ ー ブル付 加 な ど

の 工 夫 に よ り,コ ス トを下 げ る こ とが ポ イ ン トで あ る。 顧客 情報 の よ うに大 量

の 住 所 ・氏 名 な どを 一時 に入 力す る には,計 算 セ ンター の利 用が 有 利 で あ る。
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大 量 の 情報 の入 力 を伴 うのは 電算植 字 の場 合で あ る。 しか し この 場合 には,

すで に他 の方 法で 行 なわ れ て いた 作業 の振 替 えで あ るので,入 力 自身 として の

問 題 は 少 な い。

技 術 的 に は入 力 の 効 率 化 は大 きな開 発 テ ーマで あ る。 漢 字 の 入 力 につ いて は

これ まで に数 多 くの ア イ デ アが 提 出 され,学 会 な どで花 々 し い議論 を呼 び,そ

の 中 の い くつか は実 用化 され て い る。 しか し実 用期 に入 って入 力 装置 は フル キ

ー 方式 が 主 流 を 占め つ つ あ り,フ ルキ ー 方式 の中 で の ハー ドの 開発 に移行 しつ

つ あ る。 入 力装 置 は他 の 電子機 器 と同様 に,今 後 大 幅 な コス トの低 下 が期 待 さ

れ る。

シ ス テ ム面 で次 に問 題 なの は,編 集処 理 にお いて シ ス テム の 柔軟 性 が 乏 し い

こ とで あ る。 電算 植 字 で は これが最 大 の問題 とな っ て く る。 これ を シ ステ ム的

にみ て み る と,編 集 処 理 に お け る決定権者は人間 であり,し か も人 間 の デ リケー

トな感 覚 に よっ て左右 しな けれ ば な らな い面が強 い。 す で に 活 版 印 刷 に お いて

この技 術 が 定 着 し て い るため,情 報 処 理側 として は 大 きな 負担 とな って くる。

現 在 の一 般 的 な シ ステ ムは コ ン ピュー タ と人 間 とのイ ンタ フ ェー スは プ リン

トさ れた ハ ー ド ・コ ピーで あ る。 少 な くと もこの 部 分を よ り柔軟 にす る こ とが

第一 歩 で あ り,デ ィス プ レイ装 置 に よる会 話 方式 が 取入 れ られ て いるが,コ ス

トの 犠 牲が 大 き い。 か つ て活 字1本 単 位 で 自由 に動 かせ た こ とを考 え る と,い

か に も大 げ さ な感 じを まぬが れな い。 この問 題 は編 集面 のみ で な く校正(ベ リ

フ ァイ)の 問 題 で もあ り,見 か け上入 力 コス ト上 昇 の原 因 と もな っ て いる。

要す るに 日本 に お いて は 日常 的 に タ イ プ ライ タ ・マイ ン ドが な く,こ の こ と

が 漢 字入 力問 題 を よ り大 き くして い る といえ よ う。 さ ら に,か か る土壌 か らみ

る と,印 刷 漢 字 のOCRは 思 わ ぬ需 要 が あ る か もしれな い。

出 力装 置 につ いて は,コ ス トの低 廉 化 を待つ と い うこ とで あ るが,と くに漢

字 端末 装 置 の 低廉 化 は大 きな期 待 が か け られ て い る。 日本語 情 報 の デー タベ ー

スは,す で に 用意 さ れた もの もあ り,ま た 主 として政府 ベ ー スで作 成 の 計画 も

目白押 しで あ る。 これ らを有効 に利 用 す る シ ステ ムに と って,漢 字端 末が そ の
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指 導権 を 握 って い る とい え よ う。

最後 に運 用面 として は,日 本 語 情 報 処 理 に関 す るあ らゆ る面 で の標 準 化 の推

進 が あ る。 当面 急 を要 す る問題 として,漢 字 コー ドお よび機 能 コー ドの標 準化

が 進 め られ て い るが,こ の他 に も情 報 処 理側 か ぢの字種 の 設定,漢 字 お よび 日

本 語 の 配 列規 則,入 力 装置 の け ん盤 配 列,出 力装置 の 用 紙 お よび 印 字 フ ォー マ

ッ ト,漢 字 パ タ ー ン,文 字 品質 な ど多 くの標 準 化 の設 定 が急 が れ て い る。

A

,
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2.3日 本 語 情 報 処 理 の 適 用 分 野

この節 では 日本 語情 報 処 理 の各 種 の応 用 事例 を挙 げて,考 察を加 える こ とに

する。 日本 語 情報 処理 を そ の機 能面 か ら大 別 す る と,次 の3つ に分 類 で きる。

語 処理(デ ータ 処 理)

文処 理(メ ッセ ージ処理)

言語 処 理(ラ ンゲ ー ジ処 理)

語 処理 とは 住所,氏 名,商 品名 な どの よ うに,語 単 位で デ ータ また は コー ド

的 に扱 わ れ る情報 の処 理 で,す でに大 部 分 カ ナ文 字 または 英文 字 で,処 理 対象

とな って いた もの で あ る。 した が って この 処理 は,出 力 の改 善 とい う面 に重 点

が置 かれ て い る。 今 後 コス トと効果 の バ ラ ンス の改 善に伴 っ て,徐 々 に事例 が

拡 大 して い くもの と思 わ れ る。

文処 理 とは語 の ス ト リン グ と しての 日本 語 を,文 の規 約 または レイ ア ウ ト上

の規 約 に従 って,編 集処 理 を行 な うもの で,印 刷産 業 のCTS化 つ まり電 算植 字

として の需 要 が見 込 まれ る もので あ る。 これ は もと もと 日本 語処 理 が 可能 とな

って顕 在 化 した もので,コ ン ピュ ータ の 出 力 情報 を流通 させ る産 業,つ ま りマ

ス コ ミ産業 の 機械 化 とい う要 素 が強 い。

言 語処理 とは 語 または 文 の意 味 に まで立 入 って 処理 を行 な う もので,処 理 そ

の ものは意 味 を 担 う記号 の処 理 で あ る か ら,直 接 日本語 情 報 処理 とは 関係 な い

が,漢 字 特 有 の 問題 と して,同 音 異 義,音 読 み,訓 読み,日 本 語 文 法 な ど の処

理 が,言 語 処 理 の範 疇 に入 って くる。 この分 野 の応 用 としては,機 械 翻訳,カ

ナ ー漢字 変 換 な ど現 在 開発 中 の もの が 多 く,ま だ顕 在化 には至 って い ない。

次 に 日本 語 情 報 処理 をそ の応用 分 野 に よって大 別 す る と,次 の よ うにな る。

事 務 処 理 私 企業

行 政 機 関

情報 産 業 マ ス コ ミ産 業

情 報 サ ービ ス業
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私企 業 にお け る事 務 処理 では,住 所 ・氏 名 の よ うな固 有名 の処 理 と,そ れ に伴

う外 字 漢字 の処 理 の ウェイ トが大 きい。 行政 機 関 におい て も事 情は 同 じで ある

が,取 扱 う情報 が公 共的 な もので あ り,一 般 に流 通 す る性質 の もの で ある か ら,

と くに標 準 化 に大 きな ウ ェイ トがあ る。 また私 企 業 に比 べ て処理 単 位 がは るか

に大 き く,日 本 語 情 報 処理 の発 展 の大 きな けん 引 力 として の意 義 も見逃 がせ な

いo

情報 産業 の分 野 で は,新 聞,出 版 の よ うな マ ス コ ミ産 業で の需要 も大 きい が,

今 後 は デ ータベ ース を基 とした 情報 検 索 を 伴 う,情 報 サ ー ビス業 で の需 要 も大

きい と思 わ れ る。 と くに政 府 ・公 共 機 関 では,情 報 検 索 を 指向 した シス テ ムへ

の 関心 が 高 ま って い る。 これ ら の シス テ ムは そ の公 共性 か ら,日 本 語 情報 に ょ

る処 理 が不 可欠 であ る。

以 上 の よ うな分 類 に基 づ き,代 表 的 な事 例 を分類 し,個 ξの応 用 事例 を解説

す る とと もに,考 察 を加 える こ と とす る。

心

ム

タ

2.31事 務処 理(帳 票)の 事 例

大 成 建 設㈱ で は,カ ナ 文字 を コ ン ピュータ処 理 に導 入 した昭 和45年 ごろ

か ら,コ ンピ ュ ータ に よる 漢字 処 理 を考 え ていた が,当 時 は ニ ーズ に合 った

漢 字 処 理 シス テム が まだ なか った 。 そ の後,一 般 企 業 で も利用 可能 な漢 字処

理 シ ス テ ム が発表 され,処 理 の漢 字 化 とい う潜在 的 要 求 とマ ッチ した シス テ

ム が 出現 した ので,漢 字 化 の検 討 が行 な わ れた。

48年 後 半 に な っ て 漢字 化を 決 定 し,コ ン ピュ ータ に よる漢 字 処 理 シ ス

テ ム導 入 に よる費 用,漢 字 化 業務,必 要 な漢 字 デ ータ ベ ース,漢 字 処理 方 法,

メ ンテ ナ ンス 体 制 な どを,詳 細 に検 討 し,準 備 した 。

49年12月 に漢字 処理 シス テ ム が設 置 され,50年2月 か ら実 務 利用 が

始 ま って,い よい よ シス テ ムが稼 動 に入 った。

漢 字 処理 され て い る代 表 的 業務 は 次 の とお りで ある。

資材部 門:資 材管理 システ ム の一 環 の うち の,主 要 帳票9種 類 を漢 字 化 した 。

'一
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漢字 化 され た 蔀分 は,購 入先 会 社名,品 名,メ ー カ名 な どで ある。 漢 字 プ リ

ンタ 出 力量 は1回1,000枚(1枚90行)ぐ らい で,月 例 処 理 で あ る。 そ の後

種 々の統 計 資 料 も漢 字化 され て,現 在18種 類 の 帳票 に拡 張 され て い る。

営 業 部 門:営 業 情 報 シス テ ムは入 手計 画 関 係(入 手 予 定 の工事 に 関す る情

報 管理 シス テ ム)と,受 注 工事 関係(受 注 した 工 事 に関 す る 情報 管 理 シス テ

ム)に 大別 され る。 前者 の 出力 帳票 は 約30種2,500枚 程 度 で,月 に2回 出力

してい る。 受 注工 事 関 係 の漢字 化 は,51年4月 よ り実 施 され た。 営業 シス

テムで 漢字 化 され た項 目は,工 事 名称,発 注 者 ・業 者 名,設 計業 者名,産 業

名 な どで あ る。

企 画 部 門:現 在 手 がけ て い る工 事 に 関 して 毎月 進行 状況 を 「工 事 状況月報1

とい う形 で集計 し管理 す る業 務 が あ り,人 事,経 理,財 務 な ど多数 の部 門 と

密接 な 関 連 を もつ,最 も複雑 な シス テ ムで あ る。 そ の ため 漢 字 処 理化 の希 望

が強 く打 出 され て,全 面 的 に漢 字処 理 化 され た。 この システ ム が漢 字 処 理 化

され た た め に,関 連 す る 各部 門 で 関連帳 票 を漢字 化 す る こ とが 可能 にな った。
ロ

以 上 の適 用 業務 を含 め て,現 在 まで に漢 字 処理 化 され た業 務 は表2-1の

とお りで あ る。

表2-1大 成 建設 に おけ る漢字 処理 業 務

業 務名 帳票種類 印字ペ ージ数/月

資 材 統 計 18 1500

入 手 計 画 30 2500

受 注 工 事 15 2500

工 事 状 況 月 報 30 1200

有 価 証 券 7 300

資 金 収 支 6 12

借 入 金 11 700

名 簿 1 1500

各 種 調 書 3 1000・

設備人員 計画 5 100

電算業務管理 3 150
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大 成 建設 に おけ る漢 字 処 理 シス テ ムの 構成 を図2-1に 示 す。 この シス テ

ムは,漢 字 帳票 を 出力 す るの み で,漢 字 出 力 す る磁 気 テ ー プ ・ファイ ルの作

成は,ホ ス ト ・コン ピュ ータ で あ るIBM370/[58(1500KB)で 処 理を 行

ない,オ フ ライ ンで 出力 す る。

文字i羅0857・859・

処理装置 プリンタ カッタ

8510

キーボー ド

」一

図2-1シ ス テ ム構 成(TORAY8500シ ス テ ム)

も う1つQ事 例 は,日 本 出版 販 売㈱ であ る。 当 社 は 書籍 ・雑 誌 の 出版 物 を,

全国 の小 売書 店 に供給 販 売 してい る取 次店 で あ る。

仕 入 先 で あ る 出版 社 は 約2,000社,年 間発 行 出版物 は書 籍 が約3万 点,雑

誌 が 約2万 点 あ る。 販 売 先 で あ る小売 書 店 は約7,000店 あ る。

日本 出版 販 売 では,昭 和40年 か ら コ ンピュ ータ を導 入 し て事 務 の機 械 化

を 始め,物 流 シス テ ム の改 善 に努 力 を傾 け て きた が,コ ン ピュ ータ の 出力 帳

票 が カ ナ文 字表 現 であ るた め に,そ の見ず ら さ,不 便 さに,得 意先 か らそ の改

善 要 望 が 高 まっ て きた。 また,毎 日8万 個 の荷 物 のあ て名 紙(ラ ベル)作 成

に,多 くの人手 と時間 を 要 し てい た。 つ ま りカ ナ文 字 で あ る こ とが,物 流 シ

ス テ ムの改善 を進 め る上 で,大 き なネ ック とな って いた。

社 内外 の漢 字 処 理 化 の ニ ーズ を認 識 し,送 品伝 票 の漢字 印 字 と出荷 あ て名

紙 の 自動 作成 とい う,両 面 の 目的 に 合 致 した ハ ー ドウ ェ アを検 討 してい た と

ころ,47年 に沖 電気 工 業㈱ か ら,イ ンク ミス ト方 式 のエ レク トロ ・プ リン

タ が発 表 に な り,あ て名 紙 の 自動作 成 に見 通 しが立 ったた め,導 入 にふ み き
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●

っ た。 と くに導 入 した プ リンタは,両 社で 開発 した文 字 拡 大特 殊装 置 が組込

まれ て お り,大 きな効 果 を もた らす こ とに な った。

当社 の漢字 情 報 処理 システ ム の流 れ 図 を図2-2に 示す。 共同 研究 開発 テ

ーマ で あ った 出 力漢字 サ イズ の制御 シス テ ムは ,標 準 漢 字(英 数 カ ナ の2倍)

'4

冊数 割 当 冊数割当(P.P

(カライン処理)銘 柄指定(K.P

続

銘柄 マスタ

(漢 字 コー ド)

IBMSレ/370-145

・計 算 処 理

・漢 字 マス タ

・コ ー ド変 換

大 分け表

託 送書

チェック ー

漢字 テザイン

(OMR)

OKITAQ/4500C
・漢字 登 録

・文字拡大

・印刷 制御

漢字一覧表
送品票
宛名紙

瀧
…嬬
イ
9

字
勇

認

漢
数

カ
グ
(

図2-2日 本 出版 販 売 の シス テ ム構成

'

に対 し,2倍 お よび4倍 の文字 拡大 機 能 を 開発 した もので,あ て名 紙 の 作表

印 字を 可能 に した 。 あて名 紙 には 住所 ・店 名 は もと よ り.運 送業 者 ・配 車 コ

ー ドを 印字 し
,ま た 重量 ・個 数 ・配 達 コ ース な どを入 れ て,物 流 作業 の効 率

を高 め る工 夫 を盛 り込 ん で い る。

ヵ ナ文 字 伝 票 か ら漢字 伝 票 へ の移 行 は,あ て名 紙電 算 化 の 副産 物 として,

標 準 機 構 の活 用 に よって実 施 した もので あ る。 しか し出版 物 の特 殊 性 か ら い

って,漢 字 伝票 の見や す さは 予 想以 上 の影 響 を もた ら し,伝 票 発 送 時 に お け

る作 業 の事故 防止,得 意 先 に お け る商 品 チ ェ ック な ど におい て,大 きな 効果

を もた ら して い る。 主 な適 用 業 務 の 帳票 量 と印字 時 間 を表2-2に 示 す。

」
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表2-2適 用業務の帳票量 と印字時間

帳 票 名
カナ文
字→漢
字

月間枚数 1日 枚数
帳票縦
サイズ

1日 あ

た り印

書時間

枚 枚 インチ 時分
雑誌送品伝票 切 替 575,000 23,000 7 2.45

注文伝票 〃 42500 17000 7 15

(店 別)
託 送 票

〃 450,000 18,000 3巧 40

鑑1」善 〃 40,000 1β00 10 20

宛 名 紙 新 規 1,000,000 40,000 8 2.45

書籍送品伝票 切 替 227,500 9,100 7 1.05

事故伝票 〃 25,000 1ρ00 7 15

教 科 書
伝 票

〃 97,500 3,900 7 30

返品伝票 新 規 225,000 9,000 7 LO5

宛 名 紙 新 規 130,000 5,200 8 25

売掛未請求
送品案内票 切 替

50,000 2,500 5 2.10

合 計 2β62,500 137,500 12.15

～

2.32事 務 処 理(あ て 名)の 事 例

事 務 処理 の 漢字 化 にお い ては,住 所 ・氏 名 の漢字 化 が大 きな ウェ イ トを占

め,ま た 固 有名 として独 特の性 格 を持 って い る。

㈱ 日比谷 コ ン ピュ ータ ・シス テム では,計 算 セ ンタ ー として営 業 活 動 を行

な っ て いる 中 で,ユ ーザ か ら漢字 に よる 出力 の 要望 が高 ま って きた。 これ ら

の ニ ーズ を 分析 してみ る と,

帳 票:証 券 代行 業 務,健 康保 健証.レ セ プ ト,住 民登 録

DM:あ て名書 き

管 理 業 務:顧 客管理,人 事 管 理,名 簿

な ど広 範 囲 にわ た り,し か も住所 が最 も漢 字 出力 の要 求 が多 い こ とがわ か っ
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た。 こ こで 住所 マ スタ を漢 字 化 す る と と もに,漢 字処 理 に ょ る住 所 管 理 シス

テム を 開発 した。 シス テ ム の流 れ図 を図2-3に 示 す。

この シ ステ ムは 「漢 字 に ょる 住所 書 き プ ログ ラ ム」 を 中心 に構 成 され,こ

れは

① 漢 字 住所 マ ス タ の利 用 に よ る漢字 入 力 の 省 力化

② 漢 字 住所 管 理 の合 理化

③ ヵナ 文 字 住所 の漢 字 住所 へ の変 換

④ 住 所 メ ンテ ナ ンス の簡 素 化

⑤ 各 種 漢字 プ リンタ用 漢 字 コー ドへ の変 換

⑥DM用 あ て名 印字

を 目的 として設計 され て い る。

入 力 の省 力化 と しては,漢 字 住所 マ ス タ を利用 す る。 住所 マ ス タは 全国 の

地名 表 示 を数 字 化 した 住所 コー ド,郵 便 番 号,住 所名(漢 字 コー ド)な どで

構成 され,入 力を漢 字 で行 な わ ず 住所 コ ー ドで行 な え るた め,入 力 の迅速 性,

経 済性 に大 き な効 果 を発 揮 する。 また現 在 ヵナ 文字 で管 理 して い る 住所 フ ァ

イル を新 た に漢 字 入 力 す る こ とな く,漢 字 住所 マ スタ に より変換 で きる。

カナ 漢 字 マ ッチ ン グに よる変換 で 自動 変換 で き な い もの につ い ては,漢 字

に よる 新規 入 力 を要 す るが,変 換精 度は95%で あ る。 漢字 住所 マ ス タは 常

に最 新 の 情報 で なけ れば なら ない ため,少 な く と も月1回 のメ ン テナ ンスを

行 な って い る。

一 方
,日 本 ユ ニパ ック㈱ は コ ン ピュ ータ ・メ ーカ で あ る が,漢 字情 報 処 理

シス テ ム を サ ポ ー トす る ため の,各 種 の ソ フ トウェ アを提 供 して い る。 そ の

中に姓 名 のカ ナ 漢字 変 換 シス テ ム があ る。 前述 の 住所 と同 じ く,姓 名 につ い

て も多 くの企 業 はす で に カ ナ文字 に よる ファイ ル を持 っ てい る。 とくに生 命

保険 会 社 な どでは 数 百 万 件 に も達 して い る。 これ ら の フ ァイル を,自 動 的 に

漢字 フ ァ イルに 変 換 した い とい う願 望 は,当 然 の こ ととい え よ う。
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図2-3漢 字 に ょる 住所 管理 システ ム

姓名 の ヵナ 漢字 変換 に お いて 最大 の問題 は,漢 字 にお い ては 異 な る が読 み

は 同 じで あ る とい う,同 音 の姓 ・名 が多 い こ とで あ る'。 この実 体 の把 握 な く

しては,変 換 シス テ ムは 作成 し得 ない とい う認 識 に立 って,日 本 ユ ニパ ック
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では 大 量 の ヵ ナ姓 名 フ ァイル を使 用 し て,そ の分 析 を試 み た。 そ の 分析結 果

の一端 を 紹 介 しょ う。

・カ ナ に ょる 姓 ・名 の種類(265万 人)

姓40000

名 男15500

女4500

・カ ナに よ る姓 ・名 の累積 度数(265万 人)

上 位50種

100

200

500

1000

5000

10000

25000

・同 音 の 姓 ・名 の分 布

同 音 数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

姓

27.8%

37.2

48.4

63.8

74.6

92.3

96.7

99.9

姓

24779

6706

2428

1288

623

362

227

160

88

名

278

40.6

54.4

708

81.3

96.1

98.5

100.0

名

5727

1684

889

511

367

216

183

153

128
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1055

1511

202

251

300

30以 上0

計36885

・姓 ・名 の文 字 数(漢 字)

文 字 数

1

2

3

4

5

6

7

計

姓

1531

50973

9748

209

6

0

0

62477

91

33

24

12

9

145

10655

名

1891

29949

6602

266

15

2

1

38726

カ ナ姓 名 か ら 漢字 姓 名 へ変 換 す る際,人 間 の介 入 を最 小 限 に止 め ,だ れで

も行 な える 方法 と してOCR伝 票 を採 用 してい る。OCR以 外 に も漢 字 デ ィ

ス プ レイ を用 い る方 法 が 考 えられ るが,コ ス ト面 か ら除 外 した。 この シ ステ

ムの 流れ 図 を図2-4に 示 す。

システ ム は 次 の3つ の ステ ッ プか らな る。

① ヵ ナ 漢字 変 換 プ ログ ラム を用 い て,カ ナ姓 名 フ ァイル と漢 字姓 名 マ ス

タ との照 合 に よ り,カ ナ姓 に対応 す る漢 字姓 の群,お よび ヵ ナ名 に対す

る漢字 名 の群 を,漢 字 プ リンタ に よ りOCR用 紙 に印 字 す る。

② リス トされ た 姓 ・名 の漢字 群 か ら,手 作 業 に ょって 該当 す る 姓 ・名 を

選 び 出 し,用 紙 上 に マ ー クを付 け る。
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③ 用 紙 上 の マ ー クをOCRで 読 む こ とに ょ り,カ ナ姓 名 に対 す る漢 字 を

決定 す る。

④ この用 紙 で 変換 不 能 な 特殊 な姓 名 に 関 しては,漢 字 入 力装 置 を使 用 す

る。

この シス テ ム の有効 性 は 変換 に お け る精 度 に よ って評 価 で きる。 テス トの

一例 を示 す と次 の よ うな結 果 とな って い る
。

テス ト・データ 件数22938

姓 ア ンマ ッチ件数344(1.5%)

名 ア ンマ ツチ件数427(1.9%)

エラー ・データ 件数20

o・

ふ

竃

姓

朝

曇字 。ム

タ妻

カナ漢字 カナ姓に対応する漢字群

変換用紙 カナ名に対応する漢字群

手作業にて漢字 リストから該当する姓および名
を選び出しマークする。

OCR

漢字 姓名
マスタ

図2-4姓 名 の カ ナ漢 字変 換 シス テム

マ ッチ して も漢字 デ ータ が不足 な 場 合 が あ り,実 質変換率は 約85%で あ っ

た。 変 換 率 を 向上 させ るには 漢 字 姓 名 マ スタ の向 上 が きめ 手で あ り,こ れは

長年 の使 用 に よ り際 々 に充 足 され て い く性 質 の もので あ る。
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2.33電 算 植 字 の事 例

印刷 業 界 で は,昭 和30年 代 の後 半 か ら40年 代 の初 期 にか け て,自 動 モ

ノタ イ プに ょる活字 組 版 が実 用 化 され た 。 しか し この方 法 では,溶 融 地 金 を

母 型 に流 し込 む とい う手 作業 工程 の基 本 パ タ ー ンか らは 逃 れ られず,い くら

高速 に植 字 し よ う として もス ピー ドに限 界 があ る。 この よ うに文字 組 版 は需

要 が 相 当高 ま って き ている に もか か わ らず,活 字 で は これ に対 応 す る こ とが

困難 で あ る こ とか ら,コ ン ピュータ と全 自動写 植 機 とを組 合 せ た,電 算 写 植

シ ステ ムの実 用 化 を はか る こ と にな った。

凸版 印 刷㈱ で は,昭 和45年 に電 算 写 植 シス テ ムを導入 し,そ の後 現在 に

至 る まで実 用 経 験 をふ まえた 改 善 を数 多 く加 え,高 度 な機能 を備 えた組 版 処

理 シス テ ム を作 り上 げ てい る。

印刷 会 社 は,顧 客 の注文 に ょ り組版 を行 な うわけで,そ の フ ロ ーは漢 字 処

理 シス テ ムの典 型 であ る ので,そ の手 順 を 次 に示 そ う。

① 原 稿 を 漢 字入 力装 置 で紙 テ ー プに さ ん孔 す る。

② 組 体裁 の 指示 を所 定 の記 入 用紙 に書 込 ん で,紙 テ ー プに さ ん孔 す る。

指 示 は 割 付 指定,柱 指定,け い 線 指 定,ノ ンブル 指定 か らな る。

③ コ ン ピュ ータ に2本 の紙 テ ー プを入 力 し.新 組 の処 理 を行 な う。 ペ ー

ジの組 版 が行 なわれ る。

④ これ を 自動写 植機 に ょ り フ ィル ム に 出 力 す る。

⑤ フ ィル ムか ら コ ピーを作 り校正 ゲ ラ とす る。 目検 校 正 に ょ り赤字 を 入

れ る。

⑥ ゲ ラの訂 正 指示 を さん孔 す る。 訂 正 個所 の位 置 は ペ ー ジ,段,行,開

始 基準 文 字,終 了基 準 文 字 で 指示 し,次 に訂正 内容 を さ ん孔 す る。

⑦ 紙 テ ー プを入 力 し訂 正 処理 を行 な う。,

⑧ 訂 正 個所 の あ る ペ ージを 出力 す る。 再 び 目検 校 正 を行 な い,訂 正 が あ

れ ば⑥ ⑦ の 工程 を繰 返 す 。

⑨ この シス テムで は 処理 で きな か っ た 個所 を,手 動 写 植機 で 印 字 して フ
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イル ム には り込 む。 対 象 は 外字,見 出 し文字,数 式 ・化 学 式,表 組 な ど

で あ る。

漢 字 処 理 シス テ ムで最 も問 題 とな る のは,よ くい われ て い る よ うに,校 正

お よび 訂正 の処 理 で あ る。 訂正 に漢字 デ ィス プ レイを用 い る方法 が 提案 され

て い るが,機 器 が高 価 で コス ト的 に問題 があ る。 凸版 印刷 で は,こ れ を解 決

す る方 法 と してXYデ ィジ タ イザ は,ゲ ラの訂 正 す べ き個 所 とタ ブ レッ ト型

文字盤 の所 定 の個 所(文 字 あ るいは7ァ ン ク シ ョン)を 付 属 のベ ンで指 す と,

それ らの 座標 が紙 テ ー プに さん 孔 され る。 これ を コ ン ピュ ータ に ょ り,座 標

から 訂正 個 所 を求 め,文 字 は コ ー ドに変 換 す る。 この 方 法は 目で 確認 し なが

らベ ンで指示 す る のみで よい の で,ミ ス も少 な く作業 能率 も高 い。・図2-5

にXYデ ィジタ イザ の概 図 を 示 す。

XY

紙 テ ープ

口 プアンクショ'

(114字) 位
置
指
示
ペ
ン

図2-5XYデ ィ ジ タ イ ザ

　

凸 版 印刷 に お け る電 算 写植 シス テ ムの代 表 的 な ア プ リケ ー シ ョ ン ・プロ グ

ラ ムを 次 に示 す。

索 引 自動作 成:本 文 を 組 む と きに前 もって索 引項 目にル ビを 付 け て お き,

本 文 が組 上 った 段 階で 索 引 項 目を ル ビお よび ペ ージ と と もに抽 出 し,ル ビに

よ って 五十 音 順 に配列 して索 引 を 編集 す る。 これ に よ り本 文 の組 上 り と同時
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に 索 引 が編 集 され,印 刷 の 合理 化 に非常 に役立 つ。

ラ ンダ ム入 稿 ・配列 処 理:事 典,辞 書,目 録 類 の 印刷 の 場 合,従 来 は 原稿

がす べ て整 い,五 十 音 順 に配 列 が終わ らな い と出稿 で きな か った が,こ の プ

ログ ラム に ょ り原 稿 の集 り次 第 に出稿 し て入 力 し,配 列は 全 デ ータ の入 力処

理 が 完 全 に終 った段 階 で,コ ン ピュータ に より行 な えば よ く,組 版 期 間を大

幅 に短縮 す る こ とがで き る。 この プ ログ ラムは総 合 カ タ ログ の作成 で有 効 に

活 用 され てい る。

英 数字 デ ータ の組 版 処 理:従 来 か ら行 な われ て い る英数 字 に ょる コ ン ピュ

ータ処理 の結果 を出力す るに当 り
,部 品名 とか商品名 とかを漢字情 報 と してマスタ.

ファイルに用意 しておき,こ れ ら2つ の情報 を結 合 して出 力す る プ ログ ラム で

あ る。 電算 写 植 シス テ ムを 用 いれ ば,さ らに名 簿 や 商品 カ タ ロ グな どを 短時

間で 作 る こ とがで きる。

一 方
,電 算 植 字 システ ム の事 例 は,こ の他 出版 業 界で も同 様 な使 い方 を し

て い る。

㈱ 学 習 研 究社 で は,昭 和40年 に開発 した 「学研古 語 辞 典 」 作 成 に 関 す る

パ ンチ ・カ ー ドの利 用 が 自動 編 集 の 第一 歩 で あ った
。 しか しな がら,こ の方

法 は 間接法 と いわ れ,文 字 情 報 を 直接 コ ン ピュ ータ に 記憶 す る ので は な く,

パ ンチ ・カ ー ドに印字 され て いる にす ぎな い。 そ のた め,入 出力 ス ビー ド
,

デ ータ の保 管,検 索 ス ピー ド,な ど に劣 って いた。

こ うした こ とか ら漢 字 プ リンタ を 中心 と した 電算 植字 システ ム の 開発 に と

り くみ,メ ー カ と共同 研 究 開発 に よって45年 に完 成 し,シ ス テ ムが導 入 さ

れ た。

当社 では,編 集 ソフ トウ ェアGEMSを 開発 した。 そ の お もな機 能 は 次 の

よ うであ る。

① 入 力 処理(GEMS-1)

漢 字 テ レタ イプか ら入 力 され た紙 テ ー プ ・デ ータ に対 して。 文 字種 変

換,文 字 の大 小,並 び の た て ・よ こな どの フ ァ ンク シ ョ ン処 理,お よび
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英数 字 ・特 殊 文字 な どの ピッチ 付 加 処 理 を行 な う。

② 棒 組 調 整 処理(GEMS－ 皿)

入 力処 理 を経 た デ ータは,こ こで1行 単 位 で字 詰,禁 則,ル ビ,ジ ャ

ス テ ィフ ィケー シ ョン,行 頭,行 末,中 央揃 え,分 離 禁 止,数 字 合 成 な

どの処 理 が な され る。

③ 組 版 処理(GEMS－ 皿)

こ こで の処 理は,文 章 全 体 の 処 理で あ り,図 版 ・写 真,見 出 し,ペ ー

ジ割,ノ ンブル,柱,な どの 処理 が行 なわ れ る。

④ 校 正 ゲ ラ ・版 下作 成 処理(GEMS－ 皿1)

校 正用,版 下 プ リン トを中心 に した,各 種 モ ニタ お よび台 帳 な ど の プ

リン ト処理 を行 な う。

これ らの流 れ を図2-6に 示 す。

当社 に お い て,編 集 部 門 へ の コ ン ピュ ータ 利用 は,編 集 の合 理 化 と.編 集

情報 の収集 ・検 索 で あ る。 前 者で は,コ ン ピュータ ・シス テ ムを 利 用 す る こ

とに ょ って編 集 作業 の ス ピー ド化 がは た され,可 能 なか ぎ りの業務 を コ ン ピ

ュータ に代 行 させ るこ とに ょ って ,編 集 者 に余 裕 を与 える。 そ こで 得 られ た

時 間 の余 裕 は,編 集 者 の 本来 の業 務 で あ る創造 的 な企画 業 務 な どに還 元 して,

製 品 の内 容 充 実 をは か る こ とがで きる メ リッ トがあ る。

後 者で は,デ ータを磁 気 テ ー プ に収 集 す る こ とによ って,常 に最 新 のデ ー

タ を蓄 え る こ とが 可能 に な り,日 々 に蓄 積 され る情報 に対 し て,検 索,分 類,

追加,削 除 な ど も 自由 自在 に実 施 で きる。 さら に大量 の情 報 が蓄 積 され れ ば,、

将 来 は教 育 デ ータ バ ン ク と してい ろ い ろ な面 で の応用 の道 が 開か れ る こ とに な

な る。

ふ
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校正用プ リ
ン ト

版下用プ リ
ン ト

棒組調整処理

組版調整処理

校正ゲラ
版下作成処理

各種モニタ

台帳 プリン

図2-6GEMSの 機 能

2.3.4新 聞 編 集の 事 例

新 聞 社 にお いて 活 版 印刷 方 式 が現在 も存続 してい る大 きな理 由 の1つ は,

人手 と活 字 に ょる組版 が,文 字 の 差 し換 え ・挿 入 ・削 除 ・版 の組 上 げ ・組換

え な どに対 して,非 常 に融通 性 に富 ん でい る こ とで あ る。 これ が時 間 の制約

の 中で 最新 の ニ ュース を挿 入 す る機動 性.多 彩 な レイ ア ウ トな ど の要 求 に対

して,大 量 の マ ン ・パ ワ ーに支 えられ て対 応 して きた。
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しか し社 会 環境 の変 化 と と もに,若 年 労働 者 の 不足 に よ り,こ の よ うな カ

ンと経 験 に ょ る作 業 にお け る,熟 練 作 業 者の養 成 と確 保 が困 難 とな り,ま た

高温 ・騒 音 ・重量 作業 ・鉛毒 に代 表 され る作業 環 境 が問題 とな っ て き た。 ま

た 一 方,情 報 化 社会 に対応 して,年 々 増大 す る複 雑 多様 な情 報 を,迅 速 に処

理 し多面 的 に利用 した い とい う要 請 に,対 応 で きな くな って きた 。

新 聞製 作 工 程 に お いて も,そ の あ る部 分 は す で に機械化 が行 なわ れ,漢 字

テ レタ イ プ とキ ャスタ に よる 自動 鋳 造,本 社 と地方 支局 間 の ニ ュー ス の送 受

信 と 自動 鋳 造 の,一 貫 した システ ムな どが そ の代 表例 で あ る。 しか し重 要 な

編 集 と組 版 の部 分は,ほ とん ど手 付 かず の まま残 され てい た。

この よ うに多 くの問題 を かか えた新 聞 業 界 で は,そ の解決 策 と して漢 字 情

報 処理 を含 む 自動 編集 組 版 システ ム を導 入 す る に至 った。 日本 経 済 新 聞 社 で

は 昭和47年2月 か ら一部 紙 面 の製 作 を 開始 し,現 在 では 東 京本 社 内で 製 作

して い る紙 面 の50%が,こ れ に ょ り処 理 され て いる。

当社 の電 算 写 植 システ ムANNECSは,日 本 アイ ビーエ ム社 が,わ が国

の新 聞社 との共 同 開発 に よ り製 作 した,JPSシ ステ ム を基 本 と して い る の

で,こ の システ ム の概 要 を紹 介 す る。

新 聞 を製 作 す るには,大 き く分 け て 次 の よ うな作業 工程 が あ る。

(1)記 事 自体 の 価 値判 断 とそ の取 扱 いに 関 する指 示

(2)誤 りのない 文章 の作 成

(3)紙 面 の割 り付 け,禁 則 処理,組 版

(4)高 品質 な原 版 の作 成

これ らの作 業 の1つ1つ は,本 質 的 には すべ て 人間 がそ のつ ど判 断 を下 し

て作 業 を進 行 させ て い くもので あ る が,こ れ ら の中には 人 間 の指 示 さ えあれ

ば,コ ン ピュ ータ ・シ ステ ム が処 理 で きる作業 がい くつか あ る。JPSは こ

れ らの作 業 を処 理 す る ソ フ トウ ェ ア と,人 間か らの指示入力,お よび 各種 の情

報 処理 装 置 を 統 合 して構成 され た シス テ ムで あ る。図・2-7にJPSを 用 い

た新 聞 作 成 工 程 の流 れ 図 を示 す。
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図2-7JPSの フ ロ ー

(1)デ ータ の入 力

各取 材 部 門 か ら出 された 記事 原 稿は,取 捨選 択,日,面,版 の指示 が行

な わ れ たあ と,紙 テ ー プに せ ん孔 され る。 紙 テ ー プ にせ ん 孔 す る デ ータは,

記事 本 文 のみ で な く,組 み 方 の指 示,文 字 の大 き さや形 の指 示 な ど も含 ま

れ る。 また組 み方 指示 の場 合 は,そ れに類似 した レイ ア ウ ト ・パタ ー ン め情

報 を紙 テー プに入 力 して お き,レ イ ア ウ ト時 に一 挙 に組 み あ げ る こ ともで

きる。

② 校 正

校 正 オ ペ レー シ ョンは,映 像 表示 装 置DTVに よって行 な う。 校 正 モー

ドを指 定 し.記 事本 文 に与 えた 識別 番 号 をDTVか ら入 力す る と,漢 字 か

な ま じ りの記事 と必 要 情報 が デ ィ ス プ レ イされ る。 オペ レータは この 記事

を読 み,DTVの 各 フ ァ ンク シ ョ ン ・キ ー,英 数 字 キ ーボ ー ド,漢 字 ・か
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なキ ーボ ー ドを用 い て,文 字 の挿 入 ・削 除 ・入換 え ・移 動 な どの修正 作 業

を行 な う。

修正 は まず修 正 個 所 を指示 し,プ ログ ラム ・フ ァ ン クシ ョン ・キ ーに よ

り命令 を 一与 える と,こ れ をJPSの コマ ン ド解 析 プ ログ ラムが解 析 し,コ

マ ン ド実 行 の 該当 プ ログ ラム に コ ン トロ ール が渡 され,呼 び 出 され てい る

記事 本 文 が修 正 され る。

(3)レ イ アウ ト

レイ ア ウ トはDTVま たは タ ー ミナ ル ・タ イ プラ イタ を レイ ア ウ ト・モ

ー ドに指 定 し て,前 もっ て作 成 され てい る割 り付 け 図 に従 っ て実行 す る。

レイ ア ウ トの 方法 には2種 類 あ り,1つ は単 独 機 能 を持 つ コマ ン ドに ょ り,

1ス テ ップ ご と に レイ ア ウ トす る もので,他 は 前 もって 定め た レイ ア ウ ト

・パタ ー ンを 呼 び 出 して ,必 要 なパ ラメ ータ を与 えて一 挙 に レイ ア ウ トす

る方 法 で あ る。 と くに 後者 は形 の決 まっ てい る もの に対 しては 有 効 で,省

力化 の効 果 が大 きい。

レ イア ウ トには 小組 と大 組 が あ り,小 組 は 記 事単 位 の レイ アウ ト,大 組

は新 聞1ペ ー ジ分 の レイ アウ トであ る。DTVの 画 面 が21イ ンチ と狭 い た

め,レ イア ウ ト表 示 は す べ て棒 線で,内 容 を見 た い とき には 画 面 を本文 表

示 に切 りか える こ とが で きる。

レイ ア ウ トは まず 校正 の終 った 記事 を,指 定 した 区 域 に流 し込 む。 この

とき禁 則 処 理,ル ビ処理,倍 数 変 換 処理 な ど の操 作 が 同 時 に行 な わ れ る。

もし記事 が指定 され た わ く内で 余 った と き または は み 出 した と き には,本

文 表示 に切 りか えて 記事 の追 加,削 除 を す る か,レ イ アウ トを や り直 して,

わ くの拡 大,縮 小を は か る かを決 め る。 小 組 の結 果 は 大 組 時 に 呼 び 出 して,

割 り付 け図 に従 っ て位 置 付け が行 なわれ る。 写 真.カ ッ トな どは レイ ア ウ

ト時 に そ の ス ペ ース の割 り付 け を行 な って お き,フ ィル ム に植 字 した 後 に

そ の位置 には り込 む。
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(4)植 字

大組 が終 る と出力 の指 示 に よ り,写 真植 字装 置 で植 字 を行 な う順 序 に並

べ か え,フ ォ ン ト ・フ ァイ ルか ら文字 パタ ー ンを1字 ずつ 取 り出 しな が ら.

ロール ・フ ィル ム に植 字 す る。 植 字 は 新聞1ペ ー ジ の1/3(5段 分)ず つ

行 な われ るので,現 像 処 理 後1ペ ージ分 の大 ば り(ペ ー ジ ・ア ップ)を 行

な い,同 時 に別 工 程 で 作成 して あ る写 真,カ ッ トな どの フ ィル ム をは り込

み,ネ ガ に反 転 した うえ原版(金 属 腐 食版 な ど)を 作 り,紙 型,鉛 版 工 程

を経 て輪転 機 で 印 刷 す る。 また大 ば りポ ジか ら プ ラス チ ッ ク版 で 刷版 を作

り,直 接 印刷 す る こ と もで き る。

-む

2.35情 報 提供 サ■ ビス の事 例

⇔ 日本 科 学 技術 情 報 セ ンタ ー(JICST)は,諸 外 国で 発行 され る科 学技

術 関 係の 情報 を い ち早 くキ ャ ッチ し,日 本 語 に よる要 約 に よ って そ の内容 を

国 内 に提 供 し,産 業 の振 興 に 寄 与 す るた め に設立 された。 も とも と この機関

は,オ リジナル な 情報(一 次 情報 とい う)を 収 集 し編 集 ・出版 す る機 関 では

な く,一 次 情報 を圧 縮 加 工 した 情報(二 次情 報 とい う)を 提供 す る こ とが本

務 で あ るため,設 立 当 初 か ら提 供 の迅 速性 が問 われ てい た。 このため 早 くか

ら情 報 処理 の機 械 化 に大 きな 関 心 を払 い,調 査 研 究 を進 め て いた 。

昭和41年 大型 コ ン ピュ ータ の導 入 に当 り,情 報 処 理 は 日本 語 で 行 なわ な
.

い 限 り,将 来 に大 き な期 待 は 持 て ない と判 断 し,多 くの 困 難 を切 り抜 け て ,

43年 に 日本語 の抄 録 誌 を 自動 編 集 す る シス テム を完成 させ た。 そ の後48

年 に コン ピュ ータ の リプ レース に 当 り,総 合 的 に シス テム の検 討 を 行 な い,

日本 語 に よ る一 貫 した情 報 提 供 シ ス テム を完 成 させ 現 在 に至 って い る。

JICSTの 漢字 情 報 処理 システ ムは 次 の各 サ ブ シス テ ムか らな る。

理 工学 文 献 ファ イル作 成 シス テ ム:日 本 語 の抄 録 原 稿 を入 力 し,デ ータベ

ー スを作 成 す る シス テム で ある 。 そ の工程 は 他 の適用 事例 とほ ぼ同 様で あ る

が,対 象 が科学 技 術情 報 で あ る ため,英 数 字 お よび 各種 記号(約200種)が
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混 在 す る とい う特 徴 があ る。

抄 録 誌編 集 シス テム:フ ァイル か ら必 要 デ ータ を取 出 し,抄 録 誌(文 献 速

報)を 編集 ・植字 する。 編 集 に当 っ て各号 ご との索引 を作 り,さ ら に年 刊 の

索 引 も自動 編集 す る。 また抄録 誌 とほ ぼ同一 内 容 の販 売 用 情報 磁気 テ ー プを

作成 する。 この 磁気 テ ー プ内 容 は もち ろん 漢 字 か な ま じり デ ータ で あ る が,

処理 の簡 便 さ か ら英数 カナ 文 字 のみ か らなる 磁 気 テ ープの 需要 も強 い。 した

がっ てEBCDICコ ー ドで表現可能 な文字 のみ に よる情 報磁 気 テ ー プ も作 成 す

る。 こ のため 自動 変換 可能 な よ うに,前 もって デ ータ要 素 に工 夫 を こ らして

あ る。

用 語 管理 シス テム:シ ソ ー ラス の作 成 お よび そ のメ ンテ ナ ンス を行 な う。

シソ ー ラス に お け る用 語 間 の関係 は,上 位 ・下 位 関係,関 連 関係,「 ～ を 用

い よ」 関 係 な ど複 雑 多岐 にわ た って お り,ま た 利用性 の面 か ら各種 の リス ト

を要 求 され る。 実 際問題 として コン ピュ ータ 処理 な くし ては,こ れ ら の要 求

に応 ず る こ とは で きない。

資 料 管理 シ ス テム:雑 誌 ・会議資 料 な ど一 次 資料 の書 誌 デ ータ,所 蔵 デ ー

タを 管理 す る。 これ ら資 料 は新 規 収 集,収 集 中止,書 名変 更 廃刊,合 併,分

割 な ど.絶 え間 な くデ ー タ が変 動 す る。 これ らデ ータ を時 々刻 々管 理 し,フ

ァ イル作 成 シス テム をサ ポ ー トす る。

情報 検索 シス テ ム(バ ッチ):SDIサ ー ビス,遡 及 検 索 サ ー ビス を行 な う。

検 索 処理 は 理 工 学文 献 フ ァ イル にっ いてはEBCDICモ ー ドで 行 な い,回 答

を 出力 す る段 階 で漢 字 デ ータ を フ ァ イル か ら呼 出 して プ リン トす る。CACフ

ァイル,MEDLARSフ ァイル な どの外 国 で作 成 され た デ ータ ベ ー ス(英 数 字

)も,同 一 シス テ ムで 処理 する よ うに し てい る。

JICSTは 総 合的 な 情報 提 供 サ ー ビス 機 関 と して,日 本 語 に よ る デ ータベ

ース の作 成 ,そ の 内容 の 冊子 体 に よる配 布,冊 子体 索引 の発 行 情報 磁 気 テ ー

プ の発 行,他 機 関で 作 成 され た デ ータ ベ ース を も含 め て の,情 報 検 索 サ ー ビ

スを行 ない,収 集 した 一 次資 料 の管理 お よび キ ー ワー ドの管理 を 含 め た,日
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本 語 に よる総 合 的 な 情報 処 理 シス テ ムを構 築 して いる。

オ ン ラ イ ン情報 検 索 シス テ ム につ い て は,EBCDICモ ー ドでは す でに サ

ー ビス を 開始 し
,漢 字 モ ー ドにつ い ては 現在 計 画 中で あ る。EBCDICモ ー

ドの オ ン ライ ン情報検 索 シス テ ムJOIS-1の シス テ ム構 成 を図2-8に
,

シス テムの概 要 を表2-3に 示 す。
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図2-8JOIS-1の シ ス テ ム 構 成

表2-3JOIS-1の 概 要

使 用 業 務 a.

b.

C

d:

JICST本 部お よび一部支所設置の端末 による外 部

ユ ーザの使用

JICSTの 受託RSサ ー ビスへの使用

JICST所 内 業務のための検索式の設定 と修 正

少数の外部端末による試験的サー ビス

デ ー タ

ベ ー ス

a,

b.

JICST英 字 カナ文 字理工学 文献 ファイル1～3年 分

CAC化 学 文献 フ ァイル,MEDLARS医 学文献フ ァ

イル2～4年 分

オ ペ レ ーシ

ョン の方 法

a.

b.

C.

d.

各種 デ ータ ベ ース の半 日単位昼 間使用

端末は,デ ィスプレイ型(プ リン ト機構付),タ イ

プ ライタ型を使用

通信回線は,所 内回線 と特定通信回線(200bp8,

2400bps)を 使用

最終回答はオ フライン出力 も可能

会 話 機 能 a.

b.

検 索 ス テ ー トメ ン ト4
¶

会話 コマン ド9

平 均応 答時間10秒 以 内

使 用 装 置

.

a.

b.

C.

CPUHITAC8450,主 記憶 容量786KB～1ρ00

KB

外 部 記憶装置(デ ィスクパ ック型)800MB/邉 ット

×2～4

端 末台数10台 以 内
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2.3.6メ ッセ ー ジ集配 信の 事 例

細 共同 通信 社 では,欧 米 は じめ 世 界各 国 に現 在20数 支 局 を もち 特派 員 多

数 が取 材 活動 して い る。 特 派 員 ヵ・ら の取 材 記 事は,ロ ーマ字 つ づ りで1日 平

均100余 電文 が 国際 専 用 線,テ レ ックス に よ って本 社 に入電 し てい る。 この

ロー マ字 電 は ,外 信 部 記者 がタ テ 直 しを行 な って いた た め に時 間 が多 くとら

れ てい た。 そ のた め この作業 を コ ン ピュ ータ に任 せ られ る とす れ ば,外 信 部

の効果 メ リッ トは 大 き く,併 せ て外 信 記事 配 信 の ス ピー ド ・ア ップ など加 盟

各社へ の メ リッ トが 期待 で き る。

ニ ュ ース集 配信 の コ ン ピュ ータ化 計 画 の重 要 な柱 の1つ にな っ て いた 「ロ

ーーマ字 ・漢 字 仮 名変 換 処理 」(RKC:RomajiKanjiConversion)の 開発

は,昭 和45年 か ら ス タ ー トした。 第1段 階 の研 究 開発 は,

① ローマ 字 あ るいは 片 仮名 文 を 入 力 して漢字 仮名 ま じ り文 に変 換 す る言 語

処理 ・ソ フ トウ ェ アの開発

② 変換 に使 用 す る辞 書類 の作成

とをテーマ に して行 なわ れ,47年 秋 に お け る実 験 成 果 は,NEAC2200/

150を 使 って,約8000語 の単 語 辞書 に よる変 換率 は80～85%で あ っ

た。 そ の後,分 析 結 果 を検討 して改 良が 行 な われ,あ わせ て

③ 複数 回線 か ら入 電 す る国際5単 位 コー ド(ITA-2*)の ロ ーマ字 文 か

ら,6単 位 コー ドに変 換 す る集 信装 置 の 開発

④ 入 力か ら出 力 まで 自動 的 に紙 テ ー プを受渡 す 紙テープ 自動制御装置の開発

⑤ モ ニタ ・プ リンタ ・シス テム の開発

も並行 して行 なわ れ た。50年 度 の段 階 で,こ れ らす べ て の主 テ ー マが完 成

し,51年4月 か らテス ト運 用 に 入 って い る。 現 状 では,単 語 辞 書 と して 約

19,000語,入 力 変 換辞 書 と して2,900語 を格 納 し,所 定 の ロー マ字 つ

づ りで電 文 入 力す る と変換 率 は90～98%,処 理 時 間 は200語 の1電 文

当 り平 均1分 半 で あ る。

*

InternationalTelegraphAlphabetNa2
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RKCの システ ム構 成 を図2-9に 示 す。
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海外 支局 の特 派 員 か ら発 信 され る ロ ーマ字 電は,ポ ー リング形 式 あ る い は

プ ロ トー キ ング形 式 で,そ れ ぞれ 国際 専 用線 を通 して本 社 に入 電 す る。 これ

らは いず れ も国際5単 位 コ ー ド(ITA-2)で 集 信 装置 に オ ン ライ ン入 力 し,

5単 位 コー ドを6単 位 コ ー ドに変換 して,紙 テ ー プさ ん孔 す る。 この紙 テ ー

プは,自 動 制御装 置 に ょって 自動 的 に コン ピュ ータ 接続 の紙 テ ー プ ・リーダ

に か け ら れ,ロ ーマ字 文 か ら 漢字 かな ま じり文 に変 換 される。 変 換 処理 され

る と,漢 テ レ電 文形 式 に整 えてCO-59コ ー ドで紙 テ ー プ さん 孔 す る。 さ ら

に 自動 制 御装 置 に よ って漢 テ レ ・フ ァ ックス用 の紙 テ ープ ・リーダ にか け ら

れ て,漢 テ レ ・フ ァ ック スの プ リンタ か ら,漢 字 か な ま じ り文 に変 換 され た

特 派 員 電 文 が 出 力 され る。

RKCシ ステ ムの基 本 的 な 変換 手 法 として,ま ず 「ローマ 字 一仮名 変 換」

を行 ない,次 に 「仮名 一漢 字 変換 」 に よっ て ローマ 字文 を漢字 か な ま じ り文

に 変 換 してい る。 仮名 一漢 字 変 換 処理 は,仮 名 文 にな った 電文 を,単 語 辞 書

と文 法 表 を参 照 し,文 節 ご とに最 長一 致法 で変 換 す る。 こ こで問題 とな る 同

一36一

夢

'し



旬

9

ぶ

.

音異 義語 の処理 は,い くつ か の選 択 機 能 を もたせ,複 合語 処 理 に ょ って最 適

語 を優 先 出 力 す る よ うに してい る が,ど うして も選 択判 断 の つか ない 同音異

義語 は カ ッコで く くっ て 出 力 し,読 者 の判 断 に委ね る こ とに な る。

一 方 ,東 京新 聞社 で は漢 字 に ょる デ ータ通 信 を始め てか ら十 数 年 を経 過 し

たが,情 報量 の増 加 に伴 う通 信 回線や 端 末 装置 の増加 は,人 手 に よる作業 の

限 界 に達 した。 装 置 の 老 朽化 に ょ る更 新 の機 会 に,こ れ まで ば らば らに行 な

われ ていた,原 稿 の集 信 や 各社 へ の配 信,紙 テ ー プや モ ニタ プ リン トの出 力

と社 内配 信 な どを,1つ の シス テ ム に ま とめ て,迅 速 ・正 確 な処 理 をは か る

と と もに,環 境 の整 備 と省 力化 を考 えた。

シ ス テム の導入 に当 っ ては漢 字 プ リンタ の選定 は と くに慎 重 を 期 し,検 索

タ ー ミナルは 専用 の キ ーボ ー ドを作 っ て,運 用 の簡素化 をは か った。

システ ムの 障害 は 新 聞発行 業務 を 不 可能 に追 込む。 運 用時 間は1日20時

間 と長 い の で,シ ス テ ム の オペ レータ は漢 字 パ ンチ ャの 兼務 とし,機 器構 成

を工 夫 して,障 害 時 の処 置 もパ ンチ ャ の判 断 を で きる限 り少 な くし,負 担 の

軽 減 を図 った。

図2-10に シ ス テム の概 要 を 示 す。 回 線 お よび 局内 の装 置 か ら入 力 され

た原 稿 は,磁 気 デ ィス ク のカタ ログ ・エ リア と電 文 エ リア に,検 索 番号 を付

けて蓄 積 され る。 次い で こ のカ タ ログ と原 稿 の ヘ ッダ部 を 順 次取 出 して調 べ

原 稿 の 出 力機器 と処理 内 容 を 出 力指 示 テ ー ブル に書 込 む。 この テ ー ブル は原

稿 処理 タ ス クに ょっ て解 読 され,磁 気 デ ィス クか ら読 出 され て漢 字 処 理 が行

なわ れ,結 果 は 出力 キ ュ ー ・フ ァ イル に格納 され る。 出力 キ ュ ー ・フ ァイル

の内 容 は 出 力 タス クに ょ っ て取 出 され,漢 字 プ リンタ ・紙 テ ー プ さん孔 機 ・

回線 へ 出力 され る。

検 索 タ ー ミナ ルか らの検 索 も出力 指示 テ ー ブル に登 録 され て,同 様 な処 理

が行 なわ れ る。 ジ ャ ーナル は10電 文 蓄積 す る こ とに 出 力 され る。 集配 信 は

通信 回 線 を介 して の オ ン ラ イ ン ・シス テ ムで あ り,集 め た 原 稿 は 検 索 して 使

用 す るた め,デ ータ の保 存 と安 全性 が 必要 とな る。 このた め入 力処 理 か ら フ
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アイル 格 納 まで,シ ス テ ムの二重 化 をは か って あ る。

イン ・
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図2-10シ ス テ ム ・ フ ロ ー ・

漢 字 処 理 特 有 の部分 と して は 外字 処理 と禁 則処 理 とが ある。 コー ドはCO

-59(盤 内文 字2
,304字)を 使用 してい る が,と くに漢字 キ ーボ ー ドを拡 張

して2β80字 まで収 容 し,さ ら に約6,000字 の コー ド ・ブッ クを用 意 して あ

る。 また漢 字 プ リンタ も4,000字 の文字 パタ ー ンを 用意 し,自 動 処理 の拡範

を広 げ てあ る。 外字 は ゲタ 記号 と コー ド番号 の併 用 で処 理 して い る。

新 聞 記事 は1行15字 で あ る が,カ コ ミな どで 字数 の異 な る場 合 もあ り,

また 行 頭 ・行 末 には 禁則 文字 が ある。 プ リンタ に出 力す る場 合 には これ らの

禁 則 処理 が必要 とな る。 また最 近 で は横 組 記事 が多 くな り,縦 組 と横 組 とで

は 位 置や 形 の異 な る文 字 が あ り,こ れ らの変 換 も必 要 で あ る。

漢字 プ リンタは1日5,000枚,長 さに して2,500m以 上 もの用紙 を用 い る。

今後 用紙 の コス トの安 い,安 定 した 高速 な プ リンタ の 開発 が望 まれ る。 新 聞

社で は デ ータ の ス ピー ドを重 視 す るた め パ ンチ の ミス が多 く,そ の訂正 は 後

追 い で 出 して い るが,受 信 側 で 問題 が 多 く トラ ブル が絶 え ない。

'ト
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2。3.7総 合 情報 管理 の事 例

総 合 的 な顧 客 情 報 管理 の確立 を 図 るため に,漢 字 シス テ ムを 導 入 して,ト

ータ ル ・シ ステ ム と して運用 してい る 明治 生命 の事 例 を紹 介 す る
。

生命 保険 契 約 管理 システ ム の基 本 となる事 務 は,保 険 契約 を20年,30

年 とい う長期 に わ た って 維持 管 理 し,保 険 金 支払 い を 可能 とす る こ とにあ り,

そ のた め 長 期 にわ た る保険 料 の払 込 み 記録 の完備 体 制 が 必要 とな る。

これ らの保 険 金 徴 収事 務 は,全 国 に散 在 す る支社(約100),営 業 所(約

1500),代 理 店(約2,000)な ど の集 金 機 関 の事 務組 織 で 遂行 され てお り,

新 契 約,継 続 分 の 契 約 内容 の異 動 な どの契 約 記 録 の更 新 は,膨 大 な事 務量 と

な って い る。 普 通 保険 契 約 の件 数は 約600万 件,こ れ に団 体 保 険 ・企 業年 金

保険 な どを合 計 す る と,1,000万 件 に も及 んで い る。

明治生 命 では,こ れ ら膨 大 な件 数 を 契 約管 理 の た め に,戦 前 か らPCSに

ょる機械 化 を進 め,37年 か ら コ ン ピュータ 処 理 に移 行 し現 在 に至 ってい る。

一 般 に生 命 保 険 会社 の顧 客 デ ータ ベ ースは 証券 番 号 を基 本 として お り
,番 号

な くして は検 索 が で きな い。 しか し店頭 また は 電話 に よる顧 客 か らの契 約 内

容 の照会 は,ほ とん ど氏 名 だけ に よ る場 合 が多 く,顧 客氏 名 索引 カ ー ドか ら

証券 番 号 を検 索 しな けれ ば な ら ない。

一方
,顧 客 の氏 名 そ の もの が漢字 フ ァイル と して完備 され る と,次 のよ う

に事 務 が合理 化 され る。

(1)顧 客 氏名 を 直接 漢 字 端 末 機 か らそ の ま ま入 力 して 照会 が で き,し か も漢

字 デ ィス プ レイで 応 答 表示 す るこ とに ょ り,証 券 番 号 が不 明 で も,直 ち に

契 約 内 容 の照 会回 答 が得 られ る。

② 一 契約 ごとに顧 客 氏 名 を名 寄 せ す る こ とに よ り,同 一 契約 者 の複 数 加 入

契 約 が一 元 的 に とら え られ,保 険 金 の最 高 限 度調 査 が行 な え る。

(3)カ ナ文 字 に ょ る種 々の払 込 み案 内 ・領 収 書 ・配 当金 支 払 明細 書 が漢字 化

され,顧 客 サ ー ビス の向 上 とな る。

(4)種 々 の リス トや 帳 票 は 漢 字 ま じ りの 日本 語 で 直接 出 力 で き る。
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これ ら の他 に経 営 情報 面 へ の波及 効 果 が大 きい。

以上 の よ うな要 請 に 基 づ い て,顧 客 フ ァ イル を 中心 とした 総 合 漢 字処 理 シ ス

テ ムを構 築 す る こ とにな り,48年 半 ば に一部 そ の完成 をみ た。51年 か らは,

メ ーカ との 共同 開発 に よ る漢 字端 末 を,全 国 の支 社 に設置 し,既 設 の公 衆 通信

回線 網(テ レ ックス ・ラ イン)を 使 った漢 字 オ ン ライ ンを運 用 し て い る。 漢 字

オ ンラ イ ンに よ る契 約 内容 照 会 シ ス テ ムは,図2-11の よ うな構 成 で あ る。

現 在 では,完 成 した顧 客 ファイル に基 づ い て,各 種 の 出力業 務 を行 な っ てい る

が,そ の1つ で あ る漢字COMに よ るマ イ クロ ・シ ステ ムは 次 の とお りで あ る。

前 月末 の状 態で 契 約 管理 マ スタ ・フ ァイル か ら英 数 デ ー タ に よる契 約 内容 を,

漢 字顧 客 フ ァイル か ら被 保 険 者(生 年 月 日 と も)と 契 約 者(生 年 月 日 と も)を,

お の おの抽 出 し,漢 字COM用 の テー プを支 社 別,営 業 所別,セ ール スマ ン別,

証 券 番 号 順 に作 成 す る。

この テ ー プを漢 字COM装 置 によって出力 し,ま ず支 社 用 のマ イ ク ロ ・フィル

ムを 作成 し,こ れ を複 製 して 営 業所 用 の フ ィル ムを作 成す る。 それ ぞれ を支 社

あて に郵 送 し,営 業所 用 は各 支 社 か ら配 布 す る。 支社 には フ ィ ッシ ュ用!)リ ー

ダ ・プ リンタ を,営 業 所 には リー ダを そ れ ぞれ1台 ずっ設 置 し,こ れ に ょ り検

索 を行 な う。

フ ィッ シュは毎 月 前 月 末 の 契約 状 況 に ょ って更 新 して,支 社 ・営業 所 に送付

す るので,各 所 では 常 に最新 の 契 約状 況 を入 手 す る こ とがで きる。 な お 前 月分

の フィッシュは各所で厳重に保管管理 し,半 年 ご とに本 社 で 回収 す る。 以上 の流 れ

図 を 図2-12に 示 す。

顧 客 フ ァイ ル の漢字 字 種は 固 有 名 で あ るので 多 く,標 準 で6451字 を用意 し

てい る。 地 名 は 全 国を 約12万 に細 分 し,リ ーダ ーズ ・ダ イジ ェス ト社 の地名

コー ド台帳 を 基本 と し,8け た の コ ー ドを 割 当 てて あ る。 入 力は コー ドに よ り

行 ない,地 名 コー ド ・漢 字 地 名 マ スタ に ょ り変換 す る。 さ らに これ に番 地 が付

加 され る。
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これ まで 漢字 化 した適 用業 務 は,契 約 貸付 事 務 の料 金 ・保 全 システ ム,取

引 のあ る企 業 情 報 シ ステ ム,生 活 設計 書 な どの顧 客 サ ー ビス ・シス テ ムで あ

る。 また,新 契 約事 務 関係 も,ま もな くスタ ー トす る予定 で あ る.

2.3.8言 語 情 報 処 理 の事 例

言 語 情 報処 理 は と くに 日本 語 に限 った ものでは な く,世 界 各 国 におい て 自

国 語 につ い て研 究 が進 め られ て い るが,日 本 語 の場 合 には 漢字 とか な とい う

特 殊 性 があ り,独 自の 問題 と して 興味 あ る対 象で あ る。 一 方,日 本語 情報 処

理 の開発 が,こ れ ら研究 に寄与 して い る面 も見 逃 がせ な い。 漢字 か な ま じ り

文 を 直 接 コ ン ピ ュータ に よって処 理 で きる とい うこ とは,こ れ ら研 究 の合 理

化 に強 力な武 器 とな って い る。

国立 国語 研 究 所 は,国 語 問題 解 決 のた め の資 料 を作 成 す る とい うこ とを,

そ の主 要 な任 務 と して い る。 国語 問 題 は 広 い範 囲 にわ た る問題 で あ る が,そ

の最 も重 要 な部 分 は,漢 字,か な つ か い,送 り がな,な ど表 記 に 関連 した書

き こ とば の問題 で あ ろ う。 そ して,そ れ ら表 記 の問題 は 必然 的 に用 語 の 問題

と も結 びつ い てい るの で,全 体 と して用 語 用字 の問 題 と呼 ばれ て い る。 この

用語 用 字 問題 解 決 の た め の基礎 資 料 とし て,現 代 に おけ る実態 を調 べ る こ と

が 第1に 必 要で あ る。

これ まで 国語 研 究 所 では,各 種 の調 査 を実 施 して きた。 用 字 に関 す る調 査

の成 果 としては,「 総 合 雑誌 の 用 字」(昭 和35年),「 現 代 雑 誌90種 の

用 語 用字 一第2分 冊 漢字 表 一」(38年)な ど があ る。 語彙 調査 とし ては,

昭 和41年 の朝 日 ・毎 日 ・読 売3紙 の1年 分 につ い て,総 語 数 約200万 語 に

つ いて の 調 査 を行 な って,「 電子 計 算 機 に ょる新 聞 の語 彙調 査(1～IV)」

とい う4冊 の報 告 書 を ま とめ て い る。 さら に それ ら の語 彙 に用 い られ た用 字

の調 査 と して は,「 現代 新聞 の漢 字調 査(中 間報 告)」(46年),「 現代

新 聞 の漢 字」(51年)を 報 告 し てい る。

新 聞3紙(朝 日 ・毎 日 ・読売 の41年 の朝 夕刊 全紙 面 の1/60サ ン プル)
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か らの約200万 語 につ い て の用語 用字 調 査 は 昭 和41年 か ら開 始 された。 コ

ンピュ ータ 処理 の手 順は,ま ず 人 手で 大 がか りな文 章 の種 類 情 報(新 聞 記事

の多面 的 な分 類)の 書入 れ を行 な うと と もに,日 本 語 文 の分 ち 書 きを行 な う。

そ して漢 字 入 力機 で 紙 テ ー プせ ん孔 し入 力す る。 こ こで一 度漢字 出 力 を して

人間 が 中 間処 理 を 施 す。 つ ま り漢字 に読 み が なを つ け,長 い単 位 を短 くき っ

て,そ れ に語 種(漢 語,和 語,外 来 語 な ど),品 詞 な どの情 報 をつ け る。 こ

れ を再 入 力 し,コ ン ピュ ータ処 理 を して 各種 の語 彙 表 を作 成 す る。 た とえ ば

語彙 表 と しては,

50音 順 長 単 位 表

総 度 数 順 別 度数 つ き長単 位 表

各 層 内長 単 位 順 位表

総 度数 順 短 単 位 表

総 度数 順 類別 短 単 位 表(語 種,品 詞 な ど)

用例 表 と しては.

KWIC(カ ナ,漢 字)

KWOC

カ ー ド形 式

漢字表 と しては,

総 度数 順層 別 度数 つ き漢 字 表

部首 順総 度数 つ き漢字 表

部 首 順 長単 位 用例 つ き漢 字 表

その 他 で あ る。

調 査 全 体 の流 れ 図 を 図2-13に 示 し,各 ス テ ップは,

① ～ ②:全 体 用語 例台 帳 の作 成

③ ～ ⑧:漢 字 表 記 語台 帳 の作 成

⑨ ～ ⑮:漢 字 表 台帳 の作 成

⑯ ～ ⑲:計 算 機 処理
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に大別 され る。⑱ 計 算 機 処 理 の 部 分 を図2-14に 示 す。

①

<

②

<

③

7

(欝§
＼1

1

⑮

' _角

漢字表台帳

⑧

⑨

⑩

カードの内容を

台帳に転記

漢字表記語

台 帳

l
ll

層別情報に

よる削除と

整理
用語例表

原稿作成

計算機処理用

コー ド変換

1 1
1

字表記語

抽 出
漢字 カード作成

⑬

⑰

⑱

カートパンチ用

原 稿 作 成

漢字 表 記

語プアイル

1

1
繊
罐 繊 記入
排 列 コード

度数

プアイル

1

計算機処理

1

全体用語例台帳 同一見出し漢

字ごとに分類

1
⑪

⑫

⑬

1
用 法

プアイル

単 位 分 割

読みがなつけ

同一見出し漢字

内を分類 ・排列

五鶏 轍
各種用法別表

④ 1 1

漢字表記語

カード作成

カードの内容

を台帳に転記

11 1 ⑲

漢字表記語 かド

五十音順排列

⑭

部分度数集計
各 種 表

原稿作成

⑤

⑥

⑦

1 1

醸纏}醐

図2-13作 業 全体 の流 れ 図

7

報告書用原稿
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1
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1
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率書きこみ
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数
プアイル

使用率順

全体度数表

用 法 別
整理 ・統合

原 用湖1
プ アイ

度 数 順
ソー ト

度数順
用法別
ファイル

第 次
原用法別表

齢 齢濃 一 ・別
エデ ィッ ト

各種
用法別
ファイル

図2-14計 算 機 処 理 ブ ロ ッ ク ・チ ャ ー ト
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一方
,日 本語 文 の コ ン ピュ ータ 処理 を行 な う上 で.国 語 研 究 所 では ハ ー ド

ウ ェアの制 約 な どか ら,漢 字 か な変 換 シス テ ム,か な漢 字 変 換 シス テ ム,さ

ら には 自動 分 ち書 きシス テム な どが開発 あ るいは 実験 され てい る。

2.39適 用 分野 の解 説

2・3・1～2・3・8で 述 べ た 適用 分 野 の事 例 につ い て,簡 単 な注 釈 を加 え る。

大成 建 設,日 本 出版 販 売 と もに いち早 く帳票 の漢 字 化 に踏 み切 り,毎 日大

量 の漢 字 表 記 さ れた 帳 票 を発 行 す るこ と に より,多 くの人 々にそ の恩恵 を 与

えて い るわ けで あ る。 コン ピュ ータ に よる 情報 処理 の効 率 化は ,時 代 のす う

勢 として 当然 の こ とで は あ るが, .そ の シス テム の不 完 全 さに よ り,情 報 の利

用 者で あ る人 々 に不便 を強 い てい る面 は,こ れ か ら も積極 的 に排 除 す る努 力

を傾 け るべ きであ ろ う。

日本 出版 販 売 の事 例 は 漢字 処 理 とい う面 以外 に,印 刷 の 面 か ら も大 きな意

義 の あ る例 で あ る。 現 在 の印 刷 機 は 同一 のパタ ー ンを,高 速 大 量 に転 写す る

方 向 で 発展 して きた も ので あ る が,当 社 の よ うに大 量 の 異 な るパタ ー ンを,

選 択 的 に高 速 に印 刷(印 字)し たい とい う需要 も多い。 一 般 にあ て 名書 き と

い わ れ る もの が この範 ち ゅ うに入 るが,こ の よ うな要 求 は 新 た な ハ ー ドウェ

アの 開発 を また ね ば な ら ない 。

次 の 事例 で は あ て名 を 中心 とし て,住 所 と姓 名 を 自動 変換 す るシ ステム の

実 例 を 紹介 した。 同 じ固有名 では あ って も 住所 と姓 名 で は本 質 的 な違い が あ

り,姓 名 のほ うが格 段 に困難 で あ る。

住所(よ り一般 的 に い えば 地名)は 人 為的 な面 が 強 く,ま た 全数 を把握 す

る ことが 可能 で あ る。 これは 同 音 の都道 府県 名や 都 市名 が な い こ とを みて も

明 らか で あ る。 また 地 名 は平 面的 に地 図 に対 応 して い る関係 か ら,コ ー ド化

とその把 握 が比較 的 に容 易 で あ る。 これ が 住所 の カ ナ漢 字 変換 を 成功 させ て

い る原因 で あ る。

固 有名 につ いては,読 み と漢字 の 対応 を主 とす る変 換 の問 題 の他 に,使 用
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されている漢字 字種の問 題 があ る。 地 名 につ い て は,全 国 の 大字(あ ざ)以 上

の地 名10万 件 につ いて の 全数 調 査 の結果 が出 て お り,そ れ によ る と

当 用漢 字1276字 種

人名 漢 字73

表 外漢 字930

計2279

とな ってお り,意 外 と字種 の少 な い こ とが分 る。

つ いで に 人名 用 の漢 字 につ い て み てみ る と,姓 用 の漢字 は約4,000字 種 と

い わ れ て お り,ま た姓 と地名 とは 同 じ ものが 多 く,地 名 にょ く利 用 され て い

る漢 字 と姓 の それ とを比較 して み る と,ほ とん ど同 じで あ る。 名 につ い ては

名 乗辞 典 に収 録 され てい る漢 字は

当用 漢字1319字 種

人 名 漢 字92

表 外 漢字1403

計2814

で意外 と少な く,今 後は名用の漢字 の制限 によって,表 外漢字は徐 々に減少 してい

くはずで あ る。

人名 は 地 名 と比 して は るか に困 難 な問題 が 多 い。 姓 につ いては 人 為的 な 変

更 が ほ とん ど不 可 能 であ り,ま た 姓 ・名 と もに 同音 の もの が多 く,自 動 変 換

を困難 に してい る。 同音 の姓 ・名 が多 い理 由は.同 音 の 漢字 が多 い こ と も一

つ の原 因で あ るが,そ れ に も増 して 漢字2字 の組 合 せ が多 いた めで あ る。

た とえ ば 「ア キ ォ」 は,同 音 の名 が73種 類 あ るが,そ の多 い ものの 上 位

20種 につ いて み てみ ると

ア キ 昭 秋 明 車 彰

オ 夫 雄 男 生 郎

で,ほ とん どの組 合 せ が用 い られ て い る こ とが 分 ろ う。

姓名 の カナ 漢字 変 換 につ いて は 多 くの研 究 発 表 が あ る が,実 務 家 か らは批
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判 が強 い。 日本 ユ ニパ ック社 の例 も1件 ご とに人 手 を要 す る と ころ が 泣 き所

であ る。 一 般 に固有 名 は 漢字 の訓 読 み が 多 く,一 方 漢字 入 力装 置 は音 に よ る

け ん盤 配 列 が多 い こ とが,入 力 の効率 を低下 させ てい る。 あて名 専用 の入 力

装 置 を使 用 す る とか,人 名 を前 もって50音 順 に配列 して おい て入 力す ると

か,ま だ まだ研 究 の余 地 は 多 い。

電算植 字 シス テムは,印 刷 ・出版 ・新 聞業 界 な ど大企 業 を中心 に広 範 囲 に

実 動 して い る。 印 刷 ・出版 業 へ の 電 算 植 字 の 浸 透 は 遅 々 と して い る が,

そ の大 きな理 由は コス トが高 い ことで あ る。 入 出 力装 置 お よび コ ン ピュ ー タ

が 高価 で あ る こと,校 正 を含 め て 入 力工 程 で の省 力化 が期 待 した程 で もない

こ と,個 々 の注 文 に対 して ソ フ トウ ェ ア が柔 軟 でな い こ とが原 因 であ る。

活版 印刷 の種 々の問 題 点は,す で に タ イ プオ フ とか手 動 写 植 機 に ょっ て解

決 され て い るので,電 算 植字 方 式 は これ ら との比 較 に も耐 え られ る もの で な

け れ ば な らない。 一 般 的 に ㌧・つて 電 算 植 字 には 「手 軽 さ 」 が な く,ま た 高

度 に発 達 して い る写 真 植字 に比 して 「芸 術性 に乏 しい」 とい うこ とが で き よ

う。

した が って 現在 電 算 植字 のメ リ ッ トとして 強 調 され て い る面 は,コ ン ピ ュ

ータ の情報 処理 能 力を 十 分 に駆 使 で き る とい う面 で あ る
。 凸版 印 刷 の例 で 挙

げ た 「ラ ンダ ム入稿 ・配 列 処理 」 が,ま さに こ の こ との典 型 的 な例 とい え よ

う。 電算 植 字 が今後 大 き く適 用分 野 を拡大 して い くた め には,OCRの 実 用

化 とか 和文 タ イ プ ライタ の 普及 とか,な ど の,外 的 要 因 の変 化 に待 た ね ば な

ら な いで あ ろ う。

日本 経 済新 聞社 の事 例 は,要 す る に編 集 処理 を 中心 と した漢字情報処理 シス

テ ムを,現在 の技 術水 準 で ほ ぼ 可能 な 限 り実 現 した もの とい うこ とが で き る。

した が って そ れ に伴 うコス トも膨 大 な もので あ る。 システ ム の中心 は,デ ィ

ス プ レイ装 置 に ょるマ ン ・マ シ ンの会話 型 処 理 に あ り,編 集 工 程 には まだ ま

だ 人 間の 介在 を必 要 とす る こ と,ま た 処 理 の柔軟 性 が 必要 であ る ことを示 し

て い る。
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この事 例 とほ ぼ 同 様 の機 能 を持 つ シス テ ムは,最 近 国産 メ ーカ に よ って も

開発 され,サ ン ケ イ新 聞社 で実 動 に入 って い る。 これは ホ ス ト・コン ピュー

タに ミニ コン群 を 使 用 し,コ ス トの低 減 をは か った もの であ る。

これ らの事例 は い わ ゆ る大新 聞 社 向 き の シス テ ムで あ るが,小 規 模 な地 方

新 聞社 に おい て も脱 活字 化 は 必然 の方 向で あ る。 これ ら各 社 は 印 刷 ・出版 業

界 の 電算 植字 シ ステ ム とほ ぼ 同等 の シス テ ムで 稼 働 させ て い る。

新 聞業 界 にお い て編 集組 版 を コン ピュ ータ化 す る1つ の 目的 と して,年 々

増大 す る複 雑 多 様 な情 報 要 求 に対 して,情 報 産 業 へ と脱 皮 し よ うとす る念 願

があ る。 す で に新 聞 の年 刊 索 引は 常 識 化 しつ つ あ り,目 を海 外へ 転 ず れ ば,

ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ムズ社 の デ ータ バ ンクへ の指向 が あ る。

新 聞 社 の強 力 な 情報 網 を 通 して 収 集 され た情 報 を,多 角 的 に整 理 加 工 して

提供 す るサ ー ビスは,国 民 生 活 には か り知 れ ない 影 響 を もた らす もので あ る。

かか るサ ー ビスへ の第 一歩 と して,編 集 組 版 の 自動 化 に ょ る デ ータ ベ ース の

構 築 が考 えられ るわ け で あ るが,そ の 実 現 には まだ まだ 多 くの努 力が 必 要 で

あろ うo

情報 提 供 サ ー ビス の事 例 で は,JICSTの 例 を と りあ げた が,そ の コメ ン

トは,第3章 で も情報 検 索 につ い て述 べ,第5章 では,第4章 のモ デル ・シ

ステ ムで あ る文 献検 索 シス テ ムにつ いて評 価 ・検 討 して い る ので,こ こで は

省 略 す る。

メ ッセ ー ジ集配 信 の事例 では,共 同通 信社 の ローマ 字漢 字 変換 シス テ ム に

つ い て述 べ た が,こ れ とほ ぼ 同様 な シ ス テ ムが,NHKの カナ漢字変換 シス テ

ムで あ る。 海 外 か ら送 られ て くるニ ュ ー ス電 文(ロ ーマ字 電)を ローマ字 ヵ

ナ 変 換を 経 て漢 字 か な湿 り文 に変換 してい る こ とは 全 く同 じで あ る。 しか し

な が らNHKで は 試作 シス テ ム の段 階 で 開発 を 中止 してい る とい う。

カ ナ漢 字 変換 は,メ ッセ ージ集 配 信 で実 例 をみ てい るが,他 に も各 メ ーカ

や研 究機 関 に おい て も,そ れ ぞれ に工夫 を した変 換 システ ムが研 究 開 発 され

てい る。 カナ 漢字 変 換 は,入 力や 伝 送 の合 理 化 に役立 つ もの で あ るが,こ の
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シス テ ムは 最終 的 には 自動 速 記 に つ な が る もので あ る
。 ソ ク ・タ イ プ とか 英

文 または カ ナ ・タ イ プに よ る速 記 か ら の 自動 変換 ,ま た 将来 的 にみ れ ば 音 声

の 自動 カナ 化 に 接続 され る,自 動 速 記 の基 とな る もの で あ る
。

カ ナ漢字 変換 の逆,す なわ ち 漢字 カ ナ変 換 も また重 要 で あ る。 漢 字 デ ータ

を カ ナ化 す るこ とに よ る処 理 の合理 化 のみ で な く,漢 字 にふ りが な を付 け る

こ とに ょ り,日 本 語 の配列 を 自動 的 に行 な うこ ζもで き る
。 これは 自動 索 引

とか索 引 誌 の編集 な ど に,欠 か せ な い基 本 シス テム であ る。

以上 の 変 換 の さら に基礎 とな る ものに,自 動 分 ち 書 き があ る。 分 ち 書 き規

則 の複 雑 さ のた め に,人 為 的 な分 ち書 きの精 度 に限 界 が あ り
,そ れ が 次の ス

テ ップへ の障 害 とな って い る。 言語 情報 処 理 の事例 にあ る国立 国 語 研 究 所 で

は,こ れ らの解 析 の た め に積 極 的 に と り くんで い る。

明 治生 命 の事 例 は,総 合的 な 日本語 情 報 処理 シ ステ ム の例 と して とり あげ

てい るが,処 理 して い る対象 は,住 所 ・氏 名 の漢 字 化 が中心 で あ る
。 これ と

同 類 の シス テムは 非 常 に多 い。 と くに行政 事務 処 理 に大 規 模 な ものが考 え ら

れ る。 た と えば

不動 産 登 記 シス テ ム

自動車 運転 免 許 証 シス テム

住民 登 録 シス テ ム

診 療 報酬 請 求事 務 シス テ ム

政府 管 掌保 険事 務 シ ステ ム

な ど が挙 げ られ る。 これ らは 今 後遂 次 シス テ ム 化 が進 め ら れ るで あ ろ うし
,

ま た それ らは 大 規 模 な るが ゆ えに,漢 字 処理 シ ステ ムの 開発 に大 きな 寄 .与を

もた らす で あ ろ う。 この ため に も漢字 処 理 関係 の標 準化 が強 く望 まれ て い る。
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3.日 本語情報の作成 と提供

3.1日 本 語 情 報 の 取 扱 い

ぺ

3.1.1文 字 種

日本 語情 報 を コン ピュ ータで 処 理 す る には,ま ず文 字 種 の問題 が あ る。

これ まで の 情報 処 理 で は,扱 え る文字 は英 字 ・数 字 ・一 部 の 記号 とい った

60種 程 度 に 制限 され て いた。 これ に 日本 譜 表 現 用 にカ タ カ ナ が追 加 され て,

約120種 の文 字 ・記 号 が入 出力 可能 とな った。 しか しな が ら,こ れ で 日本語

表記 の文字 の 問題 が解 消 され た わ けで は な く,我 々 日本 人 に と っては,漢 字

の扱 い が大 きな課 題 と して残 され て しまった。 そ の最 大 の原因 は,漢 字 の字

種 が 多過 ぎて,し か も文 字 パ タ ー ン が複 雑 な こ とに あ る。

康 煕 字 典 や大 漢 和 辞 典 には,約5万 種 に お よぶ漢 字 が 収 録 され てい る。 こ

れは 極 限 な数 か も知 れな い が,日 常使 用 され て い る漢 字 で さえ も,約2,000

～3 ,000字 とい わ れ て い る。 国立 国語研 究 所 を は じめ とし た,漢 字 の使 用実

態 調査 の報 告 に よ っ て も,分 野 に よって 多 少は異 な る もの の,ほ ぼ3,000字

種 前 後 で あ る とい う結果 にな って い る。 また 顧 客 サ ー ビス に 日本語 情報 を と

り入 れ て,姓 名 や 社 名 ・地名 とい った固 有名 詞 用 の漢字 種 を,実 動 シス テ ム

の例 か らみ る と,7,000～10,000字 種の範 囲 が多 くみ られ る。 これ には,旧

字や 俗字 な ど も含 まれ るこ とが 多い。

この よ うに文 字 種 の扱 い 方は,そ れ ぞれ の ユ ー ザ ・ア プ リケー シ ョンに よ

って異 な り,ま た漢 字 入 出力装 置 の各メ ーカ に よって もまち まち であ るた め

に,シ ステ ム の互 換 性 は ほ とん どない。

当 用 漢字 と して 制定 され て い る漢字 は,現 在1,850字 で あ り,こ れ に人 名

漢字92字 が定 め ら れ てい るが,最 近 改正 案 が 国語 審 議 会 か ら出 されて,多

少拡 張 され そ うな気 配 で あ る。 しか しな が ら これ も絶 対 的 な統 率 力 は な く,

あ く まで 一 般教 育 用 の めや す にす ぎない よ うであ る。
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日本 語情 報 を コン ピュータ で処理 す るた め の,文 字 種 お よび コ ー ドの標準

化は,こ れ まで一 部 の業 界 で統一 の例 はみ られ る もの の,他 業 界 との汎 用的

な ものは ない。 そ の ため 数年 前 か ら 標準 化 の動 き が活発 にな り,現 在 工 業技

術 院 が中心 とな って,情 報 交換 用 漢字 符 号 のJIS原 案 が作 成 され,検 討 が

行 なわれ て い る段階 で あ る。 あ と数 年 の後 にはJIS化 され るで あ ろ う。 そ

のJIS原 案 では,使 用 頻 度 が高 く各 分野 に共 通 性 のあ る基本 漢字 群 と して

2,965字 を 第1水 準 漢 字群,ま た それ 以 外 の必 要 漢字 と して3,385字 を第2

水準 漢字 群,合 計6,350字 が選定 され て い る。

以 上 の よ うな こ とか ら,日 本 語 情 報 処理 を行 な ううえで 必 要 と な る漢字 は,

全 分 野 にっ い て の総 合 的 な シ ステ ムで は,JIS原 案 の6,350字 を 目安 に,

7,000字 前後,あ る特 定 の分 野(固 有 名 詞 をほ とん ど含 まな い)に つ いて の

シス テムで は3,000字 前 後 の字 種 を扱 うこ とが よ さそ うで あ る。

漢字種 は,前 述 の5万 字 とい う最 大 限 を扱 えば,あ らゆ る漢 字 表 記 が100

%可 能 に な るわ け だ が,そ の ため に生 じる操 作性 や ハ ー ドウ ェア の規 模,経

済 性 な どを考慮 して,使 用 頻度 の低 い ものは 省 いた シス テム の方 が効 率 が よ

い ことは 明 ら かで あ る。 わ ずか2,000～3,000字 で あ っ て も,出 現 漢 字の99

%は 網 羅 され る。

表3-1に 各種 調査 に よ る漢 字 の延 べ字数 と異 な り字 数 を,表3-2に ㈱

学 習研 究社 の グラ ン ド百 科 事 典 に ょ る分 野別 漢字種 を 例 示 す る。

表3-1各 種 調査 の字 数

延 べ 字 数 異 な り字 数

婦 人 雑 誌 17万 3048

総 合 雑 誌 11〃 2781

現 代 雑 誌90種 28〃 3328

毎 日 新 聞 調 査 32.2〃 2613

朝 日 新 聞 調 査 1600〃 2308

科 学 技 術 文 献 99,771 1378

(JICST)
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表3-2分 野別 漢 字種

s

分 野 漢 字 そ の 他 総 文 字 種 調 査 文 字 総 数

数 学 1,208 526 1,734 198,413
、

古

物

化

電

機

政

法

経

社

教

音

理

学

気

械

治

律

済

会

育

楽

育

活

劇

味

典

理

史

学

薬

体↓

本

ボス

生

演

趣

古

地

日

哲

医

1

8

6

5

2

6

2

1

5

4

7

1

7

3

1

3

0

7

5

3

0

9

7

3

9

8

0

7

9

0

0

1

3

3

9

1

3

3

6

0

5

6

1

9

2

6

7

3

1

3

9

2

7

1

1

3

4

1

2

1

1

2

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

2

3

2

2

5622,193

5542,562

5202,116

5142,189

5172,649

4802,476

5632,845

4532,054

4632,238

5462,940

4872,594

4902,791

5463,463

4452,678

4933、224

5172,710

5023.612

5272,864

5382,973

723.509

921,985

381,193

341,950

851,883

548,817

1,382,909

199,932

247,822

660,749

322,224

315,972

1,041,794

167,590

511,300

417,356

1,682,169

586,549

1,041,417

「
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3.1.2コ ー ドと配 列

前 述 した よ うに,漢 字 の種 類 と と もに コ ー ドの標準 化 が制 定 され てい な い

現 在 では,メ ーカ お よび ユ ーザ の ア プ リケ'一シ ョ ンに よって,そ れ ぞれ独 自

の コー ド体 系 を採 用 して い る。 そ のた め他 の シ ステ ム との 互換 性 は な く,コ

ー ド・コ ンノミー ジ ョンの ソ フ トウ ェ アを 用意 して情 報 交 換 を行 な って い る
。

漢字JISが 制 定 され た あ かつ きに は,こ れ ら の問題 は ほ とんど解 消 され る

で あ ろ うと期 待 され るが,即JISの 採 用 とは い か な いだ ろ う。 新規 開 発 の

ハ ー ドウ ェアや ,新 規 導 入 のユ ーザ には 問題 な く採用 され よ うが,旧 来 か ら

の稼 動 シス テ ムや ハ ー ドウ ェアでは そ うは い か な い。 シス テ ム構 成 の 更新 ま

では コー ド・コ ンバ ー ジ ョンを介 す こ とにな るで あ ろ う。

漢 字 コ ー ドは,一 般 に字 種 の多 さか ら英 数 カ ナ ・コー ド(JIS,EBCD

IC,ISOな ど)体 系 の もの に くらべ る と,お よそ2倍 の 情報(ビ ッ ト)が

必 要 とな る。 そ の ため12ビ ッ トや16ビ ッ トの コー ド体 系 が多 い。JIS

原 案 の場 合 に も,7ビ ッ ト2列 の14ビ ッ トを基 本 に した コ ー ド体系 が採 用

され て い る。

次 に コ ー ドと ともに配 列 の問 題 が あ る。 一 般 に文 字 に は な ん らか の配列 が

あ り,か な は50音 順,英 字はABC順 に な ら べ られ る。 し か し漢字 には,

こ の よ うに だれ もが 手軽 に な らべ ら れ る方法 が な いため に,辞 書 そ の他 で の

漢 字 の検 索 をめ ん ど うに してい る。 一般 には,部 首 画 数 順 や 音 ・訓 な どの読

み 方順 が 用 い られ てい る。 また電 話 帳 で の独 特 なな らべ 方 もあ る。

JIS原 案 に ょる配 列 では,第1水 準漢 字 群 にっ い ては 各漢 字 ご とに代 表

音訓 を定 め て50音 順 に な らべ,第2水 準 漢字 群 では 康 煕 字 典方 式 の部 首別

画数 順 に な らべ るこ とを 原 則 と して な らべ られ てい る。

音順 に コー ド配 列 しよ う とす る場 合 には,音 のな い もの,使 わ ない もの を

ど うす るか,ま た2つ 以上 の音 を もつ もの を ど うす るか な どに問 題 があ る。

さ ら に は同 音 漢 字 が多 くあ るため に,探 す のが め ん ど うで あ る とい う問題 も

あ る。
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訓 順 の場 合 には,音 以 上 に複数 の読 み方 を もつ漢 字 が 多 い とい う問題 が あ

る。

一 方 ,従 来 の漢 字 キ ーボ ー ドで は,漢 字 コー ドの ならび 方 とキ ーボ ー ド上

の文 字 の配 列 は異 な る こ とが 多 い。 キ ーボ ー ドの文 字配 列 は,人 間 工学 的 に

探 しや すい よ うに配 置 され る こ とが多 い が,そ れ に よって 発生 す る コ ー ドは

A－ ドウェ アの 制約 に よ って前 述 の コー ド順 には な らば ない
。 多 くは これ を

コ ー ド変 換 に よ っ てな らび か えて い る。 この問題 は ,文 字 盤 の位 置 と コー ド

の固 定 を 解放 し,文 字 と コー ドを 固定 す る方式 に すれ ば よいわ け で あ るが,

これ も信 頼 性 の面か ら実 用化 され て い な い現状 であ る。

また 日本 語文 の記述 文 字は,漢 字 ば か りか カタ カナや ひ らがな を 含 み,数

字 さ らには 英字 を は じめ と した欧米 文字 まで も含 む こ と もあ り,こ れ ら にっ

いて も考 慮 しなけ れ ば な らな い。 英字 ・数 字 ・カ タ カ ナ と一 部 の 記 号 につ い

ては,既 存 のJISコ ー ドな どに準 した コー ドと整 合性 のあ るこ とが望 まれ

る。 また カ タ カナ とひ らが な につ い て も同系 列 の ユ ー ドで そ ろ え て お くべ き

で あ る。 英 字 の大文 字 と小 文 字 な ど につ い て も同様 の こ とが い え る。

、

3.1.3カ ナ ・モ ー ドと 漢 字 モ ー ド

英 字 ・数 字 ・一 部 の 記 号 ・カ タ カ ナ に よ る一 般 の カ ー ド ・デ ー タ と,漢 字

モ ー ド ・デ ータ と を 比 較 し て み る と以 下 の よ うで あ る。

一 般 に漢 字 か な 混 り文 を カ ナ 文 字
,ロ ー マ 字 で 記 述 す る と,そ の 文 字 数 の

比較 は,

漢 字 か な 湿 り文1.0

カ ナ 文 字 文1.81.0

ロ ー マ 字 文271.5

と な る。 これ を バ イ ト数 に し て 比 較 す る と,カ ナ 文 字 は1バ イ トに 対 し て .

漢 字 は2バ イ トを 必 要 と す る。 こ の こ とか ら い え ば バ イ ト数 で は 漢 字 か な 湿

り文 と カ ナ 文 字 文 は ほ ぼ 同 じに な る。 ロ ー マ 字 の場 合 は,こ れ ら よ り も5劃
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増 のバ イ ト数 にな る。

これ は 漢字 の音 訓 をカ ナで 表 記 す る と,次 の よ うな分 布 に よる もので あ る。

カナ文 字数

1

2

3

4

5

漢字 の割 合

7%

68%

22%

3%

1%以 下

漢 字1字 当 りの平 均 音訓 ヵ ナ文 字数 は,約2.2字 で あ り,こ れ を ローマ 字

で表 記 す る には さら に1.5倍 の文字 を要 す るこ とvaな る。 しか しな がら漢 字

か な 湿 り文 は,漢 字 とかな ば か りで構 成 され てい るわ けで な く,実 際 の文章

とな る と,こ れ以 外 に各種 の文 字 が含 まれ てい る。 科 学 技 術 文献 を例 に とっ

た分 布 は 次 の よ うで あ る。

字

な

ナ

字

号

字

種

が

力

字

ら

タ

漢

ひ

力

英

記

数

この よ うな文字 の 比較 は,

な デ ータ で あ ろ う。 日本 語 情 報 の ニ ーズ につ いて は第2章 で前 述 した がi漢

字 か な湿 り文 の入 力処理 の複 雑 さか ら,カ ナ ・モ ー ド,漢 字 モ ー ド,い ず れ

の方 式 か ら も単 純 な処 理 で行 な え る こ とは 数 少 な い。

入 力 方 式 につ い ては,次 第3.2で 述 べ るが,一 般 に各種 タ イプ ライタ に よ

る入 力速 度は次 の よ うで あ る。

割 合

37.5%

29.4%

12.4%

7.6%

&0%

5.1%

コ ン ピュ ー タ 処 理 を す る 際 の 入 出 力処 理 に 貴 重
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英 文 タ イ プ250字/分

カ ナ ・タ イ プ200

和 文 タ イ プ40

漢字 テ レタ イ プ60

漢 字入 力機(ペ ンタッチ)40

この入 力 速 度 と前述 の 文字 数 比較 とを乗 じ て,漢 字 か な湿 り文 情 報 の入 力

速度 を,漢 字4字 か らな る単 語 を1分 間 に偶語 入 力 で き るか を次 に示 す。

英 文、タ イ プ(ロ ーマ字)19語/分

カ ナ ・タ イ プ22

和 文 タ イ プ10

漢 字 テ レタ イ プ15

漢 字入 力機(ペ ンタッチ)10

しか し これ が情報 の入 力速 度 で あ る と単 純 には いか ず,入 力 処理 には エ ラ

ー の修 正 まで を 含 め な け れば な らない
。 ミス ・パ ンチの発 生 頻 度 と修正 デ ー

タ の作 成 にか か る時 間 を 考慮 し,さ らに パ ンチ ャの養成 ・訓練 にか か る期 間

や,一 般 利 用 者(素 人)に とっ て も扱 える と い う,エ ン ド ・ユ ーザ 機 能 を備

えて い るか ど うか も考 え な けれ ぱ な らな い。 英 文 タ イ プや カ ナ ・タ イ プに は,

漢字 か な 湿 り文 を読 む ・翻 訳 す る とい う作 業 も入 力時 に か か る要 件 で あ る。

句

ー

、
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3.2日 本 語 情 報 の デ ー タ 作 成

32.1日 本語 情報 の 入 力 方 式

日本語 情 報処 理 で もっ と もネ ック とさ れてい る入 力処 理 で あ るが,各 メ ー

カや 研 究 機 関で これ まで に開 発 され た 入 力装置 を み る と,多 く の入 力方 式 が

あ る。 日本語 情 報 処 理技 術 の発 展 過 程 は,昭 和30年 代 に さか の ぼ って考 え

られ るが,そ の 発端 は,新 聞 ・通 信 業 界 が 開発 に取 組 ん で 実 用化 した漢字 テ

レタ イ プライタ で あ る。 これ は いわ ゆ る フル キー ボ ー ド方 式 の漢 字 け ん盤 と

漢 字 印刷 電信 機 とに よ って 漢 字 電信 を行 な う方式 で あ った。

漢 字 テ レタ イ プは,そ の 後 コン ピュー タ と結合 され て 使用され るまでにいた

り,国 家的 な研 究 機 関 では 早 くか ら実 動 され る よ うにな った。

しか しなが ら,日 本 語 情報 を コ ン ピュ ータ 処理 す るため の入 力装 置 と して

は,数 千 字 とい う文 字 種 の 中 か ら選 択 して,速 く,正 確 に入 力す るのに 大変

な 労力 を 必要 とす るため.他 の 分 野 での 大 きな普 及 を み る こ とが ない ま ま に

現在 に至 って い る。 最 近 で は,パ タ ー ン認 識 の技 術 が 進歩 して,手 書 きカ ナ

文字OCRが 開発 され る まで に な った が,手 書 き漢 字OCRの 研 究 開発 は 実

験 段 階 にす ぎず,ま だ数年 の年 月 を 必要 とす るで あろ う。

また 一方 では,カ タカ ナや ロ ーマ字 な どか ら入 力 して,ソ フ トウ ェ アに よ

って 漢字 化 す る方 式 も種 々研 究 開発 が 行 な われ てい るが,こ れ も特 定 分 野 に

限 っ ては 一 応 の成 功 を収 め ては い る ものの,ユ ーザ が満 足 す る まで に至 っ て

お らず,ほ とん ど実 用 化 され て い な い。

以 下 に主 な入 力方 式 に つ い て概 述 す る。 まず 入 力方 式 の 分 類 を 次の よ うに

して説 明 す る こ とにす る。

・和 文 タ イ プ方式

・多数 シ フ ト方 式(漢 字 テ レタ イ プ方 式)

,・ カ ナ ・タ イ プ方 式(2ス トロ ー ク方式)

・カ ナ 漢字変 換 方式
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・タ ブ レ ッ ト方 式

●パタ ー ン認識 方 式

(1)和 文 タ イ プ方 式

この 方 式 の 入 力装 置 と しては,現 在 数種 類 の もの が知 られ て い る が,い

ず れ も昔 か ら あ る和 文 タ イ プ ライタ を 応 用 した もので あ る。 その 特 長 とす

る とこ ろは,和 文 タ イ ピス トで あ るな らぱ何 ら訓練 を す る必要 が な く取 扱

え る こ と と,さ らには ハ ー ド的 には 現 在 使 用 して い る機器(和 文 タ イ プ ラ

イタ)に 多少 の附 加 機 能 を追 加 す るだ け で 目的 を達 せ られ る点 に あ る。 基

本 的 には,和 文 タ イ プ ラ イタを 応 用 して い るた め,す べ て 印字 モ ニタ が と

れ る。 また 活 字 に該 当 す る特 定 の コー ド符 号 を読取 るタ イ プの もの は,活

字 と コー ドが一 体 化 してい るため に文 字 の 増 減 が 自由 に行 な え る,と い っ

た特 長 を 有 して い る。

① 和 文 タ イ プ ライタ 形

従 来 の和 文 タ イ プ ライタ を そ の ま ま利 用 し,活 字盤 上 の該 当 す る活 字

の位 置 を,ポ ジ シ ョニ ング に よ って判 断 し,そ れ に該 当 す る コー ド符 号

を媒 体 と して 記録 す る方 式 の もの。

② バ ー コ ー ド形

和 文 タ イ プラ イタ の各 活 字 の 上側 あ るい は下側 に あ らか じめ バ ー コー

ドを彫 刻 して お き,文 字 を印 字 す る と同 時 にバ ー コー ドを印字 用 紙 上 に

プ リン トす る もの で,印 字 用紙 を そ の ま ま媒 体 と して,バ ー コー ド ・ リ

ーダ に読 取 らせ る こ とがで き る
。

③ 活 字 コー ド形

和 文 タ イ プラ イタ の活 字 の側 面 に,そ の文字 に相 当 す る コー ド符 号 を

印 刷 した 銘 板 を貼 付 け てお き,タ イ プ ライ タが活字 をひ ろ っ て打 け ん す

る途 中で,銘 板 上 の該 当 コー ドを 光 学 的 に読取 り,媒 体 に記 録 す る方 式

の もの。
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④ ドッ ト・コー ド形

和 文 タ イ プラ イタで 用紙 の表 に文 字 を,裏 に文 字 に対 応 した漢 字 コ ー

ドを,ド ッ ト ・マ トリッ クス に ょって印 刷 す る裏 打 ち 方式 を採 用 して,

光 学 的 に コー ドを 読取 る方 式 の もの。

② 多数 シ フ ト方 式(漢 字 テ レタ イ プ方 式)

日本 語 情報 処 理 シス テ ムの 入 力方 式 と して,そ の ほ とん どが漢 字 テ レタ

イ プ型 の もの を使 用 してい る。 これは 必要 とす る文 字 キ ーを すべ て用意 し

た,い わ ゆ るフル キー ボ ー ド方 式 とい わ れ る もので,さ ん孔 機 と して は も

っ と もオ ーソ ドッ クス な装 置 で あ る。 新 聞 業 界 のCO-59型 漢字 テ レタ イ

プに代 表 され る。 しか しなが ら数 千字 とい う文字 種 を 扱 うた め に 問題 は 多

い。 文字 を探 し出 す速 度 が遅 く,お よ そ毎 分60字 程 度 で あ る。 しか もけ

ん盤 の 配列 が,音 順 ・訓 順 とい った読 み の配 列 や,部 首 画数 順 な どで 異 な

るた め に,速 度は 一 向 に ア ップ し ない。

(3)カ ナ ・タ イ プ方式(2ス トロー ク方 式)

この 型 の入 力装 置 も種 々 あ る が,い ず れ も2ス トロー クを原 則 と して い

る。 キ ーボ ー ド上 の文 字 は,英 字 ・ヵ ナ あ るいは それ らの代 表 文 字 に よ る

特殊 キー ボ ー ドもあ る。 入 力手順 は,ま ず 最 初 に 目的 とす る漢 字 の音 読 に

よ る頭文 字 を入 力 す る と,そ れ に関 連 した 漢 字 が前 面 に表 示 され,キ ーボ

ー ドに対応 した表 示 漢 字 の 中 か ら該 当 す る もの を探 して
,対 応 す るキ ーを

打 け んす る。 こ うして該 当漢字 コ ー ドが入 力で き る。 また 音読 以 外 に よ る

方 法 もあ り,第1打 けん で大 分 類 し,つ づ い て 何 らか の 付加 情 報(第2音,

連 想 文 字,ヘ ン ・ツ ク リな ど)を 打 け ん して 選択 す る の もあ る。

これ らは い ず れ も音訓 読 の カ ナ文 字,あ るい は その 他 の付 加 情報 との組

合せで 各 漢 字 を指 定 す る もの で あ り,組 合 せ規 則 を覚 えて しまえ ば ス ピー

ド ・ア ップがは かれ る。 た だ し数 千 字 の組 合 せ を覚 え る訓 練 が大 変 で あ る。

表 示 ・選 択 方 式 の場 合 は 確実 性 は あ るがス ピー ドに劣 る。
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(4)カ ナ漢 字変 換 方 式

この方 式で は 従 来 の 英数 カ ナ ・キ ーボ ー ドの カ ー ドせ ん孔 装 置 な どを使

って,漢 字か な ま じり文 を すべ て カ ナ文 字(あ るいは ロ ーマ 字)に して入

力す る。 漢 字,カ タ カ ナ,ひ らが な の区別 は,内 部 のカナ 漢 字 変換 処理 で,

変 換 辞 書 を使 って すべ て行 な う場 合 と,デ ータ作 成 時 に識 別 情 報 を付 加 す

る場 合 とがあ る。 前 者 の 方 法は,入 力 が簡 単 で あ る反 面 ソ フ トウ ェ ア が複

雑 にな り,後 者 の方法 で は,入 力 に付 加 情報 を付 るめ ん ど うさは あ るが ソ

フ トウ ェア が簡 略 化 で き る。 同音 異 義語 判 別 の 処理 方法 も,同 様 な2種 の

方法 が あ る。 また 同 音 異 義 語 を一 担 す べ て 出 力 して,選 択 させ る方 法 もあ

る。

音 声入 力 に ょ る漢 字 変 換 も,こ の カナ 漢字変 換 方 式 とベ ース は同 じあ る。

い わ ゆ る表 音文 字 か ら表 意 文 字 へ の変換 処理 で あ る。

(5)タ ブ レッ ト方 式

タ ブ レ ッ ト方 式 とは,同 一 け ん盤 上 に収容 された 多数 の文 字 の 中か ら,

該 当 す る文 字 を ライ ト・ペ ンな どの セ ンシ ング ・ペ ン に ょっ て選 び,そ の

位置 関 係 か ら文字 に対 応 す る コー ド符 号 を 出 力す る方 式 で あ る。 文 字 盤 の

配 列 な どは 漢 字 テ レタ イ プ類 と同 形 式 であ るが,片 手 で ワ ンタ ッチ入 力で

き る簡 便 さが あ り,素 人 に も容 易 に操 作 がで き る。

㈲ パタ ー ン認 識方 式

パ タ ー ン認 識 に よ る漢字 入 力 は,印 刷 漢字 認 識,手 書 き漢字 認 識,音 声

認 識 に大別 さ れ る。 現 在 で は 印 刷 漢 字認 識 のOCR装 置 が開発 され て,数

年 後 には 実用 化 で き る とされ てい る。 手書 きOCR装 置 は,英 数字 ・カ ナ

につ いて は実 用 化 され て い るが,漢 字 につ い ては 字種 を制 限 した 試 作段 階

にあ る。 音 声 に お いて は 全 くの研 究 段 階で あ る。

印刷 漢字OCR装 置 は,市 販 の和 文 タ イプ ライ、タで印 字 され た 帳 票 を 直

接 入 力で きる こ とか ら,コ ス ト的 にみ あえ さ えすれ ば 日本語 情 報 処 理 の発

展 に大 きな影 響 を及 ぼ す で あ ろ う。
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3.2.2デ ・一ー夕作成 方 法

日本語 情 報 の デ ー タ作 成(日 本 語 デ ータ の作 成)は,前 述 した各種 の入 力

方 式 に よ って行 な うこ とがで き るが,そ の デ ータ 利 用 の 目的 ・使 い方 に よっ

て も適 す る方式 と適 さない 方 式 とい う ものが あ る。

また デ ータ を作 成 す るパ ンチ ャ要 員 に よっ て も入 力方 式を 選択 す る必要 が

あ り,操 作 性や 経 済性 など様 々 な要 素 か ら検 討 が必要 で あ る。 現在 の 日本 語

情 報 の 需 要例 か らみ る と,日 本 語 デー タ と して 扱 う内容 か ら,

・一 般 事 務 分 野

・文 章 情 報 分 野

とに分類 で き ょ う。 一 般事 務 分 野 は,姓 名 をは じめ として地 名 ・企 業名 とい

った 固 有名 詞 を主 体 に した 日本 語 デー タ の扱 い で ある。 文 章 情報 分 野は,事

典 ・書籍 な どの 出版 物 や 技術 情報 な どの 日本語 デ ータ の扱 い であ る。

固 有名 詞 を主 体 に した 日本 語 デ ータ の場 合 には,従 来 か ら使 用 して い た カ

ナ ・デ ータ を漢 字化 す る方法 と して,全 デ ータ照 合(マ ッチ ンノ)に よ る変

換 プ ログ ラム を介 して 自動変 換 す る方法 と,漢 字 入 力装 置 を使 っ て新 た に デ

ータ せ ん孔 す る方 法 と が考 え られ る。 この うち,地 名 に関 しては カナ 読 み と

漢 字 デ ータ とが1対1に 対 応 す る こ とが 多 く,い わゆ る同 音異 義 語 の発 生 が

少 ない た め に カナ 漢 字 変換 手法 が有効 で あ る。 しか しな が ら,姓 名 や企 業 名

な どは 漢字 あ るいは漢 字単 語 の組 合 せ に よ って,そ の 発生 語数 は 限 りな く,

また漢字 単 語 単 位 にカ ナ漢 字 変 換 を しよ うと して も,同 音 異 義語 の発 生 が膨

大 と な り,そ の変 換 アル ゴ リズ ム も不 可能 に近 い。 また 姓 と企 業 名 には,使

用 され て い る文 字種 が 多 い とい う特 質 が あ る。 これは 旧来 か らの伝統 的 な使

用 をそ の まま受 継 いで い るため で あ り,日 本語 デ ータ の作 成 を 困難 に してい

る。 一般 的 には,漢 字 入 力装 置 か らの デ ータ作 成 に依 存 す るこ とが多 く,こ

の 場 合 に も文 字 種 の制 限 が 必要 で あ る。3,000字 前 後 の 文 字 種 の扱 い に も入

力操 作 が困 難 で あ るか ら,文 字種 を増 す こ とは ます ます パ ンチ ャに負 担 がか

か って,入 力 ス ビー ドは 反 比 例 的 に減 少 す る こ とにな る。
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文 章 情 報 を 主体 に した 日本 語 デ ータ を作成 す る場 合 には,特 定 分 野 に限 っ

た 日本語 情 報 情報 で あ るか ど うか で異 な る。 それ は カ ナ ・デ ータ か ら漢 字 変

換 す る場 合 に,扱 う分 野 を限 定 すれ ば 同音異 義語 が極 減 して 変換 率 を向 上 で

き る。 これ を全分 野 に わた る汎 用的 な変換 シス テ ムで考 え る と,変 換 辞 書や

変換 ソ フ トウ ェ アが複 雑 化 ・大規 模 化 して しま う。

また 変 換 率 が100%要 求 され る業 務 なの か も大 きな要 因 で あ る。 新聞 社

や 通 信社 な どの一 次 原稿 と して使 用 した り,時 々刻 々か わ るニ ュ ース文 など

に適 用 す る場 合,あ るいは 社 内 的 な伝 達事 項 や,マ ニ ュアル類 な どで あ る場

合 には.70～80%の 変 換率 で も十 分 満足 され る情報 と してユ ーザ に利 用 さ

れ るで あ ろ う。

しか しな が ら,書 籍 ・出版物 で は そ うは許 され ない。 対象 とす る利 用 者 が

広 範 に なれ ば,理 解 度は そ れ ぞれ に異 な って正 確 な情報 伝達 が行 なわ れ ない

と も限 らな い。 その た め 漢字 入 力装 置 を使 用 す る場合 に も,何 度 も校正 ・訂

正 処理 を行 な って完 全 な 日本語 デ ータ を作 成 しなけ れ ば な らない。

一方 ,コ ン ピ ュータ 処理 の ア プ リケ ー シ ョン と して文 献検 索 を と りあ げ て

み る と,ま た別 なデ ータ作 成方 法 が考 え られ る。

文 献検 索 に 日本 語 情 報 を適 用 さ せ る と,日本 語データ の作 成 ・蓄積 と.検 索

・提供 サ ー ビス とに区 分 され る。 利 用 者 は 最終 的 には検 索 ・提 供 サ ー ビス側

の情報 を 得 るわ けで あ るか ら,そ の 出 力形態 で シス テム が評 価 で き る。 文 献

情 報 を漢 字 モ ー ドで 蓄積 して お くべ き デ ータ要 素 は,国 内発行 の雑 誌名,著

者名,所 属 機 関名,標 題,抄 録文,日 本 語 キー ワー ドな どで あ る。 この うち

文章 情 報 と しての標 題 と抄 録文 とが漢 字 モ ー ド必 須項 目で あろ う。 この よ う

なデ ータ の場 合 には,カ ナ ・モ ー ドあ るいは漢 字 モ ー ドとい っ た 全項 目同 一

モ ー ドで デ ータ作 成 す るこ とには 不効 率 な面 が あ る。 そのた め 場 合 に よ って

は,両 モ ー ドの混 在 方 式 も また 有効 な方 法 で あ る。

以 上は,日 本 語 デ ータ の内容 と入 力 方 式 との 関 係 か らの考 察 で あ る。 これ

に対 して,他 方 では,日 本 語 デ ータ の 作成 者,操 作 者,パ ンチ ャ とい った 要
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員 に 関す る考 察 も必要 で あ る。

漢 字入 力装 置 とい わ れ る一般 の フル キ ーボ ー ド方 式 の入 力機 器 は,い ず れ

も3,000字 種 以 上 の文 字 種 か ら該 当文 字 を さが して キ ー操 作 す る ので あ るか

ら,一 般 利 用 者 が操 作 して もス ピー ドの 比較は で き な い。 だ れ もがデ ータ作

成,操 作 がで きるわ け で な く,専 任 の パ ンチ ャ が必 要 で あ る。 そ の ため社 内

に パ ンチ ャ要員 が確保 で きれ ば よ い が,そ うで な い場 合 には 外部 の パ ンチ 業

者 に委 託 せ ざ るを得 ない。 こ う した 漢 字 パ ンチ ャは,和 文 タ イ ピス トと同 等

な訓 練 を要 し,あ る意 味で は 標準 化 され てい な文 字配 列 の た め に,そ れ 以 上

の訓 練 が必要 にな るこ とが 多 いわ けで あ る。

これ に比 べて,英 数字 ・カ ナ に よる入 力方 式 であ るな らば,従 来 の パ ンチ

ャに依 頼 す る こ とが で き,素 人で あ って も60種 ほ どの キ ーか ら探 す だけで

あ るか ら,デ ータ作 成 は 容 易 で あ る。

また この他 に経 済性 の問題 もあ り,カ ナ ・デ ータ の作 成 コス トと漢字 デ ー

タ の作 成 コス ト,そ して これ に係 わ る要 員 の人 件費 な どを総 合 的 に検 討 して,

は じめ て最 適 な 日本語 デ ータ の作 成 が行 な え る。

≠

ふ
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3.3日 本 語 情 報 の 蓄 積 ・管 理

3.3.1日 本 語 デ ー タベ ー ス

日本 語 情報 を扱 うデ ータ ベ ース ・シス テ ムを 考察 す るには,日 本 語 情報 処

理技 術 とデ ータ ベ ース技 術 との両 面 につ いて ふ れ なけれ ば な らない 。 デ ータ

ベ ース技 術 の 動向 は,詳 細 につ い ては こ こで は ふれず ,そ の一 端 を 概 述 す る

と以 下 の よ うで あ る。

デ ータ ベ ース あ るいは デ ータ バ ンク とい う言 葉 が使 わ れ始 め た のは,1960

年代 で あ り,具 体的 な デ ータ ベ ース技 術 と して 定着 したの は1970年 代 に 入

って か らで あ ろ う。 デ ータ ベ ース技 術 を支 え る柱 の1つ は,情 報 検 索 と称 さ

れて きた 分 野 で あ る。 デ ータ ベ ース技 術 の発 展 を うな が した要 因 を あげ る と

次の よ うな もの が あ る。

① 複 雑 化 す る一 方 の デ ータ 処 理 の高 度 な一 体 化

②MIS(経 営 情 報 シス テム)の 現実 的 な実 現

③ 情 報 検索 シス テ ム の大規 模 多 様 化

大量 な デ ータ を扱 う分 野 で は,デ ータ収 集か らデーク作 成,デ ータ 管 理 に

いた るまで,あ らゆ る面で複 雑 化 す る一 方 で ある。 そ して 中 には デ ータ 作 り

の重 複 な どが生 じて,む だ な 作業 も増 加 す る傾 向 にあ る。 また 経 営 管 理 にお

け る意 思 決 定 にお い て も高 度 な情 勢 判断 が要 求 され,MISの 現 実 的 な実 現

が可 能 な範 囲 で,デ ータ ベ ース機 能 に対 す る期 待 があ る。

情報 検 索 の分野 にお いては,従 来 は 情報 検 索 用 の蓄積 フ ァイル と して扱 わ

れ て いた もの が,デ ータの規 模 や ファ イル の機 能の 増加 ・向 上 に ょ って ,こ

れ が デ ータ ベ ース技術 へ と転 化 した もの もあ る。

デ ータ ベ ースは,一 時,大 規 模 フ ァイル,集 中管理 とい う方 向 に技 術 開 発

が行 なわ れ てい た が,こ れ は コ ン ピ ュータ の大 型 ・超 大 型 化 に そ った もので

あ る。 最 近 で は,シ ステ ム構 成,ハ ー ドウ ェ ア機能 に 関連 して,機 能 分担 型

のい わ ゆ る分散 型 デ ータ ベ ー スへ の指 向 を た どってい る。 これ は 大規 模 ・集
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中 型 デ ータベ ー スの管 理 面,安 全 性 とい った観 点 か ら向 け られ た方 向 で あ り,

コン ピ ュ ータ ・ネ ッ トワー ク化 の分散 配 置 と,ミ ニ ・コ ン ピュ ータの デ ータ

ベ ー ス機能 の発 達 と に不 可分 な関 係 にあ る。

日本語 情 報 処理vaつ い ては第2章 で 述 べ て い るが,日 本 語 デ ータ ベ ー ス ・

システ ムの研 究 開発 は,ど の よ うな面 に重 点 を お いて行 なわ れ るべ きで あろ

うか。

① エ ン ド・ユ ーザ指 向 型 の シス テ ム の追 及

② 大 規 模 日本 語 デ ータ ベ ースの 実 現 とそ の分 散 化

③ 標 準 化動 向の 把握 と推 進

④ 展 開期 をむ か え る 日本語 情 報 処理 へ の対処

⑤ 自然 言語 処理 へ の方 向

デ ータ ベ ー ス技 術 の これ か ら数 年 間 の焦 点 は,い か に して も っ と も使 いや

す いエ ン ド ・ユ ーザ 指 向型 シス テ ムを 実現 す るか,デ ータ ベ ースの大 規 模 化

に ど う対処 す るか,の2点 に しぼ られ る と考 え られ る。 これ らは 日本 語 デ ー

タ ベ ー ス ・シ ス テム の研 究開 発 にお い て も,全 く同様 に重 要で ある。

「エンド・ユーザ(enduser)」 とは,プ ログ ラムの経験 な どは持たずに,デ ー タベ ー

スに対す る要求だけを持 って,オ ン ライン端末に必要な ときに対座す るような利用者

をい う。 いわゆるオ ンライン検索 などの一般利用者 もエ ン ド ・ユーザである。 この よ

うなエン ド・ユーザに どう応対す るか とい うことは,と くにデ ー タベ ース ・シス テ

ム に 限 らず,情 報処 理の あ らゆ る分 野 で切 実 な問題 にな りつ つ あ る。 デ ータ

ベ ース ,情 報 検 索 の分 野 で は と くに議論 され る ところ で あ る。 も と も とこれ

らの 分野 には,経 営 情報 システ ム が脚 光 を あ びた 時代 か ら,プ ログ ラマ で な

い 利 用 者 を重 視 す る流 れ が あ った。

わ が 国 に お け るエ ン ド・ユ ーザ型 システ ムは,き わめ て 自然 に 日本 語 情 報

処 理 シ ステ ム と結 び つ く。 日本人 の エ ン ド ・ユ ーザは.当 然 の こ とな が ら日

本 語 に ょ って デ ータ ベ ース ・シス テ ム と接触 す るこ とを期 待 す るで あろ う し,

そ うあ るべ きで あ る。 日本 語 とい って も必 らず し も完 全 な 自然 言語 で あ る必
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要は な い が,人 工 言語 によ るに して も基本 は 日本 語 で あ るべ き で あ る。

エ ン ド ・ユ ーザ は,オ ン ラ イ ン端 末 を介 して システ ム と 日本 語 で 対 話 す る

ので あ るか ら,オ ン ラ イ ン端 末 は 日本語 入 出力 の機 能 を持 た なけ れ ぽ な らな

い。 この た め には,

① エ ン ド ・ユ ーザ 向 きのデ ータベ ース ・シス テ ムの 開発

② エ ン ド ・ユ ーザ 向 きの 日本 語 入 出 力端 末 の 開発

が緊 急 の 課題 で あ る。

各 コン ピュ ータ ・メ ーカや ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に ょ る最 近 の デ ータベ ー

ス管 理 シ ステ ムは,ほ とん どエ ン ド ・ユ ーザ 機能 があ る と称 して い るが,真

にエ ン ド ・ユ ーザ 向 き とは 何 を意味 す るの か,必 らず し も明確 に され ては い

な い。 一 見 エ ン ド ・ユ ーザ 向 き と称 して も,実 質 はか な り の プ ログ ラ ミン グ

の知 識 を 必要 とす る こ ともあ る。

また 「エ ン ド ・ユ ーザ 向 き」 の概 念 と,「 日本 語」 とを 結合 した デ ータ ベ

ース ・シ ステ ム は い ま だに存 在 しな い。 した が って,こ れ らに重 点 を おい た

システ ム 開発 は,わ が国 の 情報 処理 技 術 一 般 の 発 達 の ため に も,き わ め て 有

意 義 で あ ろ う。

従 来 の デ ータ ベ ース ・シス テ ムの 技術 は,日 本 語 デ ータベ ー ス ・システ ム

に も有 効 で あ ろ うか。 一般 には,デ ータ ベ ース そ の ものの構 築 や,デ ータ ベ

ース の モ テル につ い ては ,デ ータ が 日本 語 で あ ろ うと もほ とん ど影 響 のな い

普遍性 が期待 で き る。 しか しその 周 辺 の,と くに性 能 向上 をめ ざ した 付 加 機

能 の部 分 に は,日 本 語 独 自の要 因 がか らむ 可 能 性 が強 い。 こ うして"既 存 の

データ ベ ース ・シス テ ム の 日本 語 へ の応 用"に つ いて も十 分 考 慮 して お く必

要 が あ る。

日本 語 デ ータ ベ ー ス ・シ ステ ム の入 出 力に 使 用 す る 日本 語端 末 に つ い ては,

エ ン ド ・ユ ーザ 向 きで あ るこ とが望 ま しい こ とを すで に述 べ た。 各種 各 様 な

漢字 入 出 力装 置 が一通 り出 そろ っ た現 在,そ の よ うな 目的 に適 合 す る もの が

存 在 す るか ど うか 十 分 に検 討 し.も し不 満足 な面 があれ ば,よ り十分 で完 全
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な装 置 また は方 式 を め ざ した 開発 努 力 を行 な う必要 があ る。 漢 字 の入 力 に関

しては,な ん らか の 改善 が要 求 され よ う。

デ ータ ベ ース 自体 を作 成 す るた め の大量 の漢 字 デ ータ 入 力方 式 と,エ ン ド

・ユ ーザ が端 末か ら問合 せを入 力 す るた め の簡 易 な漢 字 デ ータ 入 力方 式 とは
,

お のず か ら異 な るか もしれ ない。 と くにエ ン ド ・ユ ーザ の た め の端 末 と して

は・ カ ナ け ん盤 だけ を用意 して,カ ナ漢 字 変換方 式 を とる こ とが考 え られ る。

ヵ ナ漢 字 変 換 シス テ ムは,現 在 の と ころ完 成 された 実 用 的 な シス テ ムは み ら

れ な い が,利 用分 野 ・利 用形 態 に ょ って十 分 実 用 に供 す る シス テ ム の研究 開

発 が期 待 され る。

332日 本 語デ ータ の蓄 積

日本 語 デ ータ の作 成 方法 に関 連 して,日 本語 デ ータ を デ ータ ベ ー スな どの

フ ァイル に蓄 積 す る方 法 もい くつか 考 え られ る。

日本 語 チ ータ を作 成 して,そ れ を磁 気 テ ー プや 磁 気 デ ィス クな どの 外部 記

憶 媒 体 に 記録 す るには,記 録 モ ー ドを 漢字 モ ー ドに して行 な うの が一 般 的 で

あ る。 と くに 固 有名 詞 処理 で 扱 わ れ るデ ータは,記 録 モ ー ドの状 態 で 読 込 ま

れ て編 集 ・出力 され る こ とが 多 いた め に,漢 字 モー ドの デ ータ要 素 だけ か ら

な る場 合 が 多い よ うで あ る。

しか しなが ら,文 献 検 索 で 扱 わ れ るデ ータ の例 の よ うに ,結 果 的 には 日本

語 情報 の 出 力 ・表示 を す るに し て も,蓄 積 段 階で すべ てそ の 記録 モ ー ドを 漢

字 モ ー ドにす るこ とは,記 憶 容量 の面 か ら不効 率 で あ る。 何 十 万,何 百万 と

い う単 位 の文 献 デー タ を記録 す る には,メ モ リの節 約 を行 な う必 要 が あ り,

書 誌 デ ータ の 中で も数 値 情報 と して扱 え る ものは,文 字 コー ドを表 現 す る ビ

ッ ト数 の 多い 漢字 モ ー ドを さけ る方 が得策 で あ る。 そ のた め 漢 字 モ ー ドの他

に,EBCDICやJISコ ー ド体 系 の 記録 モ ー ドで代 用 した り,数 値 デ ータ で

あ るな らばBINARYモ ー ドで記 録 した方 が効 果的 で あ る。 た だ し,こ の場

合 ソ フ トウェ アの 作業 が増 え るた め に,オ ンラ イ ン検 索 の場 合 な どには,処

4
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理 速 度 を考 慮 す る必 要 が あ るで あ ろ う。

3.3.3情 報 検 索 用 日本 語デ ー タ ・フ ァイル

日本 語 情 報 を扱 った 情 報検 索 シス テム を構 築 す る場合,そ の デ ータ ・フ ァ

イル 構 造 は,ど の よ うに して管 理 した らよ いで あ ろ うか。

一 般 に情報 検 索 シス テ ムを構 築 す る場 合
,そ の フ ァイル 構成 は,チ ー タの

記憶 容量 の合 理 化 を は か るか,あ るいは 検 索 ス ピー ドの効率 化 をは か るか,

さ らには ア ッ プデ ー ト,メ ンテナ ンス処 理 の 効 率化 を ね ら うか に ょ って様 々

な フ ァイル形 態 が考 え られ よ う。 また これ らは,前 述 した デ ータ ベ ース ・シ

ステ ム の フ ァ イル 構 造 と も合 致 した こ とで,む だ のな い効 率 的 な フ ァ イル の

作成 ・管理 につ な が る問 題 で あ る。

デ ータ ベ ース に蓄積 され た デ ータ を検 索 す る とい う面 か ら考 えれ ば,デ ー

タベ ース ・シス テ ム,情 報検 索 シス テ ム,と もに同様 な機 能 を 有 しな け れ ば

な らない。 汎 用 的 な デ ータベ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ムでは,蓄 積 と検

索 を独 立 させ て 各種 ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テムへ の応 用 をは か っ て い る。

情報検 索 を文 献検 索 に限 っ てい えぱ,ソ ース ・デ ータ の管 理 と,キ ー ワー

ドの管 理 とい う2つ の機 能 が必要 で あ る。 そ の ため システ ム に 必要 な フ ァイ

ルは,

① キー ワ ー ド処理 に関 す る もの

② 文 献 デ ータ の検 索処 理 に 関 す る もの

の2種 に分 類 され る。 この2つ の ファ イル は 中間 の リンケ ー ジ ・フ ァイ ルで

結 合 され るが,そ れ ぞれ 独 自 にメ ンテ ナ ンス が行 な われ る とす る と,両 フ ァ

イル に関連 した フ ァイ ル を更新 しな けれ ば な らな い。
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3.4日 本 語 情 報 の 検 索

こ こでは 情報 検 索 シス テ ムを狭 義 に解 釈 し 「蓄 積 情報 フ ァイル か ら利 用 者 の

質 問 に 合致 す る情報 を探 し出す プ ロセ ス」 とす る。 蓄積 情 報 は,索 引 語 の集 合

として フ ァ イル 化 され て い るので,探 索語 に よる質 問 におい て も,探 索語 か ら

索 引語 の集 合 に変換 した うえで探 索 す る とい う論 理探 索 の 手法 を 前提 と して述

べ る こ とに す る。

また オ ン ライ ン検 索 とは 探 索 の会 話 型 処理,バ ッチ検 索 とは 探 索 の一 括 処理

と定 義 す る。

ぺ

341日 本 語 情 報 検 索 シ ス テム の 問題 点

(1)探 索 語 の選 択

探 索(検 索)に 使 用 す る探 索語(検 索語)は,質 問 者 の意 図 す る主題 を

適 格 に表 わす 用語 で あ ると同 時 に,そ の用 語 は 索 引 語(デ ィス ク リプタ,

キ ー ワー ド)で な け れ ば な らな い。 と ころ が,探 索 に あた っ て質 問 者 が想

起 す る用語 は,そ の よ『うな探 索語 と して の条 件 を満 た さな い こ とが 多い。

した が って シス テムは,質 問 者 の想起 す る用 語 か ら,よ り適 格 な探 索 語

(複 数 にな るこ と もあ る)を みつけ だす 手 段 を持 つ 必 要 が あ る。

第1の 手 段 と して は,シ ソ ー ラス の利 用 が あ る。 日本 語 情報 とい うこ と

を考 え る と大 部分 の用語 が,漢 語 十漢語,ま た は 漢語 十外 来 語 とい う複 合

語 で 構成 され て い る。 この こ とぽ,あ る1つ の用 語 に関 連 す る用語 の数 が

非 常 に多 くな るこ とを示 して お り,ま た その1っ1つ の用 語 の持 つ意 味が,

よ り特 定性 を もつ こ と を示 してい る。

そ の他,用 語 の略 記法 が 多様 で あ る とか,漢 語 と外来 語 の併 用 とかい っ

た こ とで 同 義 語 の数 も多 く してい る。 した が って,そ の よ うな性質 を考 慮

し な いで,必 要以 上 に用語 を統 制 した シ ソー ラス の も とで}志 適格 な探 索

語 を選 ぶ こ とが 出来 な くな る。 また 用語 の統 制は,質 問 者 の想 定 す る用 語
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と,シ ソー ラス 中 の 見 出 し語 とが マ ッチ す る確 率 が低 くな り,質 問 者の負

担 が増 え る とい う問題 も生 じる。

第2の 手 段 と しては,索 引 語 の通 覧 が あ る。 通 常 のや り方 は,質 問 者 の

想定 した 用 語 を 前 方 に もつ 索 引語(一 般 に複数)を 関連 語 とみ な して通 覧

さ せ る。 これ は主 と して索 引語 通 覧 のた め の シ ステ ム側 の対 応 が,そ の 程

度 しか とれ な い とい うこ とか ら くる もの で あ ろ うが,通 覧 が よ り適 格 な探

索 語 を 選択 す るため の手 段 で あ る こ とを考 えれ ば,質 問 者の 指 定 した 用 語

か ら,よ り広 く関連 語 を とらえ る必 要 が あ ろ う。 用語 の大 部 分 が複 合 語 で

あ る とい う性質 を踏 まえ る と,さ らにそ の必 要性 が増 す もの と考 え られ る。

そ うい う意 味 に お いて,関 連 語 として扱 う基 準 を,以 下 の よ うに提 案 す

る。

① 指定 した用 語 を ど こか の部 分 と して もつ 索 引語

② 指定 した 用語(複 合 語)を,意 味 を もった最 小単 位 の漢 語 に分割 し,

そ の分 割 され た 漢 語 を どこか の部 分 として もっ 索 引 語

よ り適 格 な探 索 語 を選 ぶ ため の2つ の手段 につ いて 述 べ た が,こ れ らは

オ ン ラ イ ン検 索 は も とよ り,バ ッチ検 索 にお い て もあ ては ま る もので あ る。

バ ッチ検 索 では ,シ ソ ー ラスを ブ ック ・シソ ー ラス と読み か え,索 引語通

覧 を 索引 誌 参照 と読 み か え る と意 味 が通 じや す くなる で あろ う。

(2)探 索 機能

質 問 者 の用 意 す る探 索 語 と,蓄 積 され てい る索 引語 と をマ ッチ ング し,

必 要 な レコ ー ドを抽 出す る機 能 と して,

・完 全一 致

・前方 一 致

・後方一 致

・任 意 一 致(部 分 一 致)

が要 求 され る。 これ は用 語 の 大部 分 が複 合語 で あ る とい うこ とを考 えれ ば

当然 の こ とで あ る。 この機 能 を バ ッチ検 索(シ リアル検 索)に お いて用 意
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す る こ とは 簡単 で あ る。

後方 一 致,任 意 一致 に おい て む だ な マ ッチ ン グを さけ るた め,分 ち書 き

(単 位 語 分 割)を 意 識 した 索 引 語 の 収録 がで き る とな お よい。 た とえ ば,

後 方一 致,任 意 一致 に お いて,マ ッチ ング を開始 すべ き索 引語 中 の,桁 の

位 置(ア ドレス)情 報 を索 引語 ご とに もつ と よい。

オ ン ラ イ ン検索(ラ ンダ ム検 索)の 場 合 には,転 置 フ ァ イル(イ ンバーデ

ッ ド ・フ ァイル)を ダ イ レ ク トにサ ーチ す るわ け で あ るが,索 引語 を転置

フ ァイル 上 で一定 の配 列 に な らべ,イ ンデ ッ クス を付 与 した だ け では,完

全一 致,前 方 一 致 の機 能 には 適 して も,後 方 一 致,任 意 一 致 の 機能 には不

十 分 で あ る。

また 日本語 情報 を 扱 う上 で,特 殊 な探 索条 件(完 全一 致 を除 く3つ の条

件)の 有効性 がみ なお され て くる と,複 数 の レ コー ドを連 続 的 に抽 出 し ょ

うとす る,そ れ ら機 能 の 処理 効 率 が改 め て問 われ る こ とに な る。 なぜ な ら,

特 殊 な探 索条 件で 索引 語 を探 索 す る場 合,そ の条 件 を 満 たす 索 引語 の数 が.

複 合語 とい う特 質 か ら多 くな るか らで あ る。

した が って オ ンラ イ ン検 索 の場 合 に は,探 索機 能 を満 た す ため の,そ し

て また その 探 索機 能 が効 率 よ く行 なわ れ るため の転置 フ ァイル のあ り方 を

考 え る必要 が あろ う。

(3)用 語 の入 力

検 索 シス テ ムに お い て漢 字 デ ータ の入 力 を考 え る場 合は,探 索 のた め の

用 語入 力を 中心 に考 え る必 要 が あ る。 バ ッチ検 索 の場 合 の用語 入 力は,一

般 的 な漢 字 デ ー タ の入 力の問題 と して と らえ られ るの で,こ こでは オ ン ラ

イ ン検 索 の場 合の 用 語入 力 につ い て述 べ る。

オ ンラ イ ン検 索 で質 問 者 が用 語 を入 力 す るのは,探 索 語 選 択 時 の用 語入

力 の場 合 と,探 索 時 の探 索 語 入 力 の場 合 とで あ る。 漢 字 デ ータ の入 力方 法

は,漢 字 そ の もの を入 力 す る方 式,カ ナ に して入 力 す る方 式,コ ー ドに変

換 して入 力す る方 式,の3と お りが あ る。
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まず探 索 語 選 択 時 の 用語 入 力 に つい て考 えて み る。 オ ン ラ イ ン処理 に お

け る操 作性 にお い て,漢 字 キ ーボ ー ドか ら必要 な漢字 を探 して入 力す る作

業や,用 語 を コー ドに 変換 して入 力す る作業 は,不 適 合 で あ る。 カナ入 力

は、 操作性 の点 か らは もっ と も適合 した方 式 とい え るが,読 み ち がい に よ

る入 力 ミス が発 生 しや す い の で,そ の点 を考 慮 す る必要 が あ ろ う。 た だ入

力 語数 が 少 ない こ とや,ミ ス して も直 ちに判 る とい うこ とか ら大 きな問題

には な らない が,漢 字 の カ ナ表 記 法 を設 定 して ミス を少 な くす る工 夫 が必

要 で あ ろ う。 もち ろ ん シ ス テ ム と しては,同 音異 義 語 処理 を含 む カ ナ漢 字

変換 機 能 を持 つ こ とが前 提 と な る。

次 に探 索時 の探 索語 入 力 につ い て考 えてみ る。 オ ン ライ ン検 索 では,探

索語 は そ の前 の 処理 で あ る探 索語 選択 に お いて,検 索 端末 の デ ィス プ レイ

画 面 な ど に表 示 ・出 力 され た 索 引 語 の中 か ら選 ぶ とい うの が基 本 パタ ー ン

で あ る。 した が っ て索 引語 を表 示 す る とき,合 わ せ て それ ら索 引語 に一時

的 な番 号 を表 示 して おけ ば.探 索 時 に お い ては そ の 番 号 で探 索 語 を入 力 す

るこ とが 可能 と な る。

この よ うな場 合 の コ ー ド入 力方 式 で考 え て おか な けれ ば な らな いのは,

第1点 と しては 探 索 機能 と も関連 す るが,表 示 され た 索引 語 をそ の ま ま探

索 語 と して使 用 す る場 合 ばか りか,表 示 された1索 引 語 の一 部分 を探 索 語'

として使 用 す る場合 もあ る とい うこ とで ある。 また第2点 と して は,利 用

す る索 引語 は一 般 に複 数 個 の用 語 で あ る とい うこ とで あ る。 した が って,

探 索 方 式 の 記 述形 式は,こ れ らの こ とを考 えた うえで 設計 す る こ とが望 ま

しい。,

3.42日 本 語情 報 処 理 の 技 術

(1)カ ナ漢 字 変 換

漢 字 とそ の読 み カ ナ とを対 応 させ,か つ それ をカ ナ を キ ー と して テ ー ブ

ル 化 して お く。 デ ータ が カ ナで入 力 され ると,テ ー ブル 参 照 を行 な って漢
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字 に お きか え る方 式 で あ る。 用語 数 が多い 場 合 は テ ー ブル を フ ァイル 化 し,

イン デ ック スを持 た せ るの が通 常 で あ る。

この処 理 で か か せ ない の が同 音異 義 語 の扱 い で あ る。 この 処理 には2と

お りの方 法 が あ り,ひ とっ は 入 力デ ー タ と して識別 記号 を付加 す る方法 と.

も うひ とつ は 同 音異 義 語 を 出 力 して入 力側で 選択 させ る方 法 で あ る。

② 分ち 書 き

漢 字 か な湿 り.文を あ る一 定 の規 則

入 力

で,意 味 の な す最 小 単 位 の文 字 列 に

分割 す る こ とを分 ち 書 き とい う。 取

り扱 う範 囲を 限定 し,か つ 人 間 側 に

もあ る程 度協 力 して も ら うこ とを 前

提 にす れ ば,こ の分 ち書 き処理 を 自

動 化 す る こ とは 可能 で あ る。 図3-

1に 自動 分 ち 書 き処 理 の概 要 図 を示

す。

(3)漢 字 カ ナ変換

こ の漢 字 ヵ ナ変換 は.分 ち書 き と

一 体 をなす もので ,分 ち 書 き に よっ

て分 割 され た単 語 に読 み を ふ る とい

う処理 をす る。 そ の処理 の過程 で読

み を一 意 に決 め られ る漢 字 が あ るの

で,漢 字 カナ 変 換 では 残 った 漢 語 に

読 み を ふれ ば よ い。 この 処理 は,1

文字 単位 に読 み を ふ るわ けで あ るが

複 数 の 読み を持 つ 漢 字 につ い て は,

漢字

分割

図3-1分 ち 書 き処 理

後 続文 字 との 関係 で読 み を 決 定 す る。 また 特 殊 な読 み 方 を す る熟語について

は,熟 語 ファイルを参照 して変換 す る。
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(4)語 尾 索 引

同一 の語尾(1字)を 持 つ 漢字 用 語 が並 ん で配 列 され る索 引 を語 尾索 引 と

い う。 漢 字 用 語 の 読み カナ を漢 字1字 と対応 させて 分割 し,こ れ を逆 配 列

しな お して50音 順 に並 び か え る。

〈例〉 情 報処 理

探 索処 理

定 理

物 理

一

3.4.3分 ち 書 き技 術 の応 用

情報 検 索 シス テム で扱 う索 引語(複 合 語)が 分 ち書 き され て い る と,ど の

よ うな展望 が開 け るか 陥つ い て,主 にオ ン ラ イ ン検 索を意 識 して考 察 してみ

る。

い ま仮 に 「オ ン ライ ン情報 検 索 」 とい う用語 が ある とす る。 この用 語 を意

味 の あ る漢 語 に分 ち書 きす る と以 下 の よ うに な る。

オ ンラ イ ン

情 報

検 索
オ ン ライ ン情報 検 索

オ ン ラ イ ン情報

情報 検 索

オ ン ラ イ ン検索

こ の分 ち 書 き された 用語 の持 つ 概 念 は,も との用 語 の概 念 とは異 な るが,

まるで 無 関 係 で は な い。 一 般 的 には.よ り広 い概 念 を持 つ用 語 とな る。 別 の

いい 方 を す れ ば,分 ち 書 きされ た 用語 は も と の用語 の関連 語 で あ る とい え よ

う。 こ の関 係 を 索 引語 の通 覧 お よび探 索 の 手法 と して適用 して み る。

① 通 覧 用 フ ァ イル

索 引語 は よ り多 くの 用語(関 連語)か ら通 覧 で き る こ とが望 ま しい。
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そ の た め に通 覧用 フ ァイル を以 下 の要 領 で作 成 す る。

イ 関連 語 処理

・分 ち 書 きに も とづ き 索 引語 か ら複数 の関連 語(カ ナ)を 発生 させ

る。

・関連 語 と索 引語 を 対 に した レコ ー ドを作 成 す る。

巳SORT処 理

・関 連 語(ヵ ナ)順 に レコ ー ド配列 す る。

・、 通 覧 用 フ ァ イル作 成

・関連 語(カ ナ)を キ ー とす る ランダ ム ・アク セス 用 フ ァ イル を作

成 す る。

処理 フ ローお よび 処理 例 を 図3-2に 示 す 。 例 の よ うに 「情報 検 索 」

とい う索引 語 は,「 ケ ンサ ク」,「 ジ ョウホ ウ」,「 ジ ョウホ ウ ケン サ

ク」 の い ずれ の関 連語 か らで も通 覧 可 能 とな る。

② 通 覧 方 法

索 引語 の通 覧に おい ては,指 定 した 用 語か ら,よ り多 くの索引 語 が 通

覧 で き る とよい。 通 覧 用 フ ァイル が前 述 の要 領 で 作成 され てヤ・る とす る

と,次 の よ うな通 覧方 法が 可 能 とな ろ う。

・指定 した用 語 を部 分 と して 持 つ 索引語 を す べ て表 示 す る。

・さ らに,指 定 した 用語 が複 合 語 で あ る場 合漢 語 に分 割 し,そ の分

割 した 漢語 を 部 分 と して持 つ 索 引語 をす べ て表 示 す る。

た とえば 「情報検 索 」 とい う用 語 を指 定 して,通 覧 した 場 合,通 覧 用

フ ァイル を 「ジ ョウホ ウケ ンサ ク」 で ア クセ ス して,マ ッチ した レコー

ドの索引 語 を 表示 し,さ らに 「ジ ョウ ホ ウ」 と 「ケ ンサ ク」 とで アク セ

ス してマ ッチ した 索引 語 を表 示 す れば よい わ けで あ る。

〈 例 〉(指 定 用語)(通 覧 索 引 語)

「情 報 検 索 」 情 報検 索

オ ン ラ イ ン情 報検 索
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●
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⇔

一

索 引 語

プ アイル

1関連語処司

関 連 語

プアイル

l

lSORT処 理1

レ

1通覧用 ・・イル 作成1

/、
＼ ノ

通覧用

む

処 理 フ ロ ー

レ コ ー ドL

しノ コ ー ト÷1.

2

情 報 セ ンタ ー

情報 処 理

デ ー タ検 索

検 索技 術

一 索 引詰一

2.情 報 処理

レコード1.情 報 検 索

u
-一 関 連 語 一 一 ー 一一 索 引 語 一

情報処理

情報処理

情 報処理

情報検 索

情報検 索

ジ ヨウホウ 情 報 検 索

号
一ー一関 連 語 一一 一一 索 引 語 一一

情報処理

情報検 索

情報処理

情報検 索

情報処理

情報検索

処 理 例

図3-2通 覧用 フ ァイル作 成処 理
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③ 転置 フ ァイル

通 常,転 置 フ ァ イル の レコ ー ドは,索 引 語 とそ の索 引語 を持 つ ソ ー ス

・デ ータ(一 般 に複 数)と の リンク情報 とが対 に な って構 成 され る。 こ

の よ うな レコー ド構 成 の転置 フ ァ イル の場 合,完 全一 致 あ る いは 前 方一

致 の探索 を行 な うの には 適 して い て も.そ の他 の探 索 条 件 の探 索 に は適

して い ない。 も っ と多 角 的探 索 が行 な え る よ うな転置 フ ァイル が望 ま

れ る。 そ のた め に転 置 フ ァ イル を以 下 の ス テ ッ プで作 成 す る。

イ.関 連 語 処理

・分 ち書 き に基 づ き索 引 語 か ら複 数 の関 連 語(漢 語)を 発生 させ

る。

・関 連 語 と リン ク情 報 を 対 に した レコー ドを作 成 す る。

・探 索 を考 慮 して 関連 語 が もとの索 引語 の ど の部 分 の用 語 で あ る

か の識別 を レコ ー ド上 で持 つ。

ロ.SORT処 理

・関連 語,用 語 識別 順 に レコ ー ド配 列 す る。

ハ.転 置 フ ァイル 作 成

・関連 語 を キ ー とす る ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァ イル を作 成 す る。

・同 一 関連語 を持 つ レコ ー ドは1つ の レコ ー ドに集 約 して お く。

処理 フ ローお よび処 理例 を図3-3に 示 す。 処理 例 で わ か る よ うに リ

ン ク情報200の ソ ース ・デ ータは 「検 索」,「 論 理」,「 論理 検 索」 い

ず れ の用語 か らで も到 達 す る こ とが で きる。

④ 探 索 手法

前述 した よ うな転 置 フ ァ イル を用 意 して いれ ば、 ど の よ うな探 索条 件 、

の探 索 で も簡単 に リンク情 報 が 得 られ る。

・完 全一 致

探 索 語 と同 一 の関連 語 を転 置 ファ イル 上で サ ーチ し,マ ッチ し

た ら用 語識 別=0の リン ク情報 のみ を抽 出す る。
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φ

●

・前 方 一 致

同 様 に して,用 語 識別=0,1の リン ク情報 を抽 出す る。

・中間 一 致

同 様 に,用 語 識別=2の リンク情報 のみ を抽 出 す る。

・後方一 致

同 様 に,用 語 識別=3の リンク情報 のみを抽 出 す る。

・任 意一 致

す べ て の リン ク情 報 を抽 出す る。

⇒

ー

」
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3.5日 本 語 情 報 の 提 供 サ ー ビ ス

診

」

情 報化 社 会 の進展 に伴 い,情 報流 通 機構 の整 備 は 社 会 の必然 的 要 求 とな って

くる。 そ の中 で,情 報 伝 達 と しての 情報 提供 サ ー ビス の果 す 役割 は 大 な る もの

があ る。 わ が国 に おい て,こ の情 報 提供 サ ー ビスを 考 え る場 合,日 本 語 に よ る

言語 情 報 処理 がサ ー ビス 範 囲 の拡大,サ ー ビスの 充 実 上重 要 な ポ イ ン トと な る。

一 方
,情 報 提供 サ ー ビスは,流 通機 能 の面 か らみ れ ば デ ータ ベ ー ス の問題 で

あり.シ ス テ ム の機能 面 か らみ れ ば 情報 検 索 の問題 で あ る とい え よ う。

こ こで は,情 報 検 索 シス テ ムを この情 報 提供 サ ー ビス とい う観 点 か ら考 察 す

る。

占

3.5.1情 報 提 供 サ ービ ス の位 置 づけ

(1)カ ス タ ム ・コ ミュ ニケ ー シ ョン と しての 提 供 サ ー ビス

情 報 を事 象 の状態 または 状態 の変 化 の様 相 とみれ ば,こ れ を数 字 とか 文

字 な ど に 記号 化 す る過 程 は情 報 の一 次加 工 とい え る。 こ の,い わ ば 一 次情

報 を流 通 さ せ る産業(一 次情 報 ・産 業)が 新 聞社 や リサ ーチ ・セ ンタ ーな

どで あ る。 さ らに,こ の一 次情 報 を 収 集 ・加 工(二 次加 工)し た 二 次情 報

を扱 う産 業 が存在 す る。 これ が 情報 提供 サ ー ビス業で あ る。

一 次情 報 産 業 が 不特定 多数 を 対象 にか っ そ の最 大 公 約数 的 な要 求 を 満 た

そ うとす る コ ミュニ ケ ー シ ョンで あ るの に対 して,情 報 提 供 サ ー ビス業 は,

目的 指 向 的 に加 工 した 情報 と情 報 需要 者 とを 相互 に結 ぶ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・チ ャネ ル と して の役 割 を果 す もの と い え よ う。 こ うした コ ミュニ ケ ー

シ ョンは,カ ス タ ム ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン といわれ る。

② デ ータ ベ ース と して の情 報 提供 サ ー ビス

地 域 的 に も時間 的 に も ラ ンダ ム に発 生 す る 情報 を 情報 需要 と結 びつ け る

には,情 報 提供 者 よ り情報 を収 集 ・フ ァ イ リング し,需 要 者 か らの問 合 わ

せ に 応 じて 情報 を 提供 す る こ との で き る デ ー タベ ース機 能 を 必 要 とす る。
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デ ータベ ース の理 想 は,誰 もが,い つ,ど こか らで も必要 な情報 を入 手

で き る こ とを 可能 にす る情報 を もつ こ とで あ る が,こ の情 報 需 要は 利 用 者

に ょ って,ま た要 求 す る情報 利 用 の 目的,用 途 ,性 格 な ど に よ って もさ ま

ざま に異 な る もので あ る。 よっ て,デ ータ ベ ースの もつ フ ァ イルは,情 報

需要 に よって特 性 づけ られ る種 々 の もの が必 要 とな っ て こよ う。 この事 は

今後,デ ータベ ース の分 化,専 業 化 を 迫 り,さ らに各 個 有 の デ ータ ベ ー ス

を有 機 的 に結 びつ け たネ ッ トワ ー クが必 要 とな って くる ことを 示 してい る。

デ ータ ベ ース と しての 情 報提 供 サ ー ビスが,情 報 流通 機 構 の中 で 情報 需 要

に応 え て ゆ くには,こ うした 事 が今 後 の 課題 で あ る とい え よ う。

亀

35.2情 報 需要 と サ ー ビス

情 報 提供 は,需 要 あ って の供 給 で あ る。 した が って 「満 た すべ き情報 需 要

は 何 か」 を 明確 に してお くこ とが サ ー ビス ・シス テム 設計 の第一 歩 とな ろ う。

情 報 利 用 者 と情 報利 用 の内容 の2つ か ら,こ の情報需 要 につ い て 考 え てみ る。

主 と して,特 定個 人 を利 用 対 象 者 とす るか,ま た は 不特 定 多 数 を利 用 対 象

者 とす るか に よって サ ー ビス の 内容 に相異 が あろ う。 この 関係 を表3--3に

示 す。

また 情報 利 用 の内容 を,要 求 す る情報 を そ の型 か ら分類 した場 合 には,サ

ー ビスの 内容 は 表3-4に な るで あ ろ うし
,要 求 の型,性 格 お よ び期 間 とサ

ー ビス内容 の違 いは 表3-5の よ うにな る。

表3-3`利 用 対 象 者 とサ ー ビス 内容

|利用対象者
サ ー ビズ 内容

主 として

特定個人

O過 去か ら現在 までの情報の

サービス

O文 献検索に代表 されるよ う

な主題情報提供 サービス

o検 索は確率 的

主として

不特定多数

O最 新 の情報のサービス

O事 実情報提供サ ービス

○検索は確定的

表3-4情 報の型 とサービス内容

情報の種類

デ ータ型情報

(統 計デ ータ,
測定観測データ

鳩 住所など)

言語型情報

(特 許 ・文献

など)

サ ービス内容

o事 実情報の提供サービス

o一 次情報の蓄積

o確 定的検索

O主 題 情報の提供サ ービス

o-一 次 情報源に対する確率
'
的検索

〇二次情報 の蓄積

ア
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表3-5情 報 要 求の タイプ,性 格,期 間 とサ ー ビス内 容

θ
情報要求のタイプ

要求の
性格
要求の
期間 サ ー ビス 内 容

現状追従的情報要求

(あ る主題に関する現時点

の最新情報を求める) 受動的 継続的

O現 状 を総括的に展望 で きれ

ば よい(カ レン トアウ エア

ネス)

O網 羅性は
,さ ほ ど要求 され

ない。

O最 新の情報

O定 期的配布サー ビス

そ及的情報要求

(あ る主題に関する過去か

ら現在にわたる適合情報を

求める)

能動的 単発的

O長 期 間の蓄積情 報

O網 羅性(漏 れのないこと)
s

o即 時性が要求 され る。

o確 率的検索

O不 定期な応答 サービス

特定事象情報要求

(あ る特定の事象について
の具体的事実やデ ータを求

める)

能動的 単発的

o資 料でなく回答そのもの

(事 実情報)
o確 定的検索

O不 定期な応答サービス

3.5.3情 報 需 要 とシ ス テム の 形 態

前項 で述 べ た い ろい ろな 情報 需要 と情報 検 索 シス テ ムの形 態 との 関連 を考

えてみ る。

(1)情 報検 索 シス テ ム の形態

現 在」,情 報 検 索 シ ス テム は,ど の よ うな角 度 か らみ るか に ょ って,い ろ

い ろな 呼 び方 を され て い る。 これ を 分 類整 理 す ると表3-6の よ うに な る。

② シス テ ム の形 態 と情報 需 要 の相 関

前述 した さ まざ まな 情報 検 索 シス テ ム の形 態 が,ど の よ うな情 報 需 要 を

満 たす こ とに な る のか の 関連 を整 理 してみ る と,表3-7の よ うに な るで

あろ う。
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表3--6情 報 検 索 シス テ ムの 形 態

分 類 項 目 シ ス テ ム の 形 態 内 容

蓄積情報の種類
＼

デ ー タ 検 索 データ型情報を対象 とし,目

からの分類 的とする情報そのものの検索

主 題 目的とする情報が含まれてい

るで あろ う資料又は,そ の事

項の検索

事 実 検 索 蓄積 されてい るのはデ ータ型

情報略 デ ータ検索に似てい
るが加工度が高い

蓄積情報の時間 そ及的検索(RS) 過去から現在に到る網羅的情

的カバレ ージか 報の検索
らの分類

カ レ ン ト ・ ア ウ エァ ネ ス 現時点における最新情報の検

(CA) 索

処理方法からみ バ ッチ 検 索 バ ッチ処理で行なう検索

た分類

オ ン ラ イ ン 検 索 リアル タイムで行な う検索

(会 話 型検 索)

サ ービス面か ら SDIサ ー ビ ス 特定テーマに関す る質問を登

の分類 録 してお き,最 新情報の配布

サ ー ビス を 受 け る。

Q-Aサ ー ビ ス 情報要求の発生のつど,質 問

を作成す る応答サービス

♂

'

幽
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表3-7情 報検 索 シス テム の 形態 と情報 需 要 の 関連

情

報
システム 需

の形態 要

情報利用者⌒ 情 報 要 求

特

定
個
人

不
特
定
多
数

デ

1

タ

情

報

言

語

情

報

現
状
追
従
的

そ

及

的

特

定

事

象

受

動

的

能

動

的

継

続

的

単

発

的

デ ー タ 検 索 ◎ ◎ ◎ × △ △ ◎ △ ◎ △ ◎

主 題 検 索 ◎ △ × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎

事 実 検 索 ◎ ◎ ◎ × △ △ ◎ △ ◎ △ ◎

そ 及 的 検 索 ◎ △ △ ◎ △ ◎ △ × ◎ × ◎

カ レン ト △ ◎ △ ◎ ◎ × △ ◎ × ◎ ×

バ ッ チ 検 索 ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ △ ◎ △ ◎ △

オ ン ラ イ ン 検 索 ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎

SDIサ ー ビ ス △ ◎ △ ◎ ◎ × △ ◎ × ◎ ×

Q-Aサ ー ビ ス ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ × ◎

(◎ 相関有り △場合により有り ×相関無し)

3.5.4情 報 提 供 サ ー ビス

(1)情 報 案 内 サ ー ビス と情報 検 索 サ ー ビス

情報 需 要 者 か らの問 合 せ に応 じた 情報 の提 供 サ ー ビス とい う広 い観 点 か

らみ る と,情 報 提供 サ ー ビスは 情 報 の案 内 サ ー ビス を主 とす る もの と,情

報 の検 索 サ ー ビス を主 とす る もの に大別 して み るこ と もで き る。 この 両 者

の相違 は 表3-8の よ うに な る と思 われ る。

② 情報 提供 サ ー ビス の種類

① 情報 案 内 ナ ー ビス の種 類

・気 象 情報

・株 価 情報
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・所 在 情報(中 古車 ,商 品,人 材 な ど)

・予 約 情報(座 席 ,宿 泊)

・レジ ャ ー情報(催 物 な ど)

・マ ク ロ経済 情 報(消 費 者 動 向 ,物 価,商 品流 通 な ど)

・ ミク ロ経 済 情 報(輸 送
,商 品 市況 な ど)

・海 外 情報(輸 出入 状況 な ど)

・企業 信 用 情報

・消費 者信 用 情報

・不 動産 情 報

表3-8情 報案 内サー ビス と情報検 索 サ ー ビス の相 違 点

比 較 項 目 情報案内サ ービス 情報検索サービス

利 用 対 象 者 不 特 定 多 数 主として特定個人(又 は少数)

回 答 結 果 確 定 的 確 率 的

蓄 積 情 報 の 種 類 データ型情報(一 次情報) 言 語情 報(二 次情報)

蓄 積 情 報 の

時間的カバレ ージ 最 新 情 報
過去から現在までの長期間的

情報

蓄 積 情 報 量

(フ ァイル容量) 小 大

情 報 発 生 頻 度 高 い 低 い

検 索 技 術 容 易(た だし更新

技術が難しい)

イ ンデ クシンZシ ソーラス

などの問題がある。

蓄 積 媒 体 一

一次情報蓄積 のため のマイクロ・

フ イル ムや ビデオ ・ファイルな

どが必要 となる。

端 末
サ ービスによっては,

専 用端末の方が効率

がよい(例 座席予約)

出 力用 として高速 プリンタや

ハー ドコピー付デ ィス プレイ

などが必要 とな る。
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② 情 報 検 索 サ ー ビス の種 類

・特 許 情 報

・判 例 情報

・科 学 技 術情 報

・議 事 録 情報

・時事 情報(ニ ュ ー ス記事)

・一般 知 識情 報

(3)各 情 報 提 供 サ ー ビスの特 徴

前述 した 情報 案 内 サ ー ビス と情報 検 索 サ ー ビス の い くつ か につ いて,提

供 サ ー ビス す る側 か ら考 えて の 特 徴 に よ る差 違 を表3-9に 示 す。

表3-9各 種 サ ー ビスの特 徴

分

類

特 徴

サ ービ

ス の

種類

情

報

発

生

源

情

報
の

発
生

頻
度

情

報

の

地

域

性

リ

ア

ノレ

タ

イ必

ム要

の性

オ

ン

ラ

イの

ン必

提要

供性

会

話
型

検

索必
の要

性

日
本

語
情

報必
の要

性

機

密
保
護
の必

要
性

フ

ァ

イ

ル更

の新

頻

度

情

報

景

情サ
報1
案 ビ
内ス

株 価 情 報 △ ◎ △ ◎ △ △ △ △ ◎ △

レジャー(催 物)

情 報
◎ ○ ◎ ○ △ ○ △ ○ ○ ○

企業信用情報 ◎ ◎ △ ◎ △ ○ △ ◎ ◎ ◎

不 動 産 情 報 ◎ ○ ◎ △ △ △ △ △ ○ △

情サ
報1
検 ビ
索ス

特 許 情 報 △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎

判 例 情 報 ○ △ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ○

科学技術情報 ○ △ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ○ ◎

(◎ 大 または多,○ 中,△ 小または少)
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3.5」5情 報 の 収 集 ・蓄 積 と情 報価 値

(1)収 集費 用 と利 用効 率

必 要 な 情報 のす べ て を含 む情 報 を,網 羅 的 に収 集 蓄 積 して お くの が理 想

で あ るか もしれな い が,費 用 と効 率 の 面 か らす る とそ れは 実 際的 では ない。

た とえ ば科 学 技 術 情報 につ い てい え ば,必 要 な情報 の 約50%は 約10

%のi雑 誌 か ら,さ らに 必要 な情報 の90%は,約50～60%の 雑 誌 か ら

得 られ る といわ れ て い る。

一 般的 に
,情 報 の収 集 費 用 とそ の利 用効 率 とは,図3-4の よ うな関係

に あ る。 この事 か ら情 報 提供 サ ー ビス の種 類 に よ っては 商業 化 の 難 しい場

合 もで て こ よ う。 と くに網 羅性 が要 求 され る よ うな情 報 提供 サ ー ビス(情

報 検 索 サ ー ビス)に あ っては,国 家的 機 関 に よる運 営 が 必要 とな って こ よ

う。

J

利

用
効
率

収
集
費

用

ま
た
は
ー

ー一 一 情 報 量

図3-4情 報の収集費用お よび利用効率 の関係

② 蓄 積 量 と情報 の価 値

蓄 積 情 報量 とそ の価 値 との相 関は 図3-5の よ うな飽 和 曲 線的 で あ る と

もい われ て い る。 これ は,情 報 需要 者 の処理 能 力 を越 え る程 の 情報 の提供

サ ー ビスは かえ って そ の情報 の価 値 を減 じる結 果 に な って しま うこ とを示

す。

〉
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● 情

報

の
価

値

ー

臨界点

蓄積情報量 一一一

図3-5情 報 量 と情報 の価 値

(3)時 間経 過 と蓄積 情 報 の価値

一 般的 に情 報 と時 間 の 相 関は ,減 衰 曲線的 に なっ てい る。 減 衰 の速 度は

図3-6の よ うに情報 の種 類 に よっ て異 な る。 この時 間 の問 題 は,特 許 情

報 な どの場 合は 特 に重 要 な 因子 とな っ て くる。

●

ー

蓄

積
情

報

の
価
値

解説

研究擁

一ぐ 許情報
一
ス
的情
報

情報入手後の時間的経過 一口一

図3-6情 報 入 手後 の時 間的経 過 と

情 報 の価 値

'
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3.5.6日 本 語 情報 採 用の 意義

これ まで,情 報 需 要 と情報 提供 サ ー ビス お よび 情報 検 索 シ ステ ム との 関連

に つ い て述 べ て きた。 こ こでは,情 報 提 供 サ ー ビス に とっ て 日本 語 情 報 を扱

う こ との意 義 につ いて述 べ る。

(1)日 本 語 情 報 化 へ の 必要性

コ ン ピュータ は ,数 値 情報 を 中心 とす る集 計計算 業 務 か ら,文 字 情報 さ

ら には,言 語 情報 を 必要 とす る業 務 へ とそ の適 用 範 囲拡 大 の必要 性 を ます

ます せ ま られて き てい る。 そ れ と と もに コン ピュータ とエ ン ド ・ユ ー ザの

接 点 にあ る情報 は,こ れ まで 以 上 に 日常 業務 の 中 で直 ち に活 用 で き る こ と

が要 求 され る。

従来,と もすれ ば コン ピュ ータ 室 リー ド型 の業 務 の 機械 化 が行 なわ れて

き た ため,コ ン ピュ ータ の処理 速 度,記 憶容 量 の節 約,入 出 力 の容易 性,

オペ レー シ ョンの容易 性 な どが第 一 に考 え られ が ちで あ った。 英字,数 字

デ ータ は別 に して も,コ ン ピュ ータ処 理 の為 に漢字 をカ ナ文 字 へ なお さね

ば な らな か った事 は,大 変 にわず らわ し くも余分 な手 間 で あ っ た。

しか し,こ れ らは 確 か に コン ピュ ータ の負 担 を軽 減 し,コ ス ト ・パ フォ

ーマ ンス を 向 上 さ せ る こ とには な るだ ろ うが
,決 して コ ン ピ ュータ 利 用 の

効率 の よさ(サ ー ビスの質 の向 上)に 結 び つ く とは限 らない。 今 後 の コ ン

ピ ュ ータ 処 理 は,情 報 をいか に利 用 す るか,情 報 の質 をい か に高 め るか と

い う情 報 の活 用 とい う面か らの要 求 に こた え る もので なけ れ ば な らな い。

また コ ン ピュ ータ が扱 う入 出 力情報 は,業 務 の オ ン ラ イン化 に伴 い ま す ま

す コ ン ピ ュ ータ 室以 外 の 人達 と直接 イ ンタ フ ェ ースを もつ よ うに な る。

この よ うな状 況 にあ って,カ ナ 文 字 しか扱 え ない事 は,日 本 語 を情 報伝

達 手段 と して い るわ が国 におい ては,コ ン ピュータ 利 用範 囲 拡大 へ の大 き

な 制 約 とな る。 と くに言 語 情 報 を 中心 とす る情報 提供 サ ー ビス に あっ ては.

日本 語 を扱 う'ことは 不 可欠 の要 素 で あ る。
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② 日本語 情 報 化 のメ リッ ト

日本 語 情 報 を 直接 コ ン ピュ ータで 扱 え るこ と によ り得 られ るメ リッ トと

しては,次 の よ うな事 が考 え られ る。

・適 用業 務 の拡 大 一 印刷,出 版,新 聞,情 報検 索 業 務 な ど

・情 報 伝 達 の正 確 さ 一 同 音異 義 語 の区別(意 味 の識別 性)

・情報 認 識速 度 の向 上 一 パターン認識 が可能

・構 文(文 脈)的,ま たは,意 味 論 的 ア プ ローチ が 可能

・コ ン ピュータ ・アウ トプ ッ ト情報 が直接 利用 可能 一 宛名,印 刷,

行 政 事 務 な ど

と くにキ ー ワー ド ・マ ッチ ング に おけ る情報 検 索 に お いては,同 音 異 義

語 の区別 に よ り,た とえば.「 ホ ウ ソ ウギ ジ ュ ツ」 に対 して,「 包装 技術」

と 「放 送技 術」 との 区別 がは っ き り し検 索精 度 の向 上 に つ なが る。

▲↑

」

→
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4.日 本語情報を適用 した文献検索モデル

7 一 日本語情報文献検索システム(KlNDS)一

・も 4.1シ ス テ ム の 概 要

日本 語情 報 を 適 用 した 情報 処理 シス テム の事例 と して,文 献 検 索 シス テ ム を

モデル に と りあ げ,こ こに前 年 度 の シ ステ ム設計 を もとに開発 した,日 本 語 情

報文 献検 索 シス テ ムにつ いて概 要 を述 べ る。

当 シス テム は;漢 字入 出 力装置 を 用い て,オ ン ライ ン会 話型 で,漢 字 モ ー ド

の 日本語,い わ ゆ る漢 字 か な湿 り文 記述 の文 献 情報 を検 索 サ ー ビスす る,情 報

検 索 シス テ ム で あ る。 当 シス テ ム"日 本語 情報 文 献 検 索 シス テ ム"を 通 称
カインズ カイン ド

「KINDS」 も し くは 「1(INDシ ステ ム」 とい い,こ れ は,JIPDECKanji

INformationDocumentretrievalSystemの 略 称 で あ る。

4.1.1シ ス テム の 目的

KINDシ ス テム の開 発 目的 は,情 報検 索 システ ムの 開発 を主 目的 に した も

ので は な く,総 論 で 前述 した よ うに,日 本 語 情 報 の適 用 分 野 の1例 と して 文

献 検 索 を と りあげた もので あ る。 そ の結 果,文 献検 索 に 日本 語 情 報 を 適 用 す

る こと に よ って,ど の よ うな効果 があ るか を,実 験 評 価 す る こ とが可能 で あ

る。 評 価 に つ い ては 第5章 で述 べ る こ とに す る。

い っ ぽ う,文 献 検 索 シ ステ ムには,利 用 者 か ら望 まれ て い る課題 の1つ に,

漢 字 か な 湿 り文 に ょ る表示 ・出力 といっち サ ー ビス面 の 向 上 が あ る。 我 々 日

本 人 に とっ て,英 字 あ るいは カ ナ文 字 だ け の 文章 情報 で は,読 み に くい ばか

りで な く,理 解 度 の面 か らは あい まい さが生 じ,ま た,コ ン ピュ ータ を利 用

して 得 た情 報 の 価 値 とい う観 点 か ら も,価 値 の低下 は まぬ がれ な い。 そ のた

め,シ ス テ ムを 利 用 す る者 に とっ ては,満 足 な サ ー ビスは 受 け入 れ られ て い

な い とい う結 果 にな っ て しま う。
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この よ うな こ とか ら,文 献 検 索 シス テム には,日 本 語 情報 の適 用 に高 い ニ

ーズ が あ り,当 研 究 の モ テル ・シス テ ム と して とり あげ られ た。

KINDシ ステムの 開発 目的 ・背 景 は以 上 の如 くで あ るが,か つ 日本語 情報 処

理 とい う本 来 の 目的 か ら も課題 とな ってい る事 項 に 対 して も.あ わ せ て解 決

の 糸 口を求 め るた め に,次 の よ うな こ とに基本 方針 を た て て 設計 され た。

① 漢字 デ ィス プ レイ,漢 字 プ リンタ,漢 字 キ ー ボ ー ドを漢 字入 出 力端 末

装 置 として 使 用 す る。

② 文献 検索 の キ ー とな る検 索語 の入 力は.カ ナ 文字 で行 な い.カ ナ漢 字

変換 に ょって,漢 字 か な 湿 りの検 索語 を 得 る。

③ 検 索語 に 漢字 シ ソ三 ラス の一 部 を導 入 し,あ い まい な 情報 につ い て は,

会 話形 式 に ょ って サ ー ビスをは か る。

この うち,カ ナ文 字 入 力 と漢 字 キ ーボ ー ドの使 用 に不 合 理 が 生 じるが,こ

れは 現 在装 備 され てい るハ ー ドウ ェ ア構 成 か らの影響 で あ り,漢 字 キ ーボ ー

ド上 のカ ナ文字 部 で これ を 代 用 して い る。

これ らの 基本 方針 は,ハ ー ドウェ ア的 には,各 漢 字 処理 装 置 の 使 い方 ・操

作性 な どの効 果 的 な 利用法 へ の ア プ ロ ーチで あ り,ソ フ トウ ェア的 には,検

索語(キ ー ワー ド)入 力操 作 の 一般 化 へ の試み で もあ る。 また.検 索 語 の 関

連 語 サ ー ビス として,前 方一 致 法 お よび シ ソー ラ スの一 部 を 導入 す るこ とに

ょって,デ ータベ ー ス検 索 の効 率 化 と,検 索 過程 の効 果測 定 に あ る。

止

4.1.2シ ス テム の特 徴

KINDシ ステム の特 徴 に は,文 献 検 索 システ ム の特 徴 と,日 本 語 情 報 の適

用に よ る特 徴,お よび ハ ー ドウ ェア構 成 に ょ る特徴,と い う3つ の 面 を有 し

てい る。

① 漢 字 デ ィ ス プ レイ装 置 の利 用 に よっ て、 検 索過 程 の 日本 語 に よる表 示

が 可能 と な り,ま た検 索 結 果 の通 覧,お よび漢 字 プ リンタ装 置 へ のハ ー

ドコ ピー ・出 力が で き る。
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② 漢 字 デ ィス プ レ イを 使 っ た オ ンライ ン会話型 システ ムで あ り,会 話 の

進 行 は,定 義 され た コマ ン ドを操 作 して行 なわ れ,対 応 し たパ ラメ ータ

が要 求 され る とい う,シ ス テ ム誘導 の形 態を とってい る。

③ シ ステ ム との会話 に必 要 な コマ ン ドは,タ イ プイ ン ・ミス を防 ぐた め

に,ボ タ ン形 式 で 定義 され て い る。

④ 検 索 キ ーは,キ ー ワ ー ドと書誌 的 事項 とか らな り,キ ー ワ ー ド検 索 と

条 件検 索 を分 離 して,シ ス テ ムを 簡略 化 してい る。

⑤ 文献 集 合 の作成 は,キ ー ワ ー ドに ょ る試行 検 索 と,1次 集 合 に対 す る

条 件 演算 を 対 象 と した集 合 演算 検 索 との2レ ベ ル を もち,質 問 の積 重 ね

に よ って複雑 な検 索 が 可能 で あ る。

⑥ キ ー ワー ドの入 力は,操 作 性 の 面か ら,カ ナ文字 を ベ ース に して行 な

い(英 字 ・数 字 ・一 部 記 号 を 含 む),シ ステ ム が自動 変換 して,漢 字 か

な湿 りキ ー ワー ドが 得 られ る。

⑦ 検索 に使 用 す る フ ァイル 形 式は,文 献 デ ータ ベ ー ス,ボ ス テ ィ ン グ ・

テー ブル,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル,お よび ブ ロ ック ・イ ンデ ッ クス ・テ

ーブル とを,イ ンバ ーデ ッ ド ・ファ イル構造 で リン ク して い る。

⑧ キ ー ワー ド ・テ ー ブル は,シ ソー ラス 情報 を もち,同 義語 ・下位 語 ヘ

リンク して 関 連語 サ ー ビスを 可能 に して い る。 また キ ー ワー ドが ソー テ

ィン グされ て登 録 して あ るので,前 方 一 致 に ょ るサ ー ビス も行 なわ れ る。

⑨ ホ ス ト ・コ ン ピ ュータ(FACOM230-75)と,タ ー ミナル ・ステ ー

.ション制御 コン ピ ュータ(FACOMU-200)と を,通 信 回 線で 結 ぶ シ

ス テ ム構 成 に な っ て お り,前 者 には,検 索 サ ー ビス に伴 な うア ブρリケ ー

シ ョン機 能 の 処理 を,後 者 には,漢 字 処 理 装 置 に係 る操 作 ・表 示 ・出 力

処 理 の制 御 を分 担 して い る。
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41.3シ ス テ ム の 構 成

(1)ハ ー ドウ エ ア 構 成

KINDシ ス テ ム を 動 作 す るハ ー ドウ ェ ア機 器 は,ホ ス ト・コ ン ピ ュ ータ

にFACOM230-75を.タ ー ミナ ル ・ス テ ー シ ョ ン にFACOMU-

200を,4800ボ ー の 通 信 回 線 で 接 続 した 構 成 に な っ て い る。 ハ ー ドウ ェ

ア の構 成 図 を 図4-1に,各 装 置 の 概 要 を 表4-1に 示 す 。

つ

セ。タ 一側1端 末側

集団磁気

ディスク

装置

気
プ
置

一

磁
テ
装

中央処理装置

F-230-75

ン

0

ヨル
=
=

ア
U

タ

ス

F

コンソーソレ

漢 字 タイプライ

ブ リン KDP笛1脚
コンピ ュータ

FU-200

百弓鮮

ド
字

+

漢

キ

'

1
図4-1ハ ー ド ウ ェ ア構 成
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表4-1装 置 の概 要

十

中 央 処 理 装 置 ア ク セ ス ・タ イ ム 45ns/2W
ホ 主 記 憶 装 置 サ イ クル ・ タ イ ム 1μs/2W
ス(

トF
・230 集団磁気デ ィスク

記憶容量

アクセス ・タ イム

320KW

26ms

コ1 装置(8パ ック) 情報転送速度 806KB/S
ン75 記憶容量 100MB/◎ ク
ピ)
磁 気 テープ装 置 情報転送速度 192/92KB/S

ユ

|
(5台) 記録密度 1600/800BPI

タ トラ ック 9

中央 処 理 装 置

(2台)

主 記 憶 装 置 記憶容量 32KW(タ ー ミナル制 御)

{ 16KW(デ ィスプレイ制御)
タ サ イ ク ル ・タ イ ム 650ns

!_ 漢字デ ィスプレイ 表示文字種 5,376種

}三 装置 画面文字種 512字(32字 ×16行)

ルU コ ー ド 富士通漢字 コ ード
●1

画面再生速度 40フ ィー ル ド/s

㌔o キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ
ア)

1 画面制御キー 16種

シ コ ン ト ロ ール ・キ ー 5種
ヨ

プ ログ ラム ・フ ァンク 16種 ×4ベ ージ
ン

シ ヨン ・キ ー

漢字プリンタ装置 印字文字種 5,376種 十 プ アン シ ヨン 記 号

118種
、

行印字数 55字

文字サイズ 9ポ イ ン ト

行 ピ ッチ 1/6イ ン チ, 1/3イ ン チ

記録用紙サイズ A5～A4

印字速度 65宅/s

コ ー ド 富士通漢字 コー ド

L

● ② ソ フ トウ ェア構 成

KINDシ ステ ムは,オ ン ラ イ ン会 話 型 の文 献検 索 システ ムで あ り,検

索 サ ー ビスを主要 な 機 能 として い る。 また,検 索 サ ー ビスを 行 な うた め の

準備 機 能 にあ た る.文 献 デ ータ ベ ー スの 管理 と,検 索 キ ー ワー ドの管 理 を,

バ ッチ処理 形 態 で 運 用 し,さ らに検 索 サ ー ビス の補助 的 機 能 を果 す 目的 で,
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各 種 索 引 ・統 計 リス トの 作 成 管 理 す る機 能 を も っ て い る。 これ ら の 機 能 は,

4つ の サ ズ シ ス テ ム に 機 能 分 担 さ せ る と と も に,各 サ ブ シ ス テ ム 間 の 連 系

を は か った ソ フ トウ ェ ア構 成 に な っ て い る。

・検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム

●デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム

・キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム

・索 引 誌 作 成 管 理 サ ブ シ ス テ ム

各 サ ブ シ ス テ ム の プ ロ グ ラ ム は,オ ン ラ イ ン 処 理 す る検 索 サ ー ビス ・プ

ログ ラ ム の 他 に,タ ー ミナ ル ・ス テ ー シ ョ ン下 の 漢 字 処 理 装 置 を 使 用 す る

た め に,リ モ ー ト ・バ ッ チ に よ っ て オ ン ラ イ ン 処 理 す る場 合 と,各 種 フ ァ

イル の 創 成 ・更 新 処 理 な ど を セ ンタ ー ・バ ッ チ 処 理 す る プ ロ グ ラ ム で 構 成

され る。 い ず れ も,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タF230-75の オ ペ レー テ ィ ン

グ ・ シ ス テ ムMONITOR-VIIの 制 御 の 下 で,"般 の ア プ リケ ー シ ョン ・ジ

ョ ブ と併 行 し て 処 理 され る。

KINDシ ス テ ム の 機 能 図 を 図4-2に 示 す。

そ れ ぞ れ の サ ブ シ ス テ ム を 構 成 す る 処 理 プ ロ グ ラ ム の 概 略 は 以 下 の よ う

で あ る。

① 検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム(IRS)

・検 索 処 理 制 御 ブ ロ ッ ク

・エ ラ ー 処理 ブ ロ ッ ク

・前 後 処 理 ブ ロ ッ ク

・キ ー ワ ー ド処 理 ブ ロ ッ ク

・検 索 式 処 理 プ ロ ツ ク

・条 件 式 処 理 ブ ロ ッ ク

・文 献 出 力 編 集 処 理 ブ ロ ッ ク

各 処 理 ブ ロ ッ ク は,さ ら に細 分 化 され て モ ジ ュ ール,エ レ メ ン トの

レベ ル で プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ て い る。
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図4-2KINDシ ス テ ムの機 能 図

■

F̀
噺

② デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム(DBS)

・文 献 フ ァ イ ル 作 成 処 理

・デ ー タ ベ ー ス 格 納 処 理

・デ ー タ ベ ー ス 更 新 処 理

・ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル 作 成 処 理

●ボ ス テ イ ン グ ・テ ー ブ ル 更 新 処 理
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③ キ ー ワ ー一・一ド管 理 サ ブ シ ス テ ム(KWS)

・キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル 作 成 処 理

●キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル作 成 処 理

・キ ー ワ ー ド更 新 処 理'

・ キ ー ワ ー ド関 連 リン ク作 成 処 理 ・

・関 連 リ ン ク 更 新 処 理

・シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・サ ブ テ ー ブ ル 作 成 処 理

・ボ ス テ ィ ン グ 情 報 作 成 処 理

④ 索 引 誌 作 成 管 理 サ ブ シ ス テ ム(ILS)

・著 者 名 索 引 リス ト作 成 処 理

・キ ー ワ ー ド索 引 リス ト作 成 処 理

・キ ー ワ ー ド統 計 リス ト作 成 処 理

・キ ー ワ ー ド関 連 語 リ ス ト作 成 処 理

以 上 の ユ ー ザ 処 理 プ ロ グ ラ ム の他 に,ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タ とタ ー ミナ

ル ・ス テ ー シ ョ ン と の デ ー タ 送 受 信 を コ ン ト ロー ル す る ソ フ トウ ェ ア と し

て,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ータ 側 に は,OS(M-VII)の サ ブ モ ニ タ で あ るET

ホホホ

AMが,タ ー ミ ナル ・ス テ ー シ ョ ン側 には,TSSPが 起 動 す る。 また,

タ ー ミ ナ ル ・ス テ ー シ ョ ン下 に接 続 す る 漢 字 デ ィ ス プ レ イの コ ン ト ロー ラ

(F.U-200)に は,KDP制 御 プ ロ グ ラ ム を 起 動 す る 。 な お,FACOM

ホホホ

U-200のOSは,COMOS-CRSで あ る。

,

'

*ETAM:ExtendedTelecomrnunicationAccessMethod

**TSSP:ユerminal
.旦tation-System1lrogram,メ ーカ 提 供 のTSSPを

改 造

***COMOS-CRS:⊆gre也 ⊇nitor旦ystem-gore旦ealtime'System
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4.2ソ フ トウ エ ア の 概 要

KINDシ ス テ ムを構 成 して い る,4つ のサ ブ シス テ ム につ い て,そ れ ぞれ

のサ ブシス テ ムの機 能,構 成,処 理 概 要 につ い て概 説 す る。

4.2.1検 索 サー ビス ・サ ブ システ ム

(1)IRSの 機 能

検 索 サ ー ビス ・サ ブ シス テ ム(IRS)は,KINDシ ステ ムを構 成 し

て い るデ ータ ベー ス管 理 サ ブ シス テ ムお よび キー ワー ド管 理 サ ブシ ステ ム

で作 成 され た キ ー ワー ド ・テー ブル,文 献 デー タベ ー ス とい った 各種 フ ァ

イルを 用 い て,シ ス テ ムの 利用 者 が 要求 す る文 献情 報(抄 録文 を含 む)を

即 時に提 供 す るオ ン ラ イン会話 型 の 文 献検 索 シス テ ムで あ り,KINDシ

ス テ ムの 中心 的存 在 とな る もの であ る。 端 末 とセ ンタ ー 間 の デー タ授 受 は,

FACOM230-75のOS(M-V皿)の サ ブ モ ニタ で あ るETAMに 依存

し,端 末(U-200)に ローデ ィ ン グ して あ る通 信 回 線制 御 用 プ ロ グ ラム

TSSPを 経 由 して行 な われ る。 図4-3参 照 。

IRSの 機 能は 大 別 して次 の3つ に分 か れ る。

・ キー ウー ド処 理

・ 検 索 処理

・ 出 力処 理

これ らの 機 能 を主 体 に して,次 の11種 類 の検 索 コマ ン ドが用 意 され,

これ を用 いて 文 献情 報 を検 索 す る。

① 検 索 の 開始 お よび終 了 に関 す る コマ ン ド

・ 会話 開始

・ 会 話 終 了

② キ ー ワー ド処 理 に関 す る コマ ン ド

・ キー ワー ド入 力
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キ ー ワー ド処理
.

サ ブ シス テ ム

L -一 一 一 一 「

1

/プロ・弩 ㌶ ソ

キ ーワー ドテーブル

/＼

＼

L____ ______」

E

T

A

M

1

1

1

1

1

1

/SYSOUTフ.イ ル

舟 一ワー禰 シクウァイル

＼

1

検 索 サー ビス・

サ ブ シス テ ム
圃 ・/蹴 果。.タ

フ アイル

一

/1

「 一 一 一

1

A

-一 一 一一 一 一1

1
|
1
1

端末

文 献

デー タベー ス

|

1

|

1
1
|

デー タベ ー ス管 理
.

サ ブシ ステ ム

s

＼叔・・ン・テヲ♪

」___________」

T

'
、 、＼

,

、

}

セ ン タ ー

図4-3 IRS構 成 図 》

・ 保 存 語 指 定

③ 検 索処 理 に関す る コマ ン ド

・ 検 索 式

ン

一102一



一

▼

・ 条 件

④ 文 献 情 報 の 表 示 ・出 力 に 関 す る コ マ ン ド

・ 出 力

⑤ そ の 他 補 助 的 な 役 割 を す る コマ ン ド

・ 継 続

● ノ、一 ド ■ コ ピー

・ 画 面 コ ピー

ノミ ッ ク

IRSの 処 理 プ ・グ ラムは,利 用 者 か ら の呼 出 しに応 じてホ ス ト・コン

ピュー タ に ロー デ ィ ン グ され た あ と,会 話 開始 コマ ン ドを受 付け た と き,

各種 の フ ァ イルや テ ー ブル の初 期 化 を行 な い検 索の ため の 準備 を 行 な う。

検 索 の 方法 は,漢 字 デ ィス プ レイ(以 下 単 に デ ィス プ レイあ るい はKDP

とい う)に 表示 され る手 順 に従 って逐 時 検 索作業 を進 め て い く,シ ス テ ム

誘導 方 式 を採 って い る。

キー ワー ド処 理 で行 な う主 な処 理 は,利 用者 か ら,あ る テー マ につ い て

思 い つ い た適 当 な キ ー ワ ー ド(カ ナ 入 力)が 入 力 さ れ る と
,こ れ を

もとに,利 用者 の指 示 に従 っ て前 方一 致 あ るい は シソー ラス に ょっ て関 連

語情 報 を 検 索サ ー ビス す る こ とで あ る。 さら に必 要 な キー ワー ドを 保存 語

と して テー ブル に登 録 す る こと も行 な う。

検 索処 理 で行 な う主 な処 理 は,キ ー ワー ド処 理 で保 存 した キー ワー ド

(保 存 語)と 論 理 演算 記 号 を組 合せ て作 成 した,検 索 論理 式 を 展 開 して,

文 献情 報 を検 索 す る ことで あ る。

また・ さら にそ の結 果 に対 して特 定 の項 目を条件 に して,検 索集 合 を 絞 る

こと も可能 であ る。 この特定 の項 目を条件項 目といい
,IRSで は,発 行 年,発

行 国,言 語,記 事区 分 を そ れ に定 め て い る。

出 力処 理 は,検 索 処 理 で得 られ た 文 献情 報 をKDPに 表示 あ るい は漢 字

プ リンタ(以 下 単 にプリンタまたはKPRと い う)に 出力 す る。 なお,KPR
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へ の 出 力は 直 接 出 力 とSYSOUT出 力 の2通 りの方 法 があ る
。 直接 出 力 と

は 会話 途 中で の 出 力 であ り,SYSOUT出 力は 会話 終 了後 に 一括 出 力 す る

もの で あ る。

最 後 に,会 話終 了 コマ ン ドに よって,検 索件 数,所 用 時 間 な どを 表示 し

て,検 索サ ー ビスを 終 了 す る。

(2)IRSの 構 成

IRSは 機 能 的 な観 点 か ら,次 の7つ の処 理 ブ ・ ックで 構成 され て い る。

は.

い る。 す なわ ち非常 駐 処 理 ブ ロックは,

され るオ ーバ ・レイ構 造 と して作成 され て い る。 図4-4は 各処 理 ブ ・ ッ

クの 位 置 と,検 索過 程 にお け る ブ ロ ック間 の関 連 を示 した もの で あ る。

図 にお いて各 処理 ブ ロ ックは,中 心 にあ る検 索 処 理制 御 ブ ロ ック で コン

トロ ール され て い る。 あ る処 理 ブ ロ ックか ら見 て→ の 方 向 に あ る処 理 ブ ・

ックが,呼 出 し可 能 な 関連 処理 ブ ロックを意 味 して い る。 次 に各処 理 ブ ロ

ック のモ ジ ュー ル(機 能 単 位)構 成 を示 す。

・ 検 索 処 理 制 御 ブ ロ ック

エ ラー 処 理 ブ ・ ッ ク

・ 前 後 処 理 ブ ロ ッ ク

・ キー ワー ド処 理 ブ ロ ッ ク

・ 検 索 式 処 理 ブ ロ ッ ク

・ 条 件 処 理 ブ ロ ッ ク

・ 文 献 出 力 編 集 処 理 ブ ロ ッ ク

こ れ ら の ブ ロ ッ ク の うち,検 索 処 理 制 御 ブ ロ ッ ク と エ ラー 処 理 ブ ロ ッ ク

メ イ ン と し て主 記 憶 に常 駐 さ せ,他 の ブ ロ ッ ク は 非 常 駐 と し て 配 して

メ イ ン よ り,当 該 処 理 の 都 度 呼 出
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占

文献出力編集

処理 ブロック

件
理

プ

条
処
方

処 理
プロツク

エ フ ー

処 理

プロツク

検索式処理

プロ ツク

鯉づ

Z

ワ一

・ロ

キ

フ

図4-4各 処 理 ブ ロック間 の位置 お よび関 連

| ・ 検 索処 理制 御 ブ ロ ック

「 一 一 『 一 一 一 一 ー －

l

l

I

l

l

l
L_______

電 文 処 理
処 理 ブ ロ ック

管 理
「

一 一 『 一'一 一 ーー一1

1

「

l

l

l

|
____」

●

・ エ ラ ー 処 理 ブ ロ ッ ク

「
ー

一

十

1

」

一 一 一 一 』一 一 「

エ ラー 編 集

一_____ _」
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・ 前後 処 理 ブ ロ ック

,

「 一 一 一 一 一 一 一 一　 一 ー ー 一 一

1

1

1

|

l

l

フ ァイル 開閉

処 理

検 索サ ー ビス

メッセージ処 理
初 期 設 定

一 一 一 一 『 一 「

l

I

l

}

1

1

・ キー ワー ド処 理 ブロ ック

「一 ー ー ー ー ー 一 一 一 －

l

l

理

ル

処

一

。ト

ロ

ー

ト

ワ

ン

↑

・

ド

備

一ワーキ

準
キーワー ド検 索

ド

存

一ワーキ

保

キー ワー ド

画 面 編 集

L_____________________-1

・ 検索式処理 ブロック

「一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一.一 「

ll

ll

ll

l「

ll

ll

ll

l}
L____,_____ ________」

保存語画面

編 集

検 索式処 理 検索式結果検索式解析 検 索
コントロール ー 表 示

v
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・ 条 件処 理 ブ ロック

●

一 一 ー 一 一 『 一 一 一 一 ー 一 一____ 一 一 「

1

条 件 処 理

コントロール

条 件項 目

チ ェ ック

l
L_______

・ 文献出力編集処理 ブロック

条件検索

検 索 状 況

メッセーシ

条件検索

結果表示

___._____」

　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「

l

I

I

I文 献出力wr処 理 出 力 情 報

1ン ロー ル チ エ ク

l

I

L

　 　 　 　 　 　 　 　 のマ

1

況

ジ

状

一

索

パ

検

メ

文 献 出 力

___」

次 の 図4-5は,フ ァ イルの 構成 で あ る。

9

「
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力

理

出

処

文 献

デ ー タベ ー ス

ム,

図4-5フ ァイ ル構成

(1∵1㌫ ∴ ∵ 　 一ワード'テーブルの先頭3)

(3)IRSの 処 理概 要

IRSの 構 成 で前述 した 各処 理 ブ ・ ック の モ ジ ュー ル につ い て,全 体 の

関 連 と して 表 わ した ものが 図4-6で,フ ァイル の関 連 につ い て表 わ した

ものが 図4-7で あ る。

以 下 に この 図 に基 づ い て各 モ ジ ュー ル 間の 処 理概 要 を述 べ る。

端 末 か ら起 動 されたKINDS-IRSは,検 索処 理 制御 ブ ロ ックが ま

ず ロー ドされ,日 付,時 刻 の設 定 後,端 末 か らの入 力待 ち とな る。 端 末 か

ら入 力 され る情 報 は次 の2種 類 で あ る。

・ 検 索 コマ ン ド(以 下,単 に コ マ ン ドとい う)

・ 検 索情 報(以 下,単 にパ ラメ ー タ とい う)

これ らを ま とめ て 「入力 デー タ 」 とい う。

コマ ン ドは,処 理 ブ ロックを 制 御 す る唯 一 の デー タ で,KDPの ア ダ プ

タ 上 にあ るプ ログ ラ ム ・フ ァ ンク シ ョン ・キ ー(ボ タ ン式)を 押下 す る こ

レ
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処

理

⑮ ◎ ⑤

◎ ①

語番号

同音異

⑤ ◎ ⑤

検 索 式 検索式

コントロール

キーワード

準 備

エラー有無

無

キーワード

検 索

エラー有無

無

キーワード

画面編集

検索式解析

エ ラ ー有 無.

無

検 索

検 索 式

結果表示

有

布

有

キーワード

保 存

保存語

画面編集

一110一

'「

つ

フ



、

「

,

F.◎㍉烏

θ

q、

動作
之ロタク

入 力 、 処 理 の 流 れ 出 力

条

件

処

理

i

1

l

l

l

|

◎ ⑪i

1[
[

|
「
1
I

l
◎1

l

I
|

I

l

l

＼ソ

∈l

l

l

l

1

条 件・
コン トロ ール

条件項目 条件項目
　

チ ェ プ ク

検索状況

メク土手ジ
R.P1

|

「

|

1

l

l.

「

「

「

l

l

|

1

1

1

1

[

1

1

.|

①@⑪1

A

」

(・ ・一宿・)

・

,

有

|

|

1

「

|

`
一

[

l

l

l

l

|

l

l

1

|

1

無

..

条件検索

.

1-

1

1

「

「

1
'

1

1
.1

⑦
'

文

献

出

力

日'

集

処

理

「

F

el

l
l
l

l

1

文献出力
編集コン.
トロール

出力方法
出力情報 出力情報

チェタク

検索状況

メソセージ

.|

|
".P1'

|

1

「

「

1

1

1

l

l

l

|

1

l

l

l

l

l

l

l

l

l

l

「

l

l

♂1

1

|

|

一

L

@㊨(
・・嚥

1 .

)有

「

1

!

1

}

1

↓・

1

|

1

|

1
ディスプレ川

■

文献出力 ・力形・)　 .(

(

プリンタ

1

|

1

1

＼ 直接1
出力方法

、

'

ノ ーl

l

l

l

l

l

I

77イ ル

/

1-

l

l

l

l

l

l

「

/

一111一



キーワー ド・チーフ万 の 先 頭3ブ ロ ック

プロツク

インデックス ・チーフ
キー ワード・テーフソレ

プロツク・ア ドレス

(TTRS)

シソー フス

リンク ・サブテーフソレ

式番号 ・条件番号 ボステ ィング ・ア ドレス

検 索結果 デ一 夕

ファイル
ボステ ィング ・チーフ:

A

.

式番号 ・条件番号

検索結果 データ

フ ァイル
文献データ格納ア ドレ ア ー タ ベー ス

↓

エ フ ー

メ ッ セ ーー シ/・ フ ァ イ ル

KEY

9

吐
.吟

w

'

図4-7 フ ァイ ル関連 図
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とで コ ー ドが 発 生 す る 。 こ の コ マ ン ド ・コ ー ド(1バ イ ト)の 内 容 を 識 別

して,該 当 す る処 理 ブ ロ ック を イ ン コ ア に ・ 一 ドす る 。

パ ラ メ ー タ は,コ マ ン ド入 力 後,シ ス テ ム よ り表 示 さ れ る入 力 指 示 語 に

基 づ い て,該 当 処 理 ブ ・ ソク に 与 え る漢 字 コ ー ド(2バ イ ト)の デ ー タ で

あ る。 パ ラメ ー タ と し て は,キ ー ワー ド,検 索 式,出 力 形 式 な どが あ る。

入 力 デ ー タ は,検 索 処 理 制 御 ブ ロ ッ ク の 「電 文 処 理 」 モ ジ ュ ー ル に読 込

ま れ る。 こ の モ ジ ュ ー ル で は,入 力 デ ー タ の選 別 お よ び コ ー ド変 換 を 行 な

っ て,「 処 理 ブ ロ ッ ク管 理 」 モ ジ ュ ー ル に デ ー タ を 受 渡 す 。 ま た 「電 文 処

理 」 一モ ジ ュー ル は,各 処 理 ブ ロ ック で 発 生 した 各 種 出 力 情 報 を 端 末 に表 示

・出力 す る処 理 を 行 な う。 コー ド変 換 は,漢 字 コ ー ドを,2 ,3の 例 外 を

除 い てEBCDICに 変 え る も の で,こ れ と合 せ て デ ー タ ・ リダ ク シ ョ ン

も行 な う。 こ の 目 的 は 処 理 ブ ・ ッ ク に お い て,デ ー タ の 処 理 を 容 易 に す る

こ と で あ る。

コ マ ン ドあ る い は リダ ク シ ョ ン さ れ た デ ー タ を 受 け た 「処 理 ブ ロ ック 管

理 」 モ ジ ュ ー ル で は,コ マ ン ドで あ る な ら,処 理 ブPッ ク 間 の 関 連 につ い

て チ ェ ッ ク し,正 し い と判 断 し た 場 合,該 当 す る 処 理 ブ ロ ッ ク を ・一 ド し

制御 を 移 す 。 ま た,デ ー タ で あ る な ら,そ の ま ま 処 理 ブ ・ ッ ク ヘ パ ラ メ 一

夕 と して 受 渡 す 。

各 処 理 ブ ロ ック で 一 応 の 処 理 が 終 了 す る と,制 御 は 一 度 「処 理 ブ ロ ッ ク

管 理 」 モ ジ ュー ル に 戻 り,そ こ で エ ラ ー の 発 生 有 無 を 確 か め,エ ラ ー が 検

出 さ れ た ら エ ラ ー 処 理 ブ ロ ック に 制 御 を移 す 。 エ ラ ー の 無 い 場 合 「電 文 処

理 」 モ ジ ュ ー ル に移 り,そ こ で 出 力 メ ッセ ー ジを 端 末 へ 送 信 す る 。 そ の 後

た だ ち に次 の 入 力 デ ー タ 待 ち と な る。

エ ラ ー 処 理 ブ ・ ソ ク の 「エ ラ ー 編 集 」 モ ジ ュー ル で は,エ ラ ー 発 生 処 理

ブ ロ ッ ク,エ ラ ー の 種 類(エ ラ ー 番 号)を チ ェ ッ ク し,そ れ に 当 て は ま る

メ ッセ ー ジを 編 集 す る。 エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ本 文 は,デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル

に 格 納 され て い る の で,エ ラ ー 番 号 に 基 づ い て該 当 す る メ ッセ ー ジ を フ ァ
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イ ル か ら読 込 む 。 な お,エ ラー は レベ ル(軽 傷 ・重 傷)分 け し,軽 傷 につ

い て は処理 の続 行 を 可 能 と し,重 傷 に つい て は そ の時点 で処 理 を打切 る よ

うに してい る。

前 後 処 理 ブ ロックは,「 会話 開 始」,「 会 話 終 了」 コマ ン ドのいず れ か

で起 動 さ れ,端 末 か らパ ラメ ータ を受 け ない唯 一 の処 理 ブ ・ックで あ る。

「フ ァイル開 閉処 理 」 モ ジ ュー ル は,検 索処 理 に必 要 な各種 フ ァイルのO

PEN・CLOSEを 行 な うもの で,そ の フ ァイ ルは 次 の とお りで あ る。

●

■

キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル

シ ソ ー ラ ス ・ リ ンク ・サ ブ テ ー ブル

ポ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル

文 献 デ ー タ ベ ー ス

検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァ イ ル

SYSOUTフ ァ イ ル

キ ー ワー ド ・ ロ ギ ン グ ・フ ァイ ル

な お,KDP,KPR,エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ ・フ ァイ ル は検 索 処 理 制 御

ブ ロ ック でOPEN・CLOSEす る 。 正 常OPEN・CLOSEの 場 合

「検 索 サ ー ビス ・メ ッ セー ジ処理 」 モ ジュー ルへ 移 り,エ ラー の場 合 メ インへ戻 る。

「検 索 サ ー ビス ・メ ッセー ジ処理 」 モ ジュ ール は,検 索 の 開始 ・終 了 の メ ッセー

ジを編集 す る。 終 了 の際 は,検 索 の 開始 ・終 了時 間,所 用 時 間 ,検 索 件数 等 の通 知

情報 の編集 も合 せ て行 な う。 会話 開 始 コマ ン ドの場 合 は,「 初 期設 定 」 モ ジ ュー ル

へ 移 り,「 会 話 終 了」 コマ ン ドの ときは メ インへ 戻 る。
'

キ ー ワー ド処 理 ブ ロ ックに渡 され た 入 力デ ー タは,一 度 「キ ー ワー ド処 理 コ ン ト

ロール」 モ ジュ ールへ 入 る。 入 力 デー タの種 類 は 次 の とお りで あ る。

・ コマ ン ド

キ ー ワ ー ド入 力

保 存 語 指 定

継 続
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⊥

●

・●

・ パ ラメー タ

(検 索 キー ワー ド)キ ー ワー ド.選 択 子

(同 音 異 義 指 定番 号)同 音 異 義 指定 番 号

(保 存 語指 示)指 示 子.語 番号.… ……

()内 は入 力指 示 語 で,右 記 の項 目が入 力 形 式 を 意味 し,・ はセ パ メ一

夕 であ る。(以 後 同様)

この処 理 ブ ロ ック に コマ ン ドが 入力 さ れ る と 「キ ー ワー ド画 面編集 」 モ

ジ ュー ル に移 る。 この モ ジ ュー ル では,コ マ ン ドの種類 に ょっ て次 の よ う

な編 集処 理 を 行 な う。

「キー ワー ド入 力」 コマ ン ド

KDPの 画 面 を 全 面 消去 し,キ ー ワー ド入力 の入 力指 示 語 を表 示 す る。

「保 存 語 指定 」 コマ ン ド

現 時 点 まで に 検 索 され て い る キー ワー ドを,画 面 に編 集 し合 せ て保 存 語

指 示 の入 力 指 示 語 も表示 す る。

「継 続 」 コマ ン ド

キ ー ワー ド表 示 状態 で受 け つ け,表 示 す るキー ワー ドが以 降 に続 く場 合,

残 りの キー ワー ドを編 集 す る。

「キ ー ワー ド検 索」 モ ジ ュー ル か ら制御 が移 っ た と きは,最 終 入力 キー

ワー ドに対 す る検 索 キー ワー ド群 を表 示 し,同 音 異 義 語 が検 出 され てい る

ときは,そ の一 覧 表 を編集 す る。 入 力 され た パ ラメ ータ の うち,キ ー ワー

ドと同音 異 義 指 定 番 号 につ い ては 「キー ワー ド準 備 」 モ ジ ュール に渡 され

る。 この モ ジ ュー ルは,キ ー ワー ドの構 文 チ ェ ック,キ ー ワー ドの登録 有

無,格 納 ア ド レス の設定,ロ ギ ング等 の処 理 を行 ない,次 のモ ジ ュー ル で

検 索 が 直 ち に行 なえるように準備す るものである。 ただ し同音異 義 指 定番 号

を 受 け た ときは,そ の まま 「キー ワー ド検 索」 モ ジ ュー ルへ移 る。 「キ ー

ワー ド検 索」 モ ジ ュー ルは,キ ー ワー ド・テ ー ブル か らキ ー ワー ドの検 索

を行 な うとこ ろ で あ るが,同 時 に同音 異義 語 の検 出 も行 な って い る。 キ ー
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ワー ドの検索 は,キ ー ワー ドと一 緒 に指 示 され た選 択 子 に従 っ て前 方一 致

検索,シ ソー ラス検 索 を行 な う。 前 方 一致 検 索は,入 力 され た キー ワー ド

の登 録有 無 に よ り次 の よ うに処 理 を行 な う。 キー ワー ド ・テ ー ブル に登 録

されて い る と きは,キ ー ワー ドの漢 字部 分 を比較 し,一 致 す る もの を検 索

す る。 未 登 録 の と き は,入 力 さ れ た 同 一 の ヨ ミガ ナ を 有 す る もの に

つい て検 索 す る。

研 究.

研 究 開発

研 究 開発 費

研 究 管理

シ ソー ラ ス検 索 は,あ るテ ー マ に基 づ い て整理,形 成 され た言 葉 の体 系

で,IRSで は,入 力 され た キ ー ワー ドの1段 階 下(1パ ス)の 下位 語 を

検 索 サ ー ビスす る。

≡ 覧 。ン]パ ス
]・ ・ス・ ・カ ラー テ レ ビジ ョン

検 索 され た キ ー ワー ドに は,00～98ま での語 番 号 が 検索 順 に付 さ れ

る。 な お,キ ー ワー ド検 索 に当 り,同 音 異 義語 が 検 出 され た 場合,同 音 異

義 語 に対 して1～9ま で の 同音 異 義 語 指 定番 号 が 付 け られ る。

検 索 した キー ワー ドで,検 索 式作 成 上必 要 な ものは,必 ず保 存 してお か

な け れ ば な らな い。 この 保 存 に関 す る処 理 を行 な うの が 「キー ワー ド保 存 」

モ ジ ュー ルで あ る。 保 存 に関 す る処 理 は 次 の とお りで あ る。

保 存 語 指 示 パ ラメ ー タ のチ ェ ック

キ ー ワー ドの登 録 ・

キー ワー ドの登 録 件 数 の表 示

キ ー ワー ドの削 除

この モ ジュー ル で保 存 す る キー ワー ドの上限 個 数 は30個 で,保 存 の指
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●

■

●

示 を され た キー ワー ドに順 次1～30ま での保 存 語番 号 を 付 け る。

な お,各 モ ジ ュー ルで エ ラーが 検 出 された ら,そ の時 点 で メ イ ンへ 戻 る。

検 索式 処理 ブ ・ ック に 渡 さ れ た入 力 デ ー タは,一 度 「検 索式 コ ン トロー

ル」 モ ジュ ー ルへ 入 る。 こ こに入 る入 力 デ ータ の種類 は,次 の とお りで あ

る。

・ コマ ン ド

検 索 式

継 続

・ ノくラメ 一夕 、

(検 索式)式 番 号.検 索 論 理 式

「検 索 式」 コマ ン ドが 入 力 され たな らば,現 在 の保 存 語 の 登録 状 態 を 表

示 す るた め,「 保 存 語画 面 編 集 」 モ ジ ュー ルへ移 る。 検 索 式 パ ラメ ータ は,

「検 索式 解 析」 モ ジ ュー ル へ 渡 さ れ,検 索 論理 式 のチ ェ ック,式 の展開 が

行 な わ れ る。

検 索 式 の式番 号 は 検 索 論理 式 の結 果 を表 わ す もので,KO1～05,L

O1～05の10個 が 用 意 され て い る。

検 索 論理 式 の展 開 は,入 力 され た 式 を演算順 位 に従 って変 形 した もの で,

これ は 「検 索 」 モ ジ ュー ルで 操作 しや す くす るた めで あ る。 演 算順 位 は,

ANDが 高 くORとNOTは 同位 で あ る。

展 開 され た検 索論 理式 に基 づ いて ボ ステ ィング ・テ ー ブ ルを検 索す るの

が 「検 索 」 モ ジュー ル で あ る。 ボ ス テ ィ ング ・テー ブル は,デ ータ ベ ー ス

中に お け る文 献 デ ータ の格 納位 置 を知 る手が か りとな る,文 献 デー タ格 納

ア ドレス(TTRS)お よび 条 件 項 目で構 成 され てい る。 こ こ ではTTR

Sを 演 算 子 に従 っ て比較 す る。 そ の結 果 は,検 索 結果 データ・フ ァイル に 出

力 さ れ る。 比較 結 果 は 次 図 の とお り で ある。

検 索 結果 の 表示(件 数)は,入 力 式 お よび使 用 され た キ ー ワー ドと共 に

「検 索 式結 果表 示 」 モ ジ ュー ル にお いて 行 な う。
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利 用 者 は,検 索 論 理 式 に ょる検 索 で得 られ た文 献 デー タの 集 合を,さ ら

に特 定 の 項 目に よって選 び 出 した い と きが あ る。 そ の処 理 は条 件 処 理 ブ ロ

ックで 行 な わ れ る。

条 件 処理 ブ ロック に渡 された入 力 デ ータ は,一 度 「条 件処理 コ ン トロー

ル」 モ ジ ュー ルに入 る。 ここ に入 る入 力 デ ータ の種 類 は 次 の とお りであ る。

・ コマ ン ド

条 件

・ パ ラメ ー タ

(条 件)条 件 番 号.式 番 号.発 行 年.発 行 国.言 語.記 事 区分

「条 件 」 コマ ン ドが入力 さ れ た ら,現 在 まで の検 索状 況 を表 示 す るた め

「検 索 状 況 メ ッセ ー ジ」 モ ジ ュール へ移 る。 このモ ジ ュール は,検 索式 お

よび 条 件 検 索 で得 た結 果(式 番 号,条 件 番 号,検 索件 数)を 一 覧 表 の形 に

編集 す るもの で あ る。 また,条 件 パ ラメ ー タは,「 条 件 項 目チ ェ ック」 モ

ジュ ー ルへ 渡 され る。 この モジ ュ ール で は,パ ラメ ー タ の各 項 目 お よび 条

件 記号 の チ ェ ックを 行 な う。条 件 番 号 は,条 件 検 索 で 得 られ た結果 を表 わ

す もので,JO1～03の3個 が 用意 さ れ て い る。式 番 号 は,条 件 の対 象

とな る文 献 デ ータ の 集 合を表 わす 。発 行 年 以 下,記 事 区分 までの 項 目は,

文 献 の選 択 要 素 で,発 行 年 以外 は コー ド化 され た情 報 で あ る。 また,こ れ

ら条 件 項 目には範 囲 を 示す 条件 記号 が 付 け られ る。 条 件 記号 は,～ と等 し

い(=),～ か ら(→),～ まで(←),～ と～(十),～ 以外(一)の

5種 類 が あ る。

以 上 の チ ェ ックが行 な わ れて,エ ラーが無 い と きは,「 条 件検 索」 モ ジ

ュー ル へ移 る。 「条件 検 索」 モ ジ ュニ ルで は,検 索 結果 デー タ ・フ ァイル
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か ら文 献 デー タ を読 み,パ ラメー タ で指 示 され た条 件 に従 っ て ,デ ー タを

マ ッチ ン グす る。

そ の結 果 は 検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァイル に出力 され る。 検 索 結果 の表 示(

件 数)は,指 定 され た式 番 号 お よび 条件 項 目 と共 に 「条 件 検 索 結果 表 示」

モ ジ ュール に て行 な われ る。

こ うして検 索 され た 文献 デ ータ は,文 献 出 力編 集 処理 ブ ロ ッ クにお い て

出力 のた め の編 集 が行 な わ れ る。

文 献 デ ー タの 出力 には,KDPへ 表 示 す る方 法 とKPRに 出 力 す る方 法

の2と お りの 形 態 が あ る。 さ らに,KPRの 場 合 は直 接 出力 とフ ァイル(

SYSOUTフ ァ イル)出 力 の2と お りに分 か れ る。

編 集 す る文 献 デー タ の 内容 は 次 の とお りで あ る。

記事番号

検索結果番号

和文標題

*原 文標題

記事区分

言 語

発行国

発行年

著者 名(所 属機 関名)

*資 料名

*巻

*号

抄録文

*印 の付 い てい る ものは,オ プシ ョン表 示 項 目で あ る。

文 献 出 力編 集 処 理 ブ ロ ック に渡 され た入 力 デ ータ は,一 度 「文 献 出力 編

集 コ ン トロー ル」 モ ジ ュー ル に入 る。 こ こ に入 る入 力 デー タ の種 類 は次 の

とお りで あ る。

・ コマ ン ド

出 力

ノ、一 ド ・コ ピー

ノミック

継 続
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・ パ ラメ ー タ

(出 力情 報)出 力 形 態.式 番号 あ るい は条 件番 号.出 力位 置.選

択 子

(出 力 方 法)出 力 方 法.出 力 件数

「出 力」 コマ ン ドが 入 力 され た とき は,条 件 処理 と同 じ く検 索状 況 の一

覧 表 を表 示 し,パ ラメ ータ が 入 力 され た ときは 「出力情 報 チ ェ ック」 モ ジ

ュー ル にて各 項 目の チ ェ ッ クが行 な わ れ る。 出力形 態 は,KDP表 示 あ る

いはKPRへ の出力 形 態 を表 わ す もので ある。 出力 位 置は,文 献 デー タ の

集 合 に対 して,先 頭 か らの格 納位 置 を 表 わす。 選 択 子 は,オ プ シ ョン表 示

項 目の編集 有 無 に つい て指 示 す る。 チ ェ ックを して エ ラーが検 出され な か

った ときは,「 文 献 出力 」 モ ジ ュー ル にて 文献 の 出 力編 集 を行 な うが,出

力形 態 としてKPRが 指 定 され た とき には,出 力 方 法 を指 定 させ るべ く入

力 指 示 語 を編 集 し,一 度 メ イ ンへ 戻 る。 「文献 出力 」 モ ジ ュー ル では,式

番 号 あ るいは条 件番 号 に よっ て表 わ され る文献 デ ー タ の格 納 ア ドレスを,

検 索 結 果 デー タ ・フ ァ イル か ら読 取 り,そ の ア ドレスを 基 に文献 デー タ ベ

ー ス に格 納 され て い る文献 デー タ を入 力 し,出 力 形態 に応 じた編 集 を行 な

う。 な お,「 継続 」 コマ ン ドお よび 「バ ック 」 コマ ン ドは,KDP表 示 の

み有 効 で,ハ ー ド ・コ ピーはKPR指 定 と同 じ処 理 を行 な う。

句

4.22デ ー タベ ー ス管 理 サブ シ ステ ム

(1)DBSの 機能r

デ ー タ ベー ス管 理 サ ブ シス テ ム(DBS)は,KINDシ ス テ ムが検 索

サー ビスす る,情 報 処 理 に関 連 した 科 学技 術文 献情 報 につ い て,デ ー タ収

集 ・作 成 か ら,文 献 デ ータ ベ ー スへ の格 納,お よび更新 に 至 るま で,文 献

デー タの総 合 的な 管 理 ・運用 を行 な うサ ブ シ ステ ムで あ る。KINDシ ス

テ ム全 体 か らのDBSの 位 置は,検 索 サー ビ スお よび 索引 誌作 成 を行 な う

ため の準 備 段 階 に あ た り,い わ ゆ る デー タ ・マネ ジメ ン トを 機能 す るソ フ

斜
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トウ ェ ァ群 で構 成 さ れ て い る。

DBSの 処理 機 能は,KINDS文 献 ファ イ ルの作 成 と文 献 デー タ ベ ー

ス の作 成 お よび更 新 を行 な う処理 機能 と,ボ ステ ィング ・テー ブル の作成

お よび更 新 を行 な う処 理 機 能,と に大 別 で き る。 前者 で は,収 集 した文 献

情 報 か らデー タ作 成 を行 な って,KINDS形 式 の文 献 フ ァ イル を作成 す

る機 能 と,こ れ を磁 気 デ ィ スク ・フ ァイル と して文 献 デ ー タ ベ ー スを作 成

す る機 能,さ らには 文 献 デ ー タベ ー ス の更新 機能 な どが,主 要 な機 能 で あ

る。 また,後 者 で は,文 献 デ ー タを キ ー ワー ド検 索 す るた め に仲 介 す るボ

ステ ィ ン グ ・テー ブル の作 成 機 能 と,更 新 す る機能 が主 体 とな っ てい る。

(2)DBSの 構成

DBSの 構成 は,図4-8に 示 す とお りで あ る。

●

■

カナ漢字

変換

アーフル

カナ付

カー ドせん孔機

ド

タ

一

一

モ

デ

ナ

献

力

文

カ ナ 文 献

ア一 夕 ・ リス ト

(LP)

カナ漢字
変換

ポズテ ィン

グ

漢字紙テープ
せん孔機

漢字 モー ド

文献 デー タ

文献

ア 一 夕

外部

文献
フ ァイル

'
KINDS漢 字 文献 データ

文献 モニタ ・リス ト

ファイル(KPR)

図4-8DBS構 成 図
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DBSを 構 成 す る ソフ トウ ェ アは,

・ 文 献 フ ァイル作成 処 理

・ デ ー タベ ー ス格 納処 理

・ デ ー タ ベ ー ス更新 処 理

'ボ ステ ィ ング ・テー ブル作 成 処 理

● ボ ス テ ィ ン グ ・テー ブル更 新 処 理

とい う5つ の処理 に分 類 され る。 前 の3つ の処 理 が,文 献 デ ータ にか か わ

る第1の 処 理 ブ ロ ック,後 の2つ の処 理 が,ボ ス テ ィン グ ・テー ブル に か

か わ る第2の 処 理 ブ ロ ック と して 関連 して い る。 関連 図 を図4-9に 示 す。

スーベタ

納

一

格

デ

デ一 夕ベース

更 新

図4-9DBS処 理 の関連

ボ ス テ ィン グ

ア ー フ ル

作成

ボステ ィング

更新

文 献 フ ァ イル作 成 処理 は,収 集 した文 献 情 報 の データ 量 と,デ ー タ作 成

す る作 業 員 の量 と質 とに よって,デ ータ作 成 工 程 を選 択 で きる よ うに配 慮

さ れ て い る。1つ の方 法は,当 財 団 で開 発 した カナ 漢 字変 換 手 法 に基 づ い

て,カ ナ 付 カ ー ドぜ ん孔 機 を 使 って チータ作 成 す る方 法 で あ り,他 の方 法

は,漢 字紙 テー プせ ん 孔機 を 使 っ て デー タ作 成 す る方 法 であ る。 また,外

部 の情報 提 供 サ ー ビス機 関 で作成 した文 献 ファ イル か らの作成 方 法 もあ る。

そ のた め,ソ フ トウ 三ア構成 と して も,そ れ ぞれ の デー タ か ら文献 フ ァイ

ル を作成 で きる よ う,3種 の 処理 プ ・グ ラム群 が ら成 ってい る。

デー タ ベ ー ス格 納 処理 は,文 献 フ ァ イル作 成 処 理 で作 成 したKINDS

文 献 フ ァイ ル をベ ー スに して,磁 気 デ ィ スク上 に,文 献 デ ー タ ベー スを 作

成 す る ため の処 理 プ ・グ ラム で構 成 され て い る。
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ボ ステ ィ ング ・テ ー ブル作 成 処理 は,文 献 デ ー タベ ー ス へ の蓄 積情 報 を,

キー ワー ド検 索 に よって 文 献 デ ータが 得 られ るよ うに,キ ー ワー ド単位 に

集合 し,こ れ を磁 気 ディスク上 に,ボ スティング ・テー ブル と して作成 す るため

の 処理 プ ログ ラム で構 成 され てい る。

デ ータ ベ ー ス更新 処理 は,文 献 デ ータ ベ ー スへ の,文 献 デー タ の追加 処

理,お よび,磁 気 デ ィス ク 記憶領 域 の オ ーバ ー ・フ ロー に と もな う更新 処

理 のた め の 処 理 プ ログ ラム で構成 され て い る。

ボ ス テ ィ ング ・テ ー ブル更新 処 理 は,デ ー タ ベ ー ス更 新 処理 に と もな っ

て生 じ る,蓄 積 情報 の変 化,い わゆ る文 献 デ ー タ格 納 ア ドレス と,キ ー ワ

ー ドに対 応 す る情 報 量 が 変 化 す るた め に
,ボ ス テ ィン グ ・テー ブル の書 き

換 えを行 な う処 理 プ ログ ラ ムで構成 され てい る。

いっ ぽ う,フ ァイル の構 成 は,DBSで 管 理 す るフ ァイ ルの うち,検 索

サー ビス で 使用 され るの は,文 献 デ ー タベ ー ス とボ ステ ィ ング ・テー ブル

であ る。 また,更 新 処 理 や 他 のサ ブ システ ム で使 用 され るため に保 存 す る

フ ァイル は,語 番号 対 応 フ ァイル とキーニワー ド ・テー ブル 素 フ ァ イル,の

2つ の フ ァ イ ルで あ る。

文 献 デー タ ベ ー スは,KINDSシ ステ ム で検 索サ ー ビスす る文 献 情報

の ソー ス ・デー タ を 蓄積 してい る。 文 献 デ ー タの 特質 か ら,レ コー ド形 式

は不定 長 形 態 で 記録 さ れ,検 索 時 には,ダ イ レク トに アクセ スで き るよ う

に,1ブ ロ ック=1レ コー ド(1文 献 分)に な ってい る。

文献 デ ー タ ベ ー ス の構 成 要 素 と して は,固 定長 項 目 と して,記 事 番号,

言 語 コー ド,発 行 年,発 行 国 コー ド,記 事 区分 が,可 変 長 項 目は,デ ィ レ

ク トリ形 式 で,著 者 名,著 者 名 フ リガ ナ,所 属 機 関名,和 文 標題,原 文 標

題,資 料 略 名,巻,号,抄 録 文 が,そ れ ぞ れ 記録 され て い る。 また,文 献

デー タベ ー スの 先 頭 ブPッ ク は,文 献 デー タ の 蓄積情 報 を 管理 す る,管 理

ブ ・ックが作 られ てお り,文 献 データ ベ ー ス の更新 に 使 用 され る。

ボ ス テ ィ ング ・テ ー ブルは,イ ンバ ー デ ッ ド ・フ ァイ ル構 造 の 中間 フ ァ
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イ ルで あ り,文 献 デ ー タ ベ ー ス のポ イ ンタ を もっ て,キ ー ワー ド・テー ブ

ルへ と リン クで き る よ うな構 造 にな っ て い る。

構 成要 素 は,文 献 デ ータ の格 納 ア ドレス と,文 献 書誌 デ ー タ の一 部 を も

っ て,検 索 時 の条 件 演 算 に 使用 され る。 書誌 デ ータ項 目 は,言 語 コー ド,

発 行 年,発 行 国 コー ド,記 事 区 分 で あ る。

また,キ ー ワー ド ・テ ー ブル 素 ファ イルは,キ ー ワー ド管 理 サ ブシステ

ム に渡 され て,ボ ステ ィ ング情 報 の作 成 に使 用 され る。

(3}DBSの 処理 概 要

① 文 献 ファイ ル作 成 処 理

情報 処 理 に 関連 した技 術 文 献情 報か ら,KINDS文 献 フ ァイルを作

成 す る処 理過 程 に は,大 き く分 け て2と お りの方 法 が あ る。1つ の方 法

は,カ ナ ・モ ー ドの デ ー タ,あ るい は漢 字 モー ドの デー タ を作 成 して,

文 献 フ ァイル を作 成 す る方 法 であ る。 他 の方 法は,外 部 の情 報提 供 サー

ビス機関 で作 成 した文 献 データ を導 入 して,加 工 ・編 集 を行 な い,文 献

フ ァイル を作 成 す る方 法 で ある 。 また 前者 の方 法 では,さ らに,カ ナ ・

カ ー ドの作 成 と,漢 字紙 テ ー プの作 成 とい う,デ ー タ作 成 法が あ り,D

BSで は,こ れ らいず れ の方 法か らで も,KINDS文 献 フ ァイル を作

成 す るこ とが で き る よ うに,各 処 理 プ ログ ラムが 用 意 さ れて い る。

・ カ ナ ・モ ー ド ・デー タか らの作 成

カナ付 カ ー ドせ ん 孔 機 を 使 っ て作 成 され るカ ナ ・モ ー ド ・デー タは,

当財 団 で開 発 した カナ漢 字変 換 シス テムの デー タ作 成 基 準 に従 った,

カー ド ・デ ー タで あ る。

漢字 か な湿 りの文 献 情 報 を,カ ナ ・モ ー ド ・デー タ と して作 成 す る

には,漢 字 単 語 をす べ て カ ナ にす る こ とが 原則 で あ り,こ れ に,フ ァ

ンク シ ョン ・キ ー を 使 いわ け るこ とで,漢 字 と漢字 以外 の文 字 とを 識

別 して い る。

カ ナ ・モー ド ・デ ー タを 入 力 した処理 プ ログ ラムは,カ ナ漢 字変 換
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テ ー ブル(カ ナ漢 字変 換 シス テム で作 成)を 使 っ て,カ ナ ・データ を

漢 字 モ ー ドの デ ー タに変換 し,さ らに,一 部 の書 誌項 目につ い てはE

BCDIC-BINARY変 換 な どを行 な って,KINDS文 献 フ ァ

イ ルを作 成 す る。

・ 漢 字 モ ー ド ・デー タ か ら の作 成

漢 字紙 テー プせ ん孔 機 を 使 ってせ ん孔 され る漢 字 モ ー ド・デ ータ は,

文 献 デ ータ の全項 目が 漢 字 コー ドで作 成 され る。

漢 字 モー ド ・デー タを入 力 した処理 プ ログ ラムは,前 処 理 とは 逆 に,

一 部 の項 目 につ い て
,漢 字 コー ドか らEBCDICあ るい はBINA

RYデ ータ へ の変 換 処 理 を行 な う。 また,デ ー タ せ ん孔 ミスを チ ェ ッ

クす るた め に,漢 字 プ リンタヘ モ ニタ ・リス トを 出力 し,こ れ か ら訂

正 デ ータ を作 成 して訂 正処 理 を行 な う過 程 が 入 っ て い る。

・ 外 部文 献 フ ァイ ルか らの作 成

外 部 の 情報 提 供 サー ビス機 関で作 成 され た 漢字 モー ドの文 献 ファ イ

ルを,編 集 ・加 工 お よび漢 字 コー ド変 換 を行 な っ てKINDS文 献 フ

ァイ ルを作 成 す る。

外部 の 文 献 フ ァイル導 入 につ い ては,漢 字 コー ドお よび文 字種 の不

一 致 と,フ ァイ ル形 態,書 誌 デー タ項 目の 不一 致 な どの 問題 が あ る。

漢 字 コー ド,文 字 種 の違 いは,コ ー ド変換 テ ー ブル を作 成 して,KI

NDSの 扱 うコー ド ・文 字 に変 換 して しまい,書 誌 デー タ項 目につ い

ては,KINDSの 書 誌 デ ータ項 目に対 応 す る もの を 抽 出 ・加 工 して

使用 す る。

現在,外 部 文 献 フ ァ イルか らの導 入 例 と して,日 本 科学 技 術情 報 セ

ンタ ー(JICST)の 理 工 学 文献 速報 磁 気 テー プか らの変 換 プPグ

ラム を作成 してあ る。

② デ ー タベ ース格 納 処 理

デ ー タベ ー スは,磁 気 デ ィ スク 上 に創 成 され,検 索 サ ー ビス の ソー ス
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'図4 -10文 献 ファ イ ル作 成

文 献 デ ー タ を保 有す る。

KINDS文 献 ファ イル か らは,キ ー ワー ド項 目が 分 離iされ て ,文 献

デー タベ ー スへ の 格 納用 に,格 納 文 献 データ ・ファ イ ルが作 成 され る。

この ファイ ル を,磁 気 テー プか ら磁 気 デ ィスク に記 憶 媒体 を 変 えた イ メ

ー ジで
,文 献 デー タ ベ ー スへ の 格 納処 理 が 行 な われ る。 レコ ー ド形 式 は

不 定 長 です べ て処 理 され,1ブ ロ ック ー1レ コー ドの キ ーな し順 編成 フ

ァ イル として作 成 さ れ る。

文 献 デー タ ベ ー スの1ブ ロ ック 目(先 頭 ブ ・ ック)に は,管 理 ブ ロ ッ

クが作 られ るた め に,第2ブ ロッ ク目か ら文 献 データ の格納 がは じめ ら

れ る。

管 理 ブ ロ ック には,文 献 デ ー タ を月 単位 に格 納 す る と して,48ケ 月

月
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合

分(4年 分)を 基 本 月 と し,予 備 月 に12ケ 月分,合 計60ケ 月分 の文

献 デ ータ を管 理 で き るよ うに な っ てい る。先 頭 ワー ド位 置 の月管 理 エ リ

ア には,文 献 デー タベ ー ス に追加 ・更 新 され た,最 新 の月 数 が 記録 され ,

第2ワ ー ド目以 降 に,4ワ ー ド単位 で,月 管 理情報 が 記録 され る。 月 管

理 情報 には,当 月 の先 頭 文 献 デ ー タの格 納 ア ドレス,最 終 格 納 ア ドレス,

件 数,総 メ モ リ(バ イ ト数)が 記録 され る。 管理 ブ ・ック の構 成 を 図4

-11に 概 図 と して示 す
。

文 献 デー タ の格 納 は,月 ご とに作成 され る格納 文 献 デ ータ ・フ ァイル

の各 レコー ドを,文 献 デ ー タベ ー ス に,順 次格納 す る。 各 文 献 デー タ の

格 納 に際 して は,イ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァイル構造 を と るた め に,デ ー タ

書 込 み と とも に文 献 デー タベ ー スへ の格納 ア ドレス(磁 気 デ ィ スク相対

ア ドレス(TTRZ))を 確 保 し,文 献 デ ータを識 別 す る記 事 番 号 と,

ボ ステ ィ ング項 目(検 索条 件 に使 用 す る項 目。言語 コー ド,発 行 国 コー

ド,発 行年,記 事 区分)と を 合 せ て,文 献 ア ドレス ・フ ァ イ ルを 作成 す

る。

文 献 デ ー タベ ー ス の規 模 は,KINDSの 専有 で き る磁 気 デ ィ スク ・

パ ック数 に依存 す るが ,1パ ック を ベ ー スに 記憶容 量,格 納 可能 件数 を

算 出 す る と以下 の よ うにな る。

こ れ まで に,実 験用 文献 デ ータ を作 成 して,平 均 レ コー ド長(文 献 デ

ータ ・サ イズ)を 求 め た結 果 は
,約650バ イ トで あ る。 これ を100メ ガ

・バ イ ト容 量 の磁 気 デ ィス ク に蓄積 す る と
1-IRG(ブ ロ ック間 隔)を

考 慮 した場 合 で も,約12万 件 の文 献 デー タが格 納 で き る。

図4-12に,文 献 デー タ ベ ー ス の レコー ド形態 の 概 図 を 示 す 。

③ デ ー タベ ー ス更 新 処理

文 献 デー タの 収 集 ・作 成 を 月単位 に行 な うこ とか ら,文 献 デ ータ ベ ー

ス の更 新 も,月 ご と に行 な うこ とにな る。

更 新処 理 は,文 献 デ ータ の 蓄積 を 開始 してか ら,文 献 デ ー タ ベ ース の

一127一



'

芦

/

:
月
管
理
第1月 第2月 第3月

〆
一 ー ー ー 一 一

◆

ー

ト † 管理情報 　

1

長 ア
ノ、＼'

＼1
×

＼
、
＼
＼

＼
＼
＼

/4ワ ード ＼
第1月 管理情報

文 ス

献 タア|ド

格 トレ

納 ス

文 工

献 ン ア

ボ 膓
納 ス

文

献 件

格

納 数

文 総
,

献 八

橋(
納 数

＼/＼/
デ ィスク相対ア ドレス

(TTRZ)

管 理 ブ ・ ック図図4-11

レ

コ

ー

ド

長

記

事

番

号

曇
雪
}

ド

発

行

年

発
行
国

〒
ド

記

事

区

分

デ ィ レク ト リ

デ ー タ
著

者

名

著 フ

揚
名 ナ 名

和
文
標
題

原
文
標
題

資
料
略
名

巻 号

抄

録

文

＼/
可変長項目

 

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

/
!

/

/
/

/

/
/

、開始 ア ド ス

 

＼
＼
＼
＼
、
＼
＼
＼
＼
＼
＼

デ ー タiデ ー タ

酬 剰㌣、摺

固定長項目

デー タ長

文 献 デ ータ形 式図4-12

一128一



げ

べ

KINDS

文 献

フ ァイル

キ ー ワ ー ド

分 離

格 納

文 献

ファイ

文 献 デ ー タ

格 納

文 献'

ア 一 夕

キ ーワ ー ト

分 離

フ ァイル

文 献

ア ド レ ス

フ ァ イ

●

q

図4-13デ ータ ベ ー ス格納

記憶 容 量 が オ ー バー ・フP－ す るか,管 理 プ ロ ソクで管 理 して い る月管

理 が60ケ 月分 を こえ るか,ま で は単 な る追加 更新 の処 理 を 行 な うだ け

で あ る。 これ らは い ず れか が オーバ ー した とき に,は じめ て削 除 ・退 避

の処 理 を 行 な う。 基 本 的 には 古 い文 献 デ ータ か ら削 除 す るが ,何 ケ月分

の文 献 デー タを 削 除 お よび 退避 す るか は,シ ステ ム管理 者 が パ ラメー タ

を 指 示 して行 な うこ とにな ってい る。 削 除 デ ー タ以降 の文 献 デ ータ に つ

い て は,文 献 デー タ ベ ー ス内 の書 き換 えを 行 な って,前 づ め に移 行 す る

と と もに,管 理 ブ ロ ックの書 き換 え と,文 献 ア ドレス ・フ ァイ ルの更 新

を行 な う。
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図4-14デ ー タ ベ ー ス 更 新

④ ボ ス テ イ ン グ ・テ ー ブ ル 作 成 処 理

ボ ステ ィ ン グ ・テ ー ブ ル は,文 献 デ ー タ の 格 納 ア ド レス 情 報 を,対 応

す る検 索 キ ー ワー ドに リ ン ク す る た め に 創 成 さ れ る フ ァ イ ル で あ り,イ

ンバ ー デ ッ ド ・ フ ァ イ ル 構 造 を な す キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル と,文 献 デ ー

タ ベ ー ス と の 中間 フ ァ イ ル で あ る 。 ～

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル の 構 成 要 素 は,文 献 デ ー タ 格 納 ア ド レス と,

検 索 条 件 に 使 用 さ れ る ボ ス テ ィ ン グ 項 目(言 語 コ ー ド,発 行 年,発 行 国

コ ー ド,記 事 区 分)か ら な る ポ イ ン タ 情 報 で あ り,キ ー ワー ドご と に ま

と め ら れ て,各 レ コ ー ドを 構 成 し てい る。 レ コ ー ド形 式 は,ポ イ ンタ 情

報 の個 数 が,キ ー ワー ド に よ っ て大 差 が あ る た め に 可 変 長 と な る が,さ

ら に キ ー ワ ー ド'・ テ ー ブ ルへ の リ ンク を 各 レ コ ー ド ご と に 単 独 に と るた

め に,1レ コ ー ドー1ブ ロ ッ ク の 不 定 長 形 式 を と っ て い る。

フ ァ イ ル 創 成 の も とに な る の は,デ ー タ ベ ー ス作 成 処 理 で 作 成 さ れ た,

文 献 ア ド レ ス ・フ ァ イ ル と,KINDS文 献 フ ァ イ ル か ら分 離 さ れ た,

キ ー ワ ー ド分 離 フ ァ イ ル で あ る。 こ の 両 フ ァ イ ル の 記 事 番 号 項 目で マ ッ

■

'
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チ ン グを行 ない,キ ー ワー ドに,文 献 デ ー タ格 納 ア ドレス とボ ス テ ィ ン

グ項 目 とを対 応 させ た,キ ー ワー ド ・ア ドレス対 応 ファ イル を作 成 す る。

こ こで,キ ー ワー ド(漢 字 モ ー ド ・キ ー ワー ド ・最 大80バ イ トの可 変

長 項 目)を,キ ー ワー ド語 番 号 テー ブル(キ ー ワー ド管 理 サ ブ システ ム

で作 成)を 使 っ て,語 番 号(キ ー ワー ドに付 け られ たバ イナ リ ・シー ケ

ンス番 号,1ワ ー ド)に 置 き換 えて,語 番号 対応 フ ァイルを 作 成 す る。

こ の フ ァ イルを 語 番 号 で ソー トす れば,語 番 号 ご とにポ イ ン タ情 報を 集

め る こ とが で き,こ の集 合 を レコー ドに して,磁 気 デ ィス ク に創 成 した

のが,ボ ス テ ィ ン グ ・テー'ブル で あ る。

ボ ステ ィ ング ・テ ー ブル の格 納 ア ドレスは,語 番号 と と もに確 保 され

て,キ ー ワー ド・テ ー ブル の ボ ステ ィ ン グ情 報 作成 の素 にな る,キ ー ワ

ー ド ・テ ー ブル素 フ ァイル を作 成 す る
。

⑤ ボ ステ イ ング ・テー ブル更 新 処理

ボ ス テ ィ ング ・テー ブル の役 割 が,キ ー ワー ド ・テー ブル と,文 献 デ

ー タベ ー ス とを リ ンクす るこ とで あ るため に
,更 新 処理 の発 生 は,関 連

す る双 方 の フ ァイル い ず れか が更 新 され る と同 時 に生 じ るこ とに な る。

キ ー ワー ド・テ ー ブル か らの影 響 は,登 録 キ ー ワー ドの 削除 お よび 追

加 に よ って,文 献 デ ー タ に索引 され てい た キー ワー ドとの 対応 が くず れ

るた め に,中 間 にあ るボ ステ ィ ング ・テー ブル の更新 が 必 要 とな る。

文献 デ ータ ベ ー スか らの影 響 は,文 献 デ ー タが,追 加 あ る いは削 除 さ

れ る こ とに よっ て,ポ イ ンタ情 報 が 増 減 し,ま た文 献 デー タ を移 行 して

新 た に文 献 ア ドレス ・フ ァイ ルが 作成 さ れれ ば,ポ イ ンタ 情報 の内容 も

変 っ て しま う。

いず れ か らの影 響 にか か わ らず,ボ ス テ ィン グ ・テー ブ ルの創成 が,

語 番 号対 応 ファ イ ルで あ るこ とか ら,更 新処 理 では,語 番 号 対応 ファ イ

ル を ア ップデ ー トして代 用 し,新 語番号 対 応 フ ァイ ルか ら,ボ ステ ィ ン

グ ・テ ー ブルを全 面 書 き換 え す る。
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図4-15ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル 作 成
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図4-16ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル 更 新
戎

423キ ー ワー ド管 理 サブ シ ス テム

(1)KWSの 機 能

キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム(KWS)は,KINDシ ス テ ム が 情 報 検
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索 技 法 と し て 採 用 し て い る,キ ー ワ ー ド検 索 の た め に,キ ー ワー ド ・デ ー

タ の 作 成,お よ び キ ー ワー ド間 の 関 連 語 情 報 の 管 理,と い っ た キ ー ワー ド

に 関 す る 総 合 的 な 管 理 を 機 能 す る サ ブ シ ス テ ム で あ る。KINDシ ス テ ム

に お け るKWSの 位 置 づ け は,DBSと 同 様 に,検 索 サ ー ビ ス を 行 な うた

め の 準 備 段 階 に あ た る。

KWSの 処 理 機 能 は,キ ー ワー ド ・フ ァ イ ル の作 成 と更 新 を 行 な う処 理

機 能 と,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル お よ び シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テー ブ ル

の 作 成 処 理 機 能 と に,大 別 され る。 前 者 は,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル へ の 登

録 用 語 を 収 集 し,デ ー タ 作 成 を行 な っ て,キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル

を 作 成 す る機 能 で あ る。 ま た 後 者 は,キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル を も

と に して,キ ー ワー ド ・テ ー ブル の作 成 と,こ れ を 補 助 す る シ ソ ー ラ ス ・

リン ク ・サ ブ テ ー ブ ル の 作 成 を 行 な う機 能 で あ る。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル の作 成 工 程 には,キ ー ワ ー ド ・デ ー タ の 作 成 一 キ

ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル の 作 成 一 キ ー ワ ー ドの 登 録
,と い う流 れ と,

シ ソ ー ラ ス 情 報 を 作 成 す る た め に,関 連 リ ン ク ・デ ー タ の 作 成 一 キ ー ワ ー

ド ・テ ー ブ ル へ の リ ン ク作 成,お よ び 文 献 デ ー タ ベ ー ス へ の リ ン ク情 報 と

して,ボ ス テ ィ ン グ 情 報 の作 成,と い う3つ の 処 理 工 程 か らな っ て い る。

(2)KWSの 構 成

KWSの 構 成 は,図4-17に 示 す と お りで あ る。

KWSの ソ フ トウ ェ ア構 成 は,前 述 した2つ の 処 理 機 能 か ら,さ ら に

'キ ー ワ ー ド'フ ァ イ ル作 成 処 理

・ キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル作 成 処 理(ブ ロ ック ・イ ゾ デ ッ ク ス ・テ ー ブル

作 成)

・ キ ー ワー ド関 連 リ ン ク作 成 処 理

・ シソ ー ラ ス ・ リン ク ・サ ブテ ー ブ ル 作 成 処 理

・ キ ー ワ ー ド更 新 処 理

'関 連 リ ン ク 更 新 処 理
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→

泰

・ ボ ス テ ィ ン グ情報 作 成処 理

(・ そ の他 の処 理)

とい う7種 の処 理 プ ログ ラム群 に細 分 さ れ る。 これ らの 関連 を 示 した のが

図4-18で あ る。

キ ー ワー ド ・フ ァイ ル作 成 処理 は,キ ー ワー ド検 索 を行 な うため に登 録

す るキ ー ワー ドを,デ ー タ作 成 して,キ ー ワー ド ・テニ ブル作 成 の も とに

カナ漢字
変換

カナ付

カードせん孔機

カ ナ モ ー ド

キー ワー ド

カナ漢字

変換システム

カナ ・

キーワー ド・リス

(LP)

漢 字 モ ー ド

キ ー ワー ド

『ワ ー ド'ク1シ ソ ーラス'

ア.フ ル ン ブ リンク'ア ル サ
フア ーフ

外 部

シ ソー ラス

フ ァイル

キ ーワ ー ド

マ ス タ

フ ァ イ ル

漢 字 キ ー ワー ド

リス ト

(KPR)

図4-17KWS構 成 図

な る キ ー ワ ー ド ・マ スタ ・フ ァ イ ル を 作 成 す る 処 理 プPグ ラ ム で構 成 さ れ

て い る。 デ ー タ作 成 の 方 法 は2と お りあ り,1つ は,カ ナ ・キ ー ワ ー ド ・

デ ー タ を カ ー ドせ ん 孔 し て,こ れ を カ ナ 漢 字 変 換 に よ っ て 漢 字 キ ー ワー ド

を 得 る方 法 で あ る。 も う1つ は,漢 字 紙 テ ー プ せ ん 孔 機 を 使 っ て,漢 字 ・

カ ナ ・キ ー ワー ド ・デ ー タ を 作 成 す る方 法 で あ る。 い ず れ の 方 法 か ら も
,

キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル が 作 成 で き る よ うに用 意 し て あ る。
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図4-18KWS処 理 の 関 連 図

キ ー ワ ー ド更 新 処 理 は,キ ー ワ ー ドの 新 規 登 録,あ る い は 削 除,修 正 と

い っ た 処 理 を 行 な うが,こ れ ら の 更 新 は,す べ て キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ

ァ イ ル に 対 して 処 理 す る プ ロ グ ラ ム構 成 に な っ て い る。 こ れ は,キ ー ワ ー

ド ・テ ー ブル が 全 面 書 き換 え に よっ て 更 新 され る た め で あ る。

キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル 作 成 処 理 は,キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル を も

と に し て,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に キ ー ワー ドを 登 録 す る 処 理 プ ロ グ ラ ム

か らな っ て い る。

キ ー ワー ド関 連 リ ン ク作 成 処 理 で は,登 録 した キ ー ワー ド間 の関 連 情 報

を デ ー タ作 成 して,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル の シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・エ リア

に格 納 す る処 理 プ ロ グ ラ ム で 構 成 さ れ て い る。

シ ソ ー ラ ス ・リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ ル作 成 処 理 は,キ ー ワ ー ド関 連 リ ン ク

作 成 の 補 助 的 な 処 理 を す る もの で,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の シ ソ ー ラ ス ・

リ ン ク ・エ リア に,格 納 し きれ な い 関 連 リ ン ク ・デ ー タ を,別 フ ァ イ ル と

して 作 成 す る処 理 プ ロ グ ラ ム か ら な っ て い る 。

関 連 リ ン ク 更新 処 理 は,キ ー ワ ー ドの 更 新 な ど に伴 っ て キ ー ワー ド間 の
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関 連 変 更 を 行 な うた め,訂 正 デ ー タ を 作 成 して,関 連 リ ン ク の も と に な る

関 係 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル を 更 新 す る処 理 構 成 に な っ て い る。

ボ ス テ ィ ン グ情 報 作 成 処 理 は,デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シス テ ム で 作 成 し

た,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル 素 フ ァ イ ル か ら,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の ボ ス

テ ィ ン グ情 報 エ リア に ボ ス テ ィ ン グ 情 報 を 書 き込 む 処 理 プ ・ グ ラ ム で構 成

され て い る。

い っ ぽ う,フ ァ イ ル 構 成 と し て は,KWSで 作 成 ・更 新 す る フ ァ イ ル の

うち,検 索 サ ー ビ ス で 使 用 さ れ るの は,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル(ブ ロ ッ ク

・イ ン デ ッス ・テ ー ブ ル を 含 む)と
,シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・サ ブテ ー ブル

で あ る・ また ・ デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム で 使 用 さ れ る フ ァ イ ル は ,

キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル と,キ ー ワ ー ド語 番 号 テ ー ブル で あ り
,後

の 更 新 処 理 の た め に 保 存 す る フ ァ イ ル は
,語 番 号 ア ド レス ・フ ァ イ ル と;

関 係 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル で あ る。

キ ー ワー ド ・テ ー ブル に は,先 頭3プ ロ ソク に,ブ ロ ック ・イ ン デ ッ ク

ス ・テ ー ブ ル が 作 成 さ れ る。 こ れ は,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の ブ ロ ッ ク ご

とに,イ ン デ ッ ク ス を とっ た も の で,ブ ロ ック 末 端 キ ー ワ ー ドの 頭12バ

イ トと,ブ ロ ッ ク ・ア ド レ ス(TTRZ)か ら な っ て い る 。

キ ー ワー ド ・テ ー ブル の 構 成 要 素 は ,キ ー ワ ー ド(漢 字 コ ー ド ・キ ー ワ

ー ド とEBCDICカ ナ の キ ー ワー ド ・ ヨ ミ カ ナ)と
,シ ソ ー ラ ス ・サ ー

ビ ス(関 連 語 サ ー ビ ス)を 行 な うた め の リ ン ク 情 報(下 位 語 あ る い は 同 義

語 へ の リ ン ク ・ア ド レス),お よ び 文 献 デ ー タ の 格 納 ポ イ ンタ を 仲 介 す る

ボ ス テ ィ ン グ 情 報 とか ら成 っ て い る 。

シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ ルは
,シ ソ ー ラ ス ・ リ ンク 情 報 が,キ

ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 該 当 エ リ ア に 記 録 し きれ な い
,い わ ゆ る複 数 個 の リ

ン ク情 報 を も つ キ ー ワー ドに対 して,補 助 を す る役 割 りを 果 し
,関 連 キ ー

ワー ドの リ ン ク ・ア ド レス を 複 数 個 もつ 構 成 に な っ て い る
。

キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル は,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル へ の キ ー ワ一
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ド登 録 を は じめ,キ ー ワー ド更 新(メ ン テ ナ ン ス)に お い て も,基 準(ベ

ー ス)と な る フ ァ イ ル で あ り
,キ ー ワー ド と語 番 号(新 語 番 号,旧 語 番 号)

と が 対 応 した 構 成 に な っ て い る。 な お,語 番 号 は,キ ー ワー ド ・ ヨ ミカ ナ

(EBCDICカ ナ)順 に 付 ら れ た シ ー ケ ン ス番 号 で あ り,新 ・旧 語 番 号

は,キ ー ワ ー ド更 新 ご とに 付 け か え ら れ る。

(3)KWSの 処 理 概 要

① キ ー ワー ド ・フ ァ イ ル 作 成 処 理

情 報 処 理 に 関 連 し た 文 献 デ ー タ を,キ ー ワー ド検 索 に よ っ て探 索 す る

た め,キ ー ワー ド ・テ ー ブル に 登 録 す る キ ー ワ ー ドも,情 報 処 理 分 野 に

お け る代 表 的 な 用 語 類 か ら 選 定 さ れ る 。選 定 さ れ た キ ー ワ ー ドか ら,キ

ー ワー ド ・テ ー ブ ル作 成 の も と に な る ,キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル

を 作 成 す る処 理 を こ こ で 行 な う。 キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル が 完 成

す る過 程 で は,キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル と し て 扱 う。 。

キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル の 作 成 工 程 に は,カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワー ド ・

デ ー タ か ら の 処 理 過 程 と,漢 字 モ ー ド ・キ ー ワー ド ・デ ー タ か ら の 処 理

過 程 と に2大 別 さ れ る。

・ カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワ ー ド ・デ ー タ か ら の 作 成

カ ナ 付 カ ー ドせ ん 孔 機 を 使 っ て作 成 さ れ る カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワ ー

ド ・デ ー タ は,カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ に よ る文 献 デ ー タ の 作 成 と 同 様

に,カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム の デ ー タ作 成 基 準 に従 っ て作 成 す るカ ー ド

・デ ー タ で あ る 。

漢 字 か な 湿 りの キ ー ワー ド情 報 を,す べ て カ ナ ・モ ー ド(カ タ カ ナ,

英 字,数 字,一 部 記 号)で 作 成 す る こ とが 原 則 で あ る。 こ れ を 何 程 か

の フ ァ ン ク シ ョ ン ・ キ ー で 識 別 して,カ ナ 漢 字 変 換 処 理 で,漢 字 キ ー

ワー ドが 作 られ る。 カ ナ 漢 字 変 換 処 理 で は,100%の 変 換 率 で 漢 字 キ

ー ワー ドが 得 られ な い た め,漢 字 プ リ ン タ にモ ニ タ ・ リス トを 出 力 し

て,訂 正 デ ー タ を 作 成 し,訂 正 処 理 に ょ っ て完 全 な 漢 字 キ ー ワー ドに

一138一

▼

●



"

貢

す る 。 ま た,キ ー ワー ド ・フ ァ イ ルは,漢 字 キ ー ワ ー ドと と も に キ ー

ワー ド ・ ヨ ミカ ナ で 構 成 さ れ る が,カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワ ー ド ・デ ー

タ か ら フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー 類 を は ず す こ とで キ ー ワー ド ・ ヨ ミカ ナ

が 得 られ る 。

・ 漢 字 モ ー ド ・キ ー ワ ー ド ・デ ー タ か ら の作 成

漢 字 モ ー ド ・キ ー ワ ー ド ・デ ー タ は,漢 字 紙 テ ー プせ ん 孔 機 を 使 っ

て 作 成 さ れ る 紙 テ ー プ ・デ ー タ で あ る。 せ ん孔 項 目 は,キ ー ワー ド ・

ヨ ミカ ナ と漢 字 キ ー ワー ドで あ り,す べ て 漢 字 コー ドで 入 力 さ れ る。

漢 字 モ ー ドの 紙 テ ー プ ・デ ー タ を 入 力 した 処 理 プ ・ グ ラ ム は,カ ナ

・モ ー ド処 理 とは 逆 に
,キ ー ワー ド ・ ヨ ミカ ナ に つ い て,漢 字 コー ド

か らEBCDICの カ ナ に 変 換 す る 。 また 漢 字 キ ー ワー ドに つ い て は,

そ の ま ま キ ー ワー ド ・フ ァ イ ル へ 移 行 さ れ るが,漢 字 紙 テ ー プ の せ ん

孔 に ミス が 生 じ る率 が カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ に く らべ て 高 い た め,漢

字 プ リ ンタ に モ ニ タ ・ リス トを 出 力 す る。 こ れ か ら訂 正 デ ー タ を 起 し

て,訂 正 処 理 を 行 な い,キ ー ワー ド ・フ ァ イ ル を 完 成 す る。

選 定

キ ー ワ ー ド

・
成

ド

作
一
タ

ワ

一

一
デ

キ

キーワー ド

フ ァ イル
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図4-19キ ー ワー ド ・ フ ァ イ ル作 成
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② キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル作 成 処 理

キ ー ワ ー ド検 索 の 主 体 と な る キ ー ワー ド ・テ ー ブル を,磁 気 デ ィ ス ク

上 に 固 定 ブ ロ ッ ク形 式 で創 成 す る。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 構 成 要 素 は,漢 字 キ ー ワー ド,キ ー ワ ー ド ・

ヨ ミカ ナ,シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・ ア ド レ ス,ボ ス テ ィ ン グ 情 報,か ら な

り,1フ ィ ジ カ ル ・キ ー ワー ド単 位33ワ ー ド(132バ イ ト)を 最 大21

キ ー ワ ー ドの 固 定 ブ ロ ッ ク の 形 式 で 作 成 す る。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル の 作 成 工 程 は,ま ず キ ー ワー ド ・フ ァ イ ル か ら,

キ ー ワ ー ドの登 録,そ し て順 次,シ ソ ー ラ ス ・ リン ク 情 報 の作 成,ボ ス

テ ィ ン グ 情 報 の 作 成 と い う処 理 を 経 る 。 キ ー ワー ドの 登 録 は,同 音 キ ー

ワー ド(ヨ ミカ ナ の 同 じ キ ー ワー ド)の ブ ロ ッ ク分 割 禁 止 調 整(同 一 ブ

ロ ック に 記録)を 行 な い な が ら ブ ロ ッ ク化 し,ブ ロ ック ご との イ ン デ ッ

ク ス(ブ ロ ッ ク ・ア ド レ ス と ブ ロ ッ ク末 端 キ ー ワー ド ・ ヨ ミカ ナ12バ

イ ト)を と って,キ ー ワー ド ・1次 テ ー ブ ル お よ び ブ ロ ッ ク ・イ ンデ ッ

ク ス ・テ ー ブ ル を創 成 す る。 キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 先 頭3ブ ロ ック 分

に は,ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブ ル を 作 成 し,4ブ ロ ック 目以 降

に キ ー ワ ー ド ・ ブ ロ ッ ク を 創 成 す る。 同 音 キ ー ワー ドの 調 整 は,キ ー ワ

ー ド検 索 を 容 易 に す る た め に行 な う処 理 で あ り
,同 音 キ ー ワ ー ドの ブ ・

ック分 割(別 ブPッ ク に ま たが る)を 禁 止 す る た め の 処 理 で あ る。

シ ソ ー ラ ス ・ リン ク 情 報 に つ い て は,次 の ③,④ の 処 理 で,ボ ス テ ィ

ン グ情 報 に つ い て は⑦ で 述 べ る。

③ キ ー ワー ド関 連 リ ン ク作 成 処 理

キ ー ワー ド関 連 リ ン ク は,検 索 サ ー ビ ス の 一 環 と して,キ ー ワー ド検

索 の 関 連 情 報 を 利 用 者 に提 供 す る た め の リ ン ク で あ り,シ ソ ー ラ ス ・ リ

ン ク ・ア ドレス が これ に該 当 す る 。

キ ー ワー ドに は,デ ィ ス ク リ プ タ と非 デ ィ ス ク リ プ タ が あ り,非 デ ィ

ス ク リ プ タ か ら デ ィ ス ク リ プタ へ の リ ン ク,そ し て デ ィ ス ク リ プタ 間 の
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図4-20キ ー ワー ド ・テ ー ブル作成

下 位 語 参 照 リン ク(シ ソー ラス には 参 照方 法 と して,上 位 ・下位 ・同 義

・関連 語 へ の リン クが あ るが ,当 シス テ ムは下 位 ・同 義 語 へ の リンクの

み を 採用)を,シ ソー ラス ・ リンク ・エ リアに付加 す る。

キー ワー ド関連 リンク作成 手 順 と しては,キ ー ワー ド間 の関 連 情報 を

せ ん孔 した 関 係 語 データ を も とに して,関 係 語番 号対 応 フ ァ イル を作 成

す る。 こ の フ ァ イル は,キ ー ワー ドに対応 した語番 号 を利 用 して,語 番

号 と語番 号 を 関係 子 で結 ん だ もの で あ る。 関係 子 は 前述 の下位 語 関係 と

同 義 語 関 係 を識 別 す るた め の情報 で あ る。

関 係語 番 号対 応 フ ァイル の主 とな る語番 号(キ ー ワー ド)を,キ ー ワ

ー ド ・テ ー ブル の格納 ア ドレス(ブ ロ
ック ・ア ドレス と,ブ ロ ック内 レ

コー ド ・シー ケ ンス ・ナ ンバ ー)に 置 きか え
,さ らに従 とな る関係 語番

号 も同様 に して格 納 ア ドレスに置 きか え てか ら,キ ー ワー ド ・テー ブル

の シソー ラ ス ・ リンク ・エ リアに,関 係側 の格 納 ア ドレス(シ ソー ラス

・ リンク ・ア ド レス)を 付加 す る。

な お,1キ ー ワ ー ドに,関 係 語(下 位 語 あ るいは 同 義語)が 複 数個 対
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応 ず る場 合 に は,次 の ④ シ ソ ー ラ ス ・リ ンク ・サ ブ テ ー ブ ル を 作 成 して,

そ の ブ ・ ック ・ア ド レス を確 保 し,こ れ を シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・エ リア

に付 加 す る 。 弓

キー ワー ド

語番号 リス ト

＼/

/ 関 連 リンク

デー タ

関連 リンク

デー タ作成

関係語

番号対応

ファイル

◎

図4-21キ ー ワ ー ド関 連 リ ン ク作 成

④ シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テ ー ブル 作 成 処 理

シ ソ ー ラス ・ リ ンク ・サ ブ テ ー ブル は,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 補 助

フ ァ イ ル で あ り,キ ー ワー ド関 連 リ ンク 情 報 の 一 部 を補 助 的 に 記録 す る。

サ ブ テ ー ブ ル を 構 成 す る 要 素 は,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の シ ソ ー ラ ス

・ リ ン ク ・エ リ ア に付 加 す べ き,キ ー ワ ー ド格 納 ア ド レス(ブ ロ ック ・

ア ド レ ス,レ コ ー ド ・ シ ー ケ ン ス ・ナ ンバ ー)そ の も の で あ る 。 い わ ゆ

る,シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・エ リ ア は,各 キ ー ワ ー ドに1個(1ワ ー ド)

の 固 定 エ リア しか 確 保 さ れ て い な い た め に,関 係 語(下 位 語 あ る いは 同

同
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夕

義 語)が 複 数 個 あ る キ ー ワ ー ドに対 して は エ リア が 不 足 す る。 これ を カ

バ ー す る の が こ の サ ブ テ ー ブル で あ る
。

サ ブ テ ー ブル の 作 成 手 順 は,キ ー ワー ド関 連 リ ン ク の 中 間 処 理 の段 階

で,関 係 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル か ら,主 と な る キ ー ワ ー ドの 同 一 語 番 号 レ

コ ー ドを チ ェ ック し,複 数 個 あ る 場 合 に集 約 を 行 な っ て,サ ブ テ ー ブ ル

出 力 エ リア に,従 と な る関 係 キ ー ワ ー ド(関 係 語 番 号)の 格 納 ア ド レ ス

(キ ー ワー ド ・テ ー ブル の ブ ロ ッ ク ・ ア ドレ ス,レ コー ド ・シ ー ケ ン ス

・ナ ンバ ー)を 移 行 ・セ ッ トし
,磁 気 デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル に 書 込 む 。

図4-22シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テー ブ ル 作 成

畠

サフテーフ'ル

ア ドレス

フ ァ4ル

1

リンク作成

(
キーワー ド

2次
－s

ア ー フ ル

)

図4-23シ ソ ー ラ ス ・ リン ク 作 成
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⑤ キ ー ワ ー ド更 新 処 理

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の,登 録 キ ー ワー ドの 更 新 は,す べ て キ ー ワ ー

ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル に 対 し て更 新 を行 な う。

キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・ フ ァ イル は,漢 字 キ ー ワ ー ド,キ ー ワ ー ド ・ ヨ

ミカ ナ,語 番 号,の 要 素 か ら構 成 さ れ てい る。 これ に 対 す る更 新 デ ー タ

は,キ ー ワー ドの 削 除 ・修 正 ・追 加 の 識 別 区 分 と と も に 作 成 す る。 こ の

うち 削 除 ・修 正 に対 して は,キ ー ワ ー ドの 語 番 号 を キ ー に して そ れ ぞ れ

の 処 理 を 行 な う。

削 除 デ ー タ は,語 番 号 を,修 正 デ ー タ は,語 番 号 と修 正 す る漢 字 キ ー

ワ ー ドあ る い は ヨ ミカ ナ を,追 加 デ ー タ は,追 加 す る漢 字 キ ー ワ ー ド と

ヨ ミカ ナ を,そ れ ぞ れ の デ ー タ 要 素 と して 更 新 す る。

更 新 デ ー タ の作 成 は,漢 字 紙 テ ー プ ・デ ー タ せ ん 孔 装 置 を 使 っ て 行 な

わ れ,こ の 紙 テ ー プ ・デ ー タ を 読 込 ん で,キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ

ル を 更 新 す る。

キ ー ワー ド ・マ スタ ・フ ァ イ ル を 更 新 した 後,キ ー ワー ド ・テ ー ブル

作 成 処 理 を 再 実 行 して,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル を 作 りか え る,い わ ゆ る

全 面 書 換 え を 行 な う。 こ の全 面 更 新 は,ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ ク ス ・テ ー

ブ ル を は じめ,関 連 リ ン ク や ボ ス テ ィ ン グ 情 報 に も波 及 す る た め,そ れ

に つ い て も再 実 行 が 必 要 とな る。 こ れ は,当 シ ス テ ム の イ ンバ ー デ ッ ド

・フ ァ イ ル 構 造 の 欠 点 で も あ る が
,検 索 ア ク セ ス ・タ イ ム の ス ピー ド ・

ア ッ プの 効 果 で 代 替 し,パ ッチ 処 理 よ り も オ ン ラ イ ン処 理 を 優 先 す る検

索 シ ス テ ムの 特 徴 で あ る。

⑥ 関 連 リ ン ク 更 新 処 理

キ ー ワー ド ・テ ー ブル の,シ ソ ー ラ ス ・ リ ンク ・エ リア に 付 加 した 関

係 リ ン ク ・ア ド レ ス の 更 新 は,関 係 語 番 号 対 応 フ デ イ ル に対 して 更 新 を

行 な う。

関 係 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル は,キ ー ワー ド間 の 関 係 を 関 係 子 で 結 ん だ 精
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図4-24キ ー ワー ド更 新

成 にな っ てお り,こ の関係 デー タ を更新 す るこ とで,以 下 の 処 理(キ ー

ワー ド関 連 リン ク作 成)を 再 実行 し,関 係 リンク ・ア ドレス を更 新す る。

更新 デ ータ は,キ ー ワー ドに代 る語 番号 を用 い て作 成 す るが,更 新 区

分 を識 別 す る こ とで,削 除 ・修正 ・追加 の処 理 を行 な うこ とが で き る。

更新 した 関係 語番 号 対 応 フ ァ イル は,キ ー ワー ド関連 リンク作 成 処 理

を経 て,シ ソー ラス ・リンク ・サ ブテ ー ブル の更新(書 き か え),お よ

び キー ワー ド・テ ー ブル の シ ソー ラ ス ・ リンク ・エ リアへ の 関係 リンク

・ア ドレスが 付 加 され る。

⑦ ボ ス テ ィ ング情 報作 成 処理

ボ ステ ィン グ情 報 とは,文 献 デー タ の格 納 ア ドレス と,検 索 サ ー ビス

の条 件 検 索 で 使用 す る条件 項 目 とを格 納 した ボ ステ ィ ン グ ・ テ ー プ ル
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デー タ更新

轟

轟係語

番号対応

ファイル

図4-25関 連 リンク更新

(デ ー タ ベ ー ス管理 サ ブ システ ム参照)の 情 報 で あ り,ボ ス テ ィ ング ・

ア ドレス とカ ウ ン ト情 報(レ コー ド数,ポ イ ンタ 数 一 文 献 デ ータ格 納 ア

ドレス数)で 構 成 す る もので あ る。 この情報 は,デ ー タ ベ ー ス管 理 サ ブ

システ ムで 作成 され た キ ー ワー ド ・テ ー ブル 素 フ ァ イル を も とに して,

語 番号 か ら対 応 す る キー ワー ドを探 索 し,該 当す るボス テ ィ ング情 報 エ

リア(2ワ ー ド)に 付加 す る。

以 上,キ ー ワー ド登録 一 シ ソー ラス ・リンク付 加 一ボ ステ ィン グ情 報

付加,の 処 理 が終 了す る と,キ ー ワー ド ・テ ー ブル は 完成 す る。

⑧ その他 の処 理

① ～ ⑦ の他,KWSと デー タ ベー ス 管理 サ ブ シス テ ム(DBS)で 連

系 して い る フ ァイ ル につ い て,作 成 お よび 更新 を行 な う。

KWSの キー ワー ド ・マ スタ ・ファ イル の作 成 お よび 更新 に よ って,

キ ー ワー ド語番 号 テー ブルを作 成 ・更新 して,DBSへ 渡 す。

またDBSに お い て,文 献 デ ー タベ ー スの作 成 ・更新 が行 なわ れ る と,

それ に とも な って ボ ス テ ィ ング ・テ ー ブル も作 成 ・更新 され る。 これ に
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●

よ っ て, -KWSに 連 系 し て い る キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル 素 フ ァ イ ル も作 成

・更 新 さ れ る た め に
,キ ー ワー ド ・テ ー ブル の ボ ス テ ィ ン グ 情 報 エ リ ア

の 書 き か えを 行 な う。

●

4.24索 引 誌 作成 管 理サ ブ シス テ ム

(1).ILSの 機 能

索 引 誌作 成 管 理 サ ブ シス テ ム(ILS)は,KINDシ ス テ ム におい て

メ イ ン とな っ て動作 す る,検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ステム を 補完 す る機 能 を

も った サ ブ シス テ ムで あ る。

1検 索 サ ー ビス ・サ ブシス テ ムが オ ンラ イ ン会話 型 式 で文 献情 報 を検 索 サ
1

一 ビスす るの に対 し ,ILSは,リ モー ド ・バ ッチ形 式 で,タ ー ミナ ルか

らの パ ラメ ー タ の指示 を 受 け て,各 種 の 索引 ・統 計 リス トを提 供 サ ー ビス

す る機 能 を もっ てい る。

索 引誌 作 成 の処理 機 能 は,デ ータ ベ ー ス管理 サ ブ システ ムで管 理 され て

い る,文 献 デ ー タベ ー ス とボ ステ ィ ング ・テー ブル,キ ー ワー ド管 理 サ ブ

シ ステ ムで 管 理 され てい る,キ ー ワー ド ・テ ー ブル と シソ ー ラス ・リンク

・サ ブテー ブルの4つ の フ ァ イルを検 索 して ,

・ 著 者 名 索 引 リス ト

・ キー ワー ド索 引 リス ト

・ キー ワー ド統 計 リス ト

'キ ー ワー ド関 連語 リス ト

とい った各 種 の索引 ・統 計 リス トを作 成 す る もので あ る。

と くに,著 者 名索 引 リス トは,検 索 サ ー ビス ・サ ブ シス テ ムの検 索 項 目

(検 索 語,条 件 項 目)に 著 者 名 を 含 ん で い ない こ とか ら,こ れ を独 立 して

検 索 提 供 サ ー ビスす る機能 をILSが 備 えてい る。

著 者 名 索 引 リス ト作 成 の 目 的は,そ れ ぞれ の文献 著 者 につ い て,一 連 の

研 究 論文 を 追 跡 した り,特 定 の著者 が ど うい っ た研究 を 行 な って い るか を
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調 査 す るこ とに あ る。

キ ー ワー ド索 引 リス トとキ ー ワー ド統 計 リス トは,キ ー ワー ド ・テー ブ

ル に登 録 して あ るキー ワー ドに,文 献 デ ータ が どの よ うに連 系 して い るか

を調 査 した り,キ ー ワー ドの使 われ方,頻 度 な どの集 計を と るこ とに 目的

が あ る。 また,こ の2つ の リス トは,キ ー ワー ド関 連 語 リス トと とも に,

検 索 サ ー ビスを利 用す る人 に と っ て,キ ー ワー ド検 索 の 目安 とな る資料 と

な り,あ らか じめ 索引 リス トを 参 照 して か ら検 索 サ ー ビ スを受 け れば,効

果 的 な利用 方法 とな る。

キー ワ ー ド関 連 語 リス トは,登 録 されて い るキー ワー ド間の 関連 を,一

目 に して参 照で き る よ うに配 慮 した もの であ り,各 キー ワー ドに対 す る同

義 語 と下位 語 の関 係を た ど るこ とが で きる。

(2)ILSの 構 成

ILSの 全 体構 成 は,図4-26に 示 す とお りで あ る。

IL'Sを 構成 す る ソフ トウ ェアは,各 種 索 引 ・統 計 リス トを作 成 す る,

・ 著 者 名索 引 リス ト作 成 処 理

・ キ ー ワー ド索 引 リス ト作 成 処理

・ キー ワー ド統 計 リス ト作 成 処理

・ キー ワー ド関 連語 リス ト作 成処 理

と い う処 理構 成 を な して い る。

著者 名 索 引 リス ト作 成処 理 は,タ ー ミナ ルの利 用 者 か ら指 示 さ れ るパ ラ

メー タ に従 って,文 献 デ ータ ベ ー スを アク セ ス し,該 当す る著者 名 ご とに

文 献 デー タ の書 誌 項 目を 編集 ・出力 す る処 理 プ ・グ ラム で構 成 され て い る。

キ ー ワー ド索 引 リス ト作 成 処理 は,指 示 された パ ラメ ー タ を受 け て,該

当す るキー ワー ドを キ ー ワー ド ・テー ブル か ら アクセ ス し,ボ ステ ィ ング

・テ ー ブルを介 して文 献 デー タ ベ ー スを検 索 し,索 引 リ ス トを 編 集 ・出力

す る処 理 プ ログ ラム構成 にな っ てい る。

キ ー ワー ド統 計 リス ト作 成 処 理 は,指 示 され たパ ラ メー タ に従 っ て,該
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●

△

当 キ ー ワー ドに対 す る,文 献 デ ー タ の つ な が りを 集 計 して,統 計 リス トを

作 成 す る処 理 プ ロ グ ラ ム で あ る。

キ ー ワー ド関 連 語 リス ト作 成 処 理 は,キ ー ワ ー ド間 の 関 係,い わ ゆ る シ

ソ ー ラ ス 関 係 を,関 連 語 リス トと して 作 成 す る も の で あ り,キ ー ワー ド ・

テ ー フ ル と シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・サ ブ テ ー ブ ル を リ ン クを た ど って ア ク セ

ス す る も の と,指 示 パ ラ メ ー タ に よ っ て ,関 連 語 リ ス トを 編 集 ・出力 す る

処 理 プ ロ グ ラ ム か らな っ て い る6

1LSで 関 連 す る フ ァ イ ル 構 成 は,文 献 デ ー タ ベ ー ス,ボ ス テ ィ ン グ ・

テ ー ブル,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル,シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テ ー ブル,

と い う4つ の 検 索 フ ァ イ ル で あ る 。 ま た,漢 字 プ リ ンタ と端 末 タ イ プ ラ イ

タ を 使 用 す るた め,ETAMメ ッ セ ー ジ ・フ ァ イ ル を 介 して,タ ー ミナ ル

と の デ ー タ 授 受 が 行 な わ れ る

索 引 パ ラメー タ.

各種

索引 リス ト

索 引 誌 作 成 管 理 サ ブ シ ス テ ム

一 ー 一
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・
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図4-261LS構 成 図
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(3)ILSの 処 理概 要

① 著 者 名索 引 リス ト作 成

文 献 デ ータ ベ ー スに 蓄積 され て い る文 献情 報 に,著 者 名 と著者 名 フ リ

ガ ナ とい う項 目が デ ィ レク ト リ形 式 で 記録 され て い る。 著 者 名索 引 の処

理 は,こ の2項 目 の探 索 と,発 行 年 の 条件 チ ェ ックで あ る。

著 者 名項 目 の特 徴 に,

・ 日本 語で 表 記 され た著 者 名(日 本 人 あ るいは 日本語 で表 記 可能 な外

国 人)

・ 外 国語 で 表 記 された 著 者 名(外 国 人 あ るいは外 国 語 で表 記 した 日本

人)

・ 日本 語 で表 記 され た団 体 著者 名

とい う3種 の著 者 名 記述 があ り,い ず れ も漢 字 コー ドで記 録 され た もの

であ る。

また,著 者 名 フ リガ ナ につ い ては,記 録 モー ドがEBCDICの カタ

カ ナ ・コー ドで あ るこ と と,上 記3種 の 著者 名区分 の うち,日 本 語の個

人 著者 名 に限 って フ リガナが 付 られ てい る とい う特徴 が あ る。 しか も,

文 献 情 報 の著 者 名 には,姓 だ けの もの や,名 が あ っ て も読 み方 が 不明 な

もの,'な どが あ るた め に,著 者 名 フ リガ ナ項 目 には,姓 の一 般 的 な読 み

方 で 記述 して あ る。

こ の よ うな こ とか ら,著 者 名索引 リス トの作 成 処理 では,著 者 名 の種

類 を識 別 す るパ ラメ ー タを 入 力 し,い ず れ の著者 につ い て 索引 リス トを

と るか 判別 す る。

処 理 手 順 と して は,パ ラメ ータ の入 力 → パ ラメー タ の チ ェ ック ・解析

→ 文献 デー タベ ー スの検 索(著 者 名 ,発 行 年 チ ェ ック)→ 該 当文 献 デー

タ ・フ ァ イル作 成(著 者 名索 引 フ ァ イル作 成)→ 著 者 名 ソ ー ト→索 引 リ

ス ト編集 ・出力,と い う処 理 ルー チ ンか らな って い る。

パ ラメ ー タ と しては,出 力 形式,著 者 名種別,発 行年 指 定,特 定姓 指
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定,と い う4種 の情報 を入 力 す る。

出力 形 式 と しては,著 者 名 に対 応 して 出力す る項 目が,記 事 番 号 だ け

か,あ るいは 和文 標 題,記 事 区分,資 料 略 名,発 行年,巻,号 とと もに

出 力 す るか,の2形 態 の選 択 指 定 が な され る。

特 定 姓 の指定 は,前 述 の こ とか ら,日 本 語 の個 人 著者 名 の フ リガ ナを

パ ラメ ー タ と して入力 す る
。

著者名索引

パラメータ

著 者 名

索 引

名

引

ル

者

一

著

索

フ

著者名 ソー ト

編集 ・出 力

著者名

索引 リス ト

文献

データ

ベース

図4-27著 者 名 索 引 リ ス ト作 成

② キ ー ワ ー ド索 引 リス ト作 成

キ ー ワー ド索 引 リス トの作 成 で は,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル
,ボ ス テ ィ

ング ・テ ー ブ ル,文 献 デ ー タ ベ ー ス,の3フ ァ イ ル を ア ク セ ス して
,最

終 的 に は,キ ー ワー ドご と に 該 当 す る 文 献 デ ー タ の 記 事 番 号 を 得 て,編
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集 ・出力 す る。

処理 手 順 は,パ ラメ ー タ の入 力→ パ ラメ ー タ のチ ェ ック ・解 析 → キー

ワ_ド.テ ー ブルの探 索 → ボ ス テ ィ ン グ ・テー ブル の探索(発 行 年 チ ェ

ック)→ 文 献 デー タベ ー スの検 索(記 事番 号 確 保)→ 索 引 フ ァイル作 成

→記 事番 号 ソー ト→ 索 引 リス ト編 集 ・出力,と い う処 理 ル ーチ ンを経 る。

パ ラメー タ と しては,指 定 キー ワー ド語 番 号 と発行 年 の2種 の情 報 を

入 力 す る。 指 定 キー ワー ド語 番 号 とは,キ ー ワー ド語 番 号 リス トを 参 照

した 語 番号 につ い て,キ ー ワー ド索 引 リス トを作 成 す る情報 で あ る。 語

番 号 は,キ ー ワー ド ・ヨ ミカナ順 に シー ケ ンス に付 られ た4桁 の数 字 で

あ る。

キー ワー ド ・テ ー ブル の探 索 は,指 定 され た語 番号(キ ー ワー ド)に

つい て行 な い,ボ ステ ィ ン グ情 報 エ リアの ア ド レスか らボ ス ティ ング ・

テ ー ブル の探 索,さ らに文 献 デー タ格 納 ア ドレスを得 て,文 献 デー タ ベ

ー スの検 索 を行 な う。 文 献 情 報 か ら記 事番 号 を確 保 して,漢 字 プ リンタ

へ の出 力 のた め に,EBCDICか ら漢字 コー ドの記事 番号 ヘ コー ド変

換 した うえ で,出 力 形式 に編集 し出力 す る。 な お,途 中 の処 理,ボ ステ

ィ ング ・テー ブル の探 索 時 点 で,指 定 発行 年 の条 件 チ ェ ックを 行 な って

い る。

③ キー ワー ド統 計 リス ト作 成

キ ー ワー ド統 計 リス トの作 成 では,キ ー ワー ド ・テ ー ブル とボ ステ ィ

ング ・テ ー ブル を使 っ て,文 献 デ ータ の発 行 年 ご とに,キ ー ワー ドの 使

用頻 度 を カ ウン トし,索 引 リス トを出 力す る。

処 理 手順 は,パ ラメー タの入 力→ パ ラメ ータ のチ ェ ック ・解 析 → キー

ワー ド ・テ ー ブルの探 索 → ボ ステ ィ ン グ ・テー ブルの探 索(発 行 年 チ ェ

ック)→ 索 引 ファ イル作 成 → 索 引 リス ト編 集 ・出力 ジ とい う処理 ル ーチ

ンを経 る。

パ ラメー タ としては,指 定 キ ー ワー ド語 番 号 と発 行 年,お よび出 力形
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図4-28キ ー ワー ド索 引 リス ト作 成

式 を 入力 す る。 指 定 キー ワー ド語番 号 は,指 定 され た キ ー ワー ド(語 番

号)に つ い て の み,統 計 リス トを作 成 す る意 味 で あ る。

キー ワー ド ・テー ブル の探 索 は,指 定 キー ワー ドにつ い て行 な い,ボ

ステ ィ ン グ情 報 エ リアの ア ドレスか ら ボ ステ ィン グ ・テ ー ブルを探 索 し

て,発 行 年 を チ ェ ック し,指 定 発行 年 に該 当す る場合 に頻 度 をカ ウン ト

す る。 発 行 年 別 の カ ウ ン ト範 囲 は,最 大15年 間 に 定義 してい る。 出 力

形 式 の処 理 は,指 定 発 行 年 のカ ウ ン トが余 年0の キ ー ワー ドの場 合 に,

出力 を キ ャ ンセ ルす る。

④ キ ー ワー ド関連 語 リス ト作 成

キ ー ワー ド関 連 語 リス トの作 成 には,キ ー ワー ド ・テー ブル と シソ一
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ボステ ィング

ア ー フル

図4-29キ ー ワ ー ド統 計 リス ト作 成

ラ ス ・ リ ンク ・サ ブ テ ー ブル と を 使 っ て 処 理 が行 な わ れ る。

キ ー ワー ド間 の 関 係 は,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の シ ソ ー ラ ス ・ リン ク

・エ リア に そ の 情 報 が 記 録 さ れ て い る
。 シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・エ リア に

は,関 連 キ ー ワ ー ド(同 義 語 か 下 位 語)の 情 報 が,単 数 対 応 す る か複 数

対 応 す る か の 識 別 が あ り,複 数 対 応 の 情 報 が 記 録 さ れ て い る時 に は,そ

の情 報 を シソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ ル の ア ド レ ス に して 探 索 を 行

な う。 シ ソ ー ラ ス ・リ ン ク ・サ ブ テ ー ブル には,リ ンク し て き た キ ー ワ

ー ドか ら の 関 連 キ ー ワ ー ドの ア ド レ スが 記 録 さ れ て い る
。 こ の ア ド レス

を も とに,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の 該 当 キ ー ワー ドを ア ク セ ス す る。 ま

た 単 数 対 応 の 情 報 が シ ソ ー ラ ス ・ リン ク ・エ リア に 記 録 さ れ て い れ ば,
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そ の ア ド レス か ら キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル 自 身 を 探 索 して,関 連 キ ー ワー

ドを 得 る。

以 下 ・ キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル か ら キ ー ワー ド ・テ ー ブル へ,あ るい は,

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル か ら シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・テ ー ブ ル を 介 して キ ー

ワー ド ・テ ー ブ ルへ と,繰 返 し ア ク セ ス し て,最 大7パ ス(下 位 語 へ の

リン ク の 深 さ)ま で た ど っ て い く。

い っ ぽ う,関 連 キ ー ワー ドには,同 義 語 と下 位 語 の 識 別 が あ る
。 こ の

識 別 情 報 は,シ ソ ー ラス ・ リ ン ク ・エ リア の 先 頭 ビ ッ トに あ り,チ ェ ッ

ク を 行 な っ て,同 義 語 と下 位 語 の 関 連 を,関 連 語 リス トに 編 集 ・出 力 す

る。

キー ワー ド

関連語作成

キーワー ド

関連 語

フ ア イ ル

シソーラス

リンク

サ フテー フル

図4-30キ ー ワ ー ド関 連 語 リス ト作 成
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4.3シ ス テ ム の 利 用 方 法

KINDシ ステ ムは,ホ ス ト・コ ン ピ ュー タ と通信 回線 で 接続 さ れた ター ミ

ナ ル ・ステ ー シ ・ソ下 に あ る漢 字入 出力 装置 を 用 いて,オ ン ライ ン会 話 型で,

日本 語文 献情 報 の検 索 サ ー ビ スを行 な う情報 検 索 シ ステ ムで あ る。 また,検 索

シ ス テ ムを補 助 す る索 引 誌 サ ー ビ ス を,リ モ ー ト ・バ ッチ 形式 で 行 な う。

この 節 で は,利 用 者が,検 索サ ー ビスお よび 索 引 誌 サー ビス を 受 け るた め の

利 用手 引 きを概 説す る と ともに,シ ス テ ム運 用者 の た め に,文 献 デ ー タの作 成

方 法 と,キ ー ワー ド・デ ー タの作 成 ・登録 方法 につ いて,概 要 を述 べ る。

4.31検 索 サ ー ビス の利 用 方 法

(1)端 末 の構 成

検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ステ ムで 使 用 す る端末 の構成 を図4-31に 示す 。

(2)端 末 装置 の説 明

・ 各 装 置 の 配置

端末 の各 装置 は図4-32の よ うに配 置 さ れ て い る。

も
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⑥
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(2号 機)
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漢 字 プ リンタ装 置(KPR)

端 末 コ ン ソー ル ・タイ プライ タ

紙 テー プ読取 さん 孔 装置

li'三㌫ ド}一 スプ一 一)

図4-31端 末 装置 の構 成

一157一



漢

字

プ

リ

ン

タ

制

御

装

置

漢

字

プ

リ

ン
タ

装

置

日

日 タ
ル
イ

末

一
ラ

端
彩コタ

Ei?

エ

U-200

(2号 機)

U-200

(3号 機)

漢字'
CRT

7
ポ

昇
夏

、

キ ー ボー ド

⊆⊇

文
字
発
生
装
置

図4-32端 末 装 置 の 配置

・ 漢 字 デ ィス プ レイ装 置 の 盤面 配 列

㌘ 欝1復旧

キ ー ボ ー ド

岡

輌
旬

⑲ あ チ

;
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ポ イン ト ・キ ー
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書体キー

ゴシック

明
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①
②六一
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③ ⑦ 一1④ ⑧

●

図4-33 漢 字 キ ー ボ ー ドの 配 列

(漢 字 紙 テ ー プせ ん孔 装置 の 配 列 と同様)
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図4-34キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ の 配 列

・ 漢 字 デ ィス プ レイ(CRT)の 画 面 構 成

表示 画 面:検 索過 程 に おけ る各 種 メ ッセ ー ジ を表 示 す る部 分

操作 画 面:検 索 手 順 メ ッセー ジが 表 示 され,パ ラ メー タの入 力 に も使 う部分

図4-35画 面構 成
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,(3)検 索 コ マ ン ドの 説 明

KINDS(KINDシ ス テ ム と検 索 サ ー ビ ス ・シ ス テ ムIRSの 同 義 名 称)

に 用 意 さ れ て い る検 索 コ マ ン ドは11個 で あ る。 検 索 コ マ ン ドは,検 索 過

程 に お い て 作 業 の 流 れ を か え る 方 向 指 示 的 な 役 割 りを 行 な う重 要 な 入 力 デ

ー タ で あ る 。KINDSで は,入 力 が 容 易 に行 な え る よ うに,キ ー ボ ー ド ・

ア ダ プ タ の"プ ログ ラ ム ・ フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー"を 用 い て い る 。 こ の キ

ー を押 す こ とに よ り,任 意 の 検 索 コ マ ン ドが 使 用 で き る。 検 索 コ ン ドの 配

列 は 図4-36の と お りで あ る 。 な お プ ログ ラ ム ・フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

に は,KINDS用 の オ ーーバ レイ ・シ ー トを ス ト ッパ ー に 装 着 す る必 要 が

あ る。

闇 「 口口
キー ワー ド

入 力

口

固

固

定

存保

指

ハ ー ド

コ ピー

面

一ピ

画

コ

囲

[

「

囲

[

同
図4-36検 索 ゴマ ン ドの配 列

■

●

一160一



●

通 常,検 索 コマ ン ドが 入 力 され る と,パ ラメ ー タの催 促 を意 味 す る 囎入

力 指示 語"が 表 示 さ れ る。 検索 コマ ン ドの用途 は,そ れ ぞ れ以 下 の よ うで

あ る。

、

團
この検 索 コマ ン ドは,文 献 検 索 サ ー ビスの開始 を シ ステ ムに 知 らせ

る もの で,こ れ を押 す と各種 の フ ァイ ル開 設 と,デ ー タ,テ ー ブル の

イ ニ シ ャ ライズ が行 なわ れ る。 この コマ ン ドが押 され た あ とで な けれ

ば,他 の コマ ン ドの入 力 は 受付 け られ な い。

キ ー ワ ー ド入 力

こ の検 索 コマ ン ドは,文 献 検 索 に必 要 な キー ワー ドを入 力 す るた め

の コマ ン ドで,入 力指 示 語 と して 「検 索 キ ー ワー ドレ」 が 表 示 され る。

保存語指定

この検 索 コマ ン ドは,探 索 さ れた キ ー ワー ドの 中 か ら,検 索論 理式

を 作成 す るた め に必 要 な もの を保 存 させ る コマ ン ドで,入 力 指 示 語 と

して 「保 存 語指 示 レ」が 表 示 され る。

圏
⑨

この検 索 コマ ン ドは,検 索論 理 式 に よ って要 求す る文 献 を検 索 す る

た め の コマ ン ドで,入 力指 示語 と して 「検 索式 レ」 が 表 示 さ れ る。
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回
この 検 索 コマ ン ドは,検 索 式で 検 索 され た文 献 集 合 に対 して ,条 件

を付 け て絞 るた め の コマ ン ドで あ り,入 力指 示 語 と して 「条件b」 が

表 示 さ れ る。

匝
この検 索 コマ ン ドは,検 索 され た文 献 集 合 を,漢 字 デ ィス プ レイ

(KDP)あ る いは 漢 字 プ リンタ(KPR)に 表 示 ・出 力す るた めの

コマ ン ドで あ り,入 力指 示 語 と して 「出力 情報 レ」が 表 示 さ れ る
。

嗣
この検 索 コマ ン ドは,文 献検 索 サ ー ビス の利 用 終 了 を シ ステ ムに知

らせ る もの で,こ れ を押 す と終 了 メ ッセ ー ジが表 示 さ れ て,シ ステ ム

が 閉鎖 され る。

吟

ハ ー ド ・ コ ピ ー

この検 索 コマ ン ドは,KDPに 表 示 さ れ て い る文献 情 報 をKPRに

出 力 させ るた め の コマ ン ドで あ り,出 力 コマ ン ドを使 ってKDPに 表

示 した あ とで な けれ ば 受付 け られ な い。KDPの ハ ー ド ・コ ピーで は'

あ るが,画 面 の コ ピー とは 異 な るの で注 意 を要 す る。

口
この検 索 コマ ン ドは,検 索 の過 程 にお いて,各 種 メ ッセ ー ジが画 面

に収 ま りきれ なか った 場 合 に,継 続 す る情 報 を表 示 させ るた めの コマ

ン ドであ る。 メ ッセー ジが続 くとい う印 として"継"の 文 字が画 面 の

左 下 に表 示 され る。 また 原 則 と して"継"が 表 示 され て い な い ときに

●
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●

この コマ ン ドを入 力す る と,表 示 開 始位置 に戻 って再 表 示 す る。 た だ

し出 力 コマ ン ド後 の表 示 で は,1画 面 に収 ま った文 献 情 報 には"継"

が 表 示 されず,継 続 コマ ン ド押 下 に よって,次 の文 献情 報 表 示 に進 む 。

口
この検 索 コマ ン ドは,出 力 コマ ン ドに よ ってKDPに 表 示 さ れ て い

る 中途 の文 献 情 報 に対 して,1文 献 情報 ず っさ かの ぼ っ て表 示 させ る

コマ ン ドで あ り,出 力 コマ ン ドを使 ってKDP表 示 が 開 始 さ れた 後 で

な け れば 受付 け られ な い。

画 面 コ ピ ー

この検 索 コマ ン ドは,KDPに 表示 され て い る メ ッセ ー ジ を,画 面

単 位 でKPRに コ ピー す る コマ ン ドで あ り,検 索手 順 に従 わず いつ の

時点 で も使 用す る こ とが 可 能 で あ る。

(4)パ ラ メー タの 入 力 形 式

・ 入 力 の基 本 操 作

パ ラメー タの入 力操 作 は 漢 字 キ ー ボー ドの"鍵 盤"と"セ レクシ ョン

・キ ー"お よび キ ー ボー ド ・アダ プ タの"画 面制 御 キ ー"を 用 い て行 な

う。

パ ラメー タ を入 力で き るの はKDPの 操作 画 面 部 分 に ,必 ずHDM(ヘ

ッデ ィン グ ・マ ー クlb)お よび カー ソル(一)が 表示 され て い るこ と,さ

らにキ ーボ ー ド ・ア ダ プタ に あ る表 示 ラン プのKEYINお よび

CPURDYが 点 灯 して い る こ とが 前提 条件 で あ る。

文 字 の入 力 は,漢 字 キ ー ボ ー ドの"鍵 盤"と"セ レク シ ョ ン ・キ ー"の

同 時 操作 で 行 な う。"鍵 盤"上 に並 んだ文 字 の うちか ら,入 力 した い文 字

が あ るキ ーを押 し,そ の文 字 が あ る相 対位置(左 か ら縦 に1～8ま で)を

"セ レク シ
ョン ・キ ー"に よ って指 示 す る。

一163一



た と え ば,

る 。

「デ ー タ 」 と入 力 した い と き は,図4-37の よ うに 操 作 す

デ

"鍵 盤"

ド

バ

ビ

プ

ダ

ヂ

ヅ
⑦

一

り"セ し!クシ
ョン・キ ー④

⑥

一

夕

ス

セ

ソ

②

ケ

コ

サ

シ

⑧

図4-37文 字 の入 力操 作

パ ラメ ー タ の入 力 中に誤 操作 で間 違 った 文 字 を入 力 した とか,必 要 な文

字 を抜 か した 場合 は次 の よ うな操 作 で パ ラメ ー タの訂 正 を行 な う。

文 字 自体 を直 した い と きは,キ ーボ ー ド ・ア ダ プタ の"画 面 制 御キ ー"

にあ る カー ソル 移 動 のた め の 日(他 に日,[コ,[口 が あ る)を 押 して,訂

正 した い文 字 の 下 に カー ソル を移 動 させ,正 し い文 字 を入 力 す る。 た とえ

ば,「 ケ イサ ン キ」 と入 力 した つ も りが,「 ケ イ タ ソキ」 とな って し ま っ

た ときに は次 の よ うに行 な う。

ケ イ タ ン キ._

口

E]で ・一・・・を働 させる

ケ イ サ ン キ

正 しい文字 を入力する

●

も
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●

、

文 字間 に文 字 を挿 入す る ときは,挿 入 した い位置 に カー ソル を移 動 し,

竃 面制僻 ゴ の[挿 入]を 押す.そ のあ ・挿入 ・た い文 字歓 力す る。

なお,以 上 の よ うに文 字 の訂 正,挿 入 を行 な った 場 合 は,カ ー ソル移 動

用の キ ー を使 って,最 後 の文 字の 次 の位 置 に カ ーソ ルを移 動 し てお くこ と

が必 要 で あ る。

・ パ ラメ ータ の入 力形 式

パ ラメ ータ は次 の よ うな 形式 で 入 力 す る よ うに な って い る。

入力指示語 」 パラメータ雫 ラメー⑫"◆"⇔

HDM(一 。 デ,ン グ.マ ー 。)＼_セ パ レー タ

入 力 指 示 語 は,パ ラメ ータ の種 類 を表 わす 「語」 で,HDM付 きで シ

ス テ ムか ら表 示 さ れ る。 した が っ て,利 用者 が実 際 に入 力す る のは パ ラ

メー タ① 以 降 で あ る。 セ パ レ一 夕は,後 にっ つ く
.パ ラ メー タ に付 く識 別

区 分で あ り,途 中 のパ ラメ ー タを省 略す る と きは,省 略 分 の数 だ け セ パ

レ一 夕 を送 らな けれ ば な らな い。

〈 例〉

入 力指示語 ・パ ・・一・①ニ パ ・・一・③ ⇔

セ パ レ ー タ

(パ ラ メ ー タ② を 省 略)

㊨ ま,必 要な パ ラ メー タ の入 力 操 作が 完 了 した後,ホ ス ト側(シ

ス テ ム)ヘ パ ラ メ ー タ を 送 る た め の 操 作 で,キ ー ボ ー ド ・ア グ プ タ の

㌔ ン ・・一ル ・キ ー"に あ る[送 信]を 押 す
.パ ラ ・一 八 力後 は,

必 らず この キ ーを押 さな けれ ば な らな い。
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⑤ 入 力が 許 さ れ る文 字の 種 類

KINDSで は,パ ラ メ ー タの 入 力 に 許 され て い る文 字 の種 類 は表4-

2の とお りで あ る。 な お,鍵 盤 位置 の記 号 は,漢 字 キ ー ボ ー ドの文字 配列

に割 付 け られ た もの で,漢 字 コー ドとは異 な る。(付 録 を参 照)

(6)キ ー ワー ドにつ い て

KINDSは,利 用 者 の 要求 す る文 献情 報 を,キ ー ワー ドを 用 いて 探索

す る検 索 シス テ ムで あ る。 キ ー ワー ドは,あ る文献 の内 容 を端 的 に表 わす

短 い言 葉 で,文 献 を検 索す る際 の キ ー とな る もの で あ る。 通常,文 献 には

複 数 個 のキ ー ワー ドが付 け られ て いる。 した が って,利 用 者 は 自分 が 要求

す る文 献 情報 を得 られ る よ うに,上 手 に言 葉(キ ー ワー ド)を 考 え て検索

を行 な うこ とが必 要 で あ る。 この キ ー ワー ドには 検索 に使 え る もの(デ ィ

ス ク リプタ)と 直接 には 使 えな い もの(非 デ ィス ク リプ タ)が あ り,利 用

者 は 次 にあ げ る注意 事項 を考 慮 してキ ー ワー ドを選 ぶ よ うに す れ ば よい。

・俗 称,造 語 は さ けた ほ うが よいが,習 慣 で使 わ れて いる ものは使 用で き

る(登 録 され て .いる)。

.意 味 の不 明確 な もの は,萌 確 な表 現 にす る。 た とえば,「 デー タ」 は

「デ ー タ検 索 」,「 デー タ構 造 」,「 デー タ処 理 シ ステ ム」 な どに して

使 用 す る。

・使 用頻 度 の高 い言 葉 を選 ぶ 。

・単 純 に概 念 を表 わす 言 葉 が よ い。

入 力 さ れた キ ー ワー ドは,そ れ を 基 に 関連 す る 「語」 が 展 開 され て,サ

ー ビスが 行 な わ れ る。 そ の方 法 は,「 前方 一 致 」 に よる もの と,「 シ ソー

ラス」 に よ る もの とが あ る。

当 シ ス テ ムの前 方 一致 は,次 の2と お りの方 法 で行 な って い る。

・キ ー ワー ドが キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登 録 され てい る 場合,カ タ カナで

入 力 され た キ ー ワー ドを漢 字 モ ー ドに変 換 した うえで,漢 字 モ ー ドのキ

ー ワー ド(漢 字 キ ー ワー ド)が 前 方 一 致す るキ ー ワー ドを探 索 す る。
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⇔

》

表4-2パ ラ メー タ入 力可 能文 字種

文 字 種 類 字 数 鍵 盤 位 置

(カ タカナ)

ア ～ ク 75 ⑩A1～B4

ケ ～ タ C1～D4

チ ～ ネ E1～F4

ノ ～ ミ G1～H4

ム ～ リ 11～J4

ル 、 ～ ン
A5～B6

ガ ～ ギ B7～B8

グ ～ ゾ C5～D8

ダ ～ ブ E5～F8

べ ～ ポ G5～H7

一(長 音) J6
"(濁 点)

A15

。(半 濁点)
OL4

(英 字)

A～H 26 ⑩E9～F12

1～P G9～H12

Q～X 19～J12

Y～Z K9～K10

(数 字)

1～8 10 ⑩K5～L8

9 M5

0 M6

(特 種)

・(ピ リオ ド) 13 ⑩18

一(等 号) P24

ON21

*(ア ス タ リスク) ⑩M24

((左 カ ッ コ) OI21

)(右 カ ッ コ) 122

・(セ パ レ一 夕) J24

+(プ ラス) ΦM21

一(マ イ ナ ス) M22

← K23

一一 〉 K24

/(ス ラ ッ シ ュ) E23

&(ア ン パ ー サ ン ト) 013

ク ワ タ(空 白の代用) 鍵 盤 の下方にあるファンクション・キーで,右 か ら

14番 目 で あ る。 セ レ ク シ ョ ン ・キ ー は ① を押 す 。
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例

集 積 回路 《"シ ユ ウセキ カ イ ロ"を 入 力

集 積 回路 ボ ンデ ィング

集 積 回 路 メ モ リ

集 積 回路 要素

・キ ー ワー ドが キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登録 され て い ない場 合 ,カ タ カナ

で 入 力 され た キ ー ワー ドと同 一 の ヨ ミガ ナを,キ ー ワー ドの 前部 に持 つ

もの を探索 す る。

例

確 率 オー トマ トン← 一"カ ク リツ"を 入 力

確 率回 路

確 率学 習

確 率 系

確 率 的計画 法

確 率 的 デ ィシ ジ ョン トリー

シ ソー ラス に よ る探 索 は,入 力 した キ ー ワー ドが キ ー ワー ド・テー ブル

に 登録 さ れ て い る場合 に,そ の キ ー ワー ドに対 して 下位 概念 に あた るキ ー

ワー ドの 階層 か ら,1ラ ン ク下 の 下位 語 に つ い てサ ー ビスす る。 した が っ

て何 段 階 もの 階 層 関係 が あ る よ うな キー ワー ドは,順 次 キ ー ワー ド入 力 し

て,1段 階 ず つ の シ ソー ラ ス ・サ ー ビ スを うけな け れ ば な らな い。

例

・周 辺装 置 ←"シ ュ ウヘ ン ソ ウチ"を 入 力

入 出 力装 置 →1ラ ンク下 の 下位 語 が サ ー ビスさ れ る

入 出 力装置 ←ttニ ュウ シ ュ ツ リョク ソ ウチ"を 入 力

:灘}一 ・ラソ・下の下位語がサ… される

一 一→ 以 下 の ラ ンクは 順 次 入 力 し て
,サ ー ビ ス を う け る。
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口)検 索論 理式 の作成

実 際 に 利 用者 が キ ー ワー ドを用 いて,文 献 情 報 の検 索 を行 な うには,キ

ー ワー ドを組 合 せた 検 索 論 理式 を作 る必 要が あ る。論 理式 の 基本 的 な操 作

は 次 の3つ で,カ ッコ内は そ の演 算 子で あ る。

・AND(*)

キ ー ワー ドAの もっ文 献 集合 に お いて キ ー ワー ドBの 文 献 集合 を含

む。

A*B

・OR(+)

キ ー ワー ドAの 文 献 集 合 とキ ー ワー ドBの 文 献 集合 を 統 合す る。

A*B

・NOT(一)

キ ー ワー ドAの もつ 文 献 集 合 か らキ ー ワー ドBの 文 献 集 合 を取 除 く。

い

A-B

1つ の 検 索論 理式 に使 用で き る演算 項 目の最 大個 数 は6個 で あ る。 また

必 要 に応 じて カ ッ コを許 す。
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例(01+02)*03

＼

01

03

02

利 用 者が 目的 とす る文 献情 報 を得 るた め には,ま ず キ ー ワー ドを含 ん だ

短 い文 章 を作 成 し,そ の 文 章 か ら各 キ ー ワー ドの関 係 を,演 算 子 で結 合 し

て,文 章 を論 理式 で 表 現 す る。

例 「磁気 デ ィス ク と磁気 ドラ ムの記 憶 特性 に 関す る文 献 情報 」

語 番 号 キ ー ワー ド

01磁 気 デ ィス ク

02磁 気 ドラム

03記 憶特 性

式:(01十 〇2)*03

(8)検 索 の準 備 作業

・ 電源 の投 入 ・切 断 お よび 注 意事 項

端 末の機 器 類 は,個 別 に電 源 を入/断 ず る。

【U-200】

U-200に っ い ては,タ ー ミナル制 御 用(2号 機)と 漢 字 デ ィス プ レ

イ制 御 用(3号 機)の2台 を操 作 す る。
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も

■

FACOM U-200

oo o o oo

ENTRY .

oooo oooo ooo

ooo oooo oooo oooooo

OFF㍑ LOCK
'

キ ー を 差 込 み 投 入(ON)
.

切 断(OFF)に す る。

(端 末 コ ン ソー ル ・タ イ プ ラ イ タ)一.-

RIBBONPOWER

E=亡 コ[コ=コ 投 入(赤 点側 を押 す)

むぼし

β@@@切 断(無 印側を押す)
OFL

』 必ず。酬 であること

(モ デ ム)

投 入(ブ タを 開 け て押 す と横 の 赤 ラン プが 点灯 す る)

切 断(〃 〃 消 え る)
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(漢 字 プ リンタ制 御装 置)

この 装 置 は,特 に 使 用 しな けれ ば 電 源 を投入 しな くて も よ い。

解 、、1穰 ファンクシ。嫡

カウンタ[遜 團

遍]目 口

投入(押 す と点灯す る)

切断(押 す と消え る)

押 して自動 にす る

入 の とき緑 色 の ラ ンプが,10秒

位 で つ く

(漢 字 デ ィス プ レ イ)

漢 字 デ ィス プ レイ は,漢 字 キ ー ボ ー ドと キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ の

2箇 所 を 操 作 す る。

キ ー ボ ー ド キーボー ド・アダプタ

投入(押 す と点灯す る)

切断(押 す と消える)

キーを差込み

投入(右 へ廻す)

切 断(左 へ廻す)

旬

砲

一172一



(文 字発生装置)

⇔

、

投入

切断図
投入(押 す と点灯す る)

切断(押 す と消 える)

(紙 テ ー プ ・ リー ダ)

紙 テ ー プ ・ リー ダ はU-200の 上 部 に 内 蔵 さ れ て い る。

田面

甲 。 。

U-200

ボックスから

引出す

上か ら見た ところ

⇔ § ・・◎ ・・

PR

投入(・N)欝 ヅ/

lL__」 一

切断(OFF)す る

◆

・ シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム の ロー ド

検 索 に先 立 っ て,U-200に は 以 下 の 要 領 で シ ス テ ム ・プ ・ グ ラ ム を

ロー ドして お か な け れ ば な ら な い 。

●
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① ・一 ドす る シ ス テ ム ・プ ・グ ラ ム と 装 置

システム 装 置

プログラム
U-200 紙 テ ー プ ・リー ダの 機 番

　　 　　

TSSP

(端 末 シス テ ム ・プ ログ ラ ム)
2号 機

16進 表 現 ¶¶0320"

㎜R～ 叫 。・。。{。。・・1・ …{・ 。。叫

KDPCP

(KPD制 御 プログラム)
3号 機

16進 表 現"0220"

ENrRY→lOOOoloo●(〉}oo●o{ooool

●ON

oOFF

② ・一 デ ィ ソグの手 順

TSSPとKDPCPの ロー デ ィ ング順 序 は特 に定 ま って い な いが ホ

ス ト側 と会 話 を行 な うにはTSSPの ・一 ドは 不可 欠 で あ る。 、

U-200を ク リア す る

PCLEAR紙 テ ー プ を 紙 テ ー プ ・ リー ダ に正 し くセ ッ トし,同

じく ・一ダのパネルにあ る 陶 釦 を押す・ この釦が点灯 ・た

こ と を 確 認 後,次 の 操 作 を 行 な う。

U-200パ ネ ル 上 の"STOP"→ 「tCLEAR"→"LOAD"

ス イ ッチ をON(す ぐ 戻 る)に す る と,紙 テ ー プ を 読 む 。 紙 テ ー プ

読 込 後,U-200の"DATA"ラ ン プ が 点 滅 し て いれ ば 良 い。

シ ス テ ム ・ プ ロ グ ラ ム の ロ ー ド

PCLEARの と き と同 じ要領 でTSSPを2号 機 にKDPCPを3

号機 に セ ッ トして,各 ス イ ッチ類 を操 作 す る。 読込 終 了後,シ ステ

ム ・プ'ログ ラム に応 じて次 の よ うな現 象 が見 られ る。

TSSPの 場 合

端 末 コン ソ ール ・タ イ プ ライ タ に次 の メ ッセ ー ジが 出力 さ れ る。

*TSSPREADY*〈V=02/L=02>
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ひ

KDPCPの 場 合

KDPの 画面 が全 面 的 に消 去 さ れ,約1分 後 に キ ー ボ ー ド ・アダ

プ タ 上 の 表 示 ラ ン プ

す る。

・KINDSの ロ ー ド

KEY・N]お よび CPURDY が 点灯

KINDSは 端 末 コ ン ソール ・タ イ プ ライ タか ら次 の手 順 で起 動す る。

起 動 には 端末 起 動 に よる もの と,CPS起 動 に よる方 法 が あ るが,現 在

は 端末 起 動 に よ る方 法 で行 な って い る。

端末 ・ ン・一 ル ・タイ プ ・ イ ・の[亟]キ ー を押 す 。

***が 出力さ れ る。

∠⊆璽 を入力する.

匝 ランプ(龍)が 点灯 ・て,入 力可能 の状態 ・な る。

J¥¥CON J-KINDS復 改 を入 力す る。

続 けて・ 画 キーを押す。***が 出力される。

/E(i醒)を 入力す る。

ジ ョ ブ バ ン ゴ ウ ハKINDSデ ス を 出 力 す る。

・ス タ ッ ク カ ン リ ョ ウを 出 力 す る
。

・ジ ョ ブ カ イ シ を 出 力 す る
。

・¥¥CONNECTコ マ ン ド セ イ ジ ヨ ウ シ
ュ ウ リ ョ ウ を 出 力 す

る 。

***KINDシ ス テ ム 八 口 ー ド サ レマ シ タ.～ を 出 力 す る。

以 上 で準 備 作業 が 終 了 し,KDPに よ る検 索 サ ー ビスが 可 能 とな る。

左 お,実 際 の使 用 例 は 図4-38に 示 す とk・りで あ る。
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***/C

¥¥CONJ=KINDS

***/E

シ"ヨ フs'A"ン コ'tウ ハKINDSテ"ス

・スタツク カンリヨウ

●シ"ヨ フ"カ イシ

・¥¥CONNECTコ マント"セ イシ"ヨ ウ シユウリヨウ

***KINDシ ステム 八 日ート"リ レマシタ・KDPテ"ケ ンサク オ ハシ"メ テクタ"ワ イ(10:56:10)***

・セツソ"ク チユウ ノ メツセーシ"・ プアイル カ"シ ョウ千ヨ サレタ・ セツタ"ン スル

.シ"ヨ フ"オ ワリ

図4-38KINDSの ロ ー ド

(9)検 索 の手 順

端 末 タイ プライ タ か らKINDSを 起 動 させ たあ と,漢 字 デ ィス プ レイ

を操 作 す る こ とに よっ て文 献検 索 サ ー ビスを 受 け る こ とが で き るわ けで あ

るが,検 索 の手 順 は 図4-39の よ うな流 れ に そ って行 なわ れ る。

ただ し,こ の 流れ は く り返 し動 作 を考 えな い場 合 を表 わ した もの で,通

常 は 試行 錯 誤 の く り返 しで 行 なわ れ る。 したが って思 考 過 程 にお いて,前

に 戻 る流 れ が 必要 となっ て くる。 図4-40は 検索 過 程 の途 中で 割込 みが

許 さ れ る関係 を,検 索 コマ ン ドの レベ ル で表 わ した もの で あ る。

次 に検 索 操 作 を 説明 す る。 手 順 は画 面 下 方 に手 順 メ ッセ ー ジが 表 示 さ れ

るので,そ れ を理 解 して操 作 を行 な う。

■

、
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ひ

P

●

思 考 過 程

検索を開始する

1キー・一・を考え・

必要 なキー ワー ド

を保存

検索式を考える

条件を与えたい

文献が見たい

検索を終了する

コ マン ドお よび(パ ラ メー タ)

1>会 話 開始 コマン ド

【〉 キ ー ワー ド入 力 コ マ ン ド

(キ ー ワ ー ド)

[〉 保 存 語 指 定 コ マ ン ド

(語 番 号)

t>検 索 式 コマン ド

(検 索論理式)

£〉 条件 コマン ド

(条 件項 目)

」〉 出 力 コ マ ン ド

(出力形態出力方法)

t>会 話終了 コマン ド

主 な画面表示

キーワード

関連情報

闇

文 献

図4-39検 索 の 流 れ
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保存語

指 定

キーワー ド

入 力

いつで も入力可

口 ㌻㌔

サ ブ コマ ン ド

図4-40検 索 コマ ン ドの割込 み レベ ル

検索を開始する

　 作:圃
_る.

画 面 の状 況:

コマ ン ドを押 して約25～35秒 後 に 「 只今 か ら科 学 技 術 文献 の

G

■
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ひ

検 索 サ ー ビ ス を 開 始 し ます 。 」 と い う メ ッセ ー ジ を 表 示 す る 。

パ ラ メ ー タ:

無 し

パ ラ メ ー タ に対 す る応 答:

無 し

備 考:

こ の コ マ ン ドはKINDSが 完 全 に ロー ドさ れ て い る と き で な い

と 受 け られ な い。

キ ー ワー ドを 考 え る

コ マ ン ド操 作:キ ーワード

入 力 を 押 下 す る 。

画 面の状況,

画 面 に 表示 され て い るメ ッセ ー ジを全 面 的 に消去 し,操 作 画 面 部

に 入 力指 示 語 「検 索 キ ー ワー ド」 を表 示 す る。

パ ラ メー タ:

〔キ ー ワー ド 〔.選択 子 〕〕(董 櫛

説明

キ ー ワー ド:キ ー ワー ドは次 の文 字で構 成 され て お り,入 力

文 字 数 は最 大40字 で あ る。

カ タ カナ(大 文 字の み)・ 濁点 ・半 濁点 ・長 音

数 字

英 字(大 文 字のみ)

特 殊 文 字

ハ イ フ ォ ン(長 音 と同 じ記 号 ・&・/・ ピ リオ ド

空 白(ク ワタ)

1回 の操 作 で入 力で き るキ ー ワー ド数 は1語 で あ る。
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選 択 子:選 択 子 は キ ー ワー ドの探索 方 法 を指 示 す る。

0… … 前方 一 致 探 索

1… … シ ソー ラ ス探 索

な お,選 択 子 を 省 略 した ときは,前 方 一致 探 索 を指 定 した と

み なす。

前方 一 致探 索 お よび シ ソー ラ ス探 索 につ いて は,(6)キ ー ワー

ドにっ いて を参照

パ ラ メー タ に対 す る応 答:

パ ラメ ータが 正 常 に入 力 さ れた とき の応 答 は,次 の3と お りで あ

る。

キ ー ワー ドが 探 索 さ れた とき

十
〇〇12≠ 言藷　 一 ～_
0151N形 式言語

|ir2;量1餐

＼文献轍
語番号

・・十

区 分

空 白:デ ィス ク リプタ

N:前 のデ ィスク リプタ

に対する下位語

*:非 デ ィスク リプタ

U:前 の非デ ィスク リプ

タに対す る同義語

.キー ワー ドが 無 い と き

表 示画 面 の下 方 に エ ラー ・メ ッセ ー ジを表 示 す る。

同音 異義語 が 検 出さ れた とき

十
・・ 一 十

一 入力したキー・一・

;翼}同 音蟻語
㌧一 一一一→ 同音異義指定番号

一180一
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じ

こ の場合,操 作画 面部 に入 力指 示 語 とし て 「同音 異 義 指 定番 号」

を表 示 す る。

ノくラメ 一 夕:

〔同音異義指定番号〕 ⇔

説明

同音異義指 定番号:表 示画面に表わされてい る番号 を選択 して

入力す る。

パ ラメー タ に対す る応 答:

キ ー ワー ドが 探 索 され た とき と同 じ状 況 とな る。

備 考:

oパ ラ メー タ全 体 を 省 略 した ときは,パ ラメー タ の取 消 しを意 味 す る。

必要 な キ ー ワー ドを保 存

コマ ン ド操 作:保 存 語

指 定 を押 下 す る。

画 面 の状 況:

最 後 に探 索 した キ ー ワー ドを画 面 に表 示 し,操 作 画 面部 に入 力指 示

語 「保 存語 指 示 」 を 表 示す る。

パ ラメ ー タ:

〔指 示子 〔.語 番号 〔.語 番号 …… 〕 ⇔

説 明

指 示 子:キ ー ワー ドの保 存方 法を指 示 す る。

S… … 語 番 号 で指 定 した キ ー ワー ドのみ を保 存 す る。

A… …画 面 に表 示 され て い るキ ー ワー ドを全 て 保 存 す る。

L… … 現 在,保 存 され て いるキ ー ワー ドを閲 覧 す る。
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語 番 号:画 面 の左 端 に表示 され て いる指 示子 がSま た はDの とき

は必 ず 指 定 しな け れぽ な らな い。 語番 号 は セパ レ一 夕で

区切 れば1回 の入 力操 作 で18個 まで 指 定 で き る。

パ ラメー タ に対 す る応 答:

パ ラメー タが 正 常 に入 力 さ れた とき の応 答 は,次 の2と お りが あ る。

指示 子 をS,Aま た はDで 指 定 した とき

十 十

現在登録 されてい る総件数

である

保存語 は7伐 己録 されました。

指示子 をLで 指定 した とき

十

〇|58問 題解決

0247国 際会議

039国 際関係

0441国 際協力 保 存 語

053国 際法

065条 約

073パ リ条約}}
＼→ 語番号 ＼→ 文献 件数

この場 合,操 作画 面 に入 力 指示 語 「保 存 語 指 示 」 を表 示 す る。

'
ノくラ メー タ:

〔指示子・瀦 号〔藷 翻 ・一 〕(⑫

説 明

十

指 示 子 この 場合 の指 示 子はDの み で あ る。

D… …保 存 さ れ て いる キ ー ワー ドの うち,不 要 とな った もの を

消 去 す る。

●

ρ
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、

'

語 番号:保 存 したキ ー ワー ドに付 け られた2ケ タの 語 番 号 で あ

る。.

パ ラ メー タ に対 す る応答:

前述 の とお り

備 考:

oパ ラメ ー タ全体 を省 略 した ときは ,パ ラメ ータ の取 消 し を意 味 す る。

。保 存で き る個 数 は最 高30個 で あ る。

・探索 ・た キ ー ・一 ・樋 ・て見 た い ・き… 国 ・マ ソ ・を押 す
。

検 索式 を考 える

コ マ ン ド操 作:

闇 を押下する・
画 面 の状 況:

保 存 され て い るキー ワー ドを画 面 に表 示 し,操 作画 面部 に入 力 指 示

語 「検 索式 」 を表 示 す る。

パ ラメー タ:

〔式番号.検 索論理式 〕(㊥

説 明

式 番 号:式 番 号 は検 索論 理 式 に付 け る番号 で あ る。

Knn… … この 式番 号 を 用 いる とき,論 理式 の 演算 項 目は保 存 さ

れ た キ ー ワー ドに付 け られ た 語番号 であ る。

Lnn… … この 式番 号 を 用 い る とき,論 理式 の演 算 項 目にはK皿

の式 番 号 が使 え る。

nnは01～05の2ケ タの数 字 で,0は 省 略 で きな い。
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検索論 理式:要 求す る文献 を探す ため,論 理式を指定す る。(7)

検 索論理式の作成 を参照

パ ラ メー タ に対 す る応 答:

パ ラメ ータが 正 常 に入 力 され た ときの応 答 は 次 の とお りで あ る。

十 十

適 合 件数

KOlは3有 り ま した。

KO1.(03十 〇4)*02
へ((((((!〉 ～▽ した パ

ラメータ

ii繊}嚇 式番号と検　 )
　
＼→語番号

備 考

。パ ラメ ータ全 体 を省 略 した ときは,パ ラ メー タの取 消 しを意 味 す る。

o演 算 項 目にKnnを 使 用 した 場 合,Knnを 作 成 した ときの 構成 要素,

論 理式 は表 示 さ れな い。

条 件 を与 えた い

… ・操作・国 を押下する・

画面 の状況

式番号 および条件番号 の検索件数 を画面に表示 し,操 作画面部 に入力

指 示 語 「条 件」 を表 示す る。

パ ラ メー タ:

〔条幅 号 式智 〔溌 行年 〔郷 国 〔.言語 〔.記駆 分〕〕〕〕〕蓮)

説 明

条 件 番 号:条 件番 号 は 条 件 を 与 え る式 番号 に付 け る番 号 で あ る。

Jnn… …nnは01～03ま で の2ケ タの 数 字 で,0は 省 略 で き

な い。
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◆

モ
ノ

式 番 号:条 件 を与 え た い式 番 号 を指 定 す る。 た だ し,検 索 件 数 が

0(空 集 合)で ない こ とが条 件 で あ る。

発行 年:発 行 年 は,文 献 が発 行 さ れた 年 に よって文 献 集 合 を制 限

す る もので,こ こで与 え る年 は 西暦 の 下2ケ タ の 数 字で

あ る。

=nn… …19nn年 に 発行 され た文 献

←nn… …19nn年 以 前 に発 行 され た文 献

nn→ … …19nn年 以 降 に発 行 され た文 献

nn→ ㎜ … …19nn年 か ら19mm年 まで に 発行 さ れ た文 献

発 行 国:発 行 国 は,文 献 が 発 行 さ れ た 国 を 限 定 し て 検 索 す る。 発

行 国 は3ケ タ の コ ー ドで 指 定 す る。 コ ー ドは 巻 末 の 付 録

を 参 照

=・CCC… …CCCで 発 行 さ れ た 文 献

－CCC… …cec以 外 で 発 行 さ れ た文 献

CCC1+CCC2… …CCC、 ま た はCCC2で 発 行 さ れ た 文 献

CCC1十CCC2十CCC3… …CCC1,CCC2,ま た はCCC3で 発

行 さ れ た 文 献

言 語:言 語 は,文 献 を記 述 して い る言 語 を 指定 す る。 言 語 コー

ドは,2ケ タ の 英 字 コー ドで指 定 す る。 コー ド表 は 付 録

を参 照

=Z.L… …LLで 記述 され た文 献

Zム+LZ.,… …Zム またetLL2で 記 述 さ れ た 文献

銘+Le2+Le3… …Le,,「z2,ま たはes3で 記述 された文献
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記 事 区 分:文 献 の 種 類 を2ケ タ の コ ー ドで 指 定 す る 。 コー ド表

は付 録 を 参 照 。

-dd・ ・… ・ddの 文 献

－dd… …dd以 外 の 文 献

パ ラ メ ータ に対 す る応答:

パ ラ メー タが 正 常 に入 力 され た ときの応 答 は ,次 の とお りで あ る。

十

⊥01は1件 有 り ました 。
ヘ ノ　 ざ ヘノヘゾ

条件』__条 件番号
式番号KO2

発行年1976年

発行国 アメリカ合衆国 日本 フランス

記述言語 英語 フランス語

記事区分 解説的記事(解 説〉

考:

十

.
、

備

oパ ラメ ー タ全 体 を省 略 した ときは ,パ ラメ ー タの取 消 しを意 味 す る。

。この条 件 は 夕検 索論 理式 で適 合 した 件 数 が 多す ぎる よ うな どき指 定

す る と よい。

o指 定 を省 略 した項 目にっ いては ,す べ て を適 合 とす る。

文献観 たい1

・… 操作・□ を押下す;・

画 面 の状 況:

式 番 号 お よび 条件 番 号 に対 す る検 索 件数 を画 面 に 表示 し,操 作 画 面

部 に入 力指 示 語 「出力情 報 」 を表 示 す る。

パ ラ メー タ:

〔出 力形 態.式 番 号 あ るいは 条 件番 号 〔.出 力 開始 位 置 〔.選 択 子 〕〕〕

⇔
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亀

説 明

出 力形 態:文 献 を表 示 ・出 力 させ る装置 を指 定 す る。

漢 字 デ ィス プ レイ装 置(KDP表 示)

漢 字 プ リンタ 装置(KPR出 力)

な お,出 力形 態 を省 略 した と きは,KDP表 示 を指 定 した とみ

な す 。

式 番 号 あ る いは条件 番 号:こ れは,表 示 ・出力 させ た い文 献集

合 を指 定す る もの で,必 ず指 定 し なけ れ ばな らな い。

出力 開 始 位 置:こ の 指 定は,式 番号 あ る いは条 件 番 号 で指 定 し

た 文 献 集合 に対 し,集 合 の先 頭 よ り何 件 目か ら表 示 ・出 力す る

の か を指 定 す る。 この指 定 は,4ケ タの数 字 で次 の よ うな 範 囲

で行 な う。

0<nnnn≦ 検 索件 数

上 位 の0は 省 略 で きな い。

な お,出 力開 始位 置 を省 略 した ときは,集 合 の先 頭 か ら とみ な

す。

選択 子:選 択 子 は 一部 の項 目に つ いて表 示 ・出力 の 要 ・不 要 を

指 定 す る。

0… … 原文 標 題,資 料 名,巻,号 は表示 ・出 力 しな い 。

1… … 原文 標 題,資 料 名,巻,号 を含 め て表 示 ・出力 す る。

なお ・選 択 子 を省 略 した ときは,原 文 標題 な どは表 示 ・出 力 し

な い。
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パ ラ メー タに 対す る応 答

パ ラ メータが 正 常 に入 力 さ れ た ときの応答 は,次 の2とbり である。

出力 形態 にKDPが 指 定 さ れ た と き

涜瀟 撫 一_ρ ザ+
記事区分:解 説的記事(解 説)出 力位置

使用言語:ド イツ語(1件 目)

発行国:西 ドイツ

著者名:旦 ⊥旦エ ⊆

発行年:1975

抄録文:こ の報文は1974年8月16日 から1975年8月15

日までの間に西独政府 が結ん だ国家間海運協定 をまとめたもので,海

運協定,資 本援助協定.投 資促進契約1二 重課税協定の四部に分 かれ

ている。これらの協定で維持 されている海運規則は ドイツ商船が世界'一」輸送
への参加 を確保 し.鰐 多 多一≠ 一`。篭

出 力形 態 にKPRが 指 定 さ れ た とき

この ときは,画 面 に表 示 さ れ て いる メ ッセ ー ジを全 面 的 に消 去 し,

操 作画 面部 に入 力指 示語 「出力 方 法」 を表示 す る。

パ ラ メー タ:

〔出力方法 〔.出 力件数 〕〕 ⇔

●

出力方 法:こ れ は,文 献 の 出 力 を 直接KPRに 出す か,一 旦 フ ァイ

ル に格 納 して お き,あ とで 出 力す るのか を指 定す る。

0… … フ ァイ ル 出力

1… … 直接 出力

出 力件 数:何 件 出 力 させ る か を3ケ タの 数 字で 指 定す る。

範 囲 は0<nn≦100

上位 の0は 省 略 で きな い。

なお,出 力件 数 を 省 略 した 場 合 は,

件 数 以 内で 出力す る。

100件 を限度 と して文 献 集 合 の

酋

'
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パ ラメ ー タに対 す る応答:

パ ラ メー タが正 常 に入 力 さ れた とき,KPRに は次 の よ うな 書 式 で 文

● 献 が 出力 され る。

_B_了6061853

全 世 界農 業進展 戦略 と環 境

KO100002

記事区分:解 説的記事(文 献 レビュー)

使用言語:英 語

発行国:オ ランダ

著者名:.QgB.⊥MΩB、 工 －L.且

発行年:1915
抄録文:次 の世紀に向か って世界の食糧事情は大きな変革 を見るで

あろう。'14年 の世界食糧会議 では次 の25年 間に食糧生産 を2倍

にすべくそのために従来の農作業 を水平 にも垂直方向にも著るしく拡

大することを要請 したがエネルギー',水,物.土 地の不足に直面 して

その達成 は容易でない,一 方従来の農法 をこの まま拡大するのでは環

境破壊は著るしく土地侵食 ・,水の富栄養化 、肥料の投棄,持 久性農薬

放流などを伴ないしかも農作物収量は漸滅する。これらの問題 と平行

して食糧問題 を解決するには従来の農業に一大改革を加え環境問題を

も同時に満足するような方策 を立 てる必要がある

旦7606|呂54

世 界 食糧 会議 の概 観

KO100003

記事区分:解 説的記事(文 献レビュー)

使用言語:英 語

発行国:オ ランダ

著者名:旦 ⊥-SY{A -$-M且

発行年:1975

抄録文:こ の会議 は全人類 に関す る重要事項の討議及び計画のため

開 かれた。世界の食糧事情はきん遣 しており開発途上国の食糧需要は
'85年 まで年々3

.6%増 大 しこれを供給する先進国は毎年85×

106ト ンの食糧を輸出せねばな らず輪入国の経費はばく大な額にな

る,こ の会議での収穫の一 つは.EAΩ と連携 しての世界食糧協議会の

設置 であつた。また世界農業基金の設立 も賛同 されたが具体的方法に

決まっていない。その他国際穀物貯蔵 システム.途 上国への殺虫剤の

供給,水 管理の合理化,国 際肥料供給制の強化,農 業技術訓練促進 、

土壌保全,婦 人労働の確立,人 口と食糧供給バランスの改善などにつ
いて討議 された

さ ら に規 定 の件 数fiけ 出 力さ れ た な らば,KDPに は 次 の メ ッセ ー ジ

が表 示 され る。

十 十

■ 文献出力を終 ります。

出力件数 1件

じ出力釦 ・会 話開始釦 ・会話終了釦の いずれ かを押 して下さい。

十 十
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備 考:

。パ ラメ ータ全 体 を省 略 した ときは,パ ラ メー タ の取 消 しを意 味 す る。

・KDP表 示で,次 端 く文献 観 た い・きは[継 続]・ マン ドを押

せ ば よい。 また,前 の 文献 を見 た い と きは バ ック コマ ン ドを押

せ ば よい。

・1-一 ド ・・ ピー,… ク1・ マ ン ドは,KDP表 示 中 に 限 り

有効であ る。

・KPR・ ・(11±1力さ せ る ・き・・泌 ずKPRの 電源 を入 れ て,国'

の ラ ン プが 点 灯 し て い る こ と。 も し,次 の よ うな メ ッセ ー ジ が 端 末

コ ン ソ ー ル ・タ イ プ ラ イ タ に 出 力 さ れ た ら ば,"R"を 入 力 す そ こ

と。

*RBPPOOERRNOTREADYロ

ペ.
KPRがPP(紙 テープせん孔機)モ ー ドの機番を使用のため

検索 を終了す る

　 ド操作:園

を押下する. .

画 面 の 状 況:

画 面 に検 索 を開 始 した 時 間,終 了 した 時 間,所 要 時 間 な どを 表 示す

る。/

パ ラメ ー タ:

無 し

パ ラ メー タ に対 す る応 答:

無 し
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備 考:

oこ の コマ ン ドに よ りKINDSは 検 索 サ ー ビス の機 能 を失 う
。

o再 び 検 索 を 行 な いた い ときは ,端 末 コ ン ソー ル ・タイ プ ライ タ よ

りKINDSの ロー ドを行 なわ な け れ ば な らな い。

⑩ エ ラー ・メ ッセ ー ジ

KINDSは,エ ラー ・メ ッセ ージ の表 示 行 を画 面 の下 か ら4行 目(表

示画 面 部 の最 下 行)の 位 置 に 定 め て い る。 エ ラ ーの表 示 は そ の行 の最 左 端

に"誤"の 文 字 を表 示 し,そ れ以 後 に メ ッセ ー ジ文 を表 示 す る こ とで,他

の メ ッセ ー ジ と識 別 して いる。

エラー ・メ ッセー ジで あ る ことの表示

表4-3は,エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ の 一 覧 表 で あ る。

表4-3エ ラ ー メ ッ七 一 ジ 一 覧 表

◆

発生 処理 メ ッ セ ー ジ 処理
続行

全
般
で

発
生

KINDSで 許 さ れ て いな い文 字 を入 力 した 可

操作手順 メッセージで指示された検索 コマンド以外の釦 を押 した 可

セ パ レ ー タ が 無 い 可

KINDS内 で コー ドの変 換 エ ラーが 発生 した 不可
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発生処 理 メ ッ セ ー ジ
、

処理
続行

会話

開始

●

会話

終了

を
押
下
し
た
あ
と

キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル がOPEN・CLOSEで き な い 不可

シソーラス ・リンクサ プテーブルがOPEN・CLOSEで き な い 不可

ボ ス テ ィ ング ・テー ブルがOPEN・CL,OSEで き な い 不可

デ ー タ ベ ー ス がOPEN・CLOSEで き な い 不可

検索結 果 データ ・ファイルがOPEN・CLOSEで きな い 不可

SYSOUTフ ァイ ルがOPEN・CLOSEで きな い 不可

エ ラーメッセージ ・ファイルがOPEN・CLOSEで きな い 不可

キー ワー ド・ロギ ング ・ファイルがOPEN・CLOSEで き な い 不可

エ ラー ・メッセージファイルにREADエ ラ ー が 発 生 した 不可

キーワード

入 力

を

押

下

し

た

あ

と

指定 した キーワドの文 字 数が40字 を越 えた 可

キ ー ワー ドで 許 さ れ て い な い文 字を 入 力 した 可

選択子 に誤 りがあ る 可

同音異義語の保存数 が9語 を越 えた 可

同音異義指定番号 に誤 りがあ る 可

キ ー ワー ドの 探 索 数 が99個 を越 えた 可

該 当 す るキ ー ワー ドが 無 い 可

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル にREADエ ラ ー が 発 生 し た 不可

シソーラス ・リンクサ ブテーカ レにREADエ ラ ー が 発 生 した 不可

キー ワー ド・ロギ ング ・ファイルにWRITEエ ラーが 発 生 した 不可

保存語
指 定

を た
押 あ
下 と
し

指示子 に誤 りがあ る 可

語番号 に誤 りがあ る 可

指定 した語番号 の個 数が18個 を越えた 可

保存語 の登録数が30個 を越 えた 可
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◎

発生処理 メ ッ セ ー ジ
処理
続行

検索式
検索式 に文法的な誤 りが ある 可

検索式の保存語番号あるいは式番号が正し くない 可

を

押

下

し

た

あ
・ と

検 索結 果 データ ・ファイルにREADエ ラーが 発生 した 不可

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル にREADエ ラ ニが 発 生 した 不可

検 索結 果 データ ・ファイル にWRITEエ ラーが 発 生 した 不可

検 索 の途 中で 補 助 フ ァイ ルの エ リアが オー バ した 可

条件

を

押
下

し
た

あ
と

条件番号あるいは式番号 に誤 りがあ る 可

条件記号に誤 りがある 可

発行年 の指定に誤 りがあ る 可

発行 国の指定 に誤 りがあ る 可

言語の指定 に誤 りが ある 可

記事区分の指定に誤 りがあ る 可

検 索 結 果 データ ・ファイル にREADエ ラ ー が 生 じた 不可

検 索結 果 データ・ファイル にWRITEエ ラが 生 じた 不可

出力

を
押
下

し
た

あ
と

出力形態に誤 りがあ る1 可

条件番号あ るいは式番 号に誤 りがあ る 可

出力位置の指定 に誤 りがある 可

出力方法 に誤 りがあ る 可

出力件数 の指定に誤 りが あ る 可

オプションの選 択子が0(表 示 しない)又 は1(表 示する)で ない 可

デ ー タ ベ ー ス にREADエ ラ ー が 発 生 し た 不可

検 索結 果 データ・ファイルにREADエ ラーが 発生 した 不可

SYSOUTフ ァイルにWRITEエ ラ ーが 発生 した 不可
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4.3.2索 引誌 サ ービ ス の利 用 方 法

(1)索 引 誌 サ ー ビスの利 用 目的

KINDシ ステ ムにお け る索 引 誌 サ ー ビス は,索 引 誌作成 管 理 サ ブ ヅ ス

テ ムで 管 理す るサ ー ビス ・プ ログ ラ ムを,リ モー ド ・バ ッチ処 理 形 態 で タ

ー ミナ ル ・ステ ー シ ョンの端末 タ イ プ ライ タ か ら起 動す る こ とに よ
って動

作す る。

索引 誌 サ ー ビスは,KINDシ ス テ ムの文 献検 索 サ ー ビス機 能 を補 完 す

.る 目的 で 行 な われ る もので,KINDシ ス テ ム利 用者 の要求 を,シ ステ ム

・サイ ドか ら カバ ーす る
。 よ って,利 用 者が 索 引誌 サー ビス を受 け る 目的

は,検 索 サ ービスの キ ー ワー ド検 索 と条 件検 索 に採 用 され て いな い 著者 名

を検 索 キ ー に して 文献 デー タ を検 索 す る場合,あ る いは検 索 サ ー ビス を受

け る前 に,検 索 キ ー ワー ドに 関す る各種 の情 報 を得 て お きた い場 合 な どに

利 用 さ れ る こ とに な る。

また い っ ぽ うでは,シ ス テ ム運 用者 が,キ ー ワー ドの 使 用状 況,い わ ゆ

る文 献 情 報 か らイ ンデ クサ(索 引 者)に よっ て選 定 され るキ ー ワー ドの使

用分 布 を調査 した り,キ ー ワー ド間 の 関係 を調 整す る場合 な ど,キ ー ワー

ドの メ ンテナ ンス に役 立 つ 資 料提 供 に もな る。

(2)索 引 誌 サ ー ビス の種類 と概 要

索 引 誌 サ ー ビスで提供 さ れ る リス トは次 の4種 であ る。

・ 著者 名 索 引 リス ト

・ キ ー ワー ド索 引 リス ト

・ キ ー ワー ド統計 リス ト

・ キ ー ワー ド関 連語 リス ト

著者 名 索 引 リス トは,特 定 の 著 者 あ る い は 著 者 グルー プを索 引キ ー と

して指 定 す る と,漢 字 プ リン タに は,各 著者 ご とに文 献情 報(記 事 番 号 の

み,あ る いは記 事 番 号,和 文 標 題,記 事 区 分,資 料略 名,発 行 年,巻,号)

が 編 集 され て提供 され る。 また著 者 と と もに,発 行 年 を限 定す る パ ラメ ー
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タ を 与 え る こ と に よ っ て,指 定 し た 文 献 情 報 だ け が 編 集 ・出 力 さ れ る 。

キ ー ワー ド索 引 リズ ト.は,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル に 登 録 さ れ て い る,全
/

部 あ る いは 一部 のキ ー ワー ドにつ いて,文 献 デ ータが どの よ うに分 布 して

連 結 して い る か を知 りた い とき に,キ ー ワー ドの語番号 を指示す ることに よっ

て,漢 字 プ リンタに は,キ ー ワー ドと ともに記事 番 号 が 編 集 され て 提供 さ

れ る。 ま た,発 行 年 を 限定 す る こ と も可能 であ る。

キ ー ワー ド統 計 リス トは,登 録 され て い る全部 あ る いは 一 部 の キ ー ワー

ドに つ い て,発 行 年 に よるキ ー ワー ドの使 用 分 布 を知 りた い とき に,キ ー

ワー ドの語 番 号 と発 行 年 の 範 囲 を指 示す る こ とに よ って,漢 字 プ リンタに

キ ー ワー ドと年 別の 分 布状 況 が 編 集 さ れて提 供 され る。 シ ス テム運 用 者 向

け の索 引 サ ー ビス とい え る。

キ ー ワー ド関連 語 リス トは,登 録 され て い る全 部 の キ ー ワー ドにつ いて,

キ ー ワー ド間 の 関 連 を漢 字 プ リンタ に編 集 ・出力す る索 引 サ ー ビ スであ る。

キ ー ワー ド間 の 関 係 は,同 義 語 と下 位語 の識 別 と,下 位 語 にっ いて の深 さ

を記 述 した 形 式 で,ペ ー ジ編 集 され て 提供 され る。

(3)索 引 誌 サ ー ビス の利 用手 順

索引 誌 サ ー ビス を利 用す るに は,タ ー ミナルの 端末 タ イ プ ライ タ か ら,

ホ ス ト ・コン ピ ュー タに登 録 され て い る索 引誌 作 成の 処 理 プ ログ ラ ムを呼

出 して,要 求 され るパ ラメ ー タ を入 力 しな けれ ば な ら な い。

利 用者(運 用 者)が 索 引 誌 サ ー ビス を利 用す るには,図4-41に 示 さ

れ る流 れ の うち,① ～ ⑥ の 操 作 が必 要 で あ る。

① 電 源 投入

ター ミナル ・ス テー シ ョン として 接続 して い るFACOMU-200コ

ン ピ ュー タ の 電源 をONに し,以 下,変 復調 装 置(モ デ ム),紙 テー プ

・リーダ ,端 末 タ イ プ ライ タ,漢 字 プ リンタ(制 御 装 置 も)の 電 源 を投

入 して,実 行 可 能状 態 にす る。
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② シ ス テ ム ・プ ・グ ラ ム(TSSP)・ 一 デ ィ ング

端末 制 御 用 シ ス テ ム ・プ ・グ ラ ム と して,通 信 回 線経 由 デ ー タの制 御

を行 な うTSSP(紙 テ ー プ提供)を,紙 テー プ ・ リー ダか らU-200

に ロー デ ィン グす る。

③ 索 引 誌 サ ー ビ ス ・プ ログ ラ ム呼 出 し

ホ ス ト ・コン ピュー タFACOM230-75の 磁 気 デ ィス ク(F477K)

に登 録 され て い る,索 引 誌 サ ー ビス ・プ ログ ラ ム(著 者 名 索 引,キ ー ワ

ー ド索 引 ,統 計,関 連 語,各 リス トを作 成 す る プ ・グ ラ ム)を,端 末 タ

イ プ ライ タ か ら呼 出 して,該 当 プ ・グ ラ ムを起 動す る。

端 末 タ イ プライ タ か らの 呼 出 し方 法 は,図4-42に 示 す とお りで あ

る。 ジe .ブ 名 の タイ プ イ ンは,索 引 誌 サ ー ビス ・プ ログ ラム4種 の いず

れ か を入 力 して起 動 させ る。(プ ログ ラ ム名 工 ジ ョブ名 に して あ る)

ILSO10(著 者 名索 引 リス ト)

ILSO20(キ ー ワー ド索 引 リス ト)

ILSO30(キ ー ワー ド統 計 リス ト)

ILSO41(キ ー ワー ド関 連語 リス ト)

④ パ ラ メー タ入 力

索 引 誌 サ ー ビス ・プ ログ ラム の起 動 後,い ず れか ら も,索 引 条 件 の パ

ラメー タ要求 が あ る。 それ ぞ れの 要求 に応 じた パ ラ メー タ を タイ プ ライ

タ ・キ ー ボ ー ドか ら入 力す る。入 力形 式 は(4)で 述 べ る。

⑤ 索 引 リス ト出 力

利 用者 は,漢 字 プ リ ンタに 出 力 された 各種 索引 リス トを入 手 す る。

⑥ 電源 切 断

索 引 誌 サ ー ビス 終 了後,使 用 した 端 末 装置 の電源 を切 断(OFF)す

る。
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①

②

③

④

⑤

⑥

電 源 投 入

、

シ

(
、

/∨

システム ・プログラム

(TSSP)ロ ーディング、

索引誌 サービス

プ ログ ラム呼出 し

索引誌サー ビス

プ ログ ラム起 動

検索 プアイル

オー プン

パラメータ要求
'メ

ッセ ー シ

/
/

パラメータ入力

索引 プアイル

作 成

漢字 プ リンタ

編 集

索引 リス ト出力

＼ /'

検索プ アイル

ク ローズ

電 源 切 断

U-200,モ デ ム

KPR,PTR,TW

U-200

TW

F230-75

磁 気デ ィス ク ・ファイル

図4-41 索 引 サ ー ビス利 用の 流 れ
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行番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

*TSSPREADY*<V=02!L=02>

***/C

¥¥CONJ=ILSO10

シ"ヨ フ"'、"ン)"ウ ハILSO10テ ・ス

●スタツク カンリヨウ

.シ ・ヨフ"カ イシ

●¥¥CONNECTコ マント・ セイシ・ヨウ シユウリヨウ

パ ラ メー タ入 力

●セツソ"ク チユウ ノ メツ七一シ・●プアイル カ・ ショウ千ヨ サレタ● セツタ・ン スル

・シ"フ 吟 オワリ

***/E

行 番 号 説 明

1
② シ ス テ ム ・プ ・ グ ラ ム、(TSSP)の ・ 一 デ ィ ン グ に

よ っ てREADY状 態 が タ イ プ ア ウ トさ れ た

2

タ イプ ライ タ ・キ ー ボー ド上 の[…]ボ タ ンを押 す

と***ミ タ イ プ ・ア ウ トさ れ,そ の あ と に/Cを タ イ プ
一 一

イン 復 。端末 からの会話開始割込 み

3

2の 操 作 に よ っ て,ENTERラ ン プ が 点 灯 し,ジ ョ ブ

の呼出 しを 一 う。妥 董⊆g旦 _旦 三[≡]を タ
イ プィ ン 復改

4

～

7

ジ ョブの起 動状 態 が タ イ プア ウ トされ る。

f・ の ・ ・セ ー ジで 準備 完 了

パラメー タ

入 力

索 引 誌 サ ー ビ ス ・プ ログ ラ ム か ら,パ ラ メ ー タ 要 求 メ ッ

セ ー ジ が タ イ プ ア ウ トさ れ た な ら ば,そ れ に 応 じた パ ラ

メ ー タ を タ イ プ イ ソす る。

8

9 }ジ ・ブの終 了通 知が タ イ プ ア ・ ・され る

10 2か らの会 話 を終 了す る。

引続 き2～10を 繰 返す こ とに よっ て ジ ョブの実 行 が 可 能

図4-42端 末 タイ プ ライ タ操作 方 法
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(4)パ ラメ ー タの入 力 形式

各 索 引誌 サ ー ビス ・プ ログ ラム か ら,パ ラ メー タの要 求 メ ッセ ー ジが あ

り・ 利 用 者 は・ これ に応 じた パ ラメ ータを 端末 タ イ プ ライ タ のキ_ボ_ド

を操 作 して入 力す る。 会話 の 流 れ は,い ずれ も図 の よ うな 基本 的 流 れ は不

変 で あ る。 以下 に 各 索引 誌 サ ー ビス に必 要 な パ ラメー タ入 力形 式 を述 べ る
。

① 著 者 名索 引 リス ト

パ ラメ ー タの 構 成 要 素は,出 力形 態 ,著 者名記 述 形 態,文 献 発行 年,

特 定 姓で あ る。

,

ー
2

EMAN

EMAN

I

G

F

J

J ∴

●

{}内 は,い ず れ か を指 定。 省 略不 可

()内 は,い ずれ か を 指定。 省 略 可

出 力形 態 … … 索 引 リス トの 出 力項 目を限 定 す る。

(

NAME:著 者 名,記 事 番 号,和 文 標 題,記 事 区 分 ,資 料 略 名,発 行

年,巻,号

MAME2:著 者 名,記 事 番 号

著者 名記 述 形 態:・…・日本語 表 記 著 者 名(個 人 著者,団 体 著者)と ,外 国

語 表 記著 者 名 を識別 す るo

J:日 本語 表記 の 著者 名(個 人,団 体)

JI:日 本 語 表記 の個 人 著者 名

JG:日 本 語 表 記 の団体 著者 名

F:外 国 語 表 記 の 著者 名

省 略:全 著 者 名
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文献 発行 年 … … 索 引 リス トを とる文献 デー タの 発行 年 を 限定 す る。

YY:YY年 に 発行 さ れた文 献

(ご ㌶ 一 ー 一
(::二;IY　 い　 　 年の下2桁の　 で'YY≦)

特 定 姓 … …特 定 の 姓 を もつ 日本 語表 記 の個 人 著 者 名 を 指 定す る。 著者 名

記 述 形 態 が 「JI」 指 定 の とき有 効 。

・日本語 表 記 の値 入 著 者 名 に付 られた フ リガ ナ姓 を,カ タ カナ12字

(
以 内 で指 定

・最 大12種 の フ リガ ナ姓 が 指 定で き る

(た だ し,フ リガナ姓 の た め 同音 姓 も混 同す る)

② キ ー ワー ド索 引 リス ト

パ ラ メ 一夕 リ構 成 要 素 は,キ ー ワー ド索 引 コマ ン ド,索 引 キ ー ワー ド

文 献 発行 年 で あ る。

キ ー ワ ー ド 索 引 コ マ ン ド, i索 引 キ ー ワ ー ド, 文献発行年

匡㌦}・ 憎 憎ピD・(顯
{}内 は,い ず れ か を指 定 。 省 略 不 可

()内 は,い ず れ か を 指 定 。 省 略 可

キ ー ワ ー ド索 引 コ マ ン ド… … キ ー ワー ド索 引 リス トの パ ラ メ ー タで あ る

こ と の 識 別 コ マ ン ド。K,KEY,KEYW

ORDの い ず れ で も よ い。
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索 引 キ ー ワ ー ド… … キ ー ワ ー ド索 引 を 行 な うキ ー ワー ドを 指 定 す る 。

*一*:全 キ ー ワ ー ド指 定

*-R'R'R'R':先 頭 か らR'R'R'R'ま で の キ ー ワ ー ド指 定

RRRR-R'R'R'R':RRRRか らR/R'R'R'ま で の キ ー ワー ド指 定

RRRR-*:RRRRか ら 最 終 キ ー ワー ドま で 指 定

省 略:「*一*」 と同 意 。

罵 ㌶ll㌫ ㌫ ㌶ 蕊;∴ ワード)
文 献 発 行 年 … … 著 者 名索 引 リス トの文 献 発 行 年 と同 形 式 ・同 内 容 。

③ キ ー ワー ド統 計 リス ト

パ ラ メ ータ の構 成 要 素 は,統 計 リス ト ・コ マ ン ド,統 計 リス ト種 別,

統 計 キ ー ワー ド,統 計 発行 年,出 力形 式 で あ る。

統 計 リス ト・コマンド,統 計 リスト種 別, 統 計 キ ー ワー ド, 統計発行年 出力形式

己 ト{1:叫(ピ}一ピ
・(1㍊ ω)

●

{}内 は い ず れ か を 指 定 。 省 略 不 可

()内 は いず れ か を 指 定 。 省 略 可

統 計 リス ト ・ コマ ン ド… … 統 計 リス トの パ ラ メ ー タ で あ る こ と の 識 別 コ

マ ン ド。T,TOKEIの い ず れ で も よ い 。

統 計 リス ト種 別 ・・… ・統 計 リス トの 種 別 を 指 定 す る。 現 在 は1種 の 統 計 リ

ス トし か サ ー ビ ス し な い た め,キ ー ワー ド統 計 リス

トに 限 定 。K,KEY,KEYWORDの い ず れ で

もキ ー ワ ー ド統 計 を 意 味 す る。

統 計 キ ー ワ ー ド… … キ ー ワ ー ド統 計 を 行 な うキ ー ワ ー ドを 指 定 す る。 キ

ー ワ ー ド索 引 リス トの 索 引 キ ー ワ ー ドと同 形 式
。 同
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内容 。

統 計 発行 年 … … キ ー ワー ド統 計 を行 な う発行 年 の範 囲 を限 定す る。

YY:YY年 にっ い て の統 計

◎∴:㌶ 灘 雛:∴、.

己1:;竺 　 下2桁の数字で'Y・Y-)

出 力形 式 … … キ ー ワー ド統 計 に お いて,統 計 発行 年 内 の カ ウン トが 全 部

0で あ るキ ー ワー ドにつ いて,漢 字 プ リンタへ の 出 力 をす

るか ど うか 指定 す る。

(
0:カ ウ ン ト0の キ ー ワー ドに つ い て は 出 力 し な い 。

省 略'指 定 キ ー ワ ー ドす べ て を 出 力 す る 。

④ キ ー ワ ー ド関 連 語 リス ト

キ ー ワ ー ド関 連 語 リス トは,全 キ ー ワ ー ドに つ い て の 関 連 語 編 集 フ ァ

イ ル を,前 も っ て 作 成(ILSO40処 理 プ ・グ ラ ム で 作 成)し て お き,

こ れ に 対 し て 関 連 語 リス ト ・パ ラ メ ー タ を 入 力す る 。 パ ラ メ ー タ の 構 成

要 素 は,出 力 開 始 ペ ー ジ と,終 了 ベ ー ジの み で あ る。

■

也

開始 ペ ー ジ,終 了 ペ ー ジ,い ず れ も漢 字 プ リンタの 出 力 ペ ー ジ単 位

(A4サ イ ズ)の 開 始 ・終 了位 置 の指 定 で あ る 。 この 方 法 は,漢 字 プ リ

ンタの印 字 時 間(長 時間 使 用)に 起 因 して い る。

■

、
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(5)索 引誌 サ ー ビス の 利 用例

*TSSPREADY*<V=021L=02>

***/C

¥¥CθNJ=ILSO10

シ"ヨ フ"'Wン 〕"ウ'、ILSO10

・スタツク カンリヨウ

●シ⑨ヨフ・ カイシ

●¥¥CONNECTコ マント"セ イシ・ヨウ

%ハ 。ラメータ オ ニユウリヨク 七三

NAME,J,77

デ ス

シユウリヨウ

著者名索引

%ハ ●ラメータ オ ニユウリヨク セヨ

NAME.JI,75-77.ア オ十,イ シカワ

%ハoラ メ一夕 オ ニユウリヨク 七三

日本語著者名

NA『{E2gJG・75-76

%ハoラ メー タ オ ニユウリヨク セヨ

NA門E2,F,70

%ハOラ メ一夕 オ ニユウリヨク 七三

パ
日本語個人著者名 ラ

メ

日本語団体著者名1
タ

.セ ツ ソ⑨クチユウ ノ

・シ"ヨ フ"オ ワ リ

***/E

外 国語著者名

メッ七一シ".フ アイル カ・ ショウ千三 サレタ● セツタ⑨ン スル

***/C

¥¥CONJ=ILSO20

シ"ヨ フ"ハ"ン 〕"ウ ハILSO20

●スタツク カンリヨウ

・シ"ヨ フ"カ イシ

.¥¥CσNNECTコ マント"セ イシ"ヨ ウ

%八 。ラメータ オ ニユゥリヨク セヨ

テ"ス

シユウリヨウ

ジ

ョ

ブ

単

位

K,*-0010975-76

・セツソ"ク チユウ ノ

●シ"ヨ フ・ オワ リ

キ ーワー ド索 引

***!E

メツ セーシ"・ フアイル カ⑨

***/C

¥¥CONJ=ILSO30

シ"ヨ フ"ハ"ン ⊃"ウ ハ

●スタツク カンリヨウ

●シ"ヨ フい カイシ

・ceNNECT⊃ マント"

ハoラ メータ オ

ハ フメ一 夕

シヨゥ千三 サレタ.セ ツタ"ン スル

ILSO30

セイシ"ヨ ウ

ニュウリヨク セヨ

T,K・0100-0120,70-77

・セツソ"ク チユウ ノ

●シ"ヨ フ・ オワリ

シユウリヨウ

デ ス

キ ーワ ー ド統 計

***!E

メツ セーシ・ ●プア イル カ"

パ ラメ ータ

ショウ千三 サレタ.セ ツタ⑨ン スル
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433文 献 デ ー タ の作 成 方 法

KINDシ ス テ ムで は,文 献 デ ー タ ベ ース に 蓄積 す る,情 報 処 理 に 関連 し

た科学 技 術 文 献 情報 の デ ー タ(文 献 デー タ)の 作 成 に,次 の2つ の方 法を採

用 し てい る。

・収 集 した 技 術 文 献誌 か ら カー ドせ ん 孔機 あ る いは 漢 字紙 テー プせ ん 孔機

を使 って デ ータ作 成 す る。

・外 部 の情 報 提 供 サ ー ビス機 関で 作 成 した 文 献 フ ァイル(外 部文 献 フ ァイ

ル)を 導 入 して デー タ を作 成 す る。

また,前 者 の 方 法 で は,デ ー タの 作 成 処 理過 程 を2と お り用意 して い る。

これ は,文 献 デ ー タを漢 字 モー ド,い わ ゆ る漢 字 か な湿 りの 日本語 デー タを

主体 に,文 献 デー タベ ー ス に記 録 す るた め に考 慮 した処 置 で あ る。 つ ま り,

日本 語情 報 処 理 で 問題 とな って い る入 力 デー タの 作 成 に起 因 して い る。

文献 デ ー タは,最 終 的 には,漢 字 コー ド ・デー タ項 目を主 体 に,EBCDIC,

BINARY項 目 か らな って い る。 そ の た め,す べ てを漢 字紙 テ ー プせ ん孔 で,

デー タ 作成 す る こ とは効 率 が 悪 い。 また,当 財 団 で は,カ ナ漢 字変 換 シ ステ

ムを 開発 し て,カ ナ ・デー タ を漢 字 デー タ に変 換 す る こ とを可 能 にして いる。

この よ うな こ とか ら,カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ の作 成 方 法 と,漢 字 モ ー ド・

デー タの作 成 方 法,に つ い て概 要 を述 べ る こ とに し,外 部 文 献 フ ァイ ルか ら

の作 成 で は,デ ー タ作 成 を不要 とす るた め,こ こで は 省 略す る。

KINDS文 献 デー タを構 成 して いる デー タ項 目は,表4-4に 示 す とお

りで あ り,各 デ ー タ項 目の 内容 を,以 下 に概 述 し て お く。

記事 番 号 … … 各文 献 ごと に付 け られ る唯 一の 番 号 で,分 野 区分,作 成年,

作成 月,一 連番 号 か らな る。

分
野
区
分

作

成

年

作

成

月

一連番号

1 2 2 4
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■

o分 野 区 分:情 報 処 理文 献 の うち,情 報管 理 ・シ ステ ム技 術 に 関す る文

献 をB,電 気 工 学 に関 す る文 献 をE,そ の 他 を1と す る,

英 字1桁 。

o作 成 年:デ ータ を作 成 した 西暦 年 の 下2桁 数 字。00～99 。

o作 成 月:デ ー タを作 成 した 月,数 字2桁 。01～12。

。一連 番 号:作 成 月単 位 の 一連 番 号,数 字4桁 。0001～9999。

言 語 コー ド… …文 献 が記述 され て い る言 語(使 用言 語)コ ー ド。BINA

RY1バ イ トの数 字 コー ド。 コー ド表 は付 録 参照 。

発行 年 … …文 献(掲 載 誌)が 発 行 さ れ た 西暦年 の下2桁 数 字。2桁 の 数 字

をBINARY1バ イ トで表 わす。2・ ミイ トの うち,1バ イ ト目

を 前年,2バ イ ト目を後 年 とし,発 行 年が2年 以 上 に またが る

合 併 号 な どの場 合 に,2バ イ ト分 を使 用。 他 の 場合 は,1バ イ

ト目を使 って,2バ イ ト目は0に す る。

発行 国 コー ド… … 文 献(掲 載 誌)が 発 行 された 国 名(発 行 国 名)コ ー ド。

BINARY1・ ミイ トの数 字 コー ド。 コ ー ド表 は 付 録参 照 。

記事 区 分 … … 文献 の 内容 ・形 式 を識 別 す る区 分 コー ド。 コー ド表 は 付 録 参

照 。

著者 名… … 文 献 の 著者 名 。個 人 著 者 名,団 体 著 者名,い ず れ か の名 称 。複

数 著者 名 の もの は,代 表 著者 名(第1著 者 名)。

著者 名 フ リガナ… … 日本語 の個 人 著者 名の 姓 の フ リガ ナ。

所 属機 関 名 …… 文 献 の著者 が 所属 す る機 関 名。

和 文 標題 … … 日本 語 で 書 かれ た文 献 の タ イ トル,ま た は外 国語 で 書 か れた

文 献 の和訳 タイ トル。

原 文標 題 … …外 国 語 で 書 かれ た文 献 の タ イ トル。 ただ し英 字 で 表 現 で きな

い タイ トルは省 略o

資 料 略名 … … 文献 を掲 載 して いる雑 誌 ・論 文 集 な どの略 名 。

巻… … 雑 誌 ・会 議資 料 の巻 番 号,あ る いは 会 議 資料 の 会 議 同 次 。
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号 … …雑 誌 ・会議 資 料 の号 番 号 。

抄録 文 … … 文献 の 内容 にっ いて 要 点 をぬ きだ して短 か くま とめ た文 章 。

キ ー ワー.ド… …文 献 の 内 容 か ら抽 出 され た主 要 概念 を表 わす 用語 。 キ ー ワ

ー ド管 理 サ ブ シ ステ ムで 管 理 し てい るキ ー ワー ドか ら選 定 。

●

表4-4文 献 デ ータ構 成要 素

項 目 記録 モ ー ド 記録形式 最大文字数 個数

記 事 番 号 EBCDIC F 9 1

言 語 コ ー ド BINARY F 1 1

発 行 年 BINARY F 2 1

発 行 国 コ ー ド BINARY F 1 1

記 事 区 分 EBCDIC F 2 1

著 者 名 漢 字 V 120 1

著 者 名 フ リガ ナ EBCDIC V 30 1

所 属 機 関 名 漢 字 V 120 1

和 文 標 題 漢 字 V 150 1

原 文 標 題 漢 字 V 300 1

資 料 略 名 漢 字 V 150 1

巻 EBCDIC .V 30 1

号 EBCDIC V 30 1

抄 録 文 漢 字 V 500 1

キ ー ワ ー ド 漢 字 V 40 15
●

(1)カ ナ'モ ー ド'デ ー タ の 作 成 方 法

カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ は,カ ー ドせ ん 孔 機(カ ナ付)を 使 って 作 成 す る

デ ー タ で あ る 。 そ の た め,扱 え る 文 字 種 は,カ タ カ ナ ・英 字(大 文 字)・
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●

数 字 と一 部 の 記 号 で あ り,こ れ ら を 使 っ て,漢 字 か な 湿 り の 日本 語 文 献 デ

ー タ を 作 成 す る こ と に な る
。

カ ナ ・モ ー ド(カ タ カ ナ ・英 字 ・数 字 ・一 部 記 号)・ デ ー タ か ら,漢 字

モ ー ド(KINDS漢 字 コ ー ド,漢 字 ・か な ・カ ナ ・英 字 ・数 字 ・記 号)・

デ ー タへ の 変 換 は,当 財 団 で 開 発 し た カ ナ 漢 字 変換 シ ス テ ム の 一 部 の ソ フ

ト ウ ェ ア と,そ の 手 法 を 使 っ て 行 な う。 よ っ て,カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ の

作 成 基 準 は,カ ナ 漢 字 変 換 シ ス テ ム の デ ー タ 作 成 基 準 に 基 づ く も の で あ る 。

カ ナ ・'モー ド ・デ ー タ の 作 成 基 準 を 以 下 の よ うに 定 義 す る。

デ ー タ は,カ ー ドに せ ん 孔 す る た め,80欄 の コー デ ィ ン グ ・シ ー トに

は,図4-43の よ うな デ ー タ 形 式 で 記 述 す る。

1 80

文 デ 継
〆
1

献 シ

デI

lケ

タ ン

1

タ

区

続

区
デ ー 。 内 容 ＼

ス 分 分

ノ
5 23

図4-43カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ 形 式

ρ

文 献 デー タ ・シ ーケ ン スは,文 献 デー タ ごとに付 る一 連 の シ ー ケ ンス番

号(数 字5桁)で あ る。 デ ー タ区 分は,11～80カ ラムに記 述 す る デー タ

内容 を識 別す る区 分 コー ド(数 字2桁)で あ り,デ ー タ内 容 は デー タ区分

に 対応 して作成 す る。 継 続 区 分 は,・ デー タ区分 ご とに,カ ー ドが継 続 す る

ときに付 す シ ーケ ンス番 号(数 字3桁)で あ る。 デー タ区 分 と デ ー タ内容

の 対応 を表4-5に 示 す 。
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表4-5カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ の デ ー タ 区 分 と 内 容

デー タ区 分 デ ー タ 内 容

01 記 事 番 号,言 語 コー ド,発 行 年,

発 行 国 コー ド,記 事 区 分

02 著 者名,著 者 名 フ リガ ナ

03 所属機関名

04 和文標題

05 原文標題

06 資料略名

07 巻,号

08 抄録文

09 キ ー ワ ー ド

■

デ ー タ 区 分01の デ ータ内容 は,す べ て 固 定 長 項 目 で,い ず れ も漢 字 コ ー

ドを 必 要 と し な い 。 そ の た め カ ー ド形 式 は 図4-44の よ うに 固 定 とす る。

デ ー タ 区 分02の デ ー タ 項 目 の うち,著 者 名 フ ラ ガ ナ は,著 者 名 の あ と

に(カ ッ コ)で く く っ て 姓 の フ リガ ナ を 記 述 す る。(日 本 語 の 個 人 著 者 名

の み)

デ ー タ区 分06は,巻 ・号 と も に カ ナ ・モ ー ドの み で あ る た め,カ ナ 漢

字 デ ー タ 作 成 基 準 は 不 要 で あ る 。

デ ー タ 区 分09の キ ー ワー ドは,キ ー ワー ド個 々 に カ ー ド1枚 を 使 用 し・

継 続 区 分 は001か ら個 数 分 シ ー ケ ン ス 番 号 を 付 る。 ま た,キ ー ワー ド ●

デ ー タ は,処 理 プ ロ グ ラ ム に よ っ て,キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァイ ル(K

WSで 作 成 ・管 理 して い る フ ァイ ル)と 照 合 を 行 な っ て漢 字 キ ー ワー ドを

得 る た め に,カ ナ 漢 字 デ ー タ 作 成 基 準 は 不 要 で あ る。

、
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図4-44カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ 区 分01の 形 式

(注)言 語 コー ド:言 語 コー ド表 の英 字2桁 の コー ドを記述

発 行 国 コー ド:国 名 コー ド表 の 英 字3桁 の コー ドを記 述

記 事 区 分:記 事 区分 分類 表 の英 数 字2桁 の コー ドを記述

発 行 年:不 明 の場 合 は0000を 記 述

そ の 他,デ ー タ 区 分03,04,05,06,08,お よ び02の 著 者 名

に っ い て は,カ ナ 漢 字 デ ー タ作 成 基 準 に 従 って デ ー タ を 作 成 す る。 な お,

各 デ ー タ 区 分 と も,最 終 カ ラ ム記 述 後 に,エ ン ド ・マ ー ク 「@」 を 記 述 す

る 。 図4-45に,カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ 作 成 例 を 示 す 。

1カ ナ漢字 デー ・作成基準1

・フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー の 種 類 と使 い 方

●
① 漢 字 熟語(複 合 語 ・合 成語)は 原 則 とし て2字 の単 語 に分 ち 書

き し,「 擢」 のあ とに読み カナ を記 述 す る。 固 有名 詞(姓 名,地

名,会 社 名 な ど)も 同様 に2字 の単 語 に分 ち 書 きし,「%」 の あ

とに読 み カ ナを記 述 す る。
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表4-6フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー の 種 類(文 献 デ ー タ 用)

フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー 使 い 方

単
語
変
換
用

拶 漢字単語 の区分に使用する

% 固有 名詞単語 の区分に使用す る

* カタカナ単語 の区分 に使 用す る

特
殊
変
換
用

/ カタ カナ ・ひ らがなの 拗促 音 の識 別 に使 用す る

! 「を 」 「ヲ」 の識 別 に使 用 す る

$ 英字の小文字を識別す るために使用す る

〉 漢数 字を識別す るため に使用す る

編

集
用

""
～ 「 」を代 用す る

/(～/) 【 】を代 用す る

② カタ カナ単 語 は,「*」 の あ とに カ タ カナ を記 述 す る。

③ カ タ カナ,ひ らが な につ いての拗 促 音 文 字 は,「/」 の あ とに

記 述 す る。 「を」,「 ヲ」 の 文字 は,「!」 の あ と に 「オ」 を付

る こ とで代 用す る。

④ 英字単 語 は,大 文 字 は その ま ま記 述 し,小 文 字部 は,「$」 の

あ とに記述 す る。

⑤ 漢 数 字 は,「 〉 」 の あ とに数 字 を記述 す る。

⑥ 「～ 」 の表 現 は,"～"で 代 用 し,【 ～ 】 の表 現 を,/(～/)

の組 合 せ で 代 用す る。

・カナ漢 字 デ ー タ の制 限 お よび注 意事 項

① 漢 字単 語 お よび 固 有 名詞 単 語 の読 み カナは,最 大12桁 とし,

読 み カナ の拗 促 音 ・長音 を禁 止 す る。 正 規 の 読 み あ る いは 大 文字

読 みす る。
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② カタ カ ナ単語 中に は,長 音 「一」,「 ・」,拗 促 音 フ ァ ンク シ

ョン ・キ ー 「/」 を使 用で き,最 大 桁数 の制限 は な い。(セ パ レ

一 夕(ス ペー ス)で 区分 され る)

③ 特 殊 記 号 は,フ ァン ク シ ョン ・キ ー に使 用 さ れ て い る記 号 を記

号 とし て使 うには,前 後 を ス ペ ース にす る。 そ れ以 外 の記 号 は,

カ ー ドせ ん孔 可能 な 記 号 をす べ て使 用 で きる。

④ ひ らが な にっ いては,フ ァ ン クシ ョン ・キー は無 く,セ パ レー

タ に よ って,各 単 語 と区 別す る。

⑤ セパ レータ 用 の スペ ー ス以 外 は,n個 の スペ ー スが,n-1個

の ス ペー スに変 化 す る。1個 の スペ ー スは つ め られ る。

・ 同 音 異義 語 の選択

漢 字単 語 お よび 固 有 名 詞単 語 に つ いては,カ タ カナ読 み で記述 す

るた め に,同 音異 義 語 が 発生 す る。 そ のた め カ タ カナ読 み した単 語

に 同音 異義 語 が あ るか ど うか,前 も って 作 成 して あ る(カ ナ漢 字 変

換 シ ステ ム で作成)同 音 異 義語 表 を参照 して チ ェ ックを行 な う。 同

音 異義 語 が あ った場 合 には,該 当す る漢 字単 語(固 有 名詞単 語)に

付 して あ る 同音 異義 語 番 号 を,妾(あ る いは%),読 み カ ナの 直後

に記述 す る。

同 音 異義 語 は,図4-46の 例 の よ うに,分 野 用(漢 字単 語 用)

と固 有 名 詞 単語 用が 用意 して あ る。
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① 分野用

●

219シ レイ

220シ ワ ケ

221シ ン

222シ ンセ イ

223シ ン ソ ウ

224シ ン ドウ

225シ ン ドウ ケ イ

226シ ンニ ユ ウ

227ジ

228ジ カ

229ジ キ

230ジ キ ユ ウ

23'1ジ ク

232ジ ゲ ン

233ジ コ

234ジ コ ウ

235ン ンン

236ジ ジヨ ウ

23Tジ ゾク

238ジ ツコ ウ

239ジ ツ セキ

240ジ ドウ

241ジ ユ ウ

242ジ ユ ウ ゾク

243ジ ユウ リヨ ウ

244ジ ユ シ

245ジ ユ シ ン キ

246ジ ユ リ ヨウ

24?ジ ユ ン

1・・司令

1・ 仕 分

い ・臭

い ・真性

1・ ・深層

い ・振動

1・ 振 動来

い ・進 入

い ・字

1・ 噛 化

い ・自家

い 磁 器

1・・持久

1・ ・字句

い ・次元

1・ ・自 己

い ・時効

1・・地震

い ・二乗

1・ ・持続

1・ ・実 効

い ・実 積

1・ 児 童

い ・重

1・ 従 属

い ・重 量

1・ ・樹脂

い ・受 信 器

1・ ・受 量

1・・準

4・ ・純

2・ ・指 令

2・ ・仕 訳

2・'進

2・ ・申 縞

2・ ・進 相

2一 震 動

2・ 振 動 計

2・ 噺 入

2・ ・次

2・ ・磁 荷

2・ 磁 気

2:・ 自 給

2・ ・磁 区

2・ ・時 限

2・ ・事 故

2一 事 項

2・ ・磁 心

2・ ・事 情

2・ ・白 蘭

2、・・実 行

2・ ・実 績

2・ ・自 動

2・ ・自 由

2・ ・縦 続

2・ ・従 量

2・ ・樹 枝

2・ ・受 信 機

2・ ・受 領

2・ ・巡

3・ ・新

3・ ・時

3・ ・時 価

3・ ・軸

3・ ・縦量

3・ 煩

～

② 固有名詞用

鳴

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

1

2

3

4

9

9

9

69

【
」

£
●

7

0
0

△
0

0
0

9

0
0

ア リカワ

ア リガ

ア リサカ

ア リハラ

アリミチ

ア リミツ

アリモ ト

ア リヨシ

アルガ

ア ワ

ア ワヤ

アンザイ

アンゼン

アンドウ

イ

イイ

イ.イジ マ

イ イズ ミ

イ イ タカ

イ イチ

ン

チ

ギ

リ

イ

ウ

オ

オ

イ

イ

イ

イ

199イ カイ

200イ カ リ

1・・有川

|・有 賀

い 有 坂

い ・在原

|・ ・有通

い ・有光

い 有 元

い ・有吉

1・ ・有汚

い ・安房

1・・阿 波雇

い ・安斉

い ・安善

1・ ・安 堂

1・ ・医

|・ ・井伊

4・ ・飯 居

い ・飯 島

1・ ・飯積

1一 飯 高

1・ 伊 市

4・ ・維 一

1・ 低 院

い ・居 内

1・ ・井 荻

い ・庵

4・ ・五 百里

1一 医 会

い ・猪 狩

4・ 五 十 里

2・ ・蟻 川

2・ ・有 我

2・ ・有 限

2・ ・有 原

2・ ・有 道

2・ 有 満

2・ ・有 木

2"有 義

2・ 惰 賀

2・ ・阿 波

2一 粟 屋

.24・ 安 斎

2・ ・安 全

2・ ・安 藤

2・ ・井

2・ ・井

5・ ・飯

2・ ・飯 鴫

2・ ・飯 泉

2・ 飯 多 香

2・ ・惟 一

2・ ・委 員

2・ ・井 内

2・ ・五 百 木

2・ ・伊 織

2・ ・猪 飼

2一 石 定

3・ ・有本

3・ ・粟

3・ ・安 西

3・ ・安 東

3・ ・伊 井

3・ ・猪 一

3・ ・五男 利

3・ ・碇

図4-46 同音異義語表の例
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② 漢 字 モ ー ド ・デ ー タ の作 成 方 法

漢 字 モ ー ド ・デ ー タは,漢 字紙 テ ー プせ ん孔 機 を使 って作 成 す る デー タ

であ る。 この 装置 か らは,漢 字,仮 名(カ タ カナ,ひ らが な),英 字(大

・小文 字) ,数 字(ア ラ ビア数 字,漢 数 字),特 殊 記 号,お よび フ ァンク

シ ョン ・コー ドが せ ん孔 で き る。 いず れ も漢 字 モ ー ドの デ ー タで,8単 位

紙 テー プに2列1文 字 で せ ん孔 され る。 漢 字キ ー ボー ドには,全 部 で5,3

76種 の文 字 ・記 号 と,112種 の フ ァ ンクシ ョン ・ コー ドが 配 置 され て い

る。

漢 字 モ ー ド ・デー タの作 成 で は,文 献 デ ータ の記 録 モー ドが,EBCDI

CやBINARY・ デ ータ に つ い て も,す べ て漢 字 コー ドで せ ん孔 され る。

そ のた め処 理 プ ログ ラムで 漢 字 コー ドか らEBCDICあ るいはBINARY

コー ドに変 換 す る。

漢字 モー ド ・デ ー タ の作 成 基 準 を,以 下 の よ うに定義 す る。

デー タは 紙 テ ー プにせ ん 孔す るた め,1文 献 分 の デ ータ位 置 は 浮 動す る。

その ため,各 デー タ項 目 ご とに デー タ区 分 コー ドを付 して識 別す る。 デー

タ区 分 とデ ー タ項 目の対応 を表4-7に 示 す 。 囚 ～固 いずれ もフ ァ ン クシ

ョン ・コー ドであ る。

漢字 モ ー ド ・デ ー タの コー デ ィ ング ・シ ー ト形 式は 図4-47に,紙 テ

ー プせ ん 孔形 式 は 図4-48に 示 す とお りで あ る。1文 献単位 の 区 分は,

フ ァ … ・ン ・・一 ・@)(・ 進 ・一 ド34・2・1)で 識別 ・,紙 テ

ー プ ・フ ・ イル の開 始 雌 ⑧ ・進 ・一 ド34・1・1) ,終 了位 齪 ⑧

(8進 コ ー ド320101)で 識 別 す る。

デ 』 タ 項 目 中,必 須 項 目 を 除 い て,不 明 な項 目 に つ い て は,デ ー タ 区 分

もせ ん 乱 し な い 。

な お,キ ー ワー ド項 目 に つ い て は,複 数 個 存 在 す る こ と か ら,キ ー ワー

ド区 分 コ ー ドと し て,① ～ ⑮(漢 字 キ ー ワー ド上 に あ る)を 付 して 識 別 す

る。

図4-49に デ ー タ 作 成 の モ ニ タ ・ リス ト例 を 示 す 。
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㎝
1

♪ 奄

KINDS文 献 デ ー タ

記事番号 四 一

言 語 回[コ

発 行 国 画[=コ

著 者 名 画

発 行 年 回[コ ロ

記事区分 回[コ

フリガナ同 仁======================コ

所属機関名 回

和 文 標 題[コ

原 文 標 題 回

資料略 名 回

;固
抄 録 文 回

キーワード回

1

1

図4-47 漢 字 モ ー ド1デ ー タ ・ コ ー デ ィ ン グ ・シ ー ト



●



表4-7漢 字 一モー ド ・デ ー タ の デ ー タ 区 分 と 内 容

恒

,

デ ー タ 区 分 コ ー ド(8進 数)

囚
回
回
回
回
回
回
回
国
画
図
国
画
回
回

(200360)

(200350)

(201340)

(340140)

(320140)

(200344)

(200342)

(300240)

(300044)

(300042)

(202340)

(240340)

(220340)

(300140)

(300160)

年

ド

分

名

ナ

名

題

題

名

文

ド

行
‥
区
署
繊

標
略

㌢

領

事

誓

文

文
料

一

発

発

記

著

著

所

和

原

資

巻

号

抄

キ

◎ 囚 記事番号 回 言 語 コード 回 発行年 回 発行 国 コー ド 回 記事区分

回 著者 名 回 著者名・リガナ 回 所 属機関 名 口 和文標題

1

口 原文標題 回 資料略 名 回 巻 回 号 回 抄

●

録 文 回 ① キ ー ワー ド

③ ㊥

図4-48漢 字 モ ー ド ・デ ー タ 形 式

(注)言 語 コ ー ド,発 行 国 コー ド,記 事 区 分 は,付 録 に

あ る コー ド表 に ょ る。
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因 旦76070031團 」.△◎750止 且 且〔固旦2〔E山 田 一 生◎ ヤ マ ダQ]経 営 情 報 の 生成 過 程 に 関 す る一 考 察MlSの フ

レ ー ム ワ ー ク との関 連 で⑥GO51A商 学 討究〔026回3回 激動 す る経済 情 勢 下 で現代 の 組 織 管理 者 の 関 心 はMlS(管

理 情 報 シス テ ム)に 向 き、 そのMlS概 念 は計 算機 の 高度 な利 用 形 態 設計の 指 導理 念 と して登 場 し、設 計 対 象 シ ス テ ムの 複

雑 性 の 増 大 に 伴 い組 織 変 革発 展 過程 の考 察 に重 要 存 在 とな つたMlSの 体 系 的研 究 を意 図 しつつ 、 組 織 変 革 へ の ア プ ロ ー チ

と し て標 題の 考 察 。 その生 成 過 程 は事務 管理 論(事 務の 機 械 化 レベ ル)か ら経営 事 務管 理 論(管 理 の機 械 化 レ ベ ル)へ 発 展

し さ・らに 経 営 組 織 管 理 論(経 営 システ ムの レベ ル)へ の展 望 と な り、組織 化 → システ ム化 →統 合 化 の 環 流 の 中 で発 展 的 に 考

察 し う る◎① 経 営情 報

囚 旦76070032回E且 ⑥7475回B旦L〔 罰 β.2㊦MELANGED〔D新 し い作 業 組 織 ③tore$truc,

urationdu↑r。v。il.圓A561AAnnSciEc。nAppl晒4⑲ 無 断 欠 勤 、 生 産 の 質

的 お よ び 量的 減 少 な どの 傾 向 に対 して企 業 は新 しい作 業環 境 の必 要 に追 られ てい る、 ここ で は従 来 の 科 学 的 作 業 組 織 論 に も

と つ く受 動的 存 在 と しての 人間 観 か らm。sl。wら の 提示 した 自己実現 を 目指 す積極 的 存 在 と しての 人間 観 への 移 行 に も

とつ く各種 の 組 織 修 正 の 方向 を論 じた◎① 作業 組織② 組織 論

囚 旦76070033⑧ ξ⊥ ⑥76⑫ Ω 且且⑥ 旦2㊦McMAHONjT〔D参 加 的 で権 力 が 平 等 化 さ れ て い る組 織 シ ス

テ ム 経 験 的 研 究 と理 論 的 統合 〔)Por
.`icipollveondpower-equolizedorgoni

zotionol↓y5tem .s.An.9mpirico|inve$tigo↑ionondtトeore

tico{in↑egr。tion.{KIC212AHumRel。t〔[〕29⑭3匝1参 加 お よ び権 力 平 等 化 に 関 す る仮

説 を、 大 製 造 業 の3水 準の 管 理職 か ら集 め た態度 デ ー タ を用 い て検 定 したn参 加 と権 力 平等 化 が各 々単 独 の場 合 よ り も満 足

と有 効 性 の 予 測 を強 め る よ うな参 加 と権 力平等 化 を含 む相 互 作用 パ ターン が一 貫 して認 め られ た 。 こ れ は参 加 と権 力 平 等 化

の 理 論 の 統 合 を示唆 す る もの で あ る◎① 経 営組織

囚 旦76・070・034⑧ 且且 ◎760S且 且 ⑥ 旦2㊦CUNNINGHAM8〔Dア ク シ ョン リ サ ーチ 手 続 き モ デ ル に つ

い て 〔①Aclionreseorch'towordoprocedurolmodel .{囚(二212AHum

Rel。 ⑳〔D29㊥3圃 研 究 と意思 決定 の ため の ア ク シ ョ ン・リサ ーチ法 につ い て述 べ た 。 意思 決 定 者 が 自分 自 身 の 組 織 の

計 画 の 中 で この 方法 を利 用 で きるのに 十分 な情 報 を与 え ゑこ とが 目的 であ る,ま ずア ク シ ョン リ サ ーチ に つい て解 説 し 、 そ

の 過 程 に つ い て 述 べ て か ら、その 過程 の種 々の相 を詳 述 す るモデ ル を示 した◎① 意 思 決 定② 経 営 組 織

囚 旦T6070035回E,N◎76◎ Ω 且 且⑥旦2匠 〕SOLENAR〔D情 況 的 対 行 動的 問 題 説 明 が解 決の 質 に 及 ぼ す 効

果 ③Theeffect。f・it、 。li。 。 。1・ ・.B・h。 ・i。,。lp・ 。blms↑ 。,e

menl$onsolugionquoligy .・囚(212AHumRel。1〔 〔〕29⑭3四 問 題 を集 団 に 説

明 す る 仕 方 が解 決 の 質 に影 響 す る かにつ いて 、3人 集団 を対 象 に実 験 を行 な った。 その 結 果 、討 議 を情 況 的 因 子 に向 け る よ

う考 え ら れ た問 題説 明 では 、行 動的 に向 け られた場 合 よ り も しは しば どう察 的 な解 決 が展開 され る こ と が示 さ れ た.さ ら に
一般 的 に リー ダの 問 題 説明 の 基本 原則 の利 用 が集 団の 生産 物 の質 を高 め得 る こ とが示唆 され た◎① 経 営 組 織② 集 団

図4-49漢 字 モ ー ド ・デ ー タ作 成 例(KPRリ ス ト)
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4.3.4キ ー ワー ド ・デ ー タの作 成 方 法

KINDシ ス テ ムは,情 報 処 理 に 関連 した技 術 文 献情報 を検 索 サ ー ビスす

るた め に,そ の検 索技 法 としてキ ー ワー ド検 索 を採 用 して い る。 キ ー ワー ド

に関 す る管 理 ・運 用は,キ ー ワー ド管 理サ ブシ ス テ ムで行 な っ てお り,キ ー

ワー ド ・デー タ の作 成 か ら,キ ー ワー ド ・フ ァイ ル の作成,キ ー ワー ド ・テ

ー ブ ルお よび シ ソー ラス ・リン ク ・サ ブテ ー ブル の 作成 とい った 処 理工 程 で

構 成 され て い る。 こ こで は,こ れ らキ ー ワー ドに 関 連 した フ ァイル 作 成で 基

に な る,キ ー ワー ド ・デー タの 作成 方法 につ いて概 述す る。

キ ー ワー ド ・デ ー タには,キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登録 す る カナ 漢 字 キ ー

ワー ド ・デー タの他 に,キ ー ワー ド間 の関 連性 を定 義す る,キ ー ワー ド関連

リンク ・デ ー タが あ り,ま た これ らを更 新す る,キ ー ワー ド更新 デ ー タ,関

連 リンク更 新 デ ー タが あ る。

カ ナ漢 字 キ ー ワー ド ・デ ー タの作 成 には,ま ず 作成 ・登 録 す るキ ー ワー ド

の 収 集 と整 備 の 作 業 が あ る。'

キ ー ワー ドの収集 は,外 部 の研 究 機 関 な どで 公 開 して い る シ ソー ラス やキ

ー ワー ド集 ,あ る いは 索 引 用語集 とい った書 籍 ・報告 書類 の 中か ら選 択 ・抽

出 す る とか,他 の 専門 誌 ・雑 誌 ・新 聞な どに出現 して いる 用語 の 中か ら重 要

な もの を選 択 す る,な どの方 法が 考 え られ る。 い ずれ の場 合 に も,KIND

シ ス テ ムの検 索 サ ー ビス に関 連 した,情 報 処 理 分 野の 用語 を,キ ー ワー ドと

と して採 用す る こ とに な る。

キ ー ワー ドは,文 献 検 索 の1手 段 として 用 い た検 索 キ ーで あ るか ら,そ の

機 能性 を重 視 し,文 献 デ ー タ作 成 者(抄 録作 成 者 ・キ ー ワー ド索 引者)が,

文 献情 報 の内 容 か らキ ー ワー ド指 定す る場合 の こ とも合せ て考 慮 し,シ ステ

ム利 用者 の 意 図 す る検 索 キ ーが,最 適 に文 献 デー タヘ リンク して,検 索 サ ー

ビ スを満 足 さ せ る こ とが 望 まれ る。

また い っぽ うで は,シ ス テ ム運 用者 が,キ ー ワー ド管 理 をす べ て 行 な うぱ

か りで な く,シ ス テ ム利 用者 か らの使 い やす いキ ー ワー ド検 索 キ ーの 要 望 も
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受 け入 れ られ るべ きで,運 用 者,利 用者相 互 の コ ミュニケ ー シ ョ ンを 円滑 に

行 な っ て,総 合 管 理 す べ きで あ る。

収 集 した キ ー ワー ドは,次 の段 階 で キ ー ワー ドの整備 が行 な わ れ る。 まず

第1に 同義 語 の整 備 で あ る。 同一 意 味 を有 す る用 語は 数 多 くあ り,同 義語 と

して 関 連キ ー ワー ドが グ ルー プ化 さ れ る。 そ して,そ の 中 か ら も っ とも適 し

た ・ 利 用 しやす い 用語 を代表 語 と して,デ ィス ク リプタ に定義 す る。 その他

の 用語 は ・ 関 連 す る フ リー ・ワー ドとして 非 ディスク リプタに定 義 す る。 これ

らは,検 索 サ ー ビスに お いて,非 デ ィス ク リプ タの いず れ の キ ー ワー ドを検

索 キー と して も,デ ィス ク リプタ へ と リン ク して,文 献 デー タ を検 索 で きる。

同義 語 の整 備 が終 る と,次 は キ ー ワー ド間(デ ィス ク リプ タ同 志)の 関連

性 を定義 す る。KINDシ ス テ ムの シ ソー ラ ス ・サ ー ビス では,同 義 語 の他

に下位 語 の サ ー ビス を行 な う。 こ のた め,キ ー ワー ド間 の関連 性 定 義 は,各

キ ー ワー ドに対 す る下 位 語 あ るいは 上位 語 を 定義 す る。

定 義 方 法 は,各 キ ー ワー ドに対 して,下 位 概 念 のキ ー ワー ドを対 応づ けて

い く方 法 を とるが,下 位へ の深 さ は1段 階ず っ行 な って い く。 つ ま り,あ る

キ ー ワー ドに対 す る下位 概 念 の キ ー ワー ドを対応 づ け,こ の後 者 の キ ー ワー

ドに対 し てさ ら に下位 概 念 のキ ー ワー ドを対 応づ け る。 また も う1つ の方 法

は,各 キ ー ワー ドに 対 して,上 位 概 念 のキ ー ワー ドを1段 階ず っ 対応 づ けて

も よ い。 この 上位 概 念 の対応 づ けは,処 理 プ ログ ラムに よっ て,自 動 的 に逆

転 され ・ すべ て下 位 関 係 の キ ー ワー ド対 応 とな る。 な お,下 位(上 位)か ら

下位(上 位)へ とっ なが る深 さは,KINDシ ス テ ムでは,7段 階 に制 限 し

て い る。

キ ー ワー ド・デ ー タの収 集 ・整備 と,キ ー ワー ド間 の関 連性 定 義 は,机 上

で行 なわ れ る作 業 で あ るが,以 降 は,キ ー ワー ド ・デ ー タの コー デ ィン グ と,

デ ータ せ ん孔 に関 す る作 成 方 法 につ いて述 べ る。

(1)カ ナ漢 字キ ー ワー ド ・デ ー タの作 成 方 法

キ ー ワー ドは,最 終 的 には,EBCDICの カタ カ ナ と,漢 字 コー ドの漢
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字 か な 湿 り キ ー ワー ド と に よっ て 構 成 さ れ る。 こ の カ ナ 漢 字 キ ー ワ ー ド ・

デ ー タ の 作 成 は,カ ー ドせ ん 孔 機 に よ る 方 法 と,漢 字 紙 テ ー プ せ ん 孔 機 に

よ る方 法 と の2と お り の 方 法 が 用 意 さ れ て い る。

① カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワー ド ・デ ー タ

カ ナ ・モ ー ド ・キ ー ワー ド ・デ ー タ(カ ナ ・キ ー ワ ー ド)は,カ ナ漢

字 変 換 シ ス テ ムの 一 部 と,そ の 変 換 手 法 と を 利 用 し て,カ ナ ・キ ー ワー

ドか ら 漢 字 キ ー ワー ドへ 変 換 さ れ る デ ー タ で あ る。

カ ナ ・キ ー ワー ドの 作 成 は,6種 の フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー を 使 った 作

成 基 準 に も とつ い て コ ー デ ィ ン グ し,カ ー ド ・デ ー タ を 作 成 す る。

・ デ ー タ 作 成 基 準

表4-8フ ァ ン ク シ ョン ・キ ー の 種 類(キ ー ワ ー ド用)

フ ァ ン ク シ ョ ン ・ キ ー 使 い 方

単 変
換
語 用

ヂ 漢字単語 の区分 に使用す る

* カ タ カナ単 語 の区 分 に使用す る

特
殊
変
換
用

.

/ カタ カ ナ ・ひ らが な の拗促 音 の識 別に 使 用す る

! 「を」 「ヲ」 の識 別 に使 用す る

$ 英字の小文字 を識 別す るのに使 用す る

〉 漢数 字を識 別す るのに使用す る

6

¶

o使 用す る文 字 ・記 号 は,カ タ カナ,英 字,数 字,お よび フ ァ ン クシ

ョン ・キー の記 号 と,他 の4種 の記 号(・,一,/,&),ス ペ ー

ス,で あ る。(い ず れ もEBCDIC)

o漢 字 熟語(複 合語,合 成 語)か らな る用語は,原 則 と して2字 単 位

の単 語 に分 ち 書 きす る。 分 ち 書 き単語 の カタ カ ナ ・ヨ ミは,12字

以 内で,長 音 ・拗 促 音 ヨ ミは 禁 止 す る。 「が」 フ ァ ン ク シ ョン ・キ

ー を先 頭 に付 し ,同 音 異 義 語 の あ る単 語は,同 音 異 義 語 表(図4一
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46分 野 用)を 参 照 して,同 音 異 義 語 番 号 を得,ヨ ミカ ナの あ とに

付 加 す る。

oカ タ カナ単 語(外 来 語 ヨ ミな ど)は ,先 頭 に 「*」 フ ァ ン クシ ョン

'キ ー を付 して 区分 し
・ 長音(一),拗 促 音(/)の 使 用 を許 す。

長 さの 制 限 は な く・ スペ ー ス に よるセ パ レー タで 区分 さ れ る
。

oひ らが なは ・ 他 の単 語 と分 離 して,カ タ カナ ・ヨ ミす る。 拗 促音

(/)を 使 用 で きる。

。カ タカ ナ単 語 中の 「!オ 」 は 「ヲ」 に
,ひ らが な 中 の 「!オ 」 は

「を」 に 対応 す る。

o英 字 は・ 一 般 には 大 文 字 記 述 のみ で作 成 し,英 小 文 字 は 「$」 を付

して識 別す る。

○数 字は ・ 一 般 には算 用数 字 で作 成 し
,漢 数 字 は 「〉 」 を付 して識 別

す る。

oそ の他 ・ 各 単 語 間 ,フ ァ ンク シ ョン ・キ ーの 有効 区 分 間 の識 別は,

スペ ー ス に よるセ パ レ一 夕で 区 分 す る
。

デー タ作 成 形 式は 図4-50の よ うな カ ー ド形 式 で あ り,図4-51に

作 成 例 を示 す 。

デ シ

1|

タ ケン

ス

継

続

区

分

1う
1ド

キ ー ワー ド に

∈ll ≧rク

1@
`

図5-50カ ナ ・ モ ー ド ・ キ ー ワ ー ド ・ デ ー タ 形 式

●
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図4-51カ ナ ・ モ ー ド ・ キ ー ワ ー ド 作 成 例(L、Pリ ス ト)

6

② 漢 字 モ ー ド ・キ ー ワー ド'デ ー タ

漢 字 モ ー ド ・キ ー ワー ド ・デ ー タ(漢 字 キ ー ワー ド)は,漢 字 紙 テ ー

プせ ん 孔 機 を使 っ て作 成 す るデ ー タで あ り,漢 字 か な 湿 りキ ー ワー ドで コ

ー デ ィ ン グ お よび せ ん 孔 す る
。

使 用 で き る 文 字 コ ー ドはKINDSの 文 字 コ ー ド体 系(富 士 通 漢 字 コ

ー ド)す べ て で あ る
。 漢 字 キ ー ワー ドの せ ん 孔 項 目は,キ ー ワ ー ド ・ヨ

.ミ カ ナ と 漢 字 か な 湿 りキ ー ワー ド,お よ び こ れ らを 識 別 す る 区 分 キ ー で

あ る。 こ の うち,キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ カ ナ は,内 部 の 処 理 でEBCDIC

に コ ー ド変 換 さ れ る こ と か ら,カ タ カ ナ,英 字,数 字,一 部 記 号(・,

一
,/,&)に 限 定 さ れ る。

紙 テ ー プせ ん 孔 形 式 を 図4-52に 示 す 。 紙 テ ー プ ・フ ァ イ ル の 開 始

位 置 を@(8進 ・ 一 ド34010・1),終 了 位 置 を ⑧(8進 ・ 一

ド320101)で 識 別 し,ヨ ミ カ ナ 区 分 を(－AM)(8進 コ ー ド2003

03),漢 字 区 分 を(－KM－)(8進 コ ー ド200305),1キ ー ワ ー ド'

レコー ド単位 を(麺)(8進 コー ド340201)で 区 分 す る。 いず れ も

漢 字 キ ー ボ ー ド上 の フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー で あ る 。

紙 テ ー プ せ ん 孔 した デ ー タ を 漢 字 プ リン タ に 出 力 し た 例 を 図4-53

に 示 す 。
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㊥⑬ キ ー ワー ド ・ヨ ミカナ ⑬ 漢 字 キ ー ワ ー ド ⑬一一ー ーー一 ⑧一
1レ コ ー ド単 位

図4-52漢 字 モ ー ド ・ キ ー ワ ー ド ・ デ 一曹タ 形 式

魎 カン ジテレタイプ囮漢字テレタイプ

⑨ カン ジニユウリヨクソウチ鴎漢字入力装置

⑲ ケイ サンキプログラミング画計算機 プログラミング

⑨ ケ イザンキリヨウ魎計算機利用

⑲ シヤ カイコウガク魎社会工学

㊥ シャカイシステム魎社会システム

⑲ ジヨウホウケンサク魎情報検索

⑱ ジヨ ウホウシステム題情報システム

⑭チェ ックリス ト魎チェックリス ト

鴎デ ンシナダレダイオー ド鴎電子 なだれダイオー ド

図4-53漢 字 モ ー ド ・キ ー ワ ー ド作 成 例(KPRリ ス ト)

●

② 関 連 リ ン ク ・デ ー タ の 作 成 方 法

キ ー ワ ー ド間 の 関 連 性 が 定 義 さ れ た もの を 関 連 リン ク ・デ ー タ と し て 作

成 し,キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の シ ソ ー ラ ス ・ リ ン ク ・ア ド レス 作 成 の 基 礎

■

一224一



¶

⑳

デー タ とす る。

関連 リンク ・デ ータの 作成 方法 は,キ ー ワー ド ・マ ス タ ・フ ァイ ル(語

番 号 とキ ー ワ ー ドか ら な る)の 内容 を漢 字 プ リンタに 出力 した キ ー ワー ド

語 番 号 リス トを 参照 し て,キ ー ワー ドに代 替 す る語番 号 を,関 係子 で結 ん

だ 形 式 で 作 成す る。

関係 子 は,関 連 リン ク ・デ ー タの主 とな る キ ー ワー ドの語 番 号 に対 して,

従 とな るキ ー ワー ドの語番 号 へ の関係 を識 別 す る コー ドで あ る。 この関係

は,カ ー ド ・デー タの左 方 に位 置 す る語 番 号 を主 とす る もの で 「主 のキ ー

ワー ドに 対 して,関 係 子 で識 別さ れ る関 係 にあ るのが,従 の キ ー ワー ドで

あ る」 こ とを意 味 す る。 関係 子 の コー ドは,同 義 語 と下 位 語 の関 連 性 を定

義 す るた め に,表4-9に 示す4種 の コー ドか ら成 って い る。

表4-9関 係 子 コ ー ド

関 係 子 コ ー ド 意 味 ・ 使 用 法

1
非 デ ィス ク リプ タか らデ ィス ク リプ タへ の同義 語1

関係(USE)

2
デ ィス ク リプ タか ら非 デ ィス ク リプタへ の同義 語

関 係(UF)

3 デ ィス ク リプ タ間 の下 位 語 へ の関係(NT)

4 デ ィ ス ク リプ タ間 の 上位 語 へ の関 係(BT)

6

これ ら関 係子 コー ドを使 った 関連 リンク ・デー タの 形 式は,図4-54

に示 す4と お りで あ る。非 語 番 号 とは,非 デ ィスク リプタ の語 番 号,語 番

号 とは,デ ィス ク リプ タの語 番 号 を意 味 す る。

関係 リン ク ・デ ー タの カ ー ド形 式は,関 連 リンク更新 デ ー タ((3)で 述 べ

る)と 同形 式 で,更 新 区分 を追 加 コー ドに す る ひとで処 理き れ る。
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(主)
(関係子)

(従)

非 韮ロロ 番 号 1
話
口口 番 号

'

語 番 号 2 非 語 番 号

詰 番 号 3 語 番 号

詰 番 号 4 語 番 号

図4-54関 連 リ ン ク ・デ ー タ 形 式

(3)更 新 デ ー タの作 成 方 法

キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登録 され た キー ワー ドの訂正 と,キ ー ワー ド間

の 関連 性 を定義 し た シ ソー ラス ・リンクの 変更 は,そ れ ぞれ の 更新 デー タ

を作 成 し て行 なわ れ る。前 者 には,キ ー ワー ド更 新 デ ー タを,後 者 には,

関連 リン ク更 新 デ ー タを作 成 す る。

① キ ー ワー ド更 新 デ ータ

登 録 キ ー ワー ドの 更新 には,削 除,修 正,追 加 が あ り,漢 字 紙 テ ー プ

せ ん 孔機 に よっ て キ ー ワー ド更 新 デー タを作 成 す る。 訂正 処 理は,キ ー

ワー ド ・マ スタ ・フ ァイ ル(語 番 号 とキ ー ワー ド(ヨ ミ,漢 字)か らな

る)に 対 して更 新 す るた め,せ ん 孔 す る デー タ項 目は,訂 正 区 分 と と も

に語 番 号 を使 用す る。 キ ー ワー ド ・ヨ ミカナ,漢 字 キ ー ワー ドの更 新 は

それ ぞ れ ヨ ミカナ区 分,漢 字 区分 を付 け て デー タ作 成 し,い ず れ か あ る

いは 両 項'目を更 新 す る こ とが で きる。 キ ー ワー ドの追 加 デー タに は,両

項 目を作 成す る。

●
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キ ー ワ ー ド更 新 デ ー タ の 種 類 を 図4-・55に,紙 テ ー プ ・フ ァイ ル 形

式を図 ・-56に 示す.⑭ は ・ ・カナ区分・ ⇔ 醸 字区分・

⑳ は レ・耳 位区分,⑧ は ・・イ・レ開始区分,⑧ は ・

アイ ル 終 了区 分 を意 味 す る。 いず れ も漢 字キ ー ボ ー ド上 の フ ァ ン クシ ョ

ン ・キ ー であ る。

訂

正
区
分

削除データ

修正 デー タ

追 加 デー タ'

1 語 番号 ③ キー ワー ト㌔ ヨ ミカ ナ

1 語 番号 ⑬ 漢 字 キ ー ワー ド

1 語 番 号 ⑬ キ ー ワ ー ド ・ヨ ミカ ナ ⑬ 漢 字 キ ー ワ ー ド

2 ③ キ ー ワ ー ド ・ ヨ ミカ ナ ⑤ 漢 字 キ ー ワ ー ド

図4-55キ ー ワー ド更 新 デ ー タ の種 類
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図4-56キ ー ワ ー ド更 新 紙 テ ー プ 形 式

② 関連 リンク更新 デ ータ

キ ー ワー ド間 の 関 連 リン クパ シ ソ ー ラ ス ・リンク)の 更 新 は,削 除,

修 正,追 加 の 更新 デ ー タ を作成 して行 な う。 関連 リン ク更新 デー タは,

カー ド形 式 で作 成 し,更 新 区分 と ともに,語 番 号 と関係 子 で構 成 され る。

更新 デ ー タの標 準 形 式 は,更 新 区 分 ご とに 図4-57の よ うに な って

い る。 関係 語 番 号 とは,主 とな る語 番号 に対 して,従 と な る関 係 キ ー ワ

ー ドの 語番 号 で あ る
。

⑧は,語 番 号 に関 す る関 連 リン ク ・デー タを全 削 除 し,⑮ は,語 番号

に 関す る デ ー タの うち関 係子 で指 示 す る デー タを削 除 し,⑥ は,語 番 号,

関 係 子,関 係 語 番 号 で指 示 す る デ ー タを削 除す る。 ⑧ は,旧 デー タを新

デー タ に変 更す る。 ⑤ は,新 デ ー タ を追 加 す る。 この⑤ の デ ータ形 式 を,

② 関連 リン ク ・デ ー タ形 式 に適 用す る。

■

●
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図4-57関 連 リン ク更 新 デ ータ の種類
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5.モ テ ル ・シス テ ム の 評 価 検 討

5.1シ ス テ ム の 評 価 基 準

5.1.1日 本 語 情 報 文献 検 索 シス テ ムを必 要 とす る背 景

文 献情 報 検 索 は す で に アメ リカに お い ては,オ ン ライ ン会話 型 が 主 流 を 占

め,普 及 期 に入 った とい え よ う。 ア メ リカに お い て はSDC社 お よび

Lockheed社 の商 業 シス テ ム,お よびNLM(NationalLibraryof

Medicine:ア メ リカ 国立 医学 図書 館)に ょ る半 商 業的 シ ステ ムの 普 及 に ょ

り,す でに 年 間200万 回に も及 ぶ 実績 を挙 げ て い る。 この よ うに急 速 に普 及

した 背景 に つい て まず 考 察 してみ よ う。

① オ ンラ イ ン会 話型 の検索 技 術が 早 くか ら開 発 され て い た こ と:ア ポ ロ

計画 に代 表 さ れ る宇 宙 開 発 が,国 家的 事業 と して 最優 先 に進 め られ,こ れ

をバ ック ア ップす るた めの 情報 シス テ ムに 大 き な資金 が 投 入 さ れ て,シ ス

テ ムが 開 発 さ れ た。 そ の結 果 と してSDC社 はORBITシ ス テム を,

Lockheed社 はDialog(NASARecon)シ ス テム を 開発 し,そ の後 の

TechnicalTransfer政 策 に よ って,商 業 シス テム と して開 花 した 。

NLMのMedlineもORBITの 系 統 で あ る。

② 商業 ベ ース の通信 サ ー ビス業 が 発 達 して い た こ と:文 献 検 索 よ りも早

く,そ の他 の数 多 くの オ ン ライ ン ・サ ー ビスの た めに,通 信 サ ー ビス の み

を業 とす るデ ィジタル 回 線 網が 発達 してお り,文 献 検 索 サ ー ビス業 は これ

に乗 るだ け で,全 国一 率 の サ ー ビス が可 能で あ った。 さ らに これ ら回 線 網

の海外 へ の 進 出に ょ り,自 動 的 に海外 へ のサ ー ビスが 可能 とな った。 す で

に ヨ ー ロ ッパ 諸 国,カ ナ ダ,オ ース トラ リアな どへ の サ ー ビスが 始 ま って

い る。 上記 各 文献 検索 サ ー ビスはTymnetお よびTelenetを 利 用 して い

る。
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③ 英 語 の デ ータ ベ ース のサ ー ビスで 十 分で あ る こ と:全 世 界 で発 表 され

る文献 の 約60%は 英 語 で 書 か れ て お り,ま た 英語 に ょ る二 次 情 報 サ ー ビ

ス もあ らゆ る分野 を カバ ー して い る。 アメ リカ,イ ギ リス お よび その他 の

国 に お け る英 語 の デ ータ ベ ース を 収集 し,サ ー ビス を行 なえ ば 情 報 内容 と

しては 十 分 で あ り・ さ らに 英 語 で あ る こ とが 海外 の マ ーケ ッ トを も生 み 出

してい る。 した が って イ ギ リスな どは ,自 国 で生 産 され るデ ータ ベ ース(

た とえばINSPEC)を アメ リカ のサ ー ビスへ 乗せ,自 身 では サ ー ビス を

行 なわ ず,ア メ リカ のサ ー ビス を利 用 して い る。

④ オ ン ライ ン ・サ ー ビスに対 す るマ イ ン ドが確 立 して い る こ と:文 献 検

索 よ り以前 に,す でにTSSサ ー ビスに ょ るRJE(RemoteJobEnt

ry)や 科 学技 術 計算 な どが 普 及 し,端 末 装 置 その他 の面 で ,オ ンライ ン

・サ ー ビスに対 す る受 入 れ態 勢や マ イ ン ドが確 立 してい る
。 また タ イ プラ

イタの 普 及 と これ に対 す る な じみ の問題 も見 逃 がせ ない 。

以 上 が ア メ リカ に お い て オ ン ライ ン文 献 検 索 サ ー ビスが急 速 に普 及 した

背 景 の,主 な る もの で あ る が,こ れ は われ わ れ に対 して い ろ い ろ な問 題 を

提 起 し て い る 。そ の最大 な る ものは アメ リカ の 回線 網が わが 国 に進 出 した

場合 の問 題 で あ る。

これは 昭和52年 か らは い よい よ現 実の 問 題 とな って きた。 ア メ リカ通信

業 の最 大 手 で あ るTymshare社 が 日本 の丸 紅 と合弁 で,国 際 タ イ ム シ ェア

リン グ社 を設立 し,Tymnetの 国 内へ の進 出 を計画 中で あ る
。 これ が 実現

した場 合 を 想定 して 考 えて み ょ う。 前 に述 べ たSDC社 ,Lockheed社,N

LMの3大 サ ー ビスは,す べ てTymnetを 利 用 して い る。 これ ら各 サ ー ビス

が 提 供 して い るデ ータベ ース はす べ て英 語 の もの で あ るが ,ヨ ー ロ ッパ で生

産 され た ものを も含 めて,一 般 に知 られ てい る重 要 な デ ータ ベ ー スはす べ て

含 まれ てい る。 この こ とは と りもな お さず,わ が 国 に おい て これ らデ ータ ベ

ース を提 供 す る ,わ が 国独 自 のサ ー ビス が成 立 し得 るか とい う問題 に つな が

る。
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す でに わが 国 にはGE社 のMark皿 お よびComshareが 進出 して い るが ,

これ らはTSSサ ービス のみ で情 報 提 供 サ ービスへ の影 響 はな か った
。 しか

しTymnetの 進 出は そ の回 線 網 を通 して,上 記 デ ータベ ースに 直 接 アク セ ス

可 能 とな る。

この問題 を別 の 角度 か ら考 察 して み よ う。 文 献情 報 サ ー ビス にお い ては 古

くか ら抄 録 誌 が 中心 とな ってお り,オ ン ライ ン ・サ ー ビスに よ る影 響 もそ れ

ほ ど大 き くな く,現 在 で も 中心 的地 位 を保 ってい る。 これ ら抄 録 誌 は アメ リ

カ の有 名 なChemicalAbstractsを は じめ と して ,英 語 に ょ る各 分 野 の

著 名 な もの が多 く,し か も輸入 制限 が な く始 めか ら自由化 品 目 で あ った。 し

たが って わ が 国に お い て これ ら著 名 な 抄録 誌 に対 抗 して ,日 本 語 に ょ る抄 録

誌 の必要 性 に つい て,古 来 多 くの論 議 が あ り現 在 に も及 んで い る。

しか し最大 公 約数 的 意 見 と して は,日 本語 の理解 の しや す さ か ら ,日 本 語

抄 録 の必 要 性 が 強調 され,出 版 が続 け られ てい る。 しか し前述 の外 国 で 出版

され て い る各 種 抄録 誌 の影 響 を 受 けて,必 要最 小 限 度 の範 囲に 限 定 され て い

るの が現 状 で あ る。 これ か ら類 推 す る とオ ン ライ ン検 索 に おい て も ,わ が 国

で発 行 され る文 献 お よび 諸外 国 で発 行 され る文 献 の うち ,わ が 国 に お け る需

要 の強 い もの,あ るい は 英語 の ま まで は 需要 を喚 起 し得 ない もの に つ いて は

日本 語 に よ るサ ービス を行 なわ ない と,わ が 国 の 開発 に悪 影 響 を及 ぼす こ と

が 懸念 され る。

これ までは と もす る とオ ン ラ イ ン文 献 検 索 の 分野 にお い ては ,外 国 の デ ー

タ ベ ース を対 象 と して論 じられ て いた 面 が強 い が,外 国 の もの に つい ては 外

国 の企 業 のサ ー ビスに まか せ よ う とい う気 運 が 強 くな る と,わ が 国 と しては

日本 語 の シス テ ムに 全力 投 球 しな けれ ぽ対 抗 で きな くな る とい え よ う。 っ ま

り外 国企 業 の進 出が,日 本 語 シ ス テム の 開発 に アクセ ル をか け る とい うこ と

に な ろ う。

こ こで 日本 語 に対 す る需要 の強 さの例 を い くつ か あげ てお こ う。最 近定 着

しつ つあ るSDIサ ー ビ スに お い て,回 答 と して の 日本 語 抄 録 が 強 い支 持 を
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得 てい る。一 方,英 語 のデ ータベ ース に ょ るSDIは 伸 び 悩 み の状態 にあ る。

また 最近 カ タ カ ナに よ る オ ンラ イ ン ・サ ー ビス が開 始 され たが,ユ ーザ か ら

の ク レ ームが 多 い 。 これ を要 約 す る と文 献 検 索 は その本 質 上,キ ー ワ ー ドの

み に よる検 索 では 不 十 分 で,抄 録 の通 覧 に よる検 索 ステ ッ プを必 要 と し,そ

のた め に も 日本 語 の 抄録 が必 要 で あ る とい うこ とで あ る。

以 上 い ろ い ろな 角 度 か ら,日 本 語 情報 文 献 検 索 システ ム の必要 性 に つ い て

考察 を加 え た が,客 観 状 勢 か らみ て,い ま こそ大 局 的 判 断 に基 づい て シ ステ

ムの評価 を行 な い,シ ス テ ムの建 設 に力 を入 れ るべ き時 では な か ろ うかb

q

5.1.2シ ス テ ムの 利 用 環境

これ まで文 献 検 索 システ ム の構 築 に 当 って,シ ス テム ・ア ブ ・一チ面 か ら

の追 求が 不足 し,多 くの 試行 錯誤 を重ね た 経験 が あ る。 と くに この よ うな大

規模 システ ム とな る と事 前 の評価 が 重要 で あ る。 これ には2つ の面 が あ り,

1っ は オ ン ライ ン ・シス テ ム と して の シ ステ ム性 能 に 関す る もので あ り,他

は情 報 内容 に基 づ く検 索 性 能 で あ る。 これ らの 事 前評 価 を行 な うため には,

まず 当該 シス テ ムの利 用 環 境 を明確 に しな けれ ばな らな い 。

しか し シス テ ム性 能 お よび検 索性 能に つ い て は,日 本 語 情報 特 有 の問 題 と

い うわ け で も ない か ら,こ こでは特 に利 用 性 能 とい うフ ァク タ を設 定 して論

ず る こ とに しょ う。 この性 能は 英 語 の 場合 には あ ま り問 題 とな らな い か ら,

わが 国 特有 の 重要 な 問 題 とい え よ う。

さ て文 献 検 索 の ユ ーザ としては

基礎 ・応 用 研究 者

設 計 ・製造 技 術者

企画 ・調 査 ・特 許 部 門

そ の他 営業 部 門 な ど

な どが 考 え られ る。 これ らユ ーザ の特徴 と して は,上 位 の ユ ーザ ほ ど文 献 の

内容 を詳細 に検 討 す る性質 が あ り,下 位 にな るほ ど内容 の詳 細 よ りも・既 存

竜

令
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の情報 に対 す る新規 性 の みが 問題 とな って くる。

これ は検 索性 能に 関 して,前 者 は狭 く深 く,後 者 は広 く浅 く とい う要求 と

な り,さ らに後 者 では 通 覧性 能 を要 求す る よ うに な る。 こ こに 日本語 情報 に

対 す る要 求 が生 れて くる の であ る。 また キ ー ワー ドに つ い て も 日本 語 の要 求

とな るので あ るが,キ ー ワ ー ドにつ い て は カ ナで も代 用 で き るので,当 面 の

問 題 か らは 除 外 して お く。

これ を端 的に 示 す例 と して,わ が 国 にお け る国 公 立 の代 表 的 な研 究機 関に

おい て,英 語のINSPEC(物 理 ・電 子 ・情報 文献)の み の情 報 サ ー ビスを

行 な って い る例 が い くつ か あ る。 また東 大 に おい て も,CAC(化 学 情報)と

INSPECの サ ー ビス のみ を行 な って い る。 この よ うに文 献 検 索 にお い ては

ユ ーザに よ って 要求 が 異 な るの で,利 用 目的 を明 確 にす る必 要 が あ る と と も

に,不 特 定 ユ ーザ を対 象 とす る シス テ ムに おい ては,日 本 語 情 報 を避 けて通

るこ とは で きな い。

次 に 日本語 情報 とい った場 合,抄 録 の取 扱 い が1つ の ポ イ ン トで あ る。 現

在世 界 で 発行 され て い る大 規 模 な デ ータベ ースに は1抄 録 の全 くない もの や

あ って も一 部 分に 過 ぎな い もの が多 い。 これ は情 報 作成 機 関 の都 合 に よる も

ので あ るが,一 方 で は,オ ン ライ ン ・シス テ ムにお い て_抄 録 のサ ー ビス を

行 な う こ とは 大 きな 負担 で あ る。 大 規 模 な商用 サ ー ビスでは,デ ータ ベ ース

は1千 万 件 に も及 ん でい るか ら,い か に大 きい 負担 とな るか が わ か ろ う。 抄

録 を入 れ て件数 を 落 すか,そ の逆 にす るか は,ユ ーザ 自身 の 選択 に かか って

い る とい え よ う。

日本 語 とな る と漢 字 モ ー ドのた め抄録 の 負担は さ らに大 きい 。 こ こで 問題

な のは,日 本 語へ の 要 求 が前 述 の とお りで あ る ので,こ れ が 抄録 へ の要 求 と

一 致 す る こ とで あ る。 した が って 現 在い ろい ろ開 発 が進 め られ て い るシ ステ

ムに お い て は,抄 録 を含 めた シス テム を対 象 と して い るが,実 用 システ ム と

して は 一 考 を要 す る問 題 で あ る。

これ を解 決す る1つ の方便 と しては,抄 録 を必 要 と しない 文 献 を定 め て,
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必 要 な 文献 に のみ 抄録 を付 け る こ とに よ り,フ ァイル を圧縮 す る こ とで あ る
。

文献 の内 容 的 に み れ ば・ 紹 介 ・報 告的 な記事,資 料 の流 通 面 か らみれ ば ,多

部数 が流 通 してい る資料(一 流 学会 誌 ・一 流 商業 誌 な ど) ,発 行 国 的にみ れ

ぽ,日 本 の文 献 な どは,抄 録 を付 け る プ ライ オ リテ ィが低 い とみ られ る
。

また これ まで の抄録 の 内容 は

前提 方 法 結果 評価

の順 に 書 くの が よい とされ て いた が ,こ れ を

結 果 評 価 方 法 前提

の順 に書 き,デ ータ ベ ース には 抄録 の始 め の3行 の み を収録 してお けば よい

との論 を提 案 して い る者 もい る。

また一 方 では 研究 的 な学 術 文献 ほ ど文 献 の標 題 が充 実 してお り抄 録 は 不 用

で あ り,商 業 誌 の紹 介 記 事 な どは,標 題 を技 術 内 容 に よ って補 足 す る程 度 で

十 分 で あ り,し た が って従 来 の よ うな 抄録 は あ えて必 要 と しな い との論 もあ

る。 こ の よ うに抄 録 それ 自身 に も まだ まだ 問 題 が あ り,そ の取 扱 い に つい て

情 報 検 索 面 か らの検 討 を十 分加 えな い で,一 率 に デ ータ ベ ースへ 収録 す るの

は,効 率 面 か らみ て 問題 で あ る。'

以 上は 抄録 を まで含 めた 日本 語情 報 の オ ン ライ ン検 索に つ い て考 察 した の

で あ るが,抄 録 は オ ン ラ イ ン検 索 の対 象 とせ ず に ,ホ ス ト側 で の オ フ ライ ン

出力 に のみ抄 録 を対 象 とす る とい う考 え方 もあ る。 これ は 日本 語 特 有 の取 扱

い とい うわ け では な く,英 語 の場合 に も行 なわ れ てい る方 法で あ る
。

最 後 に利 用 環境 に 関連 した 問題 と して,ア メ リカに お け る利 用 実績 に 基 づ

い た い くつか の 注 目す べ き点 に触 れ てお こ う。 前 に も述 べ た よ うに,ア メ リ

カに おい ては す でにLockheed社 とSDC社 に お い て ,商 用 の オ ンラ イ ン文

献検 索 サ ービスが 始 ま って い るわ けで あ るが,ユ ーザ の要 求 お よび 提供 サ ー

ビス側 の見 込 み に よ り,逐 次 デ ータ ベ ースの 追加 が 行 な われ て い る。 ところ

が一方 では,デ ータ ベ ース のサ ー ビス の 中止 も出 てい る。

これ らは 明 らか にサ ー ビスを 開始 したが ,利 用 率 が悪 く採 算 に合 わな い こ
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とを 意味 してい る。 開始 に 当 っては それ な りのマ ーケ ッ ト ・サ ーベ イを行 な

って い るは ず で あ るか ら,こ の辺 の需 要 把 握 のむ つか しさを 物 語 って い る も

の とい え よ う。

次 に と くにLockheed社 のDialogシ ス テム の コマ ン ドは,そ の機 能 か ら

み て もそれ ほ ど高 級 な もの とも思 えな い。 情 報 検 索 関係 の専 門 文 献 には,オ

ン ライ ンに よ る会 話型 シス テ ムに っ い て,多 くの よ り高 度 な 提 案 が 見 られ る

が,サ ー ビスを 開始 して5年 を経 過 して も,コ マ ン ド改 良 を行 な って いな い 。

この理 由 にっ い て 詳細 は 不 明 で あ るが,要 す るに致 命 的な欠 陥 は な く,ま た

ユ ーザ か ら もさ らに 高 度 な要 求 が 出て い な い もの と思われ る。

この問 題 は システ ム設計 に お い て,十 分 気 を 付 けな けれ ば な らない ポ イ ン

トで ある。 設計段 階 にお い ては 机 上 の理 論 と して,と か く多 くの要 求 が 持 出

され る もの で あ るが,実 際 に 運 用 して み る とそ の取 扱 い の面 倒 さのた め に,

結 局使 用 され ない とい う例 が 多 々見 受 け られ る。

か って 文 献 の索 引 作業 にっ い て 論義 が 花 々 しか った段 階 では,実 に 多 くの

理 論 武 装 した主 張 が提 出 され,そ の一 部は 実行 に移 され た が,結 局 の ところ

実 行 す る人 間 側 の能 力が それ に 追従 で きず,現 在 では 簡 単 な シソ ー ラスに ょ

る統 制語 彙 か,ま た は フ リー ワ ー ドに ょ る,キ ー ワー ド方 式 に 落着 い て し ま

ってい る。

お そ ら く複 雑 な高度 な コマ ン ド方 式 を 採用 して も,同 じ結 果 とな る こ とで

あ ろ う。 と くに不 特 定 多数 を対 象 とす る,公 衆回 線に よ るサ ー ビス を 目標 と

す る シス テ ムに おい て は,こ の点 を十 分 に吟 味 す る必 要 が あ る。 そ の点Di

alogシ ス テ ムは,そ れ 以 前 に お け るNASAで の使用経 験 が,十 分 取 入 れ ら

れて い るの では な か ろ うか 。 逆 に い え ぽ 公衆 サ ー ビスに おい ては,簡 易検 索

コマ ン ドを 用意 す べ きで あ ろ う。

この こ とは またDialogの 使 用 結果 な どか ら も裏付 け さ れ る。サ ー ビスを

開 始 した 始 め の ころは,平 均 使 用 時 間 が 約25分 で あ った の が,75年 には

12分 さ らに76年 で は10分 にな ってい る。 また 日本 に お け る実績 では,
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Dialogを 参 考 に して使 用時 間 平均 を約30分 と見積 って いた と ころ,大 体

予 想 通 りの結果 を 得 たが,中 に1～3分 とい う検 索 が 相当見 受 け られ てい る。

これ は使 用 料 金 を 節約 す る こ とが 本 来 の 目的 で あろ うが,一 方 で は ,こ の程

度 の検 索 で も目的 を達 してい る とい うこ とで あ る。 近 い うち に各 コマ ン ドご

との使 用 実績 が 出 され るで あ ろ うか ら,よ り正確 な把 握 が可 能 とな るで あろ

う。

南

極

5.1.3漢 字端 末 装 置 の 要件

日本 語 情報 文 献 検 索 シス テ ムの ハ ー ド面 と しては,漢 字 端 末 装 置 に 集約 さ

れ よ う。一 般 にい わ れ て い る よ うに,こ の シス テ ムが 実用可 能 とな るため に

は,端 末装 置 の コス トを含 めた,各 種 の問 題点 が 解 決 されね ば な らない 。 コ

ス トは 当然 の こ となが ら今 後 の 電 子工 学 の進 歩 に よ って,低 下 す る こ とは 間

違 い な い が,そ れ と と もに 漢 字 コ ー ドの標 準 化,漢 字 端末 の仕 様 の標 準化 な

どの 制 度 面,お よび 需 要 の喚 起 に ょ る量 産 効 果 な どに負 う面 も少 な くない 。

まず 端末 装 置 と して は デ ィス プ レイ装 置 とプ リンタ があ るが,デ ィス プ レ

イの 要 不要 が大 きな フ ァクタ で あ る。 機 能 面 で の デ ィス プ レイ の効 果は 主 と

して 次 の2つ で あ る。1つ は 情報 の表 示 速 度 が 早い こ と,他 は 表示 の画 面 上

での移 動 が 自由 で あ る こ とで あ る。 さ て文 献検 索 用 の端末 と して この2つ の

面 を 考 察 して み よ う。

まず 表示 速度 で あ るが,確 か に 表示 そ の もの の速度 は 機構 的 に プ リンタに

比 して は るか に早 い が,実 際 に 端末 を使 用 す る場 合 には,ホ ス トコン ピ ュー

タ か ら遠 く離 れた 場所 に 設置 され てお り,そ の間 を デ ータ通 信 回線 で 結 ん で

い る。 したが って 実際 の表 示速 度 は 回線 の速度 に よ って制 約 され,1200

bpsや2400bp8の 速 度 で は,デ ィス プ レイ装 置 で もプ リンタ で も速 度 は

同 じ とな って しま う。 っ ま り速度 が早 い とい うメ リ ッ トが生 か され ない 。

次 に文 字 の移 動 であ るが,文 献検 索 で は,大 部 分 の デ ータが,コ ン ピ ュー

タ か ら送 られ て くる メ ッセ ー ジで あ る。 最 初 か ら最適 な フ ォ ーマ ッ トに設計
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して あれ ば,画 面 上で 移 動 させ る必 要 は ない 。 しいて い え ば 端末 側 か らの イ

ン プ ッ ト ・ミス を修 正 し得 る こ と ぐらい であ る。 プ リンタ の 場合 に は ま っ消

キ ーを 設 け て修 正 す れ ば よい。

デ ィス プ レイ装 置 の欠 点 は 画 面が 非 常 に限 られ て いて,検 索 の会 話 をす べ

て画 面 上 に保 持 してお くこ とが で きない こ とで あ り,こ のた め 消 えて し ま っ

た 以前 の会 話情 報 を,再 呼 出 しす るコマ ン ドが必 要 とな る。 また検 索 結果 は

何 らか の 形 で記録 に止 め る必 要 が あ るか ら,プ リ ンタ の並 置が 必 要 とな って

くる。

将 来,装 置 お よ び高 速 回線 使 用 料 が 格段 に安 くな り,抄 録 を画 面 上 に どん

どん表 示 して通 覧 して も,コ ス ト的 に問 題 が ない よ うな時 代 に な って始 め て

実用性 が 出て くる とい え よ う。

プ リンタ の価 格 で あ るが,当 面 漢 字 プ リンタ を設 置 した と して,そ れ を文

献 検 索以 外 に も利 用す る可 能性 は 少 ない か ら,価 格 がす べ て検 索 の コ ス トと

して掛 って く る。 この見 地 か らす る と,プ リン タ の レンタ ル 料 は10万 円/

月程度 で ない と普 及 は覚 つ か ない 。1日 平 均2回 の検索 を行 な い,月 に20

日使用 す る と,1回 当 りの端 末 コス トは2,500円 とな り,こ れ は検 索 サ ー ビ

ス の使 用料 と ほぼ 同額 とな る。

端末 の プ リ ンタ の価 格10万[γ 月は,あ る程 度 の量 産 に ょ り達 成 可 能な値

で あ り,ま た 日本 語 情 報 に よ る文献 検 索 を 普及 させ るた め には,達 成 させ ね

ぽ な らな い 目標 値 で あ る。 このた め には 漢字 コ ー ドの標 準化,端 末 仕 様 の 標

準化 も当 然 の こ とで は あ るが,そ れ に も増 して 機 能 の徹底 的 な 追究 と,不 必

要 な デ ラ ックス 化 の排 除 が要 求 され よ う。

これ の 一 つ の方 策 と して,端 末 キ ーボ ー ドか らの漢字 の 排 除,つ ま り英 数

カ ナの標 準 キ ーボ ー ドの使 用 が あ る。 すべ て の メ ッセ ージの送 信 は カ ナ文 字

英 語,・ 一マ字 な どで 行 な い,漢 字 情報 は 受信 の み とす る。 この ことは 端末

装 置が 英数 カナ系 と共 用 とな り,一 般 の端末 装 置 として も利 用 可 能 とい うこ

とで あ る。 現 在JIS化 の 方 向に あ る漢 字 コ ー ドも,既 存 のJISコ ー ド と
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の混 在 を前 提 と して進 め られ てい るか ら,共 用 端 末 も当然 の方 向 で あ り,ま

た量産 の効 果 も期 待 で きる。 か か る端末 の仕 様 のJIS化 も 当 然 話題 とな る

であ ろ う。

他 の方策 と して考 え られ るのは,メ ッセ ージ の送信 方 式 で あ る。 現 在一 般

に は漢 字 コ ー ドに よ り送信 し,端 末 側 で文字 パタ ーンを発生 させ て,プ リン

トす るこ とを前 提 と して い るが,文 字 パ タ ー ンと して送 信 す るこ と も一 考 に

値 しよ う。 っ ま り送信 の フ ァク シ ミ リ化 で あ る。 ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ータ側 で

文字 パ タ ー ン化 し,デ ータ圧 縮 を行 な って送 信 す る。 この方 式 に よ る と,文

字 の制 約 が ほ.とん どな くな る とい う大 きな メ リッ トが あ る。 ホ ス ト側 で 文字

の心 配 をすれ ば よ く,端 末 側 は 受信 す るの みで あ るか らで あ る。 また デ ータ

伝 送 上 で の漢 字 コー ドの問 題 もな くな る。

端末 装 置 の コス トは 使 用 す る漢 字 字種 の多 寡 に直 接 関係 す る。 文献 検 索 の

場 合 に は と くに 法的 な問題 もな い か ら,極 力 字種 は 少 な くす べ きで あ る。問

題 に な るのは文 献 の著 者名 で あ るが,ま れな文 字 は 読み のか な で代 用 して実

用 上 問題 は ない とみ て よい 。 少数 の著 者 名 を 救 うよ りは,コ ス トを下 げ るこ

とを優 先 させ るべ きで あ る。

5.1.4検 索 シ ス テム に付 随 す る 要件

実用 シス テ ム と しては あ ま り複 雑 な 機 能 を用 意 して も,結 局は 使 用 され な

い とい うケ ースが 多 い ので あ るが,い くつ か付 随的 に考慮 して もよい と思わ

れ る要件 を挙 げ る こ とに す る。

① 検索 式 の 登録:個 人 個 人 に ょ って 関心 あ るテ ーマは 限 定 されて い るか

ら,特 定 の キ ー ワー ドや 検 索 式 を フ ァイル に 登録 して お き,ラ イ ブ ラ リ名

に よ って取 出 し得 るよ うに してお くと便利 で あ る。 と くに 抄録 の あ る場 合

に は オ ンライ ンSDIが で き るよ うに して お く とよい。 半 月 とか1か 月 ご

と に フ ァイル を更 新 す る と同 時 に,自 動 的 に ライ ブラ リを 呼 出 してSDI

サ ー ビスが行 な え る。

亀
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② 個 人 フ ァイル:個 人的 に 自分で 情報 を入 力 して お き,必 要 に 応 じて検

索す る と ころ まで行 な わ な くて も,デ ータ ベ ースか らの検索 結 果 とか,S

DIサ ー ビス の結 果 を一時 的に 保 管 す るた め に も必 要 で あ る。 これ が で き

る とSDIの テ ーマ を あ る程 度 広 く して お き,自 分 の検 索 は個 人 フ ァイル

のみ か ら行 な うとい う方法 も考 え られ る。

③ 一 次 情報 の コ ピ ーの 申込 み:検 索 の結 果最 終 的 に必 要 な のは 一 次 情報

で あ る。 せ っか くオ ン ライ ンで セ ンタ ーと接続 され てい るので あ るか ら,

そ の コ ピ ーを 端末 か ら 申込 め れば,便 利 で あ りまた 早 い。 セ ンタ ー ・バ ッ

チ に よる プ リン トの依 頼 と同 じ考 え 方 で あ る。

④ フ リー'キ ー ワ ー ドの取扱 い:検 索 シス テ ムは,完 全 に シソ ー ラス に

よ り管 理 され た キ ー ワ ー ドを対 象 とす る場 合 が 多い が現 在 の考 え方 の 方 向

は フ リー ワ ー ドを許 す 方 向へ 向い っつ あ る。 これは 統制方 式 に よ る と,ど

うして も語 数 が 制限 さ れて 上位 語主 体 とな り,と くに 会話 型 の場 合 ユ ーザ

の満 足 を得 られ に く くな る。 ま た大 量 の 文 献 を対 象 とす る場 合,索 引作業

の コス ト負担 も大 き く,そ の 品質 の安 定 の 保 持 も困難 とな る。

これ を切 抜 け るた め に世 界的 傾 向 とし て,統 制語+自 由語 また は 自由語

の み とい う方 式 が増 えつ つ あ り,わ が 国 に お い て もそ の検 討段 階 に入 って

い る。 そ の場合 端末 か らカナ入 力 とす る と,漢 字 へ の変 換 に つい て対 応策

を考 え て お く必 要 が あ る。 会話 型 で あ るか ら最終 的 には 人 間 に判 断 させ れ

ば よいが,で き るだ け人 間 の 負 担 を少 な くす る よ うな方 式 を開発 す べ きで

あろ う。

⑤ タ イ トル ・サ ーチ:索 引作 業 の欠 陥 を補 な う目的 で,フ リー ワ ー ドに

よ る標 題 の サ ーチが 試 み られ つ つ あ る。 もち ろん シス テ ム的 に 許 され れ ば

抄録 サ ーチ を行 な えば よ り完 壁 で あ る。 この方 式 を取 る と特定 な 下 位語 に

ょ る検 索が 可 能 とな り,満 足度 が 高 ま る。 こ の方 式 を用 い れ ば,た とえ ば

プ ・グ ラム名 で 文献 を検 索 す る こ と も可 能 とな る。 実 際 に これ を行 な うに

は,ま ず 分類 または 上位 の キ ー ワー ドで広 め に検索 し,求 ま った 文 献 に つ
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い て,そ の標 題 に含 まれ るキ ー ワ ー ドを探 して い くとい う方 式 を取 る。

これ と同 じ効 果 を得 るた めに,前 も って標 題 中 か らキ ーワ ー ドを取 出す

プ ログ ラ ムを用 意 して お き,デ ィス クへ 文 献 を ローデ ィングす る時 に,キ

ー ワー ドを取 出 し,統 制 語 と同 じ扱い と して,転 置 フ ァイ ルへ 入 れ て おい

て も よい 。 つ ま り統 制 語+自 由語方 式 とす るわ けで あ る。 この方 式 を取 る

と フ リー ワ ー ドと して 入力 しな くても,前 方 一致 で キ ー ワー ドを 通覧 す る

段 階 で選 択 可能 とな る。

亀

A

4

●
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5.2モ デ ル ・シ ス テ ム の 評 価

5.21評 価 の方 法

具 体 的 に シス テ ム の評 価 を加 え る場 合,次 の よ うな3つ の 立場 か ら行 な う

こ とが可 能 で あ る。

① システ ムの 作成 者

② シス テ ム の運 用 者

③ シス テ ム の利 用 者

① にっいては,開 発 に 着 手 す る時点 と完 成 後 の成 果 との 間 には,さ ま ざ まな

制約,つ ま りハ ー ドウエ ア,プ ログ ラム開発 上 の 時間 的制 限,担 当 者 の能力,

開発 費用 とい った 要 因 な どが あ るのが 普通 で あ り,成 果 に対 して も開 発担 当

者 自身,十 分満 足 を得 て い る こ とは 少 な いの が 現状 で あ ろ う。

② に つ い ては ○本 格 的 利用 の期 待 され る実 用 シス テム に な るほ ど,必 ず,

運用 担 当 者が 生 れ る こ とか ら,そ の時 点で,運 用性,操 作性,シ ス テム ・メ

ンテ ナ ンス の容 易 さ とい った こ とを実際 面 か ら分析 す るのが,正 当 な評価 の

方 法 で あ ろ う。 もち ろん 開発 担 当者 に よる運 用面 へ の配 慮 は 可 能 な限 り行 な

わ れ てい る のが 普通 で あ る。

③ に つい ては,シ ス テ ム 評価 の 最 も厳 し く,か つ 有効 な 分 析 を行 ない 得 る

立 場 で あ る。 こ とに,シ ス テ ム の持 つ機 能 面 をサ ー ビスの 範 囲 と レベ ル とい

う観 点 で,ま た,使 い易 さ とい った面 か ら,オ ンライ ン情報 検 索 シス テム の

場合 な どでは,と くに 端末 の操 作性,簡 便 さ とい った観 点 で評 価 され る。

モ デル ・シス テ ム を 評価 す る場合,す べ ての 立 場に た って検 討 を加 え る こ

とも可 能 で あ るが,KINDシ ステ ムの よ うに,日 本 語 をベ ース と した 情報 検

索 シス テ ムの有 効 性 や,漢 字 を取 り扱 う上 で懸 念 され る特 有 の 問題 解 決方 法

の 実用性 な どの 実験 研 究 を 目的 としてい る場 合,利 用 者 の立 場 か ら行 な う評

価 こそ 最 も重要 と思 われ る。
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ここ で は,次 の点 に しぼ った 上 で検 討 を行 な う。

① シス テ ム開 発 担 当 者 な い し作成 者 と して は,不 可 抗 力 の 制約 条 件 とな

った,ハ ー ドウエ ア,と くに 端末 装 置 に つい て。

② 最 少 限 に限 定 した会 話 コマ ン ドと当初 考慮 さ れ てい た コマ ン ドに つい

て。

③ カ ナ漢 字 変 換 手法 とシ ソ ー ラスにつ い て。

句

5.22オ ンラ イ ン 端 末装 置 につ い て

ホ ス ト ・コ ン ピ ュータ,FACOM230-75と 通 信 回 線 で つ なが れた オ

ンラ イ ン ・タ ー ミナル は,ミ ニ コ ン ピュ ータ,U-200の 制 御 の下 に,漢 字

プ リンタ,漢 字 デ ィス プ レイ/入 力 キ ーボ ー ドで構 成 され て い る。 漢字 デ ィ

スプ レイ には直 接 ハ ー ド ・コ ピ ーが付 属 してい な い ため,漢 字 プ リンタ をそ

の代替 装 置 として 使用 した。 漢 字 デ ィス プ レイ に付 属す る入 力 キ ーボ ー ドは

標 準 の2シ フ ト式漢 字 キ ーボ ー ドで あ り,操 作性 は,初 心 者 に と って極 め て

不便 で あ る。

これ らの装 置 が,利 用 者 と シス テ ム との対 話 を仲 介 す るの で あ るが,シ ス

テ ムに対 す る指 示は,11コ の コマ ン ドに対 応 した フ ァ ンク シ ・ン ・キ ー を,

文 字 入力 につ い ては,カ ナ入 力 に よ る漢 字変 換技 法 を使 用 した た め,カ タ カ

ナ文 字 と数 個 の特 殊 文 字に 限 られ た。 また システ ムか らの応 答 は,漢 字 モ ー

ドで,1画 面 上 最大512文 字 表示 可 能 な漢 字 デ ィス プ レイ を最大 限 利 用 し

て 行 な って い る。

(1)入 力 キ ーボ ー ド

シス テ ムを 漢字 を ベ ース と した場 合,指 示 入 力 す る際 の工 夫 が 必 要で あ

る。KINDシ ステム では,カ ナ漢字 変 換技 法 の利 用 に ょ り利 用者 には,カ

ナで入 力 させ,そ れ を漢 字 で 表 示 し確 認 させ る方 法 を と って い る。

この試 みは,大 多 数 の利 用 者が,端 末操 作 経 験 の初心 者 で あ るこ とを思

え ば,漢 字 を 扱 うシス テ ム と しては,必 然 の方 向 であ り,そ れ な りの成 果

6
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が認 め られ る。

カ ナを 入力 し,表 示 した 時,同 音異 義 語 問題 で違 った語 が表 示 され る と

い った こ とも考 え られ るが,こ れ は,辞 書 の精 度 の問 題 で あ り,即 時,訂

正 も可 能 で あ るか ら,致 命 的 な 問題 では な い 。

キ ー と しては,フ ァン ク シ ・ン と英数 カ ナ,特 殊 記号 の一 部,と い った

文 字 キ ーは 必要 で あ る。 逆 に これ 以外,漢 字 字種 を準備 す る必 要 性 は ジ操

作性 とい った点 か ら見 て,全 くな い ので は な か ろ うか。

工夫 を要 す る点 は,一 般 の シス テ ムに も,同 様 な ことが い え るが,英 数

・カ ナ ・特 殊文 字 を キ ー と して もつ 入力 機器 は ,タ イ プ ライタ の流 れ をそ

の ま ま継続 した文 字 配列 が 中心 で,初 心 者 には 扱い に くい。 システ ムのサ

ー ビス 機 能 を発 揮 さ せ る こ とを重点 に お い た 文字 配 列 を もつ キ ーボ ー ドが

是 非,必 要 で あ る。

これ か ら漢字 で 表 記 され た 情報 を対 象 とす る シス テ ムでは,初 心 者用,セ

ミプ ロ用,プ ロ用 とい った配 列 の機 器 が 開 発 さ れ てい て もよい よ うに 思 わ

れ る。

② 漢 字 デ ィス プ レイ

今 回 使 用 され た デ ィス プ レイ は,32字/行 ×16行 を数 行単 位 で,リ フ

ラ ッシ ュを繰 り返 しつ つ,512文 字 表 示 す る方 式 を と って い る装 置で ある。

実 験 で取 扱 った情 報 の 内,1画 面 では 収容 し きれない た め,複 数 の画 面

に 分割 さ れ る ケ ース もあ った が,こ とさ ら不 便 を感 じ る こ とは ない。 出力

情報 と画面数 の 問題 は,取 扱 う情 報 の性 質 や サ ー ビス の内容 か ら検 討 され

るべ き性 質 の もの で あろ うが,日 本語 の文 章 情 報 を扱 うシス テ ム にお い て

漢字 デ ィス プ レイ を利 用 す るこ とは,英 数 ・カ ナ表示 に よ る従 来 の シス テ

ム と比 較 して桁 ちが い に有 効 で あ る こ とが 確 認 で きる。

(3)ハ ー ドコ ピー

結 論 か らい って,漢 字 デ ィス プ レイ に入 力 キ ーボ ー ドとハ ー ドコ ピー と

が 付 属 してい る ことは,シ ス テム の操 作'運 用上 必要 な こ とで あ る。
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会 話 過程 で任 意 に コ ピーを必 要 とす る時,直 ちに コ ピー して お きたい こ

とは,こ の種 の シス テ ムに つ き ま と う現 実で あ る。

モ デル ・システ ムの 実験 では,代 替 装 置 と して ,5m程 度 離れ た位 置 に

漢 字 プ リンタを お い て使 用 してい るが,確 実 に 出力 で き る とい った機 能 面

では 問題 は 少 ない に もかか わ らず,指 示 した後 即座 に見 たい とい う欲 求 を

満 たす には 不十 分 で あ る。

●

5.23会 話 コマ ン ド

準 備 され た コマ ン ドは,会 話 開 始,会 話 終 了,キ ー ワ ー ド入力,保 存 語 指

定 ・ 検索 式,条 件,出 力,ハ ー ド ・コ ピー,バ ック,画 面 コ ピー,継 続 の11

種 で あ り,各 々,フ ァ ン ク シ ョン ・キ ーに対 応 して あ る。

(1)コ マ ン ドの種 類

これ らの コマ ン ドは,検 索 の 過程 を大 別 して,

① システ ム使 用に あた っての対 話 に用 い る コマ ン ド

② 探 索 語 の 選定 に用 い る コマ ン ド

③ 検 索 に 用 い る コマ ン ド

④ 表 示(出 力)に 用い るコマ ン ド

の4っ の段 階 に ブ ・ ック化 して 考 え る場 合,考 え られ る最 少 限 の コマ ン ド

とい え る。 したが って シス テ ムを ガ イ ドす る とい った サ ー ビス 機 能 を加 え

て い な い た め,シ ステ ム使 用 上 の予 備 知 識 を持 ってい な い と使 用 不能 に陥

る可能性 が あ る。 最 も,こ うした こ とは,実 験 システ ムに限 定 した シス テ

ムに した ため に お きた現 象 で,当 初 か ら予 測 さ れ てい た こ とで あ り大 きな

問題 とは い えな い 。少 な くと も諸 々の サ ー ビス機 能 を追 加 した い と きに,

それが 容 易 に 行 な わ れ る ソ フ トウエ ア構 造 に な って い るこ とが 重要 な こ と

で,そ の点 十 分 配 慮 され た シス テ ム構 造 とな って い る。

(2)会 話 の流 れ とサ ー ビス

ひ とつひ とつ の コマ ン ドに つい て,そ の操 作 性 の善 悪,形 式 の 良否 とい

4
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った こ とは,経 験 を つみ 重ね た なか で 充 実 させ て行 けば よい問 題 で あ ろ う。

反省 させ られ る点 は,あ る コマ ン ドか ら,ど のス テ ップに戻 るか とい っ

た こ とを も う少 し配 慮 すべ きで あ った とい うこ とで あ る。KINDシ ステム

で は,現 在 の と ころ あ る コマ ン ドか ら前進す るス テ ップは可 能 だが ,バ ッ

ク す るス テ ップに制 限 が あ る。

も っと も,こ うした こ と以 前 に情 報 検 索 を考 え る場合,基 本 的 には シ ス

テ ム ・ リー ド型 に す るか,自 由 な会 話 型 にす るか とい った選 択 の難 しい問

題 もあ る。 した が って,あ る システ ム を して,関 係 者以 外 には 不 都合 に見

え て も,そ れ な りに情 報 サ ー ビスの 有効 性や そ の他 の側 面 か ら検 討 した結

果 で ある のな ら,む しろ そ の シス テム の もつ 特徴 とい うこ とで処 理 さ れ る

べ き性 質 に もな るは ず で あ る。

シス テ ム ・リー ド型 は,会 話 の過 程 が ス テ ップ ・ダ ウ ンの方 向 で定性 的

で あ り,会 話 に要 す る時 間 を最 少 にす る とい う効 果 が あ る。 ま た,初 心者

には,使 用 が 制 約 され るだ け に次 の 行動 が 明確 で使 い易 い。

自由 な会 話 型 では,会 話 過 程 に対 す る柔軟 性 は大 き く,思 考 に 無 理 な方

向 づけ をす る必要 は な く,便 利 な 点 が あ る反 面,会 話 時 間 は 相対 的 に長 く

な るお それ が あ る。

い ず れ に しろ,目 的 に応 じて,使 い 分 け られ るべ き問題 で あ ろ う。

(3)コ マ ン ドと機 能

情報 検 索特 有 の処 理 を機 能化 して準備 され た コマ ン ドには,探 索 語 選定

まで の段 階 と して 「キ ー ワ ー ド入 力」,「 保 存 語指 定」 の2つ,検 索お よ

び,そ の合 目的情 報 の集 合 を 作 る まで の段 階 として 「検 索 式」,「 条 件 」

の2つ,さ らに,作 り出 され た 情報 の 出力段 階 と して ,デ ィス プ レイ に表

示 させ るた め の 「出 力 」 と漢字 プ リンタに 印刷 出力 す るた め 「ハ ー ド ・コ

ピー」 の2つ が あ る。

「キ ー ワ ー ド入 力 」 では,利 用 者 の入 力 したカ ナ を キ ー と して ,カ ナ 漢字

変 換 テ ーブル(辞 書)を 用 い て 漢 字化 す る。 この段 階 で一 旦利 用 者 に 表示 し
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その 語 が正 しい か否 か の判 定 を促 す こ と も考 え られ るが ,KINDシ ステ ムで

は,即 座 に この 漢 字 化 され た語 を も とに イ ンデ ック ス テ ーブル を 引いて ,語

(キ ー ワー ド)を 決定 す るか,あ るい は ユ ーザ の指示 に よ り シソ ーラ ス を引

い て その 結果 を 表示 す るか の2通 りの サ ー ビス を行 な ってい る
。 この 段 階 で

表 示 され た語 は,合 目的 情 報 を検 索 す るた め に 有効 と思 わ れ る探 索 語 の候 補

とな るもの で,必 要 で あれ ば,「 保存 語 指 定」 を用 い て ,候 補 とな る語 にっ

け られ た仮 語 番 号 を 用 い 保存 を指示 す る。 この 結果 は ,保 存語 テ ーブルに 登

録 す るが,こ の場合,テ ー ブル の数 をい くつ 準備 す れ ば よい か も問題 とな り,

疑 問 の余地 は生 れ る。 検 索 の段 階 では,保 存 語 テ ー ブル に あ る語 を表示 した

上で 合 目的情 報 に近 い概 念 を語 と語 の論 理 的 関係 で表 現 し主 題 レベ ルの検 索

を行 な う。 当 然,主 題 レベ ル の検 索(一 次 検 索 とい って も よい)を 行 な うの

に,キ ー ワー ドとい う検 索 タ グ のみ で よい か とい う点 も生 まれ る。 次は,こ

うして得 た 集合 とそれ 以下 の書 誌 事 項 に ょる検 索 タ グ と の組合 せ に ょ る しぼ

りこみ の段 階 で,こ れ を 「条 件 」 以 降 で行 な う。 こ うした方 法 が 実際 的で あ

るか ど うか は,使 用経 験 の つみ 重 ね のほ か適 確 な 回答 は な い で あ ろ う。

出力段 階 で の コマ ン ドは,会 話過 程 で 得 られ たい ろい ろ な 集合 単 位 に求 め

る形 式 で,任 意 の媒 体 に 出力 す る こ とが 簡 単 な操 作で 出来 る こ とか ら,大 し

た問 題 は な い 。

デ ィス プ レイ に直 接 表 示 す る情 報 が1画 面 に1文 献 で あれ ば,検 索 の結 果

表示 され る多数 の文 献 全 部 を見 る こ とは 時 間 的に も不 可 能 とな り得 るが ,必

要 な ら標 準項 目に 限 った 表示 に して数 件 を1画 面 に 出力 す るな どの方法 で処

理 す る こ とも考 え られ る。

コマ ン ドに 関 して は ,さ まざ まな問 題提 起 は今 後 もな され よ うが,基 本的

な ものは 揃 って お り,拡 張性 の あ る システ ム構 造 を使 い こな して充 実 してゆ

くこ とが 必要 で あ ろ う。

5.24カ ナ 漢字 変 換 と シ ソー ラ ス
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ユ ーザ の漢 字 を扱 いた い とい う願望 と ,操 作を 簡 便 に した い とい う欲求 を

解 決 す る方 法 と して カナ 漢 字変 換 技法 を利 用 した。 利用 した変 換 テ ー ブル に

は,実 際 に は シソ ーラ スを運 動 させ てお り,キ ー ワー ド入 力 で 任 意 の サ ー ビ

ス,つ ま り

① 入 力 した カ ナに完 全に対 応 す る語 の表 示

② 入 力 した カ ナを前 方 文 字(蘭 語 基)と す る語 の表 示

③ シ ソ ーラ スに よ るエ ン トリ(見 出 し語)の 表 示

の3種 を同一 サ ー ビス ・レベ ルで可 能 に して い る。

これ らの こ とは,カ ナ文 字 の キ ーボ ー ド上 の配 列 とい った 問題 を別 個 とす

れ ば,操 作 性 の点 では,カ ナ漢字 変 換 手 法 が,語 選定段 階 で の 母 集合 の ひ ろ

が りとい った 点 で,シ ソー ラスが 有 効 で あ る こ とがわか る。

しか しな が ら,す ぐ検 討 して よい 点 と しては 次 の よ うな ものが あ る。

① 利 用 者 が 予 め使 い た い 語 を 準備 で きた場 合 の配 慮

② シ ソ ー ラス を使 って み て も,必 ず しも適 切 な探索 語 が 準備 で きな い と

い った面 へ の配 慮

前 者は,カ ナ 入力 とい うこ とが 操 作性 の向 上 に あ るな らば,キ ーボ ー ドの

文 字配 列 もさ る こ となが ら,事 前 にOCRカ ー ドな りマ ー クカ ー ドな りIB

Mカ ー ドな どの媒 体 に 準備 させ てお い て,そ れ を読 み とる方 が よ りす ぐれ て

い る と思 われ る。 と くに 事前 に使 い たい 語 を 準 備 で きる よ うな利 用 者 は,初

心 者 よ り使 い な れ た 人 に 多い と思 わ れ るた め 「語」 その もの の使 用 範 囲 も限

定 さ れ てい る の では な か ろ うか 。

後 者 に つい ては,合 目的 情 報 の探 索語 の論 理 関係 を作 るに あた って,少 し

で も適 合 率 は 高 く,か つ 洩 れ を少 な くす るた め の語 の選 び を拡 くす る もの で

あ るが,シ ソ ー ラス その も のが 不備 で あ る とか え って,前 方 一 致 に よる(で

きた ら中 間,後 方 とい った任 意一 致 に よ る)探 索 諸候 補 語 の 表示 の方 が 現 実

的 で あ る と思 え る面 もあ る。 この点 に関 してはKINDシ ステ ム 自体 の 問題 で

は な く一 般 的 に シソ ーラ スを使 う場 合 の 留 意点 と して指 摘 す る こ とが で きる。
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6. 今 後 の 課 題

コ ン ピ ュータ の適 用 分野 が 広 が り企業 活 動 の 中で 幅広 く よ り高 度 に 利用 さ れ

しか も社会 生 活 の 中に まで も拡 大 され るに お よん で 日本 語 情報 の 処 理が 注 目さ

れ て い る。従 来 か ら コ ン ピ ュータ で は数値 情 報 の処 理 を 中心 に行 な って きた が

我 が 国の様 に アル フ ァベ ッ ト以 外 の文 字 を使 用 す る国 で は,と くに コ ンピ ュー

タ で の文章 情報 の取 り扱 い が困 難 で あ る こ とか ら,デ ータ と して 取 り扱 い や す

い商 品名や 氏名 等最 小 限必 要 と され る情 報 を ロ ーマ字 や カ タカ ナ の表 音 文 字 で

代 用 して きた 。

しか し,コ ン ピ ュータが 単 に計 算機 と してだ けで な く,い わ ゆ る情 報 の処 理

機 と して 利 用 され るに及 んで 日本語 本 来 の表 現 形 式で あ る漢字 か な 湿 りの出 力

情報 に対 す る需 要 が 高 ま るのは 当 然 の成 り行 き とい え るで あろ う。 このた め 各

メ ーカ では 各種 の 漢 字入 出力 装 置の研 究 開 発 を 行 ない,現 在 では 十 分 とは い え

ない まで もほ ぼ実用 に供 す る様 に な った が,同 時 に,コ ン ピュ ータ の 出力情 報

を漢字 か な混 りに しよ うとす る ソ フ トウエ アの 開発 も活 発化 しつ つあ る。 数 値

情 報 とは 根 本 的 に性 格 の異 る漢 字 を取 り扱 うだ け に これ らの研 究 開 発 を通 して

種 々 の問 題が 提 起 され て い る。

日本 語情 報 の処 理 につ い て 論 ず る ときい っ で も問 題 と され るのは 漢 字 デ ー タ

の入 力 と漢 字 コ ー ドの標 準化 に つ い てで あ るが,ア ル フ ァベ ッ トの数 に 比 較 し

て 日本 語で 使 わ れ る文 字種 が 非 常 に多 い こ とに起 因す る こ とは い うまで もな い 。

日本 語 の文 章 で 使 わ れ る漢 字 は 当 用 漢字1,850字 を ベ ースに した2,000字 ～

5,000字 とい われ てお り,国 語 研 究所 が 行 な った新 聞 を対 象 とした調 査 ではそ

の 使 用文 字 種 が 約3,000字 とな ってい る。 また,昭 和52年1月 に 国語 審 議 会

が 発表 した新 漢字 表 は 現 在 の当用 漢 字 よ り50字 多いL900字 とな って お り

地 名等 を加 味 して 整備 す れば更 に増 え る もの と思わ れ るが,基 本 的 な 漢字 だ け

を と りあ げて もア ル フ ァベ ッ トの70倍 以 上 の文 字種 とな ってい る。

現在,最 も多 く使 用 され て い る漢 字 入 力 装 置は 漢 字 テ レタ イ プ とい わ れ る フ
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ル キ ーボ ー ド方 式 の入 力 装 置 で あ り,2,000～5,000も の多字 種 の表示盤 上が

ら必 要 とす る文 字 を選 び だ して1字 つ つ入 力す る もので あ るた め,入 力 速度 が

早 く,誤 入 力が 少 な く,操 作性 のす ぐれ た漢字 入 力装 置 とは いい が た い。

これ らの条件 を満 足 す る装 置 につ い ては 各 メ ーカ で さ らに 研究 開発 中では あ

るが,こ れ らを 全 て満 足 す る理想 的な装 置 を開発 す る こ とは 極 めて 困難 な こ と

で あ ろ う。 最 近 では,多 字 種 の中 か ら必 要 とす る文 字 を選 び だす 操 作 を省 き,

直 接 文字 を入 力 す る方 法 と して手 書 き文 字 のOCRの 研 究 が 行 わ れ てお り,数

字 ・アル フ ァベ ッ ト ・カタ カ ナ を対 象 と した手 書 きOCRに っ い て はほ ぼ 実用

化 の段 階 に達 した よ うで あ る。 さ らに漢 字 にっ い て も各 メ ーカ で研 究 開発が 活

発 に行 な わ れ てい るが,早 急 に実用 化 され る こ とが 望 まれ る とこ ろで あ る。

また,漢 字 コ ー ドの標 準化 に つい ては 昭和50年 度 にglS原 案 が 作成 され

現 在,工 業 技術 院 で 審 議 中 で あ りJISコ ー ドと して制 定 さ れ るの も間近 で あ

ろ う。JIS原 案 で は 各 分野 で共 通 に使 われ る漢 字 と して 当用漢 字 を中心 に 選

ばれ た2,965字 を第1水 準漢字 群 とし,そ の他,当 用 漢字 以 外 で使 用 頻 度 の高

い 文 字 と して選 ばれ た'3,385字 を第2水 準漢 字 と して い る。 漢 字 コ ー ドがJI

S化 され るこ とに ょ り字 種 ・コ ー ドは勿 論 の こ と,漢 字 の配列 に 関す る問題 も

一 応 解 決 され る こ と とな り,さ らに,他 機種 との互 換 性 の面 だ け でな く他機 関

との 間 で の漢 字情 報 の 流通 面 か ら も大 きな 意味 が あ る もの と思 わ れ る。

日本 語 情 報 の 処 理 に最 も早 く着 手 し,実 用化 まで 行 な ってい るのは 新 聞 ・印

刷 ・出版 業 界 で あ り,CTS(ColdTypeSystemま た はComputer

TypesettingSystem)化 を 目標 とした 日本 語 情報 処 理 シス テ ムの 実用 化

に よ って,(1)省 力 化 ・作業 場 スペ ース の節 約,② 熟 練 工 の不要,(3)高 熱 ・騒 音

か らの 解 放,(4)鉛 公 害 の防 止 ・職 場環 境 の改 善 な ど多 くの メ リ ッ トを得 てい る。

現 在 で は 漢 字入 出力 装 置が コン ピ ュ ータ の入 出力機 器 と して 開発 され,実 用 化

さ れて き たた め,そ の 適 用 分野 もさ らに拡 大 され てい る が,そ の処 理 形態 を見

る と次 の3っ に 分 け られ る。

① デ ータ(語)処 理
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② メ ッセ ージ(文)処 理

③ ラ ンゲ ージ(言 語)処 理

デ ータ 処 理 は住 所,氏 名,商 品 名 な どの従 来 か ら ローマ字 や カタ カ ナ の 語単

位 で デ ータ や コ ー ド的 に処 理 され てい る情 報 で あ り,漢 字化 の需 要 も最 も多 く

急 が れ る もの で あ る。

メ ッセ ージ処 理は 語 の ス トリング と して の 日本 語 を処 理 す る もので あ り,い

わ ゆ る編 集 処理 や 新聞 記 事 の割 り付 け処 理 が これ に あた る。 電 算植 字 と相 ま っ

て大 き な需 要 が 見 込 まれ る分野 で あ り早 くか ら着 手 され,も っ とも実 用 化 の進

ん で い る分 野 で あ る。

ラ ンゲ ージ処 理 は 語 または 文 の意 味 に まで 立入 って 処理 す る もの で あ り機 械

翻訳,文 法や 意味 解釈 を加 味 した カ ナ漢 字 変換 が こ の処 理 に 相 当す る。 この種

の情 報 の処 理 は コン ピ ュータ で処 理 す る以 前 の問 題 が 多 く,と くに 日本 語 の 文

法 的,構 文 的 分 析な ど研究 課 題 が 山積 され てい る分 野 の処理 では あ るが応 用 分

野 と しては膨 大 な需 要 が見 込 まれ てい る。

この様 に 日本語 情 報処 理 の適 用 も漢 字化 に対 す る需 要 も将 来 に 大 きな 期待 が

か け られ て は い る ものの急 速 な 普 及 が見 られな い の は主 と して 漢字 機 器や 漢字

デ ータ 作成 に 関わ る コス トの 面が 大 きな 障害 とな って い るの で はな か ろ うか 。

このた め には さ らに 各 メ ーカ の漢 字 入 出力 装 置 に対 す る研 究 開発 は 勿 論 の こと

公共 機 関 に於 け る大規 模な プ ロジ ェク トへ の 日本 語 情 報処 理 の 適 用 な ど実 用 化

シス テ ム の開発 を通 して そ の 普及 と コス トの低 減 化 に つ とめ る必 要 が あ るだ ろ

う。

当財 団 で は漢 字 デ ータ入 力 を ソ フ トウエ アで カバ ーす る方 法 と して カタ カ ナ

入 力 漢 字 か な湿 り文 出力 方 式 の研 究 開 発 を行 な った が,こ れ に 引 き続 き さ らに

日本 語情 報 の処 理 と して文 献 検 索 を と りあ げ,マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ フ ェース

の面 か ら会 話型 の 日本 語 情 報 検 索 システ ム の モ デル を開発 した 。 こ こで は 情 報

処 理分 野 の文献 を対 象 と した この 日本語 情 報 検 索 シス テム を通 して,今 後 検 討

す べ き と思 わ れ る課 題 に つ い て問題 を提 起 したい 。
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これ らは,マ ニ ュアル ・レベ ル の作 業 を軽 減 す る方 向 で使 用 有効 と思 わ れ る

プ ログ ラム技 術 面 か らの見 方,シ ステ ム運 用者 か らの実用 レベル で の要 求面 ,

情 報 シ ステ ム構 築 上 の作成 者 の ア プ ローチ法 に 対 す る観 点,と か ら とらえ られ

る。

(1)用 語 の切 出 し法

文 献 検 索 シス テ ム にお い て,一 般 的に 使 用 され る合 目的 情 報へ の アプ ロー

チ と しては キ ー ワ ー ドが ・著 者名 や 分類 コ ー ドと と もに 多 く使 わ れ てい る。

キ ー ワー ドは,あ る文 献Aに つい て,ai,bj,…,Zkと い ったい くつ か

の 用 語 を選 び 出 し,そ の論 理 的結 合 に ょ って主 題Aを 表現 す る こ とにあ る。

こ の場合,用 語 を 使用 者 に任 意 に委 ね る場合 の フ リー ・タ ーム と,シ ソ ー

ラス の よ うに なん らか の方 法 で コ ン トロール され た コ ン トロール ・タ ーム と

が あ る。 い ず れ に しろ,主 題 の表 現 を こ うした 用 語 に 求 め る場合 ,言 葉 の も

っ あい まい さや,用 語 と用 語 との 関係 を整 理 す る こ とが,情 報 検 索 者 と情報

蓄積(索 引)者 との概 念 の統 一 を計 る上で,不 可 決 の もの とな る。

と ころが,実 際 に用 語 と用語 の 関係 を っけ 辞 書 化 した シ ソ ーラス を 作成 す

る こ とは,極 め て 困難 な 作業 で あ る。 シソ ー ラ スは,見 出 し語 をヘ ッダに し

て,そ の語 と関係 の あ る語 を列 記 した もので あ るが,そ の 関係 には 同 義 語,

上位/下 位 語,関 連 語 の他,専 門 分野 に よ って は,対 訳 辞 書 とい った ものが

あ る。

この うち,国 内 で行 な われ てい る 日本 語情 報(漢 字 モ ー ド)の 検 索 シス テ

ムで よ く使 わ れ る関係 として ,同 義 語 と上位/下 位 語 が あ り,後 者 の 関係 は

シ ソ ー ラス作成 以 前 には,検 索処 理 過程 にお け る プPグ ラ ム ・テ ク ニ ック と

して代 替 され て きた。 つ ま り,与 えた文 字列 が 索 引 語 中 の どの位 置 にあ るか

に よ って,そ の索 引語 が 上位 概 念 に属 した り,下 位 概 念 に属 す るこ とを あ る

程 度 表 わ して い る こ とを利 用 して い る。

漢 字 キ ー ワ ー ドの文 字 列 を最小 の基 本 語 と した時,索 引 語 に対 す る語 の位

置 関係 で,シ ソ ーラス の 関係 が 完 全 でな い に しろ,代 用 可 能 で あ る。 む しろ
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複 雑 で困難 な シ ソ ー ラス 作 成 作業 よ りプ ・グラム ・テ クニ ック上 で処 理 可能

な この手 法(語 幹 マ ッチ ング)の 方 が,よ り現 実的 で あろ う。

この よ うに,索 引 語 を複 合 語 と して持 つ と前提 した場合 の他,複 合 語 を基

本 語 に分類 しその 前 後 関係 を フ ァイル 上 に持 たせ て,検 索す る と きは 常 に完

全 マ ッチ を行 な う方 法 とか,シ ソ ー ラス 作 りの 中 に分 ち書 き手 法 の利 用 に よ

る用語 の機 械 的 処 理 とい った応 用 も考 え られ よ う。

(2)デ ータ量 の増加 とデ ータ ベ ース

デ ータ ベ ース に蓄積 され る原 デ ータ の ボ リュームが,10万 件～100万 件

程 度 の こ とで あ れ ば,情 報 検 索 特 有 の 転 置 フ ァイル編 成 も,今 日の コ ン ピ ュ

ータ で は大 きな 問題 では な いが ,500万 件～1000万 件 以 上 とい った大 容

量 フ ァイ ル の情報 を扱 うシス テ ムが 出 現 した ときは,次 の点 で 検 討 を要 す る

ことに な ろ う。

① 蓄積 の効 率 化

② 検 索 時 間

③ フ ァイ ル'メ ンテ ナ ビ リテ ィ

① に つい てはIBM3850に 代 表 され る高 能率 の 記憶 媒 体 の 出現 に ょ って

あ る程 度 見通 しは つ くにせ よ,検 索 の糸 口 として 準備 した 転 置 フ ァイル(キ

ー ワ ー ドな ど)の 数 や ,時 間 の経 過 と と もに不要 とな った と き の フ ァイル の

処 置 の問題 な どを考慮 す る とき,ハ ー ドウエ ア とデ ータベ ース との間 には,

柔軟 な 思想 で対処 して お く必 要 が 起 り得 る。

これ は,③ の メ ンテ ナ ンス性 の 面 か ら も捕 え られ る し,そ れ だ け にマ ス ・

フ ァイル に対 す る デ ータ ベ ース の基 本的 解決 法 を見 出 して お く必 要 が あ る。

転 置 フ ァイルは 原 則 と して,新 た な デ ータ が 追 加 され るた び に作 り直 しを

す る必 要 が あ るが,実 用 的 にい って,メ ンテナ ンス周 期,件 数,情 報 の新規

性 な ど とい った こ とを考 慮 した 場合,フ ァイル 分割 に よ る管 理,そ れ に対 応

す るサ ービス維 持 のた め の検 索 技 術 の拡大,と さ まざ まな未 検 討 事項 が発 生

す るで あろ う。
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結 果 的 には1つ の フ ァイル 編成 の ポ リ=一 ム をメ ンテ ナ ンス性 や 検 索 サ ー

ビス面 か ら どの く らいが 実用 的 な量 で,そ の た め には ,ど う した技 術 が必 要

か とい った ガ イ ドライ ンの 明示 が 必 要 にな る と思 わ れ る。

(3)情 報 システ ム と情 報

シ ステ ム の プ ・グ ラ ム構 造 を決 定 す る上で 影 響 を与 え る大 きな要素 の ひ と

つ に,取 扱 う情報(デ ータ)の 質 的側 面 が あ る。

レコ ー ド以 下 の レベ ル を と って も・ 固 定 長 ・可 変長 ,数 値 項 目,文 字項 目

コ ー ド化 され た 項 目,自 然語 項 目 と,長 さ と値 の2っ の 組合 せ で さ まざ まな

性 質 を もつ デ ータが あ る。 これ 以外 に情報 検 索 シ ステ ム特 有 な もの と して ,

転 置 フ ァイル の扱 い が あ り,こ れ らの 関係 を効 率 よ くコ ン トロールす るには

それ を直 接 扱 うプ ・グ ラム の構 造 が,常 に最適 を求 め て,決 定 され ね ぽな ら

ない 。

一 般 に い われ るデ ータ ベ ース ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム(DBMS)で は
,

転 置 フ ァイル とい った側 面 は,ほ とん ど考 慮外 で,デ ータ の プ ログ ラム か ら

の独立 性 と蓄積 の 効 率面 か ら個有 な デ ータ構 造 を創成 して い るが ,情 報 検 索

シス テ ム では,検 索 の 糸 口 を示 す転 置 フ ァイ ル を も合 せ て検 討 を すす めね ば

な らな い 。

情 報 検 索 シス テ ム を構 築 す る場合,こ の よ うに扱 うデ ータ の性 質 を レコ ー

ド個 有 の性 質,フ ァイル ・レベ ル の性 質,そ して その ボ リューム とい った と

らえ方 を し,検 索 と蓄 積面 か ら適 正 な構 造 を とるよ うに計 る必 要 が あ る。

4)情 報 サ ー ビス とシ ス テ ムの 実現

従 来 ・情 報 検 索 シス テ ムを 開発 す る場 合,お おむ ね 次 の よ うな 手順 を経 て

サ ー ビスの レベ ル ・ア ップが 行 な わ れ て きた 。

① 索 引 誌 サ ー ビス ・シス テ ム

② バ ッチ 検 索 サ ー ビス ・シス テ ム

③ オ ン ラ イ ン検 索 サ ー ビス'シ ステ ム

これ に英数 カ ナ ・モ ー ドに よ る ものか ら,事 情 の許す 限 りにおい て,漢 字
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モ ー ドへ の シス テ ムへ と発 展 して きてい る とい え る。

す で に,国 内 に おい て も,官 庁 は もと よ り民 間会 社 に も 日本 語 に ょ る情報 検

索 シス テ ムを オ ン ライ ンで 行 な って い る ところ も あ り,ま す ます,こ の 傾向

は 顕 著 とな ろ う。

しか し,一 方 で は,要 求 す るサ ー ビス ・ レベ ル を 満 たせ な い まま凍結 さ れ

た シス テ ムや 過 剰 な 能 力 を持 ち なが ら,そ の一 部 しか利用 して いない シス テ

ム,あ るい は,要 求 を変 形 され て甘 ん じな け れば な らな い シス テム もあ る。

それ らの原 因 には,開 発,運 用 の 費用 上 の制 約 とか,時 間的 制限 そ の他 諸

諸 の要 素 が考 え られ るが,大 きな要 因 の ひ とつ には,シ ス テ ムの作 成 が,コ

ン ピ ュータ 普 及 の状態 同 様,メ ーカ主 導 に よ って な され た 傾向 に もあ るの で

はな い だ ろ うか。 メ ーカ で は汎 用 的 システ ム を独 自 に作 成 し,ど こへ で も無

償 に よる提 供 を行 な って きた ため,情 報 検索 シ ス テム とい った特 殊 ア プ リケ

ー シ ョン視 され が ち な シ ステ ムで は
,利 用 者 は,そ の ま ま受 け入 れ ざ るを得

なか った もの と思 われ る。

本来,情 報 をサ ー ビス す る シス テ ムに 限 らず,一 般 の シ ステム に おい て も

自社専 用 シス テ ムが望 ま しい 。 もちろ ん 多面 的 フ ァクタ か らの詰 め に よ って

最終 的 にパ ッケ ー ジを利 用す る こと にな るに しろ,こ れ に 至 る作業 が な され

て い ては じめ て 納得 の い く訳 で,と りわ け,情 報 検 索 シス テ ム にお い ては,

時 間 の経 過 と と も に高 ま る水 準 に対 応 した要 求 を満 た せ な けれ ば な らない シ

ス テ ムの 場合,必 ず 考 え られ て よいで あ ろ う。 もち ろ ん,こ れ は,シ ス テ ム

の拡張 性 とい った こ とや,柔 軟 性 とい った要 素 を満足 し得 る ことに よ って 可

能 で あ る とい え る。

た だ,情 報 をサ ー ビスす る シス テムで あ る こ とか ら,リ アル ・タ イ ム の応

答 で な け れ ば意 味 のな い もの もあ り,逆 に,時 間は あ るが洩 れて は 困 る とか

確 率 的 で よい とか,確 定 的 でな い とい け ない とか,要 求 の レベ ルは 変容 す る。

そ うした点 を も考慮 した 上で,シ ス テ ム を 開 発 して 行 くため の ア プ ロ ーチ

法 を整 理 してお けぽ,利 用 者 と作成 者,そ して 運用者 の 間 の誤 差 は少 な くな
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る と思 われ る,、

こ うした シス テ ム開 発 上 の一 定 の分析 観 点 の整 理 もマ ニ ュアル 作業 と して ,

是 非必 要 な こ とで あ ろ う。

句

■

Φ
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寸

付 録1日 本 語 デ ー タ 編 集 シ ステ ム

1.シ ス テ ムの 目的 お よび概 要

日本 語 デ ータ編 集 システ ムは,漢 字 パ ンチ した 紙 テ ープ ・デ ータ を磁 気

テ ー プに書 き込 み,校 正 お よび編 集 を施 した後,漢 字 プ リンタで 出力す る

まで の一 貫 した処 理 を簡単 に行 な うた め の もので あ り,以 下 に示 す7つ の

プ ログ ラムか ら構 成 され てい る。

① 紙 テ ープに パ ンチ した 漢 字 デ ータ か ら校 正 フ ァイル を作 成 す る と と も'

に,校 正 リス トを作成 す る プ ・グ ラム(HAJIME)

② 訂 正 デ ータ に よ り校正 フ ァイル を訂 正 す る と と もに,訂 正 分 の校 正 リ

ス トを作成 す る プ ・グ ラム(TEISEI)

③ 校 正 フ ァイ ル に デ ータ を追 加 す る と と もに 追 加 分の校 正 リス トを作 成

す る プ ログ ラム(TUIKA)

④ 校 正 フ ァイ ル を1ペ ージ単位 に編 集 し,編 集 フ ァイル を 作成す る プP

グ ラ ム(HENSHU)

⑤ 編 集 フ ァイ ル を1ペ ージ単位 に漢 字 プ リンタ で 出力す るプ ・グ ラム

(SEIHON)

⑥ 紙 テ ー プにパ ンチ した 漢 字 デ ータ か ら校 正 リス トを作 成 す る プ ログ ラ

ム(GERA)

⑦ 校 正 フ ァイル か ら校 正 リス トを 作成 す る プ ・グ ラム(KOUSEI)

●

苛
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校正 リス ト

(訂 正 分)

校 正 リス ト

(追 加分)

図1 シ ス テ ム の 流 れ
、
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2.デ ー'タ の 入 出 力

日本 語 デ ータ編 集 システ ム の7っ の プ ・グ ラムは,① 入力,② 編 集,③ 出力

の3つ の機 能 か ら構 成 され て い るが,こ こ では,編 集処 理 を説 明 す る 上で 必 要

な,入 出力 処理 に つい て概 述 し,編 集 処 理 は 次章 で詳 細 に述 べ る。

2.1入 力 ・校 正 処 理

当 シ ステ ム では,入 力 デ ータ 全体 にわ た る編 集指 示 をパ ラメ ータ で行 な い,

文 中で そのつ ど指示 したい 編 集 指示 は,デ ータ 中の フ ァンク シ ・ンで行 な う様

に して い る。 この た め,デ ータ 作成 に 当 っては,次 章 の編 集 処 理 を 理 解 しな く

て は な らな い が,こ れ を除 けば,デ ータ の 作 成は い た って 簡 単 に出来 る様 に な

って い る。

① 紙 テ ー プの 作成

当 システ ムが 処 理 す る紙 テ ー プは,漢 字 デ ータ の前 後 に それ ぞれ圓 と圏

(い ず れ も フ ァンク シ ・ン ・コ ー ド)が パ ンチ され ていれ ぽ,入 力 プ ログ ラ

ム(HAJIME)が,シ ス テ ムに都 合 の 良い大 きさ に自動 的 に区切 って処 理

す る。

(紙 テ ープ'フ ォ ーマ ッ ト)

1桁

漢 字 デ

)ll

一 タ 圏

1桁

② 入 力処 理(HAJIME).

当 シス テ ムが定 めた フ ォーマ ッ トの紙 テ ー プを読 み込 み,漢 字20文 字 を

1レ コ ー ドと して磁 気 テ ー プを作 成 す ると と もに校正 用 の リス トを出 力 す る
。.

漢字 デ ータ

且AJIME

校 正 リス ト 校 正 フ ァイル 図2入 力 処 理
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00001100

00001200

00001300

00001dOO

OOOO|500

00001600

00001700

0000|800

・は1を あ ら わ し 、 一 は5を あ ら わ す,貝1行
o

が ら を様式 化 したワ は 零 で あ る 。 例 え ば 、 ・貯

一 は1と5で6
。 ・・ニ は|が3つ 、5が2つ1行

で13を あ ら わす 。 こ の 数字 表 記 法 で 書 き あ1行

らわ す こ とが で きる 零 か ら19ま で の20種1行

類 の数 字 が基 本 で 、 マ ヤ 人 は こ れ に 二 十 進 法1行

を組 み合 わ せ る こ と に よ つて 、 ど ん な 大 き な1行

数 も 自由 自 在 に あ らわ す こ と が で き た。園 例府

4

■

③ 訂正 処 理(TEISEI)

校正 用 リス トに よ り誤 りが発見 され た な らば,誤 りの あ る行 の訂 正 デ ータ

を紙 テ ー プに パ ンチ し,TEISEIプ ・グ ラムで校 正 フ ァイル の訂 正 を誤 り

が な くな るまで くり返 す 。 なお,訂 正 デ ータ には,訂 正 用 シー ケ ンス番号 に

よ りデ ータ を入 れか え る もの と,行 と行 の 間 に デ ータ を挿 入 す る もの とが あ

る。 、

ア.デ ータ を入 れ かえ る もの

校 正 フ ァイル の訂 正 用 シ ーケンス 番号 と訂 正 用紙 テ ー プの シ ーケ ン ス番

号が 等 しい 場合 は,紙 テ ー プ ・デ ー タ と校 正 フ ァイ ル の レコ ー ドを入 れ か

え る。 なお,こ の場 合,訂 正 デ ータ の レコ ー ド長 は20桁 に こだわ る必 要

は な い。
校正
フアイル

イ.デ ータ の挿 入 旧

行 間 に デ ータ を挿 入 した い場 合 は,

挿 入 した い行 の前 後 の 訂 正 用 シ ーケ

ンス の間 の番 号 を キ ーに した訂 正 用 校正リスト 校正

紙 テ_プ を 作 成 す れ ぽ よ い 。(訂 正分)フ 冨 ル

■

←

図3訂 正処理

一262一



D

'

(訂 正 デ ータ'フ ガ ーマ ッ ト)

国
1桁

訂 正 用

シー ケ ンス

8桁1

}

訂 正

デ ー タ

固
1桁

.`
ll
ll

既i-i国
・ 桁Il1桁

lI

`

ノ

〃

1

国
1桁

固
1桁

〆

＼1._,ノ ＼1. ,.,ノ

、

④ 追加 処理(TUIKA)

校 正 フ ァイ ル の後 に紙 テ ープ入力 され た デ ータ を追 加 す る とと もに,追 加

分の校 正 リス トを 出力 す る。 な お,紙 テ ー プお よび 校正 リス トの フ ォ ーマ ッ

トは,入 力処 理 の もの と同 じ であ る。

校 正 リ ス ト

(追 加分)

校 正ファイ

旧

校正 ファイ

新

図4追 加 処 理

2.2出 力 処 理 ・

当 システ ム の 出 力処 理は,編 集 プ ・グ ラム に ょ り作成 さ れ た編 集 フ ァイル を

62レ コ ー ドを1ペ ージ と して,そ の ま まA4版 に 出力 す る。

ル

集

イ7

編

フ

SEIHON

編集済 リス ト

図5出 力処理
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3 編 集 処 理

3.1処 理 概 要

当 プ ・グ ラムは,校 正 済み の 校正 フ ァイル を入 力 デ ータ と し,カ ー ドで 入力

され る指 示 パ ラメ ータ お よび校 正 フ ァイル 中 の編 集用 フ ァンク シ ・ンに従 い ,

1ペ ージ 分単位 に編 集 を行 ない,編 集 フ ァイ ル と して 出力 す る もので あ る
。

灘
1ペ ージ単位 に編集 し

ファイルに出力する。

→ ≧∴ 一 一巳鑑
図6編 集 処 理

3.2編 集 処 理

321パ ラメー タによ る編 集 指 定 ・

パ ラメ ータ'カ ー ドで は ① どんな段組 にするのか
,② 文 頭 処 理 を無 条 件 に行

な うの か,③ 入 力 デ ータ の文 字形 を 横縦 変 換 す るのか,④ 行 間隔 を どの位 に

す るのか,な どの指 定 を行 な う。

(1)投 縄指 定

①A4版 横書1段 組

⑦ 指 定方 法

パ ラメ ータ ・カ ー ドの1桁 目か ら4桁 目 にrA4ヨ1」 を指 定 す る
。
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な お,こ の指定 欄 を空 白 と して省 略 して も同 じ扱 い とな る。

④ ペ ージ 当 りの文 字数(毎 行 印刷 の場 合)

38文 字×1段 ×60行=2,280文 字

◎ 出力 形 式

((行 前空 白1字+1行38字+行 後 空 白1字)

×1ペ ー ジ1段)×1段60行l

l

l

-
1

|
I

l

-

l

l

⑪
1一

!
l

l

-
1
|
1
1
|
l
l
l
,

②A4版 横 書2段 組

⑦ 指 定方 法

パ ラメ ータ ・カ ー ドの1桁 目か ら4桁 目に 「A4ヨ2」 を 指 定 す る。

④ ペ ージ当 りの 文字 数(毎 行 印 刷 の 場合)

18文 字 ×2段 ×60行=2,160文 字

⑦ 出力 形 式

((行 前 空 白1字 十1行18字+行 後 空 白1字)

×1ペ ージ2段)×1段60行
ー

ー

l

j

ー

一

一

ー

一

一

|一一ーーー1ーー!1ー

-

ー

ー

ー

一

一

一

一

一

一

1

↓一
一

ー

ー

一

一

ー

1

一

一
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③A4版 縦 書2段 組

⑦ 指定 方 法

パ ラメ ータ ・カ ー ドの1桁 目か ら4桁 目に 「A4タ2」 を指定 す る。

④ ペ ージ当 りの文字 数(毎 行 印刷 の 場合)

28文 字 ×2段 ×40行=2,240文 字

⑦ 出力形 式

((行 前空 白1字 十1行28字 十行 後 空 白1字)

×1ペ ージ2段)×1段60行

一ー一一ーーーーー一一一一ー一

一

一ー一一ーーーーーーー一　一一一

④A4版 縦 書3段 組

⑦ 指 定 方 法

パ ラメ ータ ・カ ー ドの1桁 目か ら4桁 目に 「A4タ3」 を指 定 す る。

④ ペ ー ジ当 りの 文字数(毎 行 印刷 の 場 合)

18文 字 ×3段 ×40行=2,160文 字

⑰ 出力形 式

((行 前空 白1字+1行18字+行 後 空 白1字)

×1ペ ージ3段)×1段40行
_一 一 一 一 一 一

↓一 ー 一 一 ー ー 一 一

一 ー ー ー ー ー 一

__一 一 ー ー 一

____一 ー ー ー ー

ー ー ー ー ー ー 一 一

一266－
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'

⑤A4版 縦 書4段 組

⑦ 指定 方法

パi・Pt－ 夕 ・カ ー ドの1桁 目か ら4桁 目に 「A4タ4」 を指定 す る。

④ ペ ー ジ当 りの文 字数(毎 行 印刷 の場 合)

13文 字x4段 ×40行=2,080文 字

◎ 出 力形 式,

((行 前空 白1字+1行13字

+行 後 空 白1字)×1頁4段)

×1段40行

●

一267一



マヤの 数字表記 の 原理はい た って簡 単

で、シンボルは3つ しかない。 ・は1

をあらわ し・一 は5を あ らわす 。貝が

4

らを様式化 した▽ は零で ある。例 え ば、

・一は1と5で6。 …=は1が3つ 、

5が2つ で13を あ らわす。 この 数字

表記 法で書 きあ らわすこ とがで きる零

か ら19ま での20種 類の 数字が 基本

で・マヤ 人はこ れに二十進 法 を組 み合

わせることによ って、 どんな大 きな数

も自由 白布にあ らわすこ とが できた。

例 えば・マヤ数字が縦 に2つ 並ん だ 一一 は ・どうい う数にな るかとい うと、 まず下

の 数字一 は・1の 位 で計 算するの で・1掛 け る5で5、 つぎにその 上の数 字 ・・は、二

十進 法に もとついて・位 を1つ 上げて20の 位 で9tfiす るの で、20掛 け る2で40

とな り・合計数はr45と なる。 同様 に して ・… 一 は、'8145で あ る。マヤ 人は この よ

うな数 字表記 法を使 って ・分数も小 数も使 わない で、複雑 な数 学体系 をつ くり上げた

の であ る。

〔お暇 な方があれ ば・ ・=9一 三… を計 算 して みて 下さい。1書 下が1の 位、そ の

上 が20の 位 ・とい うふ うに して位 が上 ってい きます。解 答はこの 項の 終 りに 示 しま

す 〕

つ

d

①A4版 横1段 一2一

合

一2
.68一



ρ

ヤ 人はこの よう な数 字表記 法 を使 って 、

分 数も小 数 も使 わな い で・複 雑 な数 学

体系 をつ くり上 げた の で ある。

〔お暇 な方 が あれ ば 、 ・=(フ ・・三 …

を計算 してみ て 下 さい 。1番 下 が1の

位 ・その 上が20の 位 、と い つふ つに

し て位 が 上 って い きます 。1解答 は この

項の終 り に示 します 〕

●

ら

マ ヤの 数 字 表記の 原 理 はい た って 層 単で 、

ン ン ボ ルは3つ しかな い。 ・は|を あ ら

わ し・一 は5を あ ら わす。 貝が らを様 式

化 したVは 零 であ る。例 えば 、 ・一は1

と5で6。 …=は1が3つ 、5が2つ で

|3を あ ら わす。 この 数字 表記 法 で書 き

あ ら わすこ と が できる 零 か ら19ま での

20種 類 の 数 字が 基本 で、 マヤ 人は こ れ

に 二 十進 法 を 組み 合 わせ るこ とに よ って 、

どん な大 きな 数も 自由 自在 に あ らわす こ

と が で きた 。

例 えば 、マ ヤ数 字が縦 に2つ 並 ん だ ・・

一 は 、 ど うい う数に な るか とい うと、 ま

ず 下 の 数 字一 は、1の 位 で9tseす るの で 、

1掛 け る5で5、 つ ぎにその 上の 数 字 ・・

は 、 二十 進 法 に もとつ いて 、位 を1つ 上

げ て20の 位 で計 算す るの で、20掛 け

る2で40と なり 、合 計数 は|45と な る 。

同 様 に して'… 一 は、.8145で あ る。マ

②A4版 横2段 一2一
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σ

▲

マ

ヤ

の

数

字

衰

記

の

原

理

は

い

た

っ

て

簡

単

で

、

シ

ン

ボ

ル

は

3

つ

し

か

な

い

。

・
は

ー

を

あ

ら

わ

し

、

一
は

5

を

あ

ら

わ

す

。

貝

が

ら

を

様
式

化

し

た

ワ

は

零

で

あ

る

。

例

え

ば

、

・

一

は

ー

と

5

で

6

。

…

=

は

ー

が

3

つ

、

5

が

2

つ

で

1

3

を

あ

ら

わ

す

。

こ

の

数

字

衰

記

法

で
書

き

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で
き

る

零

か

ら

ー

9

ま

で

の

2

0
権

類

の
数

字

が

基

本

で

、

マ

ヤ

人

は

こ

れ

に

二

十

進

法

を

龍

み

合

わ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ど

ん

な

大

き

な

数

も

自

由

自

在

に

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で
き

た

。

例

え

ば

、

マ

ヤ

数

字

が

縦

に

2

つ

並

ん

だ

‥

一
は

、

ど

う

い

う

数

に

な

る
か

と

い

う

と

、

ま

ず

下

の

数

亨

一
は

、

1

の

位

で

計

算

す

る

の

で

、

1

掛

け

る

5

で

5
、

つ

ぎ

に

そ

の

上

の

数

字

‥

は

、

二

十

進

法

に

も

と

つ

い

て

、

位

を

ー

つ

上

げ

て

2

0
の

位

で
酎

算

す

る

の

で

、

2

0
掛

け

る

2

で

4

0

と

な

り

、

合

計

数

は

4

5

と

な

る

。

同

様

に

し

て

‥

‥

一

は

、

6

14

5
で

あ

る

。

マ
ヤ

人

は

こ

の

よ

う

な
数

字

表

記
法

を

使

っ
て

、

分
数

も

小

数

も

使

わ

な

い

で

、

複

雑

な

数

学

体
系

を

つ
く

り

上

げ

た

の

で
あ

る

。

「
お

暇

な

方

が

あ

れ

ば

、

・
=
O

…
三

…
を

計

算

し

て

み

て

下

さ

い

。

1

番

下
が

ー

の

位

、

そ

の

上
が

2

0

の

位

、

と

い
う

ふ

う

に

し

て

位

が

上

っ

て

い

き

ま

す

。

解
答

は

こ

の

項

の

終

り

に

示

し

ま

す

」

一2一③A4版 縦2段
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'

♂

ヤ

D

歎

声子

表

記

の

原

理

は

い

た

っ
て

簡

単

で

、

シ

ン

ボ

ル

は

3

つ

し

か

な

い

っ

・

は

ー

を

あ

ら

わ

し

、

「
は

5

を

あ

ら

わ

す

。

貝

が

ら

を

様

式

化

し

た

O

は
零

で

あ

る

。

例
え

ば

、

・

一
は

ー

と

5

で

6

,

…

ニ

は

ー

が

3
つ

、

5
が

2

つ

で

1

3
を

あ

ら

わ

す

。

こ

の

数

字

表

記

法

で
書

き

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で

き

る

零

か

ら

ー

9

ま

ζ

の

2

0
種

類

の

数

字

が

基

本

で

、

マ

ヤ

人

は

こ

れ

に

二

十

進

法

を

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ど

ん

な

大

き

な

数

も

自

由

自

在

に

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で
き

た

。

例

え

ば

、

マ

ヤ

数

字

が

縦

に

2

つ

並

ん

だ

‥

一
は

、

ゼ

う

い

う

数

に

な

る

か

と

い

う

と

、

ま

ず

下

の

数

字

一
は

、

ー
の

位

で

計

算

す

る

の

で

、

i
掛

け

る

5
」で

5
、

つ

ぎ

に

そ

の

上

の

数

字

‥
は

、

二

十

進

法

に

も

と

つ

い

て

、

位

を

ー

つ

上

げ

ζ

2

0

の

位

で

計

算

す

る

の

で

、

2

0
掛

け

る

2

ご

4

0

と

な

り

、

合

計

数

は

4

5
と

な

る

り

信
.
様

に

し

て

‥

‥

「
は

、

8

4

5

で

あ

る

,

マ

ヤ

人

は

こ

の

よ

う

な

数

字

表

記

法

を

使

っ

て

、

分

数

も

小

数

も

使

わ

な

い

で

、

複

雑

な

数

学

体

系

を

つ

く

り

上

げ

た

の

で

あ

る

。

戸
お

暇

な

方

ぴ

あ

れ

ば

、

・

=

O

‥
三

…

を

計

算

し

ζ

み

て

下

さ

い

,

1
番

下

が

ー

の

位

、

そ

の

上

が

2

0

の

位

、

と

い

う

ふ

う

に

し

て

位

が

上

っ
ζ

い

き

没

す

。

解

答

は

こ

の

項

の

終

り

こ

示

し

渠

す

」

一2一
④A4版 縦3段
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●

6

マ

ヤ

の

数

{子

表

記

の

原

理

は

い

た

っ

て

簡

単

で

、

シ

ン

ボ

ル

は

3

つ

し

か

な

い

。

・
は

ー

を

あ

ら

わ

し

、

一

は

5

を

あ

ら

わ

す

。

貝

が

ら

を

様

式

化

し

た

O

は

零

で

あ

る

。

例

え

ば

、

・

一
は

ー
と

5

で

6

。

…

=

は

}

が

3
つ

、

5

が

2

つ

で

1

3

を
あ

ら

わ
す

。

こ

の

数

字

表

記

法

で
書

き

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で

き

る
零

か

ら

1

9

ま

で

の

2

0
種

類

の

数

字

が

基

本

で

、

マ

ヤ

人

は

こ

れ

に

二

十

進

法

を

組

み

合

わ

せ

る

こ

と

に

ょ

っ

て

、

ど

ん

な

大

き

な

数

も

自

由

自

在

に

あ

ら

わ

す

こ

と

が

で
き

た

。

例

え

ば

、

マ

ヤ

数

字

が

縦

に

2

つ
並

ん

だ

‥

一
は

、

ど

う

い

う

数

に

な

る

か

と

い

う

と

、

ま

ず

下

の

数

字

一
は

、

1

の

位

で

計

算

す

る

の

で

、

1

掛

け

る

5

で

5

、

つ

ぎ

に

そ

の

上

の

数

字

‥

は

、

二

十

進

法

に

も

と

つ

い

て

、

位

を

ー

つ

上

げ

て

2

0
の

位

で
計

算

す

る

の

で

、

2

0

掛

け

る

2

で

4

0

と

な

り

、

合

計

数

は

4

5
と

な

る

。

同

様

に

し

て

パ

‥

一

は

、

8

4

5

で
あ

る

。

マ

ヤ

人

は

こ

の

よ

う

な

数

字

表

記

法

を

使

っ

て

、

分

数

も

小

数

も

使

わ

な

い

で

、

複

雑

な

数

学

体

系

を

つ

く

り

上

げ

た

の

で

あ

る

。

'
お

暇

な

方

が

あ

れ

ば

、

・
=

O

‥

三

…
を

計

算

し

て

み

て

下

さ

い

。

1

番

下

が

ー

の

位

、

そ

の

上

が

2

0

の

位

、

と

い

う

ふ

う

に

し

て

位

が

上

っ

て

い

き

ま

す

。

解

答

は

こ

の

項

の

終

り

に

示

し

ま

す

」

一2『⑤A4版 縦4段
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θ

◎

、

直

② 文 頭処 理指 定

パ ラメ ータ ・カ ー ドの5桁 目か ら8桁 目に 「フッ ト」 を指 定 す る と,

改行,改 段,改 頁 が イ ン プ ッ ト ・デ ータ ・フ ァイル 中 に現 われ た 場合

は,そ れ ら フ ァンク シ ・ンを処 理 した後,次 に処 理 し よ うとす る文 字 を

1文 字 下 げ,第2文 宇 目 に 出力 す る。 た だ し,第2文 宇 目に 出力 し よ う

とした文 字 が,フ ァ ンク シ ・ンな らば,こ の限 りで は な い。 なお,こ の

欄 を空 白 と した場 合 は,文 頭 処理 を行 なわ な い。

(出 力例)

一入 力 デ ータ ー

00003800

00003900

00004000

00004100

00004200

一出 力様 式 一

、もつとも劣悪な神秘主義に完全に屈服 しζ1行

いたのだ。N界 で最上の暦をつくつたマヤ民1行

族は、同時に、この暦の奴隷とな つていた」1行

(村田数之完訳).圃 マヤ文明は、実に不思議肝

な文 明である。数学や暦が物語 っている文化1行

な神秘主義に完全に屈服していたのだ。世界で最上の暦をつ くったマヤ民族は・同時

に、この暦の奴隷となっていた」(村 田数之亮駅)

マヤ文明は・実に不思議な文明である。数学や暦が物語 っている文化の先進性 と・

運搬用の動物も車も使用することなく、道具としての鉄槌さえつくらなかった文明の

後進性とは、いったいどこで、どう結びついているのだろうか。マヤ文化 と文明の蹴

③ 文 字 形 の 横 縦 変 換 指 定

パ'ラ メ 一夕 ・カ ー ドの9桁 目 か ら12桁 目 に 「ヘ ン カ ン」 を 指 定 す る

と,横 書 用 の 漢 字 コ ー ドで 作成 さ れ た デ ータ を 縦 書 用 に 変 換 して 処 理 す

る 。
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ψ

ふ

(出 力 例)

一入 力 デ ータ ー

日本語は、横書と縦書の ～種類の出力様式がある為活字もそれなりのちのを用意 しr

い る 、 横 型 と縦 型 の 相 異 ぱ 、拗 促 音(例 え ば 、 や っヤ ツ等)及 び 、記 号(例 えば

『 〔一 等)で あ る 、

、

一変 換後 出カ ー

日

本

語

は

、

横

書

と

縦

書

の

2

種

類

の

出

力

様

式

が

あ

る

為

活

字

も

そ

れ

な

り

の

も

の

を

用

意

し

て

い

る

。

横

型

と

縦

型

の

相

異

は

、

拗

促

音

(
例

え

ば

、

や

っ

ヤ

ツ
等

)

及

び

、

記

号

(
例

え

ば

、

「

〔
一

等

)

で

あ

る

。

一変 換 テ ー プル ー

o

横 〕 、 o ) 」 " 』 〉 〕 〔 ( 「 『 〃 < 〔
一

縦 〕
、 o ) L 〃 』 〉 〕 〔

( 一 『 " ∧ 〔 |

横
や ゆ よ つ ヤ ユ ヨ ツ ア イ ウ 工 オ

縦 や ゆ
よ つ ヤ ユ ヨ ツ ア イ ウ 工 オ
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■

④ 行 間 隔 指 定

パ ラ メ ー タ ・カ ー ドの13桁 目 に 「1」 ま た は 「2」 を 指 定 し,行 間 隔

を 指 示 す る。 な お,こ の 欄 を 空 白 に した 場 合 は,「2」 を 指 定 し た 場 合

と同 様 に1行 お き の 印 刷 を 意 味 す る。

(2を 指 定 した 出 力 例)

こうした数学体系 とからみあ った暦体系の複雑な仕組みを解 くのは、神官たちの重

要な仕事であった。その仕事のために、神官は日夜、天体観測と暦の計算に没頭 しな

がら時の秘密を解明し、年の吉凶を占い、国家や人間の運勢の予知に狂奔 したのであ

る。

「神 ・墓 ・学者sの 著者、C・W・ ツ ェーラムは、その本のなかで、暦に惑かれた

3.22フ ァ ン ク シ ョ ン に よ る 編 集 指 定

パ ラ メ ータ に よ る編 集 指 定 が,入 力 デ ータ 全 体 に わ た っ て い た の に 対 し
,

フ ァン ク シ ・ ンに ょ る編 集 指 定 は,デ ータ 作 成 者 が 『 こ こは こ うい う編 集 に

して 欲 しい 』 と そ の つ ど デ ー タ 中 で 指 定 した も の で あ り,① 改 頁,② 改 段,

③ 改 行,④ 見 出 始 ・見 出 終,⑤ 分 禁 始 ・分 禁 終,⑥ 空 白,⑦ タ ブ始 ・タ ブ終

な ど が あ る。

① 改 頁(AO88:16進 表 示 フ ァ ン ク シ ・ン ・コ ー ド,以 下 同 様)

こ の フ ァ ン ク シ ・ンが 来 た な ら ば,編 集 プ ロ グ ラム は た だ ち に 改 ペ ー ジ

を 行 な う。 た だ し,デ ー タ が1ペ ー ジ分 に 達 し,自 動 的 に 改 ペ ー ジ が 行 な

わ れ た 直 後 に 出 現 した 改 ペ ー ジ指 定 で あ る 場 合 は これ を 無 視 す る。

(出 力 例)

一 入 力 デ ー タ ー

◆ 00003300

00003400

00003500

00003600

00003700

ます〕回国(40Xll)的 な症状をつぎの府

ように表現 している。園 「この民族はもつと1行

も精密な天体観察ともつとも複雑な数学技術1行

とを結合した状態、すなわち、合理的思索 を1行

しめす優秀な証拠をしめ しながら、他方では府
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一 出 力 デ ー タ ー

こうした数学体系 とからみあ った暦体系の複雑な仕組みを解くのは・神官たちの重

要な仕事であった。その仕 事のために、神官は日夜、天体観測 と暦の計算に没頭しな

がら時の秘密を解明し、年の吉凶を占い、国家や人間の運勢の予知に狂奔 したのであ

る。

r神 ・墓 ・学者」の著者、C・W・ ツ ェーラムは、その本のなかで・暦 に褒かれた

マヤ民族の末期

② 改 段(81C1)

こ の フ ァ ン ク シ ョ ンが 来 た な らば,編 集 プ ロ グ ラ ム は た だ ち に改 段 を行

な う。 た だ し,デ ー タ が1段 分 に 達 し,自 動 的 に改 段 が 行 な わ れ た 直 後 に

出 現 した 改 段 指 定 で あ る 場 合 は,こ れ を 無 視 す る 。

(出 力 例)

一 入 力 デ ー タ ー

00000600こ う した数学体系とからみあった暦体系の後帯

00000700雑 な仕組みを解 くのは、神官たちの重要な仕1行

00000800事 であつた。その仕事のために、神官は日夜府

OOOOO900、 天体観測と暦の計算に没頭 しながら時の秘匿

00001000密 を解明 し、年の吉凶 を占い、国家や人間の1行

一 出 力 デ ー タ ー

民

族

の

末

期

の

な

か

で

、

暦

に

遇

か

れ

た

マ

ヤ

W

ソ

ェ

ー

ラ

ム

は

、

そ

の

本

パ
神

・

墓

・
学

者

」

の

著

者

、

C

い

、

国

家

や

人

間

の

運

勢

の

予

知

狂

奔

し

万

の

で

あ

る

,

、秘

密

を

解

明

し

、

年

の

吉

凶

を

占

の

計

算

に

没

頭

し

な

が

ら

時

の

に

、

神

官

は

日

夜

、

天

体

観

測

と
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は
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な

付

こ

う

し

た

数

学
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系
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み

あ

っ

た

暦

体

系

の

複

雑

な

仕
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み

を

解
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③ 改 行(EO81)

こ の フ ァ ン ク シ ・ ンが 来 た な らば,編 集 プ ・ グ ラ ムは た だ ち に 改 行 を 行

な う。`た だ し,デ ータ が1按 分 に 達 し,自 動 的 に 改 行 が 行 な わ れ た 直 後 に

出 現 した 改 行 指 定 で あ る場 合 は,こ れ を 無 視 す る。

(出 力 例)

一入 力 デ ータ ー

00000100こ う した数学体系とからみあ つた暦体系の複1行

00000200雑 な仕組みを解 くのは、神官たちの重要な仕1行

00000300事 であつた。その仕$の ために、神官は日夜貯

00000400、 天体観測と暦の計算に没頭 しながら時の秘1行

一 出 力 デ ー タ ー

的な症状をつぎのように表現 している。

「この民族はもっとも精密な天体観察とも っとも複雑な数学技術とを結合した状態、

すなわち・合理的思索 をしめす優秀な証拠 をしめしながら、他方では、も っとも劣悪

●

●

④ 見 出始(C841),見 出 終(C441)

⑱ が来たな らぽ編 集 プ ・グ ・ムは ・ただち鰍 行 し,さ らに も う

・行分改行後(⑳ まで の文字 を ・文字分飛 び出させ る処理をす る.な

⑳ が来 たな ら噸 改 し購 の文字処理を行な う。
お,

(出 力例)

一入 力 デ ータ ー

00006060

00006100

00006200

00006300

00006400

00006500

回②240343劃 圃頂4回1行

神々の楽園田圃②②バール信仰圃肥沃な半月1行

地帯の一角をなすレバノンは、シリアとイス府

ラエルにはさまれた、岐阜県ほどの面積 をも1行

つ小さな国である。首都ベイルートは、地中1行

海に面したフランス風の美しい町で、よく中隔
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二 出 力 デ ー タ ー

⑭ 神々の楽園

バール信仰

肥沃な半月地帯の一角をなすレバノンは、シリアとイスラエルにはさまれた、岐阜

県ほどの面積をもつ小さな国である。首都ベイルートは、地中海に面 したフランス罰

の美 しい町で、よく中東のパリなどと呼ばれる。回教の戒律の厳 しいアラブ諸国のな

かで・まるでパリを思わせるきらびやかな町ベイルートは、中近東に駐在する外国人

にと ってのオアシスでもあろう。町の歓楽街であるフェニシア通りには・バーやキャ

バレー、ストリップ小屋も並んで明け方までにぎわっている。

⑤(褒 う(C・A・)・(⑳
.(C・ ・5)

分禁始 か ら 分禁終 まで の間 の 文字 は 「ウ」 の場 合 を除 き1行 以 内 に収

め る。

ア.処 理 中の行 の残 りに入 る場 合 は,そ の ま ま出力 す る。

イ.処 理 中の行 の残 りで は入 りきれ ない 場 合 は,次 行 に 出力 す る。

ウ.丸1行 で も入 らない 場合 は,ウ ォ一二 ング ・エ ラ ーメ ッセ ージ を 出 し

1行 分単 位 に分割 して 出力 す る。

⑥ 空 白(C141)

(莚 き)(桁 数 ×行 数)が 文 中 に現 わ れた 場合 は ・原 則 と して直 ち に復 改 し

行 頭か ら指定 され た 桁数 お よび 行数 の空 白 を取 る。 な お,空 白 の取 り方 は

以 下 の 規 則 に従 って 行 な わ れ る。

ア.空 白が取 れ る場 合

イ.空 白が残 りの行 数 では 取 れ な い場合

空 白が残 りの 行 数 では 取 れ な い場 合 は,残 りの行 に 以 降 の文章 を っめ

て,ペ ージ また は 段 が変 った な らば,直 ち に 空 白を 取 る。 た だ し,こ の

他 の空 白 が棚 上 げ にな ってい た 場合 は,順 に処 理 す る。

●

`
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拶

ア の例 イの例

11

巴 白 の指 定 で1
・取 られ るエ リ;

1ア は 以 下 の通l
Iり で あ る

。1
一

図 で も}

}解 る 通

1(
3×5)り,空1

白 の取1

り方 は1

;鱗 プ ・グ・l
lム に まか されl

lて い る 。1
1

1!

i/…
1空 白の指定 で

1取 られる一 ・l
lア は 以 下 の通l

lり で あ る。l

l図 で も解 る通
I

lり,空 白 の取
1り 方 は 編 集 プl
ll

lロ グ ラム に まl
ll

、/

ジ

ニ(3×5

//

「か さ れ

1

て い る 。1

}

,

`

}

,

}

}

}

}

}

}

1

}

1

!

ウ.空 白 を取 った 残 りの桁数 が1行 の4分 の1以 下 の場 合

空 白 を取 った 後 の残 りの 桁数 が1行 の4分 の1以 下 で あ った場 合は,

残 りを使 うと見 苦 しい ので 空 白に す る。

●

i墓:瓢i
1め,残 り が 四1

1分 の 、以 下 の1

巳 合は残りも1

1ク ワ タ に す る 。1

〃//////〃 /〃

〃
/(5×3)

〃/〃/〃/

づ

、ノ

ー

ー

l

l

ー

|
l
l

■
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的な症状をつぎのように表現(出

力 ,例)

している。

「この民族はもっとも精密

な天体酷察とも っとも複雑 な

数学技術とを結合した状態、

すなわち・合理的思索をしめす優秀な証拠をしめしながら・他方では、もっとも劣悪

な袴秘主義に完全に屈服 していたのだ。世界で最上の暦 をつく ったマヤ民族は、匿時

に、この暦の奴隷 とな っていた」(村 田数之完訳)

マ ヤ文明は・実に不思議な文明であエ

「

⑦(i⑳(88C・),(③(84C・)

、鑑S㌶ 蕊 驚 蕊 芸 処理する・なお・表は

(出 力例)

一入 力 デ ータ ー

00001500

00001600

00001700

0000|800

00001900

00002000

00002100

00002200

00002300

00002400

00002500

00002600

00002700

00002800

00002900

00003000

00003100

而 十一 一一 ー一 一+一 一 二一 一 一 一一 一 一一帯

一 一 一一一 一一一 一一ー 一 十@1検 索 コマ ン ド1行

ほ図② 回② 〔⑦②説〔敦2@〔 烈図〔烈@② 明 〔図〔碧⑦ 行

@回 〔酬 函+一 一 一一 一一+一 一 一 一 ー 一一府

一 一一 一一 一一一 一一 一 一一 一 一 十@1回 出府

固回 方固1検 索 した文 献情 報 を出 力 させ る た肝

めの もの であ る1⑭ 十一 ー 一一 ー 一 十 一一 一需

一一 一一 一一 一一 ー一 一一 一一 一 一 一 ー一 十}胃

園1② 継〔2②続 ②1漢 字 デ ィス プレ 装置 の1貯

画 面 に表示 しきれな い情1@1② 〔⑦〔⑦固 〔烈 烈行

1報 を 、継続 表 示 させ るた めの も の で あ る〔旅

⑦ 〔2〔21園 十一 ーー一 一一 一+一 一 ー一 一 一 一貯

一ー一 一一一・一一 ー一一 ー 一一 ー 一 十⑭1〔 図会府

話終 了⑦1検 索 サ ー ビス を終 了 し たい ときに需

使用 する@② 〔図1國 十一一____十___行

一一 一 一一ー ーー 一一 一一 一 一一 一 一 一 一十}芹

⑭ 廻 府

一280
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7

●

一 出 力 デ ー タ ー

十 一 ー ー ー ー 一 十 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 十

1検 索 コ マ ン ド1説 明i

十 一 ー ー ー ー 一 十 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一 十

1出 力1検 索 し た 文 献 情 報 を 出 力 さ せ る た め の も の で あ る1

十 一 ー 一 一 ー 一 十 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 一 十

1継 続1漢 字 デ ィ ス プ レ 装 置 の|画 面 に 表 示 し き れ な い 情l

ll報 を 、継 続 表 示 さ せ る た め の も の で あ る1

十 一 ー ー 一 一 一 十 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 十

1会 話 終 了1検 索 サ ー ビ ス を 終 了 し た い と き に 使 用 す る1

十 一 ー ー ー ー 一 十 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー 二+

3.23編 集 プ ログ ラム に よ る禁 則 処 理

パ ラメ ータお よび フ ァンク シ ・ンに ょ る編 集情 報 の他
,当 システ ムは 読 み

易 さ を考 慮 して,以 下 に示 す 禁 則 処 理 を行 な って い る。

① 行 頭禁 則 文字

以 下 の文 字 が 次 の行 の 先頭 に 来 る場 合 は,処 理 中の行 の 行 後 空 白 に そ の

文 字 を送 る。

(行 頭禁 則 文 字 テ ーブル)

や ゆ よ つ

や ゆ よ つ

ヤ ユ ヨ ツ ア イ ウ 工 オ

ヤ ユ ヨ ツ ア イ ウ 工 オ

1 一

(出 力 例)

●

的な症状をつぎのように表現 している。

「この民族はもっとも精密な天体観察

とも っとも複雑な数学技術 とを結合した

状態、すなわち、合理的思索 をしめす優

秀な証拠をしめしながら、他方では、も っ

とも劣悪な神秘主義に完全に屈服してい

たのだ。世界で最上の暦 をつ くったマヤ

民族は、同時に、この暦の奴隷 とな って
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② 行頭禁則記号

以下 の記号 が次の行の先頭 に来 る場合は,処 理中の行の行後空 白に その

記号を送 る。

(行 頭 禁則 記号 テーブル)

: ; ? !
●

■

●

,
2
■

/
■ ■ , ● ,

,,

】 ふ ぶ 、 o )

」 ? ! ノ● 〃 』 〉 〕 、 ぐ

・. ・. や ・一
・

.
》

・ や
'＼

● ● 、 ■ 一
、 o

)

L 〃 』
V 〕

4

(出 力 例)

マ ヤ文明は、実に不思議な文明である・

数学や暦が物語 っている文化の先進性 と・

運搬用の動物も車も使用することなく・

道具としての鉄器さえつくらなかった文

明の後進性 とは、い ったい どこで・どつ

③ 行 末 禁 則 記 号

以 下 の 記 号 が 処 理 中 の 行 の 行 末 に な る 場 合 は,次 の 行 の行 頭 に そ の 記 号

を送 る 。

(行 末 禁 則 テ ー ブ ル)

"

【 ( 『「 ・1<〔 卜1一
( 一1一レ1〈1一

つ

6
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3.3エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ の 種 類

冨

■

当 プ ・グラ ムで は,発 見 した 誤 りに対 して,エ ラ ー ・メ ッセ ージ の 出 力後,

処 理 を終 了 して し ま うもの と,比 較 的 軽い誤 りは ウ ォーニ ン グ と して処 理 を続

行 す る もの とが あ る。

3.31エ ラー ・メ ッ セー ジ

①*DATAGANAGASUGIRU*

た め込 み 処 理 が 必 要 な フ ァンク シ ・ン処理 で40桁 以 上 の デ ータが あ っ

た 場合 に 出 され るメ ッセ ー ジで あ り,原 因は 以下 の場 合 が 考 え られ る。

ア.空 白指 定 の終 りを示 す)が ない 場 合

・・見出指定の終りを示す(i⑳ がない場合

・・分禁指定の約 を示す(⑳ がない場合

②*KUHAKUGAOHSUGIRU*

空 白の た な 上 げ が10個 以 上に な って処 理 し きれ な くな った 場合 に 出 さ

れ るメ ッセ ー ジで あ り,原 因は,大 きな空 白を 確保 す る要 求 が 多 す ぎ る事

に あ る。 ・

◆

亀

3.3.2ウ ォー ニ ング ・エ ラー ・メ ッセ ー ジ

①LAYOUTOMUSHI'SURU

レイ ア ウ ト指 定 用 パ ラメ ータ に誤 りが あ る場 合 に 出 され るメ ッセ ージで

あ るが,処 理は 「A4横1段 」 と して続行 す る。

②BUNKINOMUSHISURU

指 定 され た レイ ア ウ トの1行 分以 上の長 さ の 分禁 デ ータが 出現 した 場合

に 出され る メ ッセ ージで あ るが,処 理は1行 分単位 に分 割 して続 行 す る。

③KUHAKUSHITEIOMUS且ISURU

空 白確 保 の指 定 に誤 りが あ る場合 に出 され る メ ッセ ージ で あ るが,処 理
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ぺ

●

◆

ら

は 空 白指 定 が なか った 事 に して続 行 す る。
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、
ρ

3.4フ ァ イ ル ・フ ォ ー マ ッ ト

① 校 正 フ ァイル

●

EBCDIC 漢 字 コー ド SFT lEI
lNl CH CR CR EBCDIC 漢字 コー ド

IDl

シーケンス シーケンス デ マ1一 タ シ ーケ ンス シーケ ンス

X(81 X(16) X(8)
1↓ ・

lX(21X(42)
X(2) X(2)X2 X(8) X(16)

1レ コ ー ド

② パ ラ メ ー タ

1co1 5col 9col 13coI

レ イ ア ウ ト

X(4)

文 頭

X(4)

横縦 変 換

X(4)

行
間
隔
9

③ 編 集 フ ァイル

漢 字 プ リンタ1行 分

X(80)

`

令
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付録2 図 表

① 「会話 開始」押下

十 十

」lPDEC漢 字情 報文献検索システム

(K}NDS)

只今から科学技術文献の検索 サー ビスを開 始します。

画面の下に手順 が表示 されますの でそれに従 って進めて下 さい。

なお、画面の左端 に"継"が 表示 されているときは、継続釦 を押す

ことにより以下に続く情報 が表示 されます。

エラ ー ・メ ッセ ー ジは、 こ の行 に 表示 さ れます。

じキ ーワ ー ド入力釦 を押 して下 さい 。

●

十 十

② 「キ ー ワ ー ド入 力 」 押 下'

十 十

十

`

)キ ー ワー ドを40宇 以 内の カ タ カナ で入 力 して下 さい。

検索 キ ーワ ー ドじ

十

◎

●

図1検 索 サ ー ビス手 順 ・画面 表示 例(画 面 コ ピ ー)
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③ 検索 キ ー ワー ドレCAI.1(葦 葺)入 力

■

十
00 67皇A⊥

〔あと30件 保存 できます〕

レキーワー ド入力釦 ・保存語指定釦 ・検索式釦のいずれかを押 して下 さ
いo

十

十 十

④ 「保存語指定」押下

●

●

十

00 679△ ⊥

〔あと30件 保存できます〕

レ指示子 と語番号(左 側の数字2桁)を 入力 して下 さい。

保存語指示 〉

十

十 十
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⑤ 保存語指示レ遮 ≧(ま たは,旦卓)入 力

十

保存語は1件 登録 されました。

〔あと29件 保存 できます〕

じ保存語指定釦 ・キーワー ド入力釦 ・検索式釦のいずれかを押 して下 さ

いo

十

勺

十 十

⑥ 「キ ー ワー ド入 力」 押 下

十 十

レキー ワー ドを40宇 以 内 の カタカ ナ で入 力 して下 さい。

検索 キーワ ー ドレ

d

4

十 ・・ 十
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⑦ 検 索 キ ー ワー ドレキ ヨウ イク 送1言 入 力
㎡

十

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

|

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0*教 育

295.V教 育 訓練

5

5

5

4

6

0

0

2

3

2

9

1

3

1

2

2

2

教育機械

教育訓練

教育訓練設備

教育効果

教育工学

教育者

教育社会学

教育制度

教育用テレビジ ∋ン

十

〔あと29件 保存できます〕
レキーワード入力釦 ・保存語指定釦 ・検索式釦のいずれかを押 して下 さ

いo

十 十

⑧ 「保存語指定」 押下

6

畠

十
|

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

|

1

0*教 育

295∪ 教育訓練

5

5

5

4

6

0

0

2

3

2

9

|

3

1

2

2

2

教育機械

教育訓練

教育訓練設備

教育効果

教育工学

教育者

教育社会学

教育制度

教育用テレビジ ョン

〔あと29件 保 存できます〕

〉指示子 と語番号(左 側の数字2桁)を 入力 して下 さい。

保存語指示レ

十

十 十
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⑨ 保 存 語 指 示1bS.0305.11.04.08送 信 入 力

十 十

保存語は 6件 登録 されました。

〔あと24件 保存できます〕

レ保存語指定釦 ・キーワー ド入力釦 ・検索式釦のいずれかを押 して下 さ
いo

十 十

⑩ 「キ ー ワ ー ド入 力」 押 下

十 十

じ キーワ ー ドを40宇 以 内の カ タ カナ で 入力 して下 さい。

検索 キ ーワ ー ドレ
6

十 十
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'

6

姦

⑪

+

検索キーワードレー 入力

+

⑫

+

シ ドウ

キー ワー ドに同音異義語 が見つかりました。

1指 導

2始 動

レどれか一つを選んでその番号 を指定 して下 さい。

同音異義指定番号 じ

十

同音異義指定番号〉遮 入力

十

12 13指 導

〔あと24件 保存できます〕

レキーワー ド入力釦 ・保存語指定釦 ・検索式釦のいずれかを押 して下 さ
いo

十

十

一291一
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⑬ 「保 存 語指 定 」 押 下

十

1213指 導
十

〔あ と23件 保存できます〕

レ指示子と語番号(左 側の数字2桁)を 入力 して下 さい。

保存語指示じ

も

十 十

⑭ 指存語指示bA遮(ま たは,S.12(喜 連))入 力

十 十

保存語は 7件 登録 されました。

〔あ と23件 保存できます〕

レ保存語指定釦 ・キーワー ド入力釦 ・検索 式釦のいずれかを押 して下 さ
いo

十 十
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'

●

⑮ 「検索式」 押下

十
1

2

3

4

【
9

C
U

7

0

∩
U

O

O

O

O

O

7

【
」

5

3

5

0

3

6

う
仏

1

0
ぜ

∩7
`

1

2

皇△⊥

教育機械

教育訓練設備

教育用テレビジ ョン

教育訓練

教育者

指導

じ表示 されている保存語番号 を使 って検索式 を作成 して下さい。

検索式レ

十

十 十

⑯ 検 索 式 レKO1.(01+02+03+04)*(05+07)送 信 入 力

●

十

KO1は

KOl.

|

2

3

'
¶

5

7

0

0

0

0

0

∩
V

14件 有 り ま した。

(01十 〇2十 〇3十 〇4)*(05十 〇7)

⊆△⊥

教育機械

教育訓練設備

教育用テレビジ ョン

教育訓練
指導

じ検索式釦 ・キーワー ド入力釦 ・条件釦 ・出力釦のいずれかを押 して

下 さい。

十

十 十
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⑰ 「検索 式」 押下

十
1

2

3

4

5

6

7

0

0

∩U

n
U

O

O

O

7

5

【
」

3

【
9

0

3

6

2

|

9

2

1

2

9A⊥

教育機械

教育訓練設備

教育用テレビジョン

教育訓練

教育者
指導

十

〉表示されている保存語番号 を使 って検索式を作成 して下 さい。

検索式 じ

令

十 十

⑱ 検 索 式>LO1.KO1*06送it入 力

十 十

⊥LO1は 2件 有 りま した。

」」LO1.KO1*06

06教 育者

〉検索式釦 ・キーワー ド入力釦 ・条件釦 ・出力釦のいずれかを押 して

下 さい。

◆

十 十
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'

e

⑲ 「条件」押下

十

式番号

条件番号

むすで

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

4

0

0

0

0

2

0

nU
O

O

O

O

O

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

|

2

3

4

5

1

2

3

4

5

|

2

3

0

0

"
U
O

O

O

∩
U
O

O

O

∩
∀
0

0

K

K

K

K

κ

t

l

t

t

t

」

」

」

レ式番号に対 して条件 を指定 して下 さい。

条 件じ

十

十 十

⑳ 条 件 レJO1.KO1.=JPN.=JA送 信 入 力

十 十

6

⊥01は

条件項目

式番号

発行年

発行国

記述言語

記事区分

7件 有 り ま した。

KOl

日本

日本語

〉条件 釦 ・出力釦のいつれかを押 して下 さい。

十 ・・ 十
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⑳ 「条件」押下

十

式番 号KO|は14件

KO2は0件

KO3は0件

KO4は0件

KO5は0件

しOlは2件

tO2は0件

LO3は0件

tO4は0件

tO5は0件

条件番 号 」Olは7件

jo2は0件

」03は0件 で す。

じ式番 号 に対 して条件 を指 定 して 下 さい 。

条 件 レ

十

⑫ 条 件>JO2.LO1..=JPN(蓮)入 力

十

十

⊥02は1件 有 りました。

条件項目

式番号 」LOl

発行年

発行国 日本

記述言語

記事区分

レ条件釦 ・出力釦のいつ れかを押 して下 さい。

一296
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⑳ 「出力」押下
'

t

十

式番 号KOlは

KO2は

KO3は

KO4は

KO5は

【01は

tO2は

tO3は

to4は

to5は

条 件 番号 」Olは

」02は

」03は

じ出 力情報 を指 定 して下 さい。

出 力情報 レ

ロ
すで

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

件

4

0

0

0

0

2

0

0

0

0

7

1

0

十

十
十

⑳ 出力 情報 レ0.JO1送 信 入 力

φ

十

旦76021155

現職教員自己研修用 システムの構成

的関係の抽出方法について

十

止0100001

主 として教 授学習過程の機能

記事区分:原 著的記事(論 文)

使用言語:日 本語

発行国:日 本

著者名:西 の園晴夫

発行年:1975

抄録文:計 算機技術により次の2つ のテーマがどの程度 まで解決可

能であるかを検討した。1)個 人と しての学習者に教授行為 を作用 し

たときに得 られる学習成果 をどこまで説明 することができるか。2)

継現職教 員につい て計算機 を用いることによ つて開発 できる能力とは何

じ継続釦 ・ハー ドコピー釦 ・出力釦のいずれかを押 して下さい。なお、

中途打切りをするときは会話開始釦 ・会話終了釦のいずれか を押 して

下 さい。

十 十

一297一



⑳ 「継続」押下
、

十

旦 了602川55
か。上記の問題 を解決するために

ム を開発 した

十

LO100001

はん用性の あるデー タ処理 システ

じ継続釦 ・ハー ドコピー釦 ・出力釦 のいずれかを押 して下 さい。なお、

中途打切 りをするときは会話開始釦 ・会話終了釦のいずれかを押 して

下 さい。

十

傘

十

⑳ 「継続 」 を繰返 し押下

十

旦7606|072

教員養成のための9A⊥ の利用

」LO|00006

十

記事区分:解 説的記事(解 説)

使用言語:日 本語

発行国:日 本

著者名:清 水活

発行年:1975

抄録文:問 題の所在(教 育過程現状.教 育実習,自 己評価方法),

なぜ9△ ⊥ システムか(理 論→演習 →実際,9A⊥ システムの限定性

,即 物性,機 能性).施 設 ・設備,訓 練 コース(教 育実習の前 と後,

9A⊥ 学習プログラム と作製 と試行 とデータ処理).管 理運 営(シ ス

テム導入,被 験者.学 習時間編成,指 導教官,コ ス ト.管 理).説 明

♪継続釦 ・ハー ドコピー釦 ・出力釦のい ずれかを押 して下 さい。なお、

中途打切 りをするときは会話開始釦 ・会話終了釦のいずれかを押 して

下 さい。

十 十

■

●
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⑳ 「ハ ー ドコ ピー」 押 下→KPR出 力
㎡

ρ
旦76061072

教 員養成のためのSA⊥ の利用

」LO100006

問題の所在(教 育過程現状,教 育実習,自 己評価方法),

なぜ皇△⊥ システムか(理 論 →演習→実際,皇 △⊥ システムの限定性

,即 物性,機 能性).施 設 ・設備,訓 練コー ス(教 育実習の前 と後,

Ω△⊥学習プログラムと作製 と試行 とデータ処理).管 理運営(シ ス

テム導入.被 験者.学 習時間編成.指 導教官,コ ス ト,管 理).説 明

記事区分:解 説的記事(解 説)

使用言語:日 本語

発行国:日 本

著者名:清 水清

発行年:|975

抄録文:

⑱ 「出力」押下

d

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

。

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

、し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ

K

K

K

K

K

L

L

l

t

L

」

」

」

下て

号

号

し

番

番

定

式

件

指

条

を

じ

朝

朝

情

惰

力

力

出

出

〉

十

4件1

0件

0件

0件

0件

2件

0件

0件

0件

0件

7件

1件

0件 です。

十

十 十
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⑳ 出力 情報 治1.JO2(き 蓮)入 力
、

十

式番号

条件番号

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

は

1

2

3

4

5

|

2

3

4

5

|

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

K

K

K

K

K

t

t

t

L

L

」

」

」

14件

0件

0件

0件

0件

2件

0件

0件

0件

0件

7件

1件

0件 です。

レ出力方法 ・出力件数 を指定 して下 さい。

出力方法〉

十

《

十 十

⑳ 出力方法 レ1(蓮)入 力→KPR出 力

旦76021155

現職教員自己研修用システムの構成

的関係の抽出方法について

20200001

主として教授学習過程の機能

記事区分:原 著的記事(論 文)

使用言語:日 本語

発行国:日 本

著者名:西 の園晴夫

発行年:1975

抄録文:計 算機技術により次 の2つ のテー マがどの程度 まで解決可

能であるかを検討 した。1)個 人と しての学習者に教授行為を作用 し

たときに得 られる学習成果 をどこまで説明することができるか。2)

現職教員について計算機を用 いるこ とに よつて開発できる能力 とは何
か。上記の問題を解決するために,は ん用性のあるデー タ処理システ

ムを開発 した

6

■
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⑪KPR出 力終了
'

十 十

文献出力を終 ります。

出力件数1件

じ出力釦 ・会話開始釦 ・会話終 了釦のいずれかを押 して下 さい。

十 十

⑫ 「会 話終了」押下

十

JlPDEC漢 字情報文献検索システム

終了 します。

またの御利用 をお待ちしています。

△
云
△
云
△
哲
△
玄

舌車月日
舌開始時刻

舌終了時刻

舌時間

文献検索件数

文献出力件数

による検索サービス を

昭和52年02月04曰

い 時15分39秒

11時36分50秒

OO時 間21分11秒

24件

0件SYSOUT出 力 は有 りません 。

十

十 十
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BINARY 縮 BINARY 編 BINARY 発行国
シー吻 ンス 発 行 国 シーケンス 発 行 国 シ ーケ ンス 発 行 国
コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド コ ー ド

01 ISL アイス ラン ド 34 CUB キ ューバ 67 NOR ノル ウ ェー

02 CIV コ ー トジ ボ ア ール 35 GRC ギ リシ ャ 68 PAK パキスタ ン

03 IRL アイル ラン ド 36 ㎜ ケ ニ ア 69 PAN パ ナ マ

04 鋼 ア フガニスタ ン 37 CTR コスタ リカ 70 ㎜ ハ ンガ リー

05 USA アメ リカ合衆 国 38 COL コPン ビ ア 71 DDR 東 ドイソ

06 EGY アラブ共和国連邦 39 COG コンゴ人民共和国 72 BUR ビ ル マ

07 DZA アルジ ェリア 40 SAU サ ウジアラビア 73 PHI フ ィ リピ ン

08 鵬 アルゼ ンチン 41 SLE
一 、

シ ェフ レオ 不 74 FIN フ ィ ン ラ ン ド

09 ALB
"

ア ル ノ・ニ ア 42 JAM ジャマイカ 75 PRI
・

プエル ト リコ

10 AGO ア ンゴラ 43 SYR シ リ ア 76 BRA ブラジル

11 YEN イ エ メ ン 44 SGP シンガポ ール 77 FRA フランス

12 GBR イギ リス 45 CHE ス イ ス 78 BGR ブルガ リア

13 ISR イス ラエル 46 醐 ス ウ ェーデ ン 79 ㎜ ベネズエ ラ

14 ITA イタ リア 47 SDN
"

ス 一 夕 ン 80 PER ペ ル ー
　

15 IRQ イ ラ ク 48 ESP スペ イン 81 BEL ベルギ ー

16 IRN イ ラ ン 49 臨 ス リランカ 82 POL ポ ーラ ン ド

17 IND イ ン ド 50 SEN セ ネガル 83 PRT ポル トガル

18 IDN イン ドネシア 51 SUN ソビエ ト連 邦 84 HKG ホ ンコ ン

19 UGA
"

ウガンタ 52 皿 タ イ 85 ㎜ ホ ンデ ュラス

20 URY ウル グアイ 53 ㎜ 台 湾 86 MYS マ レ ーシ ア

21 ECU エ クア ドル 54 TZA タ ンザニ ア 87 ZAF 南アフリカ連邦

22 E圧H エチ オ ピア 55 CSK チ ェコス ロバ キ ア 88 ㎜ 南ベ トナム

23 SLV エルサルバ ドル 56 CHN 中 国 89 ㎜ メ キ シ コ

24 AUS オ ース トラ リア 57 TUN チ ェニ ジ ア 90 MCO モ ナ コ

25 AUT オ ース ト リア 58 CHL チ リ 91 ㎜ モ ロ ッコ

26 ㎜ "

オ ランタ 59 DNK
一.

ア ンマ ーク 92 YUG ユ ー ゴス ラ ビ ア

27 GHA ガ ー ナ 60 ㎜ ド ミニ カ 93 ROM ル ーマ ニ ア

28 CAN
'

カ ナ タ 61 TTO
'、

トリニ ター ド トノミゴ 94 LUX ル クセンブル グ

29 KOR 韓 国 62 ㎜ ト ル コ 95 LBN レノミノ ン

30 醐 カンボジア共和国 63 NIC ニカ ラグア 96 RHO
_・

ロー ア シ ア

31 PRK 北朝鮮 64 DEU 西 ドイツ

32 VDR 北ベ トナム 65 JPN 日 本 97 INT 複数国表示

33 CYP
o

キ フ ロス 66 NZL ニ ュー ジ ーラ ン ド 98 ZZZ そ の 他'

図2.発 行 国 コ ー ド表
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'

の

BINARY 言 三五
口 口ロ BINARY 昔 三五

口 口ロ

シーケンス 言 三五
口 口ロ シーケンス ≡ 三五

口 口ロ

コ ー ド コー ド コ ー ド コー ド
.

01 IC アイスラン ド語 31 DA デ ンマーク語

02 AZ アルゼ ンバ イジャン語 32 DE ドイツ語

03 AF アフ リカ ーン語 33 TR トル コ語

04 AR アラビア語 34 JA 日本 語

05 AB アルバニア語 35 陀 ノル ウ ェー語

06 IT イタ リア語 36 BE 白ロシア語

07 IA イ ンタ ーリンカ信吾 37 即 ハンガ リア語

08 IN インドネシア語 38 PA パンジャブ語

09 UK ウクライナ語 39 HI ヒンディ語

10 UR ウル ドウ一語 40 FI ブイン語

11 EN 英 語 41 FA フェレーズ語

12 ES エ ス トニア語 42 FR フランス語

13 EO エスペ ラン ト語 43 BG ブルガリア語

14 NL オランダ語 44 V'1 ベ トナム語

15 GR ギ リシャ語 45 HE ヘブライ語

16 GU グジャラチ語 46 PE ペル シャ語

17 GE グルジア語 47 BN ベンガル語

18 CR ク ロアチ ア語 48 PL ポ ーランド語

19 舩 ゲ ール語 49 PT ポル トガル語

20 SA サ ンスク リット語 50 LU マケ ドニア語

21 SV スエ ーデン語 51 ぬ マ レー語

22 SP スペイン語 52 鵬 蒙古語
23 SK ス ロバ ック語 53 MO モルダビア語

24 SN ス ロベニ ア語 54 LA ラテン語

25 SE セルビア語 55 LI リトアニア語

26 SH セルボ ーク ロアー ト語 56 RO ル ーマニア語

27 皿 タ イ 語 57 RU ロシア語

28 CS チ ェコ語

29 CH 中 国 語 58 班 多言語
30 m 朝鮮語 59 ZZ そ の 他

図3言 語 コ ー ド表
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記事 区 分 コ ー ド EBCDICコ ー ド 内 容

a A 原著的記事

a ① A 1 論文 発表形式が論文形 式の もの

a ② A 2 短報 論文形式 をもたず に,編 集者あ

ての通信等簡略化 した形式の も

の

b B 解説的記事

b ① B 1 文 献 レビュ ー 関連文 献 資 料 等 に もとづ

き,解 説書を評論 した記事

b ② B 2 解説 上記以外の解説的記事

C C 実用技術資料

C ① C 1 デ ー タ シ ー ト,フ ロ ー シ ー ト,ノ モ グ ラ

ム,写 真,図 表,設 計 図 等

C ② C 2 安 全規 準,規 格,仕 様 書,作 業 手 引 き書,

作業規準等

d D 一般 的記事

d ① D 1 科 学技術に関す る政策,施 策等

d ② D 2 学会予稿 集,学 会講演要 旨集等

d ③ D 3 紹介的記事

P P 特 許

P ① P 1 日本公告特許

P ② P 2 特 許 制 度

〔

,

A

図4記 事 区 分 分 類 表
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1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

13
14
15
16

17
18
19
20

21
22
23
24

1
2
3
4

5
6
7
8

⑭C-2
ABCDEFGH IJKLMNOP

ΦC-1
ABCDEFGHIJ KLMNOP

Φ 旧字一2
ABCDEF(}HIJKLMNOP

9
10
11
12

13
14
15
16

17
18
19
20

21
22
23
24

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12

3
4
5
6

7
8
9
0

1
2
3
4

1
1
1
1

1
1
1
2

2
2
2
2

梗
硫
梱
挺

堺
瑠
瑚
璃

袴
揮
褥
摺

艮
鰻
度
皇

坂
紗
鉦
鉋

驚
鶯
驚
鵠

桂
桔
桝
梧

琢
瑠
琳
琉

宮
偉
鑑
搾

甜
艀
館
簡

醍
醐
整
釦

鱒
鯵
鰻
鰹

柚
柘
桓
据

破
珀
珪
琉

鍵
署
蜀
罫

聚
軒
刮
砥

轍
櫟
酊
酷

鯵
鰐
鯨
鰍

杞
杵
柾
枢

実
玲
珊
珈

砧
疎
颯
掲

翅
聾
聯
膀

娩
棚
輯
轄

鎗
鯖
齪
餅

朶
栞
繋
杜

舜
鶏
艀
緯

稗
械
穣
竪

糊
続
鰭
鑑

躾
臆
轟
輻

魯
鮒
鮎
鮪

腫
朧
朔
彙

燵
燦
燃
燈

黍
秤
秒
稠

椴
繊
緩
纏

跣
脆
鵠
蹴

健
燭
魁
魏

膵
謄
膜
鵬

娘
熾
僚
燗

礪
磯
礫
禾

紳
紐
綬
繧

赴
趨
蹟
破

酪
騨
駿
口

脾
腱
膀
鱒

炸
烙
焙
煉

砧
硯
碩
碍

紘
紬
論
緋

謹
諏
賦
蹟

饅
饒
取
駝

朕
脛
膵
腓

黎
漿
灸
炬

雄
嘉
砦
砒

籾
粍
粕
糺

調
譜
諮
諌

頒
頭
餉
賎

胚
脚
跨
胱

梵
攣
段
穀

鼎
醒
備
矯

否
巳
纂
糞

誠
碇
評
誹

欝
震
端
翰

冑
磐
肘
肱

騎
畑
樫
躰

癩
盈
盟
盈

漢
族
飾
毅

冴
詔
此
而

関
錐
雫
実

晒
曙
吸
暢

橿
燈
機
櫃

捧
瘡
瘤
癬

寛
箕
惚
鑓

瓢
唇
許
泡

閏
閻
閾
閲

登
異
哲
馨

榊
樫
樟
槻

抱
痕
批
痔

笙
筏
箴
筍

編
蝦
蝸
蠣

鍍
鍛
鏑
閂

昂
晃
晃
曼

榴
楷
槙
橡

崎
疋
楚
折

夢
旅
笏
笈

蛸
鯛
蜻
幅

錫
錐
鍾
鐘

哉
戴
裁
敦

棍
楢
楓
楕

祓
祠
毘
畷

禰
商
襲
竺

蛆
蛉
蛭
蛤

鋪
鋳
錘
錨

億
勲
戊
威

梯
桿
梓
棉

項
瑳
瑠
禦

襖
描
艦
搾

風
蚤
蟹
虻

鉤
銑
鉾
鋲

貴
巽
輿
断

哺
唄
嚇
噸

紺
帷
頓
慢

擢
欄
擾
嬢

篭
凸
萌
董

恕
懲
懲
暫

停
念
斧
愈

啄
畷
啖
一判

屹
時
峨
嵯

幟
…撞
撞
榔
{
苗
‥一來
菰
培処
梅
.慌
櫨
四恣

俵
倭
傭
僻

喚
咤
哺
哩

豊
条
樹
嵌

摸
撰
挽
撚

英
英
莉
貰

働
儲
憾
漸

悌
体
便
債

陀
岬
哩
咬

勘
屍
梓
畢

椰
掲
楡
投

楕
茗
頗
茜

梱
惇
槍
撫

佃
傾
侯
俣

吼
吠
呵
唄

賢
竈
嘗
耀

掬
控
搭
振

苺
茄
萄
某

怜
枇
恢
情

停
佗
伽
仏

轡
町
川
吃

翼
饗
㌘
汽

捗
捷
捲
拘

狸
檸
苅
芭

遮
遅
遼
速

盒
朴
什
杖

衿
嚢
邑
椅

宥
良
・旭
免

排
拷
捌
挽

瀞
狗
狛
猜

遍
邊
遜
遡

齎
妓
軌
爽

奏
鍵
缶
罎

嫡
孟
宍
ゐ

絆
拠
始
拐

濠
漬
爆
渥

逡
遭
逓
逼

毫
烹
東
尭

腐
厘
腰
牟

嬰
姥
碑
媛

扱
抱
打
栂

瀞
湾
直
潭

亡
迭
遁
逗

転
充
吝
劣

薔
競
卯
彪

奄
套
娑
嬰

姜
芒
舅
莫

櫛
鴻
漉
漣

陛
随
邸
郁

毬
租
毯
紬

射
旬
匡
卍

赫
頒
数
麺

俳
復
徽
徴

游
堵
湊
倖

蕾
繭
藻
蕎

阜
睾
臼
爬

舅
匁
旬
葡

埆
塙
培
卦

彷
祖
彿
徊

渾
漢
滋
湘

胸
頚
齋
蕗

彗
ト
天
乎

刺
別
剖
劉

退
重
埴
堰

弼
粥
彊
彪

個
滝
誕
濡

蕊
登
蕉
棊

碩
睡
臨
狙

鳳
題
刎
剋

咽
囮
囲
圃

鳶
試
弗
惇

浬
浬
劇
淘

蓬
蕎
蕨
蕪

語
轟
離
獺
麟
耀
麟
麟
欝
離
飾蠣離

松
枝
柱
核

覗
線
一曜
緬

編
緒
縛
偲

躍
較
輕
輪

饅
髄
鯛
鶏

ー
i

=

巣
査
榮
樂

砧
秘
祠
群

締
縁
練
緩

購
贈
起
践

騒
駆
験
騨

[▽
△u◇
O

騰
臓
朗
期

析
祉
岨
祓

絶
綜
経
緑

漬
譲
資
賊

餓
除
館
駐

9
0
±
干

脳
腰
謄
脆

青
毒
静
肚

紛
納
終
絞

識
護
譜
謹

飲
飽
飾
飼

5
6
7
8

賑
朕
脱
勝

献
環
者
煮

糖
繁
級
紋

諸
謙
講
謹

顯
食
飢
飯

1
2
3
4

有
服
朋
胞

他
献
獣
獣

籍
粉
梓
精

論
諮
謁
諸

頒
顔
類
顧

㊧
①
①
①

纐
麟
鑑
翻
鑛
瀦
灘
馨
麟
闘
繋

断
旋
胃
暑

壇
鼎
嵩
餐

意
靖
辮
龍

畳
覧
観
響

閲
朋
闘
隻

⑬
⑭
◎
⑮

叔
奴
政
女

穀
R
蝿
姥

11
穣
血
芦

罵
銭
酎
31

銭
釘
釘
闘

の
臼
6
肋

塑
牧
妓
敏

残
殺
殼
殴

程
柄
稻
穂

虐
魔
虚
虜

鎖
鎌
鏡
鐘

㊧
㊤
㊤
◎

扇
雇
所
肇

歩
蔵
歯
齢

硝
砕
碑
税

臭
鼻
船
艇

銭
録
錬
菰

θ
◎
⇔
⑲

戸
房
肩
戻

槽
欄
欧
歓

瞬
砲
研
硬

聲
聴
職
聴

醜
醸
鉛
鏡

W
均
W
②

懇
成
職
戯

横
機
検
櫻

盗
盟
識
盟

習
翌
翼
耳

酸
酷
酵
酔

別
刊
⑪
め

懐
怨
恵
懲

橿
槙
様
概

畳
畔
襲
既

継
績
繊
劾

配
酢
酬
酪

㎝
取
◎
刷

惨
檜
慨
憶

校
梅
桟
構

頼
輝
祠
量

縦
縫
織
給

轄
輔
書
酌

邸
副
閲
刈

⑤B-5
ABCDEFGHIJ KLMNOP

④B-4
ABCDEFGH IJKLMNOP

③B-3
ABCDEFGHIJKLMNOP

Φ 旧宇一1
ABCDEFGHIJKLMNOP

丙亜 覆丈 及稗 亥率 齊舎 舗佛 侮偏 倹八
牛要 璽卑 笄翻 交産 齋會 化使 條傳 偲牛
更悪 甕乗 翠文 帝商 來肉 住便 假鶴 便巻
爾爾 投奥 旬圭 彦衰 全救 伴侵 健借 見父

分盆 具回 冤刻 創勉 勧匿 暦又 危鯛 吏管
公翁 與周 券創 剤勤 句支 歴毎 管勇 早吸盆貧
内次 頼剰 舅動 包博 堅氣 負豫 告嗅

蕪尊 肋蒐 判割 劾働 眞郎 参歓 亀史 啓喫

嘆器 圃望 堕境 壌費 呉姫 嬢宥 寛憲 篇封
囑嚴 圓塑 墨墳 壷出 契娯 學寒 寧賢 専將
甲圏 間聖 坪壇 壽冬 奨婦 穴賓 質杢 尋肯
號國 幽墜 城壊 塁饗 姿嫡 害媛 爲突 導向

當届 巖帽 麻摩 麿延 彊彫 径徳 養技 捨採
黛層 峡郷 廉廣 魔廻 弾彩 術徴 豊抱 控掲
弊贋 幣度 廊磨 瞳建 彌彰 從徹 艶抜 掃援
縣崩 幣唐 廣魔 廷賦 弱往 微前 扱佛 投描

捜撮 注海 俘涙 渇滞 潔濱 瀧猪 童萬 蕗薬
摘歳 沿浩 酒● 侯涌 潮Y黒湾掲 荘著 塾蘭
槍掘 派潰 添清 ～温漢 澤潜 狭狼 菓薄 藏陪
澤没 浸渉 淺港 満澁 済瀬 猶花 黄薫 藤除

隆瞼 都返 迫途 逐造 逮逸 遍遣 遭遷 邊情隔隠
込迎 迭逆 途透 進過 遊違 違遺{亙楡障邦
巡近 追迷 通連 途達 遇遠 選避 悦惟i随郎
迅述 逃退 速週 運道 遜適 遅還 悔債

②B-2
ABCDEFGHIJKLMNOP

 

1
2
3
4

5
6
7
8

漢 字 キ ーボ ー ト配列 図
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1

1

2

1

1
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1

1
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1

OB-1
ABCDEFGHIJ KLMNOP

鼻
舌
舟
航

銚
詣
歳
詰

踊
踪
踏
踵

錯
錬
錠
鋸

預
頗
頸
頷

鵜
鶏
鶴
鴎

聯
叢
臭
国

詞
詠
該
診

距
跳
践
跨

鋤
鋒
鋳
鋼

韻
頑
頒
頓

鷲
鷺
旭
鴨

耶
耽
恥
聡

訴
註
診
詐

越
趣
鷺
趾

銅
銘
鋏
鋭

鮭
鞘
鞭
響

鱒
鱈
鱗
鳥

翻
耳
智
聾

訟
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倹俺 儀偏 偲傲 増便

「-

0401044几 凱 凹 月 刊 刹

041045凡 屯 画 名 刑 削

042046鳳 凶 幽 券 到 剃

..竺L竺 一 短 刀刈ill5'1

050054

051055

052056

0531057

0601064

0611065

0621066

063iO67

億億 兇翁 爺冠 冴凍

備儒 兜釜 喧亘 冶凛

傭潴 拳貧 凌凝

剣剰 脅効 勺句 旨匠 索卵

剛剤 励勅 勿旬 匙魔 喪却

制副 劫勘 匂窃 巨匪 卓卸

副倒 劾勧 勾ヒ 匹克 斗卿

灰厚 雁厩 桑叔 乞亀 束吊 占叱 吋吹 呪咲

厄膏 厨庸 皮叙 乍矛 串呂 警叩 吸吠 陣唆

灰辱 厭怠 髪散 罐柔 衷呆 哲叫 吟眩 咳哨

辰画 暦叉 双叛 免吏 只呈 啓吐 吻咄 咽唾

旦念唖

唄晴

唱喉

唯喚

喫喝
喧喋
喀喰
喘鳴

O差嗜 噂嘘 囁司 坐塑 墾祉 垢埠

嘆嘔0曾 嘲 噂囚 堅塾 壁坪 埃埼

嗅嘩 噴噺 囎圏 堕墜 坑坦 婬堀

曙鳴 嘱噛 嗣圭 塗墨 坊垣 埋域



1
ω

一
〇
1

0101014培 婚 嫁 境'壌 壼 隷 央 套契 好妖 婦 妹 娠 婚

011fO15堆 堤 墳 墳 壕 嘉 タ奇 奢奨 奴妓 姓 妬 姫 娩

0121016塀 堵 塩 嘘 壕 壮 男 奔 奪姦 妃妙 姉姪 娯 娼

0131017堪 堺 塊 壇 締 鼓 麹 奈 奮婆 妊妨 姑姻 娘 媒

0201024

021025

022026

023027

0301034

031035

0321036

037033

0401044

0411045

0421046

0431047
-一 一 －L-一 一

050054

051055

052 .1056
053057

060io64

0611065
062iO66

0631067

婿嫌 嬉孕 穴宏 宙宴 寓實 審窃 窟窺 耐肖

媚嫉 嬢孔 宇宋 宝宰 塞寧 寮穿 窪寸 尉尚

捜嫡 惰孤 宅宜 宣寅 寛蓼 憲窒 窯寿 劣掌

嫁嬬 承孫 牢宛 宵寂 寡蜜 寵窓 窮尋 尖雀

裳誉 尼屍 屏贋 崩嶺 峠嶋 功忌 帖幌 幾序

賞厳 尿昼 犀炭 嵐巌 峡峨 已巾 帳幡 庁床

輝尺 屈属 屠崖 嵩岐 峻貢 巳幣 幅帥 庄唐

巣尻 届屓 履崇 廠岬 峰巧 巴帆 幡幻 庇庸

麻
廊
廉
腐

鹿
康
庵
庶

抽
抹
助
泊

拘
拒
披
拡

了
」
十

n
U

一弓

廟
磨
麿
魔

塵
廓
慶
摩

椿
按
拭
括

拓
拉
挑
拶

沖
汰
沙

没

沌
汲
沈

汽

鷹夷 弧須 彰律 徴羊 董煎 扮把

廷冑 弦舷 征徐 衝兼 尊瓶 抑拝

弓弘 弥彫 往循 徹益 羨托 抄拙

弔弛 弾彩 径微 衡差 慈扶 択招

捜

挫

挺

捉

挿

挾

補

挨

況

泥

沸

泌

沿

沼

泡

泄

椋掛 掘俸 樽揺 搬個 撲擁

捨掩 据排 握搾 掻摺 撤操

捻提 掃揮 揃搦 携播 撒擬

探控 措ほ 援摂 摘撫 撮擦

泳洗

泊洞

泣浄

洲洛

洪浦

洩浸

酒浩

浴涙

浪淳 淋淫 渦湛

添涯 渋渓 淑港

液淀 渉淵 湧湯

涼渇 淡湾 渥湿

、
■

010014

011015

012016

013017

湖溝 漠滝 漏漫 漸澄 潰澱 濡濫 湖狙 狭猛

漆滞 滑滴 振漱 漁瀦 潤濁 濯濾 瀕狐 狼猟

測途 酒滲 溺漬 潜潔 潮濃 濠瀬 灘狡 狽猫

溶漢 溜演 漕漂 潟滅 澹潤 濤濯 狂狩 狸猪

020024猶 猪 芹苔 茂茨 華黄 菱菜

021025狼 獄 子夫 芳茎 苗荘 恭萄 菅萎

022io26獅 獲 亡心 芽茅 巷箔 荻菊 萌菩

0231027猿 甘 芝芦 苛苑 莫菌 菓葬

034蓮 蒸 慕 蕃 薫 薦030'

03・1035墓 蒐 蔓 蕩 誠

0321036締 麟 微 緒

0331037蒔 蔽 蔦 燕 薪 藍

__」__

040044

041045

0421046

0431047

葡葛 蓑葦

葺募 蓄蓋

葱葵 蒼蓉

惹萩 蒙蒲

薯麓 阿陥 陵随 隔隙 邪鄙

藁藷 阻陣 隆隅 陰隣 邸鄭

藩蘇 附陰 陳隔 隙邦 郊辻

藪蘭 陀陶 陪隈 隠那 郭迂

迅迎 逐透 遁遣 遭恒 恰悦 慣懐 愉慎 憎慣

迄迦 逞這 遅遭 遠怪 悔悩 惚惜 愕慨 慣憧

辿逆 逢逮 遇遷 忙怯 恨惇 悼悸 慌懐 憤憐

巡迷 逝逸 遥遵 枠怖 悟↑卒 惨惟 惰慢 揮個

0501054憔 憶 怒患 愁i愚 懲栽 戴扁 肇敢 斤旋 曳昌

051jo55懐 忍 恩惑 慧慈 懸戚 戻扇 敏敷 斥旗 旦是

052io56澹 忽 恵惣 慰憩 戒載 房雇 赦弊 欣日 早星

0531057憾 怨 悠愚 慾懇 威戯 肩扉 敬艶 斯甲 昇昆

060io64

0611065

0621066

0631067

暑
暴
曇

曹

昂
冒
景

晶

晦
晴
暁

暇

替
暫
旺
昧

旭

腎
肴

冑

暖

暖

曜

曝

脊肚 肪胎 胴豚 腕腫 腺膠

肌肛 朋胆 脇脚 腔腔 腰膨

肋肢 股肺 脂脳 膀腿 膜膳

肝肥 胞脈 脆腋 脹腸 膝臆

' ノ
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§憲1織 繊 麗灘liii
O13017騰 杏 某渠 机杯 枠柱 栃核 梅桶 彬椅 棟榎

0201024楯 楼 楊檎 檀櫛 置歎 雌殼 戴毅 災灼 畑煙

0211025楠 椰 概樽 檜欄 欺肯 齢殆 殴氷 灸妙 姻煩

0221026槌 槍 樋橘 濫麓 歌歯 疏殉 殻沓 焚炉 焔熔

023027椿 樺 槽樹 櫓欝 歓此 疎通 毅炎 灯炊 煤煽
一ー 一 一「 一 ー一

〇301034

031035

0321036

033iO37
'一 ー 一 「 一 ー一

〇40}044

0411045

0421046

043}047

050io54
0511055

0521056

053]057

0601064

91;ll2
0631067

燃燐 熊妥 貌牡 犬壁 班環 孝毒 祝禍 祭禰

燈爆 熟采 牌牧 献玩 球琶 書祈 祐禅 禁繭

燥煽 勲爵 牒牲 獣珍 斑琵 煮祉 祥禎 祀畏

燭烈 黙豹 牝犠 弄珠 瑞琴 麦祖 禄崇 祇胃

畢畔 症疾 痘痴 癌癒 畠盟 瞥眸 瞑瞼 矯砕

累畦 疹痔 痙痺 療癖 鴫盤 眩睡 瞠瞬 碁砂

畳蛋 疲痒 痢瘍 療縮 皿眉 眠睨 瞭矢 碧砲・

塁疫 痔痕 疾痩 摘登 盗督 眺睦 瞳矩 磐硬

碗
棚
碓
碑

硫
硝
緑
碇

儒
袋
袈
裂

複
褐
槌
襟

禿
季
香
秒

磁
磯
礁
礎

符
笹
答
笥

裟
襲
竹
竿

租稽 稚穏 妾童 競罷 奉髭 祥裡

秩稀 稿稽 彦竣 罠罵 奏髭 袖褄

秘稔 稼穫 竜靖 署罹 泰衿 袷裾

秣稜 穂辛 寛辣 罰羅 秦被 裕裸

笛筋 箋蕎
笠篭 鳥篤
箇箇 箱篠
笛簾

簾

籠

征

露

筆

管

簿

籍

粘粁 糊糧 繋紋

粉粗 糖紫 紅紗

粋粧 糠緊 紐紡

粗糎 糟繁 紛絃

⑨ ・、

010|014絆 拳交 糸呂綴r椅 緬 竃高紹1縛 縄 迎撃 翻 耳3聯 鼻

0111015紹 絡 絹 綾 繰 締 猿 鍵 繊 繰 纏翼 耳 耽 毒 舌

組 緒 銅 線 綿 繰 縛 織 縞繍 攣驚 聾恥 臭 舟012iO16

紳 絨 綱 線 維 緩 縦 縞 綾 織 羽翔 餐聡 急航013017

0201024

021102S

O221026

0231027

0301034
0311035
0321036
0331037

0401044

0411045

042JO46

0431047
-一 一 一1-一 一 一

〇50054

0511055

052)056

053)057

060064

061}065

0621066

0631067

舷艇 虎虜 螢蛛 蜘蝉 栗瓢 誓託 訟訴 詞誹
舵艘 虐膚 虹蛙 蝶蟻 票留 讐訊 訣註 詠詣
舳艦 虚慮 蚊蜂 蝿蝋 粟艶 訂討 訳診 該詩
舶櫓 虞虫 蛇蛾 螺融 覆覗 訓誰 訪詐 詮詰

誇誼 請諺 謡謙 譜晶 賛則 賂賜 購越 距踊
詫誕 誘諭 譜謹 譲貞 賢販 賊賎 贈趣 跳踪
踊諾 諏謎 謂謳 貝貫 賢貯 賄賠 赴葦 践踏
諒謁 諦諜 誇謬 貝貫 賢貼 賑賭 超趾 跨踵

蹄躇 射軌 軸幅 醤酢 酸醒 釘鈍 鉱銅 鋤錯
躁踏 躰軒 輔綾 酌酬 酷醜 針鈎 鉢銘 鋒錬
蹟躍 躯斬 桶撃 酎酪 酵賂 釧鈴 銃鋏 鋳錠

蹴爾 軋軟 輪酉 酔酪 酪醸 釣鉛 銚鋭 鋼鋸

錆鍬 鎌閃 閤閲 隻雰 霊霧 斐幹 靭縫 韻預
錦鎮 鏡閉 閥闇 焦零 震霰 輩斡 靴鞘 頑頗
鍋鎖 鐘悶 閤闘 雅雷 霜露 乾韓 鞄鞭 頒頚
鍵鎧 鑑閑 閣隼 雛需 霞霞 戟撃 鞍響 頓頷

顕

顧
顛
願

頬

頽
頻
顎

飽
飾
飼
餅

餐
饗
飢
飴

餌鱈 馳駄 駒騙 髄魚 鯉鱒 鷲鵜
蝕箆 馴駅 駿驕 鬼鮨 鯨鱈 鷺鶏
餓餓 駁駈 騒骨 魅鮭 鯛鱗 鳩鶴
陥駕 駆駐 騎骸 魂鮮 鰯鳥 鴨鴎
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010iO14

011015

012016

0131017

0201024

0211025

0221026

0231027

0301034

031035

032036

0331037

-一 一 「 一 一

〇401044

0411045

0421046

043047

0501054

0511055

0521056

0531057
-一 一'i-一 一

〇601064

0611065

0621066

0631067

丙亜 覆丈 及揮 亥率 齊舎 舖協 商偏 倹八

4S要 璽卑 拝踊 交産 齋會 化使 條傳 億半

更悪 聲乗 暴文 帝商 來肉 住便 假債 償巻

雨爾 書奥 日主 彦衰 全叙 伴侵 健僧 見父

分盆 具回 冤刻 創勉 勧匿 暦又 危規 吏螢
公翁 與周 券割 剤勤 句支 歴毎 急勇 呈吸

盆貧 内次 頼剰 努動 包博 歴氣 負豫 告喉
蕪硲 朋刃 判割 劾脚 質副 書訣 亀虫 啓喫

器
嚴
園
圃

嘆
囑
箪
號

届

唐

臼.騰
崩

當

賞

弊

縣

櫨
嬢

掻
没

捜
摘
櫨
揮

瞼
隠
邦
郎

隆
隔
障
随

望
塑
聖
墜

園
圓
圖
團

境
壇
壇
壊

堕
墨
坪
城

摩
魔
磨
雁

麻
廉
廊
廣

帽
郷
度
唐

巌
峡

帯
幣

海
浩
消
渉

注
沿
派
浸

返
迎

近
述

都
込

巡
迅

涙
浮

清
港

浮
酒
添
淺

壌責 呉姫 嬢宵 寛憲 籟封

萱肚 契娯 學寒 寧頁 専將

壽冬 奨嬬 穴賓 實室 尋肯

査夢 姿嫡 害寝 霧突 導筒

麿延 強彫 径徳 養技 捨採

魔廻 弾彩 術徴 盟抱 控椙

庭建 彌彰 從衛 艶抜 掃援

廷式 弱往 微前 扱沸 授揺

渇滞 潔濱 瀧猪 茎萬 茜薬

渓涌 潮漁 湾濁 荘著 藝蘭

温漢 澤潜 狭猶 菜薄 藏隔

滴澁 濟漏 猶花 責薫 藤隊

造
透

連
週

逐
途
通
速

送
逆
迷
退

迫
迭
追
逃

逮逸 遍遣 遭遷 邊情

進過 遊違 遍遺 恒愉

遂達 遇遠 選避 悦悟i

運道 避適 遅還 悔愼

●

X

110h14惨 懐 懇戸mg教 断 明暗 有wa 脳騰 巣松

1111115憎 忍 成房 雇牧 敵旅 晩曉 服腺 腰臓 査枝

1121116慨 恵 願mxttg晴 曙 朋ee 謄朗 榮柱

1131117憶 懲 戯戻 肇敏 敷暑 暖月 胞勝 腕期 樂核

120124

121125

1221126

1231127

-一 一 十 一 一

130ほ34

1311135

132136

133137Ll_V:
_

校櫃 横権 歩残 穀櫨 孚乳 犠猷 冑所 祐硯
梅棲 機欄 歳殺 撃黒 受乱}伏環 毒祉 秘線
桟様 検欧 歯殻 煙黙 爲辞 獣者 静禮 紳福
構概 櫻歓 齢殿 焼妥 欝粛 獣煮 紅訳 鮮網

禎曇 盗瞬 硝程 穏意 辮装 籍塘 紛絶 締編
禅畔 盟砲 砕構 穣靖 署襲 粉繁 納緑 縁緒
禮窺 釜研 碑稻 章辮 髪節 粋級 終経 練縛
量既 堕硬 税穂 童龍 初簿 精紋 絞緑 緩縛

1401144縦 習聲 臭虐 虞費 訟誤 論i書 識…費 蹄

1411145縫 績 翌聴 賊N覧 評調 諮謙 讃譲 贈較

1421146織 繊 翼職 船虚 蚊観 該誕 謁講 譜資 起輕

143147 縮羽 耳聴 艇虜 璽響 観講 諸謹 謹賊 践輸

1501154

155151

1521i56
15311S7

160164

1611165

1621166

1631167

轄配 酸醜 銭鎗 鐵閲 雑朝 頒顯 飲餓 騒寵
韓酢 酷醸 鋒鎌 鋳關 難音 顔食 飽腺 駆髄

竪酬 醇鉛 錬鏡 錬闘 雪響 類飢 飾館 験鯛
酌酪 酔鏡 鎭鐘 聞隻 窟韻 顧飯 飼駐 騨鶏
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(NXR)(V)〔Z)

θ⑪ ㊤⑬ ⑰O◎1
㊤◎ ㊦⑭ ⑱①02
◎㊤ ◎⑮ ⑲◎ ①3
◎⑧ ㈱⑯ ⑳⑪ ①4

↓

-

甲

↓

O

令

Φ

⇒

、'



ー

ω

一
ω
ー

., ⑳

0101014子 嚢 顧彗 阜毬 転毫 齎盒 俘佃 悌堵 惨質
OlllO15巫 警 冠 ト 睾毬 冗烹 絃tト 佗侃 伸倭 念巽

9翻1轟 雛 季2纏 聲 鵠 設 餐欝

020024

021025

022026

0231027

棘准 恩刺 舅痴 督蒔 実衿 轡吼 陀映 啄哺

沖凧 馳副 匁旬 競贋 鍵嚢 町駅 岬咤 畷噴

洌凪 刎剖 旬匡 卯蟹 缶邑 叶呵 蛭哺 啖慮

凋夙 剋劉 葡卍 原牟 罎婿 吃噸 咬哩 醐嚥

03010341桑 噸 嘱2i渦 赫 奄嬰 嬉宥 寛蜜 砂登 屹舘

0311035哨 嚇 囮藍 塙彊 奮姥 孟震 養畜 混峯 峙帷

0321036fi禁 ‖寧 因埴 塙鉄 娑脾 宍冠 窒嘗 辟嵩 峨禎
0331037臆 嘱 圃堰 卦麺 堅媛 宕寛 窩耀 嵯慢

0401044幟 廟 鳶弼 彷俳 姜}刃 拝挟 捗梅 郷摸 描眉
041104S畿 廠 鰯aReq,,, ,}Euax捷 捺 掲撰 酬
042046庖 魔 弗彊 佛徽 萌汗 始捌 捲搭 楡境 橿擾

0431047庚 靡 弾彪 徊徽 善栂 拐挽 掬振 揆撚 郷擦

0501054

0511055

0521056

0531057

0601064

0611065

0621066

0631067

沐
沫

泊
淡

擬
汐
乏
沁

席
葡
蒋
簾

葭

専
韮
産

洞
滝
誕
鴻

浬
浬

渕
淘

蕊
甕
蕉
藝

蓬
蕎
蕨
蕪

游
渚
湊
津

渾
湊
滋
湘

浪瀞 漕瀞 狸苺 筍英 藍篭

鴻潟 漬狗 獅茄 茗莫 莱菖

漉渚 濠狛 苅葡 茄莉 菰萌

漣潭 湿猜 芭茉 茜頁 莚董

繭蕾 陛亡 逡遍 遮怜 倒働 撫恕
莞繭 隠迭 追逗 還悦 惇憧 梛慰
藩藻 邸遁 逓遜 遼恢 槍慷 憧懇
蕗葺 郁逗 逼遡 遮情 慎惰 恣懸

令 へ

X

111i115

1121116

113117

120124

1211125

1221126

1231127

130134

131135

132136

133137

1401144

1411145

142146

143147

1511155

1521156

1531157

1601164

1611165

162|166

1631167

億哉 昂騒 晒智 胚朕 脾膵 謄朶 杷柚 桂梗

秒載 晃嚢 曙瞥 押脛 腱謄 朧栞 杵柘 桔慌

戊栽 晃暫 嘱肘 跨辞 膀臆 朔繋 柾桓 桝梱

威敦.曼 馨 暢肱 胱腓 膳鵬 彙杜 極帳 梧挺

梯提 榴榊 債檎 梵黎 炸炮 燵舜 突破 琢扉
桿楢 惜樫 燈擢 案漿 烙熾 燦硲 玲珀 瑞瑠
梓楓 情樟 樵惰 般爽 焙煉 矯婿 珊珪 琳瑚
棉楕 橡槻 櫃淋 穀炬 煉燗 猛病 珈琉 號璃

墳祓 鴫庖 痙縮 鼎維 砧礪 黍稗 姑欝 素袴
瑳詞 疋撰 瘡盈 睦嘉 硯確 秤臓 錬署 髭揮
瑠毘 楚疵 瘤盟 隔砦 碩礫 稗穣 颯蜀 髭褥
禦畷 搭痔 癖蛋 矯砒 碍禾 稠竪 喝罫 禄摺

襖欄 努笙 賛籾 紘緯 椴揃 翅聚 甜艮
惜蚕 旅筏 其飲 藍粍 紬綻 繊模 聾蔚 艀羅
荏嚢 笏筐 箒飾 纂粕 輪綬 瑳繕 柳刮 艦度
禅竺 笈筍 莚簑 糞糺 緋線 緩鑑 聴舐 脇畠

蛆
蛉
蛭
蛤

鼠
蚤
蟹
虻

鋪
誘
錘
錨

鉤
銑
鉾
鋲

嬬
蝦
蝸
蠣

蛸
姻
蜻
幅

瓢詞 誠誠 謹剋 跣躾 競轍 醍飯

聾詔 言定譜 謹趨 脆覧 輻礫 醐紗

言ト詑 誇三吉 賦践 跨轟 輯画1竪 鉦,

訥 論 誹諌 晴破 顕玩 轄部 釦鉋

錫鍍 閏開 雷頒 饅賂 腹魯 蛤鰻 鯛鷲
錐鍛 間錐 霞頗 饒騨 偶鮒 鯖鰐 鰺鶯
鍾鏑 閥雫 義餉 駁願 魁鮎 鰭鯨 鰻駕
鐘閂 閉雲 翰饅 駝口 魏鮪 鯵鰍 鰹鵠
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図7漢 字 キ ーボ ー ド操 作 キ ー

ず
カナ文字

9

仔

0
"

・

・

&

n

m

mm

y

茗

?

!

Y

7
一

二

・,

u

v

W

x

U

V

W

X

0
1

「

$

9

Q

R

S

T

m

n

O

P

M

N

O

P

－

i

k

l

ー

」

K

-

O

{

元5
h

ロ
」

F

G

H

O

L
O

C
Ｌ
O

A

8

C

D

2911;;㍑Rll:㍑ 廓へ＼

;1言IM3:1㍑:舗:㌫ ワ㌶ 文字構成

1

2

弓」

4

1

2

含
∨

4

9

0

●

9

0

"

'.

5

6

7

《6

5

6

7
'
8

>omo

coひ ¶r－ 一・

∩nON×r

oら 工7e・ 一

>ome-s・

wひ ヤ1㊥ 、 」 一・

∩nOee

eq工r

〃
○

口

口

ス 沖

F」 一

コ

口

O

O

≧

Z

O

●

ヨ

コ

O

●

ミ

Z

O

、

mge習k↑s‡

m㎎ た`Ω り駕ント

岬lll　
キーワー ドの文字

構 成 で許 され る

④◎ 亀"

③㊦'・s

◎ ⑥ 一=

◎⑧ 心心

O

「

O

謁

む序"

→ ●

C

く

緩

×

⊂

<

ミ

×

wuNN

』 」 Φee

い 《夫 ㊨ ⑫

1ひo・oo

<xgt項

NNPりO

"∨ ヨ ・ ・

ヨ ・

Oaccく 、 ● 項

カ 、

"

一

㊤

「

<<N胸 コ}コ}

ミ9…B・

×xヨ

傘△ ↓一

▽▽ ↑一

昨1
条件記号

∫

条件記号

否定(NOT)

条件記号

論理和(OR)

あ お け す ちな の へ むゆ っS_r三 七
い か こ せ つに はほ めよ や ∫)」 四 八

えt註 ㌫ 驚 ‡3:に 三美=

るを ぐじ だど べぷ ゑつO不 生高 台何

れん げず ぢば ぽぺ 々や 世至 我人 会体

うが ごぜ づび ぱぽ あゆ 下上 文入 全分

わぎ ざそ でぷ ぴゐ えよ 与手 主今 代内

あ お け す

い か こ せ

う き さ そ

え く し た

ちな の へ

つ にUほ

て ぬ ひ ま

と ね ふ み

る を ぐ じ だど

れ ん げず ぢば

う が ご ぜ づ び

わ ぎ ざ そ で ぷ

むゆ 用方 中名 子対

めよ 同加 事多 定小

もら 次直 国外 実少

やり 出気 場女 寡当

べ ぷ ゑ1

ぺ

ほ

ゐ

ば

ば

び

一

、

■

、

・s

あ お け す ち な の へ む ゆ

Lth、 二ttう`二 はllめ よ

う ● 白 そ て ぬ ひ ま も ら

え く し た と ね ふ み や り

も 告 ぐ じ

れ ん げf

だ ど ぺ ぷ

ぢ ば

う が ニタゼ「 つ ぴ

わ ●'ざ そ で ぷ

半濁点

ア オ ケ ス ・チナ ノヘ

イ カ コセ ツ ニ ハホ

ウ キ サソ テ ヌ ヒマ

エ ク シタ トネ フ ミ

ルヲ グジ ダド ベプ

レン ゲズ ヂバ ボペ

ロガ ゴゼ ヅビ バポ

ワギ ザゾ デブ ピヰ

ム ユ アオ ヤァ ォ ヤ

メ ヨ ィ カ ユ イ カ ユ

モ ラ ウ ケ ヨ ゥ ヶ ヨ

学展 観郎 心故

山行 前部 必教

主彼 治通 成数

度後 法道 所新

方本 点考 思私

書業 物者 発立

明相 貌社 的産

時水 理田 知意

長自

1群
群 カ ッコ

議

間

間

関

記

話

語

諸

セ パ レ 一 夕

和

年

月

日

電

大

正

昭

左 カ ッコ

」

」

9
一
』

L

8
－L

、

」
」
」
」

L
L
L
L

△且 ⊥M

旦上 ⊥且

9皇KΩ

且且 」」且

且」三 ワェ ツ ワ 一 ハ イ フ ン

長

追」 ピ リオ ド

音

主

1ハ9)

18)dO

L」

22-一

エ115

ヴ ー26

ヴ ・37

叉 」`8.

9

0

一

〔3[

i4}

11h5}

12}16}

一
Ω 旦'

且又

蕊 取

工五

C)(G)① ⑤⑨

D)(H)② ⑥ ⑩
1'E)(1)③ ⑦⑪

旧XF)(J)④ ⑧ ⑫

,'1

オ

カ

キ

ク

ア

イ

ウ

エ

濁

点

ヲ

ン

ガ

ギ

ル

レ

ロ

ワ

ウll

i=

.ンr

.{'」

(
〉

ー

一

〈

〉

～

～

☆

口

◎

◇

〔
〕

(

ー

ケ ス チナ ノヘ

コセ ツ 二 八ホ

サ ソ テ ヌ ヒマ

シ タ トネ フ ミ

ジ

ズ

ゼ
ゾ

グ

ゲ

ゴ

ザ

ダド

ヂパ

ヅビ

デプ

プ

ペ

ポ

ヰ

ベ

ボ

パ

ピ

J')・t)⑪ 内 ⑦㊤ ◎θ

イ)㈲ パ ト)④@◎ ㊦

ウXキ)・⇒(チ)◎ ㊥ ∈)(ξ)
・工、汐){ホXリ)㊤ ② ㊥◎

ム ユ ア オ ヤア オ ヤ

メ ヨ.イ カ ユ イ カ ユ

モ ラ ウ ケ ●ウ ケ ・

ヤ リ エ ツ17エ ツ η

英字

数字

エ1

ヴ ー

∀ 、

」 ・ 、・

一五

二六

三七

四八

九{→(f)(λ)

十{⇒'{六)1'I

ot司 剛 司

丁
条件記号

論理'積(AND)

5'

空白として使用 ・

ファンクションキー

i添字始1添字艮 故殺 始 終 Kモード Aモード分禁始 分禁終 合成 左結 割注始 割注終 欧文始 欧文終 『字上 ・ピ始1'・ ビ終Pワ 復 改 区1 区2 S1 S2 字 間 行 間 外 字 見出始 見出終 スペ ー ス 抹

消

後

退

π字下 劃上下 空白 揃 姑 揃 終 %寄 %寄K

ヌトップ
A B C D E F G H 1 JK L M N 0 P Q R⊃ T u V w X Y「 乏 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 FUNC

M1 MACMAC終 傍線終 P 結 合 節 ピッチ始 ピッチ終 調 整 rAB始 TAB終. T1 T2 PAGE N椎IBL・K LINε Mo」1 TBUN ボィント ボ復帰 字間復 行間復 書体 書体復 辺項削 図R閉
.

A

－315一
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図8 キ ー ワ ー ド語 番 号 リス ト例

1

～

3

4

5

6

τ

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

～

3

4

5

6

7

8

9

0

|

2

3

4

5

6

7

8

9

0

5

6

6

6

5

6

6

6

6

7

了

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

|

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

～

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

経営者
経営診断

経営情報

経営情報システム

経営政策
経営戦略

経営組織

経営能力

経営比較

経営分析

経営方針

経営目的

経営理念
経営理論

経営論

計画

計画評価 ・吟味技法

景気

景気後退
景気循環

計器着陸方式

景気停滞

景気動向

計器盤

計器用変圧器

計器用変成器
経験

けい光灯

けい光ランプ

計算可能性

計算機アルゴリズム
計算機亙用管理

計算機応用敦育

評㌔機応用システム

計算機応用設計

計算機回路1

計算機科学
計算機共同利用

計算機芸術

計算機現象

計算機材料

計算機試験
計算機システム

計算機システム還用管理

計算機システム開発
計算機室

計算機シミュレーシ ョン

計算機障害

計算機処理速度
計算機処理特性 ・

計算機処理方式

計算機スケジユーリング

計算機製作

計算機設計

計算機設計宮語

計算機設置

計算機設備
計算機装置

計算機測定
計算機チ ヤネル

一317一



石田真一

石田芳次郎

石田きんや

石田たかや

石田登美治

石田は じめ

石田ひろし

石田民雄

植田健治

植田勇幸

上田修一

上田寿男

上田隆三

上田敏晶

上田利男

上田勲

上田孝寿

上田治男

図9著 者名 索引 リス ト例

676061696

8760|1075

B7606↑029

B76021083

B760606|

瀬戸内海自然海岸消滅調査について 〔b①〕

旦834A建 設省技術研究会報告 ピ75)〔28〕

こん包 工程の システ ム化 の一9例 〔b② 〕

E921A鉄 鋼 の⊥9('75)13〔4〕

電算写 植 システ ムー△ 且且上皇 皇 日本経済新聞社 〔b② 〕

S338ム ビジ ネス コ ミユニケー シ ヨン('16)13〔a〕

最近の デー タベー ス管理 システム 〔b② 〕

Q973ム ビ ット 仁75)7〔13〕

1私 が実 施 した物的 施策 等の安全管 理について 〔b② 〕

£510A.鉄 道 線路('76)2`〔3〕

876010781

876030475

B76030470

B760513a6

B76030570

B76060805

B7604|092

8760|}902

B76061778

B76010836

B76010847

876020786

B76030555

B76060539

B760605|6

B76010900

B760|0880

B76051154

最近 の業務上外 けい肩 腕障害の 認定 基準 〔b② 〕

旦395A労 働 の科学('75)30〔11〕

わが社の新入社員教育 その現状と来年度の方向 第一ポイン トは

教育体制の整備 東海銀行 〔b②〕

S3)1A産 業訓練('75}2|〔|2〕

音声情 報 を文¥化 す るデ ィクテー テング ・マ シン システム 〔b② 〕

旦128△ 事務 と経営C76)28〔336〕

S⊥ ∪且のM式 をS式 に変換するSNQBΩL4プ ログラ ム 〔b② 〕

S42T△ 情報 処理('76}17〔2〕

経営改造 計画 によ る経 営管 理 〔b② 〕

旦611A経 営実務:計 画 から監査 までC76)〔266〕

コンピ ュー タによ る書誌 作成n学 術雑誌総合 目録 自然科 学欧 文
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ミニコン.マ イ クロコンの将来 〔b② 〕
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離散形2次 近似 法オ ブザー ザによる同期機の過渡状態の 推定 につい て

〔。①〕

丘192△ 九州 工 業大学研究 報告('75)〔3己 〕

2次 項 ま で考慮 した非線 形オブザー バによる同期機の過 渡状 態の推 定

について 〔。① 〕

SSO9亙 電 気学 会論文誌 旦C76)g6-8〔|〕

読書 のための モチベ ーシ ョン 〔b② 〕

9371△ 産 業訓練 ピ75)21〔10〕

昇進意 識 と人事 管理 〔b② 〕

Gl28△ 事務 と経 営C75)27〔334〕

実例 にみ る日本的経営 参加 サンケイ新聞 ・リバー ステー ル ・十 条
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皇364ム マネ ジメン ト('76)35〔1〕
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皇364Aマ ネ ジメン トC76)35〔3〕

中高年 層問題 の焦点 処遇と能力開発 をめ ぐつて 〔b② 〕
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旦371△ 産 業 訓練('76)22〔4〕

ロー ドコ ン トロール によ る研究 開発 管理 〔b②}

S496A技 術 と経 済C75)9[10〕
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中央処 理装置

入 出力イ ンタフ ェイス

計 算機 測定(ケ イサン キソクテイ)

計 算機 チ ャネル(ケ イサ ンキ チヤネル)

計 算機 特性(ケ イサン キ トクセイ)
NT計 算 機処理特 性

・計算 機処理 速度

・スルー プ ット

・ター ンアラウ ンド時間

計 算機 動画(ケ イサン キ ドウガ)

計 算機 ドキ ュメンテー シ ョン(ケ イサ ンキ ドキユ メン

テ ー シヨ ン)

計 算機 発生(ケ イサン キハッセイ)

計 算機 フ ァイル(ケ イサンキ プア イル)

計 算機 部品(ケ イサ ンキブヒン}

計 算機 プロ グラミン グ(ケ イサンキ プログラ ミング)

NT ア セン ブリ

記号処 理
コー デ ィング

=〕ンパイ レー シ ョン

自動 プロ グラ ミング

数式処 理
パ ッチ ング

計 算機 プロ グラム(ケ イサンキプロ グラム)

NT オ ペレー テ ィングシス テム
・スーパバ イザ リシス テム

・制御 プ ログラム

グ ラ フ ィックプログラ ム

処理 プロ グラム
・応 用プ ログラム

・・バー トプロ グラム

・言 語プ ロセ'Vサ

・・ア ヒンブ ラ

・・インタブ リ一夕

・・コ ンパイラ

・・シミ コレ一 夕ブ0グ ラム

・・ジ ェネレー タ

・・マ クロブ0セ'Vサ

・サー ビスプロ グラム

保守 プロ グラム

計 算 機方 式(ケ イサ ンキホウ シキ)
NT 演 算方式

・高 速演算 方式

・・ア レイ処理

・・配列 構造処理

・・パ イプラ イン処理

・・並列演 算

・・連想処 理

・固 定小数 点演算

・実 数演算

・デー タ変換

・・基数変 換

・非 算術 演算

・・け た送 り

… けた上

・・論理 演算

・複素数 演算

・浮動小 数点演算

記 憶方式

・スタ ・ソク方式

・バー チ コアル メモ リ

・バ ッフ ァ方式

・番地指 定方 式

・ペー ジン グ

・連想記 憶方式

信頼性方 式

制御方式'
・演算 制御

・・文字 形式制御

・記憶 制御

・・イン タリー ビン グ'

・・階層 制御

・・記憶 保護

・・転 送制御

・・動的 記憶割当

・多重処 理制御

・・計算 機スケ ジ ュー リ ング

・入出 力制御

・命令制御

・・先回 り制御

・・逐 次制御

・・マ イクロブ0グ ラミン グ

・・割込 制御

デー タ方 式

命令方式

計算機網(ケ イサンキモウ)

計算機要 員(ケ イサ ンキヨウ イン)

計算機利用(ケ イサ ンキ リヨウ}

NT 計算機 芸術

計算機 シ ミ ュレー シ ョン
・ゲー ミン グシ ミコレー シ ョン

・プログラム シミ ュレー シ ョン

・論理 シ ミ ュレー シ ョン

計算機発 生
コンピ コー タクラ フ ィツクス

・隠線問 題

・計算機 動画

実験制御

自動言 語処理
・機械翻 訳

・テキス ト処理

⊆A旦

s.A_⊥
一ΩA .M

計算機理論(ケ イサンキ リロン)

NT 計算理 論
・アルゴ リズ ム理論

・計算 量理論

・停止 問題

・同値性 問題

・プログ ラム理 論

計 算言語学(ケ イサンゲ ンゴ'ガク}

計算 センタ(ケ イサンセン タ)

計算 タイプライタ(ケ イサ ンタ イブラ イ タ)

計算 の複雑 さ(ケ イサン ノフク ザツサ}

計算 量理論(ケ イサン リヨウ リロン)

計算 理論(ケ イサ ン リロ ン)

NTア ル ゴ リズム理 論

計算量 理論
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